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第Ⅰ部  序論  

 

第 1 章  本 研 究 に おけ る 問 題 意 識 及 び 調 査 の 進 め 方  

 

1 . 問 題 意 識 と そ の 背 景   

本研 究 の 問題 意 識 は 、消 費 者 の生 命 保 険 加入 行 動 のメ カ ニ ズ ム は どの

よう な も のか 、 と い う も の で ある 。 こ の 問題 意 識 はい く つ か の矛 盾 して

みえ る 実 情や 指 摘 の 存在 を 背 景と し て い る。  

生命 保 険 の利 用 状 況 は、 過 去 約 20 年 に わた り 世 帯加 入 率 の 低下 1が 見

られ る 。 この 一 方 で 国民 の 日 常生 活 に ま つわ る 不 安や 悩 み を 持つ 人 の割

合は 増 加 2して お り 、その 内 容 が老 後 生 活 設計 や 自 分及 び 家 族 の健 康 で あ

るこ と か ら、 生 命 保 険の 役 割 は非 常 に 大 きい と の 指摘 も 存 在 して い る。

この 指 摘 は、 生 命 保 険本 来 の 必要 性 に 比 して 世 帯 加入 率 が 低 下し て いる

こと を 問 題と し て 認 識し て お り、 方 向 性 とし て い えば 過 少 保 険を 意 識し

た見 解 で ある 。これ に対 し て、民 間 生命 保険 会 社 の医 療 保 険 につ い て は、

社会 保 障 制度 （ 公 的 医療 保 険 制度 ） の 内 容か ら 考 えて そ の 必 要性 は ゼロ

では な い もの の 限 定 的で あ り 、加 入 す る こと 自 体 が過 剰 保 険 とな り 得る

可能 性 を 指摘 す る も のも あ る 。  

更 に 個 々 の消 費 者 の 加入 し た 生命 保 険 に つい て は 、当 該 消 費 者の 意向

に沿 わ な い契 約 内 容 であ っ た こと が ト ラ ブル と し て表 面 化 し 、主 に 取扱

保険 募 集 人に 対 す る 規制 と し てこ れ ら 不 適切 な 保 険利 用 の 解 決を 図 ろう

とす る 実 情 3も存 在 し てい る 。  

本研 究 は 、消 費 者 の 生命 保 険 加入 行 動 の メカ ニ ズ ムを 明 ら か にし 、適

                                                   
1  生 命 保 険 文 化 セ ン タ ー「 平 成 ２ ４ 年 度  生 命 保 険 に 関 す る 全 国 実 態 調 査 」に よ れ

ば 生 命 保 険 の 世 帯 加 入 率 は 1 9 9 4 年 9 5 . 0％ 、2 0 0 3 年 9 0％ 、2 0 1 2 年 8 5 . 8％ で あ る 。  
2  内 閣 府 「 国 民 生 活 に 関 す る 世 論 調 査 」（ 平 成 2 4 年 6 月 ） に よ れ ば 日 常 生 活 に 悩

み は 不 安 を 持 つ 人 の 割 合 は 、 1 9 9 1 年 4 6 . 8％ 、 2 0 0 1 年 6 5 . 1％ 、 2 0 1 2 年 6 9 . 1％ で

あ る 。 内 容 で は 第 1 位 老 後 の 生 活 設 計 、 第 2 位 自 分 の 健 康 、 第 3 位 家 族 の 健 康 で

あ る 。  
3  2 0 1 6 年 5 月 施 行 改 正 保 険 業 法 に よ る 保 険 募 集 規 制 。保 険 加 入 者 の 当 初 意 向 と 最

終 意 向 の 変 化 の 把 握 、 最 終 意 向 と 加 入 生 命 保 険 の 整 合 性 を 加 入 者 自 身 が 把 握 す る

機 会 を 持 つ こ と や そ の 記 録 と 管 理 が 義 務 付 け ら れ て い る 。  
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切な 生 命 保険 の 利 用 を 増 進 す るた め に 何 が必 要 か 、そ の 内 容 及び 解 決の

方向 性 を 提言 す る こ とを 目 的 とし て い る 。  

消費 者 の 生命 保 険 加 入行 動 は 、消 費 者 の 需要 と 供 給の 交 点 で 成立 す る。

この 観 点 から い え ば 、説 明 要因 と し ては 需要 等 の 消費 者 側 要 因と と も に 、

保険 を 実 際に 供 給 す る販 売 者 によ る 影 響 要因 が 可 能性 と し て 存在 す る。

すな わ ち 消費 者 の 生 命保 険 加 入行 動 は 消 費者 側 要 因と 販 売 者 によ る 影響

要因 と の 密接 な 関 係 によ っ て 生ず る と 考 えら れ る 。  

まず 消 費 者側 を 概 観 する 。  

保険 は 、 多数 の 経 済 主体 が 結 合す る こ と によ り 、 リス ク が 顕 在化 し損

失が 生 じ た際 に 、そ の損 失 を 集団 全 体 で 分担 す る 技術 的 な 仕 組み で あ る。

こ れ を 消 費者 側 か ら 見る と 、 保険 は 、 集 団と し て その リ ス ク の発 生 は確

実だ が 、 自分 に そ の リス ク が 生ず る か は 不確 実 な 事態 に 、 事 前対 処 する

ため の 仕 組み で あ る 4。自 分 に とっ て 不 確 実な リ ス クに 対 し て 、固 定 的 な

コス ト （ 保険 料 ） を 支払 う こ とで 事 前 対 処し 、 集 団と し て 集 積さ れ た保

険料 に よ る資 産 か ら 、リ ス ク が生 じ た 場 合に 所 定 の保 険 金 等 が給 付 され

る 。 こ の よう な 保 険 を消 費 者 が利 用 す る 場合 、 果 たし て 適 切 な考 え によ

り行 わ れ てい る の か を検 証 す る試 み は 様 々行 わ れ てい る 。 事 故の 要 因を

個別 具 体 的に 想 定 す ると 、 消 費者 の 主 観 的な 推 定 確率 が 高 ま り、 保 険利

用の 可 能 性が 高 ま る 。こ れ ら は航 空 機 の 事故 や ガ ンを 対 象 と して 実 証研

究が 行 わ れて い る 。  

保険 は 「 掛け 捨 て 」 にな る と 損と い う 考 えも あ る 。本 来 、 個 人に とっ

て不 確 実 な事 象 に 事 前対 処 す るた め に 、 支払 わ れ た保 険 料 は 集団 の 資産

と な る 。 この 集 団 の 資産 か ら リス ク が 発 生し た 個 人（ 受 取 人 ）に 給 付さ

れる 仕 組 みが 保 険 で あり 、 リ スク が 発 生 しな か っ た人 の 保 険 料を 「 掛け

捨て 」 と 考え る こ と 自体 が 保 険の 理 解 か らは 遠 い 。こ の よ う な理 解 に基

づく と 保 険よ り 預 貯 金を 選 択 する 可 能 性 が高 ま る と考 え ら れ 、生 命 保険

                                                   
4 例 え ば 50 歳 男 性 の 死 亡 率 は 「 0.00 26 8（ 平 成 27 年 度 簡 易 生 命 表 ）」 で あ る 。 10

万 人 当 た り 1 年 間 で 268 人 が 死 亡 す る 。50 歳 男 性 の 集 団 と し て は 確 実 だ が 、個 々

の 50 歳 男 性 に と っ て は 不 確 実 な 事 象 で あ る 。  
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と預 貯 金 の選 択 傾 向 に関 す る 実証 研 究 が 行わ れ て い る 。 更 に 生命 保 険そ

その も の を貯 蓄 手 段 と想 定 す る利 用 に 関 する 指 摘 も存 在 す る 。  

以上 の こ とか ら 消 費 者側 要 因 を考 察 す る ため に は 、 ま ず 生 命 保険 需要

その も の を取 り 上 げ る必 要 が ある 。 先 行 研究 で は 、加 入 意 向 を生 命 保険

需要 と す る議 論 と 実 現し た 契 約実 態 を 生 命保 険 需 要と す る 議 論が 分 離し

て行 わ れ てい る 。 契 約実 態 は 「需 要 と 供 給の 交 点 で成 立 す る 均衡 点 」と

して の 状 態を 表 し て おり 、 消 費者 側 の 要 因の み で 契約 実 態 を 需要 と して

説明 す る こと は 一 面 的 と 考 え られ る 。 し たが っ て 本研 究 で は 生命 保 険需

要に つ い ては 加 入 意 向と し て 捉え 、 そ の 決定 の プ ロセ ス を 中 心に 検 討す

る。 消 費 者側 要 因 と して は 需 要決 定 の 後 、実 際 の 加入 行 動 段 階で 影 響を

与え る も のと し て サ イコ グ ラ フィ ク ス 要 因が あ る 。こ れ は 、 消費 者 の保

険知 識 （ 主観 的 自 信 ）や 保 険 商品 選 択 の 際の 重 視 項目 、 保 険 会社 選 択の

際の 重 視 項目 等 が あ げら れ る 。需 要 と サ イコ グ ラ フィ ク ス 要 因を 消 費者

側要 因 と する と 、 こ れを 受 け て生 命 保 険 の加 入 を 取り 次 ぐ も のと し て販

売チ ャ ネ ルが 存 在 す る。  

消費 者 が 生命 保 険 の 供給 を 受 ける 場 合 、 現実 的 に 接す る の は 販売 者で

ある 。 営 業職 員 や 代 理店 、 金 融機 関 な ど 生命 保 険 の販 売 チ ャ ネル は 複数

存在 し て い る 。 販 売 チャ ネ ル を含 め て マ ーケ テ ィ ング チ ャ ネ ルは 、 本来

的に は 生 産者 と 消 費 者の 間 に 存在 す る も ので 、 生 産者 ＝ 供 給 者と す る概

念よ り 広 義の 捉 え 方 であ る 。 本研 究 は 、 消費 者 の 生命 保 険 加 入行 動 を考

察す る た め、 消 費 者 に実 際 に 生命 保 険 商 品を 届 け る人 や 組 織 とい う 意味

で、 販 売 チャ ネ ル を 考察 す る 。 販 売 チ ャ ネル は 消 費者 の 生 命 保険 加 入の

手続 き を 取る 場 で あ り、 保 険 会社 へ 取 り 次ぐ 存 在 であ る 。  

以上 の こ とか ら 、 本 研究 の 問 題意 識 か ら くる 生 命 保険 加 入 行 動の メカ

ニズ ム を 単純 化 す る とイ メ ー ジと し て は 二つ の 形 態が 考 え ら れる 。 一つ

は、 消 費 者の 生 命 保 険需 要 が 概ね 決 定 さ れ、 そ こ にサ イ コ グ ラフ ィ クス

要因 が 影 響を 与 え な がら 、 販 売チ ャ ネ ル と接 触 し 加入 手 続 き へ至 る とい

うも の で ある 。 こ の 場合 、 販 売チ ャ ネ ル は消 費 者 の手 続 き の 場で あ り、
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加入 に 影 響を 与 え る 存在 で は ない 。 二 つ 目は 消 費 者の 生 命 保 険需 要 が 当

初 決 定 さ れ、 そ こ に サイ コ グ ラフ ィ ク ス 要因 が 影 響を 与 え な がら 販 売チ

ャネ ル と 接触 し 、 販 売チ ャ ネ ル が 消 費 者 へ影 響 を 与え る 。 消 費者 は その

後最 終 的 な需 要 を 決 定し 当 該 販売 チ ャ ネ ル に お い て加 入 手 続 き へ 至 ると

いう も の であ る 。  

 

図 表 1 -1 加 入 メ カ ニ ズ ム の 単 純 化 イ メ ー ジ 5  

 

 

2 本 研 究 の 構 成 と 調 査 の 進 め 方  

 本 研 究 は序 論 、本 論 、結 論 の 3 部 構 成 とす る 。本 論は 、 Web に よ る質

問紙 調 査 とし て の 定 量調 査 、 生命 保 険 協 会発 表 デ ータ 及 び 経 済セ ン サス

デー タ に よる 保 険 募 集従 事 者 数の 推 計 、 イン タ ビ ュー 調 査 と して の 定性

調査 を 組 み合 わ せ る 。こ れ に より 、 消 費 者の 生 命 保険 加 入 行 動全 体 の傾

向 の 検 証 と、 要 因 と なる 領 域 を個 別 に 検 証 し 、 そ れら を 照 合 する こ とで

総合 的 考 察を 行 う 。  

 第 1 部 序論 は 4 章 構成 と な って い る 。第 1 章 は 本研 究 の 中 核を な す 問

                                                   
5  こ こ で は 単 純 化 の た め に 生 命 保 険 需 要 は 一 括 で 表 現 し て い る が 実 際 に は 複 数 の

要 因 に よ っ て 決 定 さ れ る プ ロ セ ス で あ る 。 ま た サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 も 複 数 の

項 目 に 別 れ る 。 そ の プ ロ セ ス や 個 別 項 目 が 複 合 的 な 関 係 を 持 つ こ と で 加 入 行 動 が

生 ず る 。 こ こ で 表 示 し た 理 由 は あ く ま で 問 題 意 識 と 研 究 に よ っ て 探 ろ う と す る イ

メ ー ジ を 単 純 化 し て 提 示 す る 意 図 に 基 づ く 。  
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題意 識 と 本研 究 の 目 的 、 更 に 検討 対 象 で ある 生 命 保険 に 関 わ る用 語 や概

念の 定 義 であ る 。  

 第 2 章 は 、消 費 者 の加 入 意 向と し て の 生命 保 険 需要 及 び 加 入行 動 段階

で影 響 を 与え る サ イ コグ ラ フ ィク ス 要 因 につ い て 先行 研 究 レ ビュ ー に基

づき 理 論 的に 整 理 し 、既 に 確 立し た 知 見 と本 研 究 にお い て 新 たに 獲 得を

目指 す 知 見と の 境 界 を明 確 に する こ と を 目的 と し てい る 。 生 命保 険 は、

保 障 領 域 とし て 区 分 する と 死 亡保 障 と 生 存保 障 に 分か れ る 。 生存 保 障は

更に 老 後 保障 ・ 介 護 保障 ・ 医 療保 障 に 分 かれ る 。 生命 保 険 需 要 の 生 成プ

ロセ ス は 共通 の も の とし て 検 討で き る が 、消 費 者 が生 命 保 険 を 需 要 する

動機 と な る内 容 は 保 障領 域 で 異な る 。 し たが っ て 先行 研 究 は 、複 数 の保

障 領 域 に 共通 す る 部 分と そ れ ぞれ の 保 障 領域 を 区 分し て 確 認 する 。  

第 3 章 は 、販 売 チ ャ ネル の 特 性に つ い て 先行 研 究 レビ ュ ー に 基づ き理

論的 に 整 理し 、 既 に 確立 し た 知見 と 本 研 究に お い て新 た に 獲 得を 目 指す

領域 と の 境界 を 明 確 にす る こ とを 目 的 と して い る 。 本 章 で は 、 最 初 にマ

ーケ テ ィ ング に お け る販 売 チ ャネ ル の 位 置づ け と 生命 保 険 と いう 固 有の

商品 性 の 観点 か ら 先 行研 究 を 整理 す る 。 その 上 で 、日 本 に お ける 生 命保

険 販 売 チ ャネ ル の 多 様化 と 販 売チ ャ ネ ル 別特 性 に 関す る 議 論 を 確 認 す る。

ここ で は 今ま で ど の よう に 販 売 チ ャ ネ ル の多 様 化 がと り あ げ られ て きた

かを 整 理 する と と も に、 そ こ で の 問 題 点 を把 握 す る。  

続い て 保 険業 法 に お ける 保 険 募集 規 制 に 関わ る 先 行研 究 を 整 理し 、消

費者 の 適 切な 保 険 利 用を 阻 害 する 可 能 性 につ い て 保険 募 集 行 為の ど の部

分に 着 目 して 議 論 さ れて い る かを 確 認 す る。 こ れ らを 通 じ て 先行 研 究の

成果 を 前 提と し て 取 り込 み つ つ、 新 た な 販売 チ ャ ネル 検 討 の 視点 を 確立

する 。  

第 4 章 は 、第 2 章 及 び 3 章 ま での 整 理 か ら生 命 保 険加 入 行 動 に関 わる

本研 究 の 根幹 を な す 課題 と そ の課 題 を 構 成す る 下 位の 仮 説 を 設定 す る こ

とを 目 的 とし て い る 。  

こ こ で は 生 命 保 険 加 入 行 動 を 統 合 的 に 見 た 際 の 本 研 究 の 根 本 課 題 を
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明示 す る とと も に 、 その 課 題 の構 成 要 素 を加 入 者 要因 と 販 売 チャ ネ ル影

響要 因 の それ ぞ れ に 分解 し て 仮説 と し て 提示 す る 。こ の 仮 説 の複 数 の組

みあ あ せ ＝ 相 互 関 係 から ど の よう な メ カ ニズ ム に より 生 命 保 険加 入 行動

が 決 定 さ れる か を 明 らか に す るた め で あ る 。  

更に 第 4 章で は、仮 説検 証 の ため の 分 析 方法 を 説 明す る。消 費者 側 要

因で あ る 生命 保 険 需 要に つ い ては 新 な 知 見と し て の需 要 決 定 モデ ル を 示

す 。 又 、 販売 チ ャ ネ ル影 響 要 因と し て は 、販 売 チ ャネ ル の 多 様化 分 類 に

つい て 従 来 の「 専 属 －独 立（ 乗合 ）」区 分と 別 に「専 業 ― 兼 業」区 分 に基

づき 専 業 内競 合 と い う新 た な 視点 を 導 入 する 。 こ の専 業 内 の 販売 チ ャネ

ル多 様 化 に関 す る 推 計方 法 を 示し 、 そ の 存在 を 確 認す る 方 法 を 述 べ る。  

第Ⅱ 部 本 論は 、 5 章 構成 と な って お り 、 2 種 類 の 定量 調 査 と １種 類の

定性 調 査 を行 う 。第 5 章 、第 9 章で は 定 量調 査 を 、第 8 章 で は定 性 調 査

をそ れ ぞ れ記 述 す る 。  

第 5 章 は、「序 論  第 4 章  本 研 究 の根 本 課題 と 仮 説 及 び 分 析 の方 法 」（ 以

下、「 序 論  第 4 章」）に お いて 抽 出し た 消費 者 側 の 生 命 保 険 需要 に 関 わ

る仮 説 に つい て 、 生 命保 険 需 要決 定 モ デ ル に 基 づ き検 証 し 、 需要 決 定の

メカ ニ ズ ムを 新 た な モデ ル と して 確 立 す るこ と を 目的 と し て いる 。  

この た め 本章 で は Web に よ る質 問 紙調 査に よ っ て「 生 命 保 険需 要 」に

つい て 検 証す る 。 本 章の 前 半 部分 （ 死 亡 保障 領 域 の生 命 保 険 需要 ） は、

2016 年 3 月 、 日本 保険 学 会 『保 険 学 雑 誌』 第 632 号に 掲 載さ れ た 「家

計保 険 に おけ る 死 亡 保障 領 域 の 生 命 保 険 需要 決 定 要因 」 を リ ライ ト した

もの で あ る。 ま た 、 本章 後 半 部分 （ 生 存 保障 領 域 の生 命 保 険 需要 ） は、

前半 部 分 で取 り 上 げ た定 量 調 査の う ち 、 生存 保 障 領域 に つ い て 分 析 ・考

察 し 新 た に展 開 し た もの で あ る。  

需 要 決 定 モ デ ル の 中 で の 要 因 間 関 係 や 影 響 の 量 的 関 係 を 明 ら か に す

るこ と は 、生 命 保 険 需要 が 生 命保 険 加 入 行動 に ど のよ う に 反 映し て いる

か、あ るい は 加 入行 動と ど う ズレ が 生 じ てい る か を考 察 す る 指標 と な る。 

第 6 章 は、 販 売 チ ャネ ル の 多様 化 に つ いて 「 序 論  第 4 章 」で 設 定し
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た仮 説 に つい て 検 証 する こ と を目 的 と し てい る 。 多様 化 し た 販売 チ ャネ

ルに つ い ては 従 来 取 り上 げ ら れて こ な か った 保 険 営業 「 専 業 －兼 業 」に

よる 分 類 を行 い 、 そ の区 分 に 基づ く 募 集 人の 数 的 推移 を 推 計 する 。 ここ

で は 更 に 専業 内 の 多 様化 の 視 点を 取 り 入 れ る 。 ま た銀 行 窓 販 の解 禁 によ

り 生 じ た 個人 年 金 保 険新 契 約 の年 代 別 構 成の 変 化 を把 握 す る 。 こ れ らに

より 販 売 チャ ネ ル 多 様化 と チ ャネ ル 別 の 特性 を 検 証し 把 握 す る。  

第 7 章 は、「序 論  第 4 章 」に お い て 設 定さ れ た 仮説 に つ い て、保 険募

集規 制 の 観点 か ら 検 証す る こ とを 目 的 と して い る 。こ の た め 本章 で は、

2016 年 5 月 29 日 施 行さ れ た 改正 保 険 業 法に よ る 保険 募 集 規 制を 取 り上

げる 。 本 章で 取 り 上 げる 保 険 募集 規 制 は 、保 険 シ ョッ プ に 見 られ る 大型

の保 険 専 業代 理 店 の 登場 に 代 表さ れ る 販 売チ ャ ネ ルの 多 様 化 の現 状 に合

わせ て 、 消費 者 の 適 切な 保 険 利用 に 資 す る た め に 募集 規 制 が 再度 定 義さ

れ た も の いえ る 。 こ の規 制 が 着目 す る 要 点を 把 握 する こ と は 、 設 定 され

た仮 説 の 想定 条 件 を 検証 す る こと に な る 。  

第 8 章 は 、「序 論  第 4 章  」 にお い て 設定 さ れ た仮 説 に つ いて 、 定性

調査 （ イ ンタ ビ ュ ー ）に よ っ て検 証 す る こと を 目 的と し て い る。 こ のた

め、 イ ン タビ ュ ー は 販売 チ ャ ネル 別 に 保 険募 集 に 従事 す る 者 、募 集 管理

にあ た る もの 、 教 育 管理 責 任 者、 代 理 店 につ い て は代 理 店 経 営者 を 対象

に実 施 す る。 こ の 中 で特 に 仮 説検 証 の 点 で重 要 な 課題 は 、 専 業内 多 様化

にお け る 保険 募 集 人 の移 動 （ 営業 職 員 → 保険 シ ョ ップ 等 へ の 移動 ） が組

織的 に 見 られ る か ど うか と い う点 で あ る 。  

以上 の 本 論第 6・ 7・ 8 章を 通 して 、販 売チ ャ ネ ルの 多 様 化 とチ ャ ネ ル

別特 性 を、「 量 的推 移」、「 募 集規 制 」、「 定性 調 査 」の 3 側 面か ら 検 証し

把握 す る 。  

第 9 章 は 、需 要 と 供 給の 交 点 で成 立 す る 生命 保 険 加入 行 動 を 実証 分析

によ り 把 握 し 、「 序 論  第 4 章 」で 設 定 され た 仮 説を 検 証 す るこ と を 目的

とし て い る 。この た め 、本章 で は 、直近 3 年以 内 に 生命 保 険 に加 入 し た

もの を 対 象と し た 定 量 調 査 「 生命 保 険 加 入者 調 査 」 を 取 り 上 げる 。  
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第 9 章 の 実証 分 析 の 考え 方 は 、生 命 保 険 加入 行 動 を加 入 者 要 因と 販売

チャ ネ ル 影響 要 因 の 関係 に よ り説 明 す る とい う も ので あ る 。 加入 者 要因

は先 行 研 究に お い て 加入 行 動 段階 で 影 響 を与 え る サイ コ グ ラ フィ ク ス要

因 と し て 分類 し た 加 入者 の 重 視項 目 を 中 心に そ の 影響 を 把 握 する 。 第 5

章で 取 り 上げ た 消 費 者の 需 要 要因 や 要 因 間の 関 係 につ い て は 、第 9 章実

証分 析 の 結果 と 照 合 し、 加 入 行動 と 生 命 保険 需 要 決定 要 因 及 び要 因 間関

係 と の ズ レや 対 応 関 係を 考 察 にお い て 取 り上 げ る 。 ま た サ イ コグ ラ フィ

クス 要 因 と販 売 チ ャ ネル 影 響 要因 と の 関 係を 中 心 に、 消 費 者 側要 因 と販

売チ ャ ネ ル影 響 要 因 の関 係 の メカ ニ ズ ム を検 証 す る。 本 章 の 後半 の 一部

は 、 2016 年 12 月、日本 保 険 学会『 保 険 学雑 誌 』第 635 号に 掲載 さ れ た

「生 命 保 険加 入 に 対 する 販 売 チャ ネ ル の 影響 」 を リラ イ ト し たも の であ

る 。  

第Ⅲ 部 結 論は 、 第 10 章 1 章 構 成と な っ てい る 。  

第 10 章 は、 ま ず 本 研究 の 結 論を 理 論 的 側面 か ら 記述 す る 。 本研 究は

生命 保 険 加入 行 動 を 消費 者 側 要因 と 販 売 チャ ネ ル 影響 要 因 と の関 係 によ

り 考 察 し てお り 、 そ れぞ れ を 分離 し て 検 討す る 先 行研 究 と は 根本 的 に考

察視 点 が 相違 す る 。 特に 生 命 保険 加 入 目 的別 に 区 分し て そ の 要因 や 相互

関係 を 捉 え て い る 。 また 加 入 目的 間 の 関 係の 中 で 、販 売 チ ャ ネル 影 響要

因の 範 囲 と 加 入 者 要 因の 範 囲 の補 完 的 関 係 を 説 明 する 。 こ れ らに よ り消

費 者 の 生 命保 険 加 入 行動 を メ カニ ズ ム と して 捉 え る。  

次 に 本 研 究の 結 論 を 実践 的 側 面か ら 記 述 する 。 こ の一 部 は 政 策提 言と

なる も の であ る 。  

消費 者 の 適切 な 生 命 保険 利 用 に資 す る た め、 本 研 究が 明 ら か にし た消

費者 側 要 因と 販 売 チ ャネ ル 影 響要 因 の 相 互関 係 か ら、 ど こ に 焦点 を 当て

てど の よ うな 取 組 が 必要 か を 明ら か に す る。こ れは 保 険 の理 解の 点 か ら、

消費 者 、 保険 募 集 人 、業 界 団 体や 各 生 命 保険 会 社 への 提 言 と して 展 開さ

れ る 。 ま た、 保 険 募 集規 制 の 観点 で は 、 規制 の 在 り方 に 関 わ る政 策 提言

をま と め る。  
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消費 者 教 育の 観 点 で は 従 来 の 貯蓄 ・ 証 券 ・保 険 の 一体 的 な 教 育の 枠組

みか ら 、 リス ク 教 育 と保 険 教 育の 連 携 を 提唱 す る 。こ の 枠 組 みの 変 更は

従来 に は ない が 、 も とも と リ スク に 対 す る合 理 的 な対 処 手 段 であ る 保険

教 育 に 、 対象 と な る リス ク に 関す る 教 育 が欠 如 し てい る こ と 自体 問 題が

あ り 、 そ の観 点 か ら 今後 の 方 向性 を 提 示 する 。  

本研 究 の 全体 構 成 を 図表 1 -2 に 示 す。  

 

図 表 1 -2 本 研 究 の 全 体 像  

 

 

3 本 研 究 が 対 象 と す る 生 命 保 険 の 範 囲 と 定 義  

 本 研 究 は、 生 命 保 険を 対 象 とし て い る 。 こ こ で いう 生 命 保 険は 、 人を

対象 と し た保 険 で 生 命保 険 会 社が 提 供 す る保 険 契 約の 意 味 で ある 。 この

呼称 と し ての 生 命 保 険は 、 使 用方 法 と し ては 一 般 的で あ る が 保険 法 上の

定 義 と 相 違し て い る 。そ こ で保 険 法 上の 定義 を こ こで 取 り 上 げた う え で、

本研 究 の 検討 対 象 の 範囲 を 定 める 。  

 

3 -1   保 険 法 上 の 定 義  

 保 険 法 では 生 命 保 険契 約 を 「 保 険 契 約 のう ち 、 保険 者 が 人 の生 存 又は

死亡 に 関 し一 定 の 保 険給 付 を 行う こ と を 約す る も の（ 傷 害 疾 病定 額 保険

契約 に 該 当す る も の を除 く 。） を い う 」 とさ れ る 。こ こ で の 生命 保 険 は、

第2章

需要分析

第4章 死亡保障領域 第9章 第10章

生存保障領域 加入行動分析 結論

第1章 （実証分析と考察） 理論的側面

問題意識 実践的側面

背景・目的 第3章 第6章 量的推移

第7章 保険募集規制

第8章 インタビュー

第5章

保険募集規制

販売チャネル
側要因

本研究の根本
課題（RQと検
証のための仮

説設定）

先行研究

生命保険需要

加入段階影響要因
（重視項目等サイコ
グラフィクス要因）

消費者側要因

販売チャネル多様化
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人の 死 亡 や生 存 を 給 付事 由 と する 保 険 契 約を 意 味 して い る 。  

 上 記 、 保険 法 上 の 生命 保 険 は、 本 研 究 で検 討 す る死 亡 保 障 や老 後 保障

を目 的 と した 生 命 保 険が 該 当 する 。 す な わち 、 一 定期 間 中 に 死亡 し た場

合に 保 険 金が 支 払 わ れる 保 険 契約 や 、 逆 に一 定 の 年齢 ま で 生 存し て いれ

ば（ 例 えば 65 歳 等 ）年 金 が 支払 わ れ る 保険 契 約 など を 指 し てい る 。  

 次 に 傷 害疾 病 定 額 保険 契 約 につ い て は 「 保 険 契 約の う ち 、 保険 者 が人

の傷 害 疾 病に 基 づ き 一定 の 保 険給 付 を 行 うこ と を 約す る も の をい 」 と定

義さ れ て いる 。 こ れ は人 を 対 象に 一 定 の 期間 中 に 障害 や 疾 病 で入 院 など

の際 に 給 付さ れ る も ので あ る 。本 研 究 で 検討 対 象 とす る 医 療 保障 や 介護

保障 が こ れに 該 当 す る。  

 

3 -2   損 害 保 険 と 生命 保 険 ・ 本 研 究 の 範 囲  

 損 害 保 険は 物 を 対 象と し た 保険 で あ り 、人 を 対 象と し た 生 命保 険 とは

根本 的 に 相違 す る 。 しか し 、 傷害 疾 病 定 額保 険 の 場合 、 損 害 保険 会 社が

提供 す る 傷害 保 険 の よう な 保 険契 約 が 存 在し て い る。 こ の た め、 本 研究

が対 象 と する 範 囲 を その 観 点 から 図 表 1 -3 に示 す 。  

 

図 表 1 -3 保 険 の 分 類 と 本 研 究 の 検 討 範 囲 6  

 

  

本研 究 は、生 命保 険 会社 が 提 供す る「 生 命保 険 契 約」「 傷 害 疾病 定 額 保険

契約 」を対 象 範 囲と する 7。また 、生命 保 険と い う 表現 を 、保 険法 上 の「 生

命保 険 契 約」「 傷害 疾病 定 額 保険 契 約 」 の両 者 の 総称 と し て 利用 す る 。  

                                                   
6  日 本 損 害 保 険 協 会 「 損 害 保 険 Q & A」 よ り 筆 者 作 成 。  
7  図 表 1 - 3 に 太 枠 で 示 し た 。  

傷害疾病
定額保険契約

物保険

損害保険契約

×

人保険

損害保険会社

生命保険会社

生命 その他（傷害・疾病）

傷害疾病
損害保険契約

×

生命保険契約
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第 2 章  消 費 者 の 生 命 保 険 需 要 検 討 の 現 状 と 課 題  

  

本章 は 、 消費 者 の 生 命保 険 需 要 に 関 す る 先行 研 究 を確 認 し 、 既に 確立

した 知 見 と本 研 究 に おい て 新 たに 獲 得 を 目指 す 領 域と の 境 界 を明 確 にす

るこ と を 目的 と し て いる 。  

消費 者 が 商品 や サ ー ビス を 追 加的 拡 大 的 に利 用 し よう と す る 場合 、何

等か の 要 因や 要 因 間 の関 係 に よっ て そ の 意向 が 生 ずる と 考 え られ る 。こ

れは 生 命 保険 に つ い ても 同 様 であ る 。 こ の観 点 か ら、 先 行 研 究の 確 認は

以 下 4 範 囲を 対 象 と する 。 第 1 に 生 命 保 険需 要 形 成プ ロ セ ス につ い て、

第 2 に 生 命保 険 需 要 要因 に つ いて 、 第 3 に預 貯 金 需要 と 生 命 保険 需 要の

関係 に つ いて 、 第 ４ に加 入 段 階で 影 響 を 与え る 顧 客の 重 視 項 目な ど サイ

コグ ラ フ ィク ス 要 因 につ い て であ る 。  

本章 の 以 降の 構 成 は 以下 の 通 りで あ る 。 Ⅰに お い て死 亡 保 障 ・生 存保

障各 領 域 に共 通 な 需 要形 成 プ ロセ ス に 関 わる 先 行 研究 を 確 認 する 。 Ⅱに

おい て 死 亡保 障 領 域 にお け る 生命 保 険 需 要要 因 や 要因 間 関 係 に関 わ る先

行研 究 を 整理 す る 。 Ⅲに お い て生 存 保 障 領域 に 関 わる 先 行 研 究を 確 認す

る 。 Ⅳ に おい て 生 命 保険 加 入 段階 に 影 響 を与 え る 顧客 の サ イ コグ ラ フィ

ク ス 要 因 につ い て 整 理す る 。  

 

1 . 死 亡 保 障 ・ 生 存 保 障 に 共 通 す る 範 囲  

1 -1 生 命 保 険 需 要 形 成 プ ロ セ ス 全 体 像  

ソ ロ モ ン (2 015 )は 消 費 者 行 動 を 自 分 の ニ ー ズ や 欲 求 を 満 足 さ せ る た め

に製 品 や サー ビ ス を 選択 、 購 入、 利 用 、 処分 す る 一連 の プ ロ セス で ある

と整 理 し てい る 。 こ こで ニ ー ズは 生 理 的 な必 要 性 を意 味 し 、 ウォ ン ツは

社会 が ニ ーズ を 満 足 させ る た めの 方 法 と して 教 え るも の を 表 すと し てい

る。 需 要 は「 ニ ー ズ →ウ ォ ン ツ（ 欲 求 ） →需 要 」 プロ セ ス に より 形 成さ

れる と 整 理で き る 。  

水島 （ 200 2） は 生 命 保険 の 需 要の 出 発 点 がリ ス ク 認知 に 求 め られ ると
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して お り 、生 命 保 険 にお い て は、 ニ ー ズ に相 当 す るも の と し てリ ス ク認

知が 位 置 づけ ら れ る 。ニ ー ズ とし て の リ スク 認 知 の後 、 そ れ らの 解 決欲

求の 段 階 を経 て 需 要 に至 る プ ロセ ス を 想 定で き る 。す な わ ち 「リ ス ク認

知→ 解 決 欲求 － 生 命 保険 需 要 」の プ ロ セ スで あ る 。  

林 （ 20 11） は 死亡 保 障 領 域の 生 命 保 険 需 要 に つい て 、 リ ス ク 認 知 を起

点と し た 形成 プ ロ セ スを 定 義 し「 平成 22 度  生 活保 障 に 関 する 調 査」8を

対象 デ ー タと し て パ ス解 析 に より 検 証 し てい る 。こ こ で の リ スク 認 知 は、

不 安 や 不 足項 目 に 関 する 尺 度 を変 数 と し てい る 。 リス ク 保 障 ニー ズ は、

その 不 安 や不 足 等 の 問題 を 解 決し た い と する 欲 求 であ り 、 死 亡領 域 に関

わる 「 最 も力 を 入 れ たい 保 障 準備 」 2 点 、「 次 に力 を 入 れた い保 障 準 備」

1 点、「 回答 な し 」 0 点と す る 変数 で あ る 。生 命 保 険需 要 は 、 リス ク 保障

ニー ズ を 満た す 手 段 とし て 複 数の 選 択 肢 の中 か ら 生命 保 険 を 選択 す る意

向で あ り 、選 択 肢 と して の 生 命保 険 を 変 数と し て 設定 し て い る。 ま た年

収に つ い ては 世 帯 年 収を 変 数 とし て い る 。 そ れ ら を要 因 と し た 需 要 形成

モデ ル と して 「 リ ス ク認 知 → リス ク 保 障 ニー ズ → 生命 保 険 需 要」 と とも

に 「 リ ス ク 認 知 → 生 命 保 険 需 要 」、「 世 帯 年 収 → 生 命 保 険 需 要 」 を 示 し 9、

サン プ ル 全体 、 男 女 別、 年 代 別等 の 多 母 集団 パ ス 解析 に よ り 検証 し てい

る。 林 は 、こ の 結 果 、全 体 と して モ デ ル 上の 各 パ スが 有 意 に 正の 値 を示

した が 、 多母 集 団 パ ス解 析 で は、 男 性 や 20 代・ 40 代・ 50 代な ど タ イプ

によ っ て 「リ ス ク 保 障ニ ー ズ →生 命 保 険 需要 」 が 有意 な 値 を 示さ な いこ

とを 明 ら かに し た 。 これ ら を 通じ て 、 生 命保 険 需 要が 漠 然 と した 不 安で

ある リ ス ク認 知 か ら 直接 形 成 され る ケ ー スが あ る こと を 示 し てい る 。  

 同 じ デ ータ を 使 っ てい る が 、全 体 の 需 要形 成 プ ロセ ス に 関 して 異 なる

結果 を 林（ 2012）は 示し て い る 。生 命 保 険需 要 形 成プ ロ セ ス につ い て「 リ

スク 認 知 →リ ス ク 保 障欲 求 → 生命 保 険 需 要」「 所得 → 生 命保 険需 要 」「 リ

スク 認 知 →生 命 保 険 需要 」 と 定義 し 、 パ ス解 析 に より 検 証 し てい る 。こ

                                                   
8  生 命 保 険 文 化 セ ン タ ー 「 平 成 22 年 度  生 活 保 障 に 関 す る 調 査 」。  
9  林 ( 2 0 11 )の モ デ ル で は 所 得 水 準 と 記 載 さ れ て い る が 、 そ の 変 数 は 世 帯 収 入 で あ

る 。  
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こで の リ スク 保 障 欲 求の 変 数 は「 す ぐに でも 準 備 した い 」3 点、「数 年 以

内に は 準 備し た い 」2 点、「 い ずれ は 準備 した い 」1 点、「 ま っ たく 準 備 す

るつ も り はな い 」 0 点と す る 変数 で あ る 。ま た 所 得に つ い て は世 帯 年 収

と本 人 年 収を 設 定 し てい る 。 この 分 析 か ら林 は 、 全体 と し て 見た 場 合死

亡保 障 に つい て リ ス ク保 障 欲 求か ら 生 命 保険 需 要 への パ ス が 有意 で ない

こと を 示 し、 リ ス ク 認知 か ら 直接 生 命 保 険需 要 へ 結び つ く 実 態を 明 らか

にし た 。  

林 の 2011 と 2012 研 究の 相 違 は、 リ ス ク 保障 ニ ー ズと リ ス ク 保障 欲求

の定 義 と 変数 の 相 違 にあ る が 、い ず れ も 需要 が 必 ずし も 合 理 的に 形 成さ

れな い こ とを 実 証 的 に示 し た 点に 意 義 が ある 。し か し 、2011 研究 に おい

て、 そ の 需要 形 成 の 不合 理 性 を人 口 統 計 学的 属 性 と結 び 付 け 、年 代 や資

産 等 に よ る セ グ メ ン ト 別 課 題 と し て 位 置 づ け て い る 1 0。 こ の 要 因 は 需 要

形成 プ ロ セス の 起 点 であ る リ スク 認 知 を 抽象 概 念 とし て 一 括 して 扱 って

いる こ と によ る 。 し かし リ ス ク認 知 の 内 容は 、 明 らか に い く つか の 分類

を可 能 と して い る 。 リス ク 認 知を 分 類 別 に見 た 場 合、 生 命 保 険需 要 への

直接 的 な 影響 と リ ス ク保 障 欲 求へ の 影 響 を経 た 間 接的 な 影 響 とが 分 離す

る可 能 性 につ い て は 言及 し て いな い 1 1。  

以 上 か ら 生命 保 険 需 要形 成 の プロ セ ス は 理論 的 に は 「 リ ス ク 認知 →解

決欲 求 → 生命 保 険 需 要 」と 俯 瞰 的に 整 理 され る 。他 方、実 証 分析 に よ り、

リス ク 認 知か ら 直 接 生命 保 険 需要 が 形 成 され る こ とが 示 さ れ てい る が、

そ の 原 因 は示 さ れ て いな い こ とが わ か る 。  

 

1 -2 欲 求 か ら 需 要 へ 至 る プ ロ セ ス  

 需 要 形 成プ ロ セ ス にお け る 欲求 の 段 階 で、 ニ ー ズの 解 決 策 とし て の商

品や サ ー ビス の 選 択 に入 る と 、 需 要 形 成 は 俯 瞰 的 に見 て 「 欲 求→ 特 定の

                                                   
1 0  2 0 1 2 研 究 で は 、 人 口 統 計 学 的 属 性 別 多 母 集 団 解 析 に つ い て 今 後 の 課 題 と し て

い る 。  
1 1  林（ 2 0 1 2）の 研 究 は 、 4 保 障 領 域 共 通 の 需 要 形 成 モ デ ル に よ り 領 域 間 の パ ス の

存 在 の 違 い を 把 握 し 領 域 間 相 違 を 分 析 し て い る 。 本 研 究 と 目 的 が 違 っ て い る た め

「 言 及 し て い な い 」 こ と は 当 然 と い え る 。  
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商品 や サ ービ ス 需 要 」の 行 程 に集 約 さ れ る。 し か し、 こ の 特 定の 商 品・

サー ビ ス の選 択 に つ いて 、 ソ ロモ ン (2 01 5 )は 、意 思 決 定プ ロ セス と し て

毎回 の 決 定に そ そ ぐ 努力 の 量 に着 目 し 「 習慣 的 意 思決 定 → 限 定的 問 題解

決→ 拡 張 的問 題 解 決 」の 連続 体 と する 工 程と と ら えて い る。図表 2 -１ に

意思 決 定 の連 続 体 を 示す 。  

 

図 表 2 -1 意 思 決 定 の 連 続 体 1 2
 

 

 

習 慣 的 意 思 決 定 は 、 主 に 日 常 的 に 頻 繁 に 購 入 が 行 わ れ る も の で あ る 。

拡張 的 問 題解 決 は 、 伝統 的 な 意思 決 定 理 論と 一 致 する も の と して 、 購入

頻度 が 少 なく よ り 高 価な 製 品 を対 象 に 、 積極 的 で 幅広 い 情 報 の探 索 を行

う。 更 に その 情 報 を 積極 的 に 活用 す る こ と に よ り 、選 択 肢 と なる 製 品を

注意 深 く 評価 す る こ とを 特 性 とし て い る 。  

限定 的 問 解決 は 、 習 慣的 意 思 決定 と 拡 張 的問 題 解 決の 間 で 、 拡張 的問

題解 決 に 比し て わ ず かな 検 索 、受 動 的 に 処理 さ れ る情 報 の 範 囲で の 意思

決定 で あ る。 こ の 限 定的 問 題 解決 の 段 階 では 代 替 品に つ い て 熱心 に 評価

しよ う と いう 気 持 ち は強 く な く 、 認 知 的 な近 道 1 3に よる 決 定 を 特性 と し

てい る 。  

生命 保 険 は相 対 的 に 高価 で か つ購 入 頻 度 が少 な く 、拡 張 的 問 題解 決段

                                                   
1 2  ソ ロ モ ン （ 2 0 1 5） 中 巻 4 0 4 頁 図 8 . 2 か ら 抜 粋 し て 筆 者 作 成 。  
1 3 自 分 の 過 去 の 経 験 を も と に 頭 の 中 に 既 に あ る 大 ま か な 基 準 に よ る ヒ ュ ー リ ス

テ ィ ク ス を 意 味 し て い る 。 ヒ ュ ー リ ス テ ィ ク ス は 簡 略 的 に 結 論 を 得 る 方 法 で 、 必

ず し も 正 し い 結 論 を 得 る わ け で は な い が 、結 論 を 得 る た め の 時 間 の 短 縮 が で き る 。 

→ 限定的問題解決 →

低コストの製品 より高価な製品

頻繁な購入 頻度の少ない購入

消費者の低関与 消費者の高関与

購買に与える思考、
検索、時間が少ない

習慣的意志決定

購買に与える思考、
検索、時間が多い

拡張的問題解決
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階で 選 択 され る 可 能 性が 強 い 商品 と 解 釈 でき る 。  

 

1 -3  預 貯 金 需 要 と 生 命 保 険 需 要  

水島 （ 200 2） は 、 日 本人 の リ スク 対 策 は 、自 ら の 経済 生 活 （ 家計 ）を

脅か す 危 険や 不 確 実 性に 対 処 する 場 合 、 漠然 と し た不 安 感 を 抱く 傾 向が

強い と 述 べて い る 。 その た め 保険 可 能 な リス ク に つい て は 保 険サ ー ビス

の購 入 で 対処 し 、 い わゆ る 動 態的 危 険 に 対し て は 一般 の 貯 蓄 によ っ て対

応す る と いっ た 合 理 的行 動 が 生ま れ に く く、 漠 然 たる 不 安 意 識を 軽 減す

るた め の 貯蓄 偏 重 と いう 傾 向 があ る こ と を指 摘 し てい る 。  

こ の 観 点 で 家 計 が 金 融 資 産 を 保 有 す る 目 的 1 4を 見 る 。 金 融 広 報 中 央 委

員会「 家 計 の金 融 行 動に 関 す る世 論 調 査 」（ 201 4）で は 、保 有 目的 と して

1 5「老 後 の 生活 資 金」「 病気 や 不 時の 災 害 へ の備 え 」「 特 に目 的 はな い が 、

金 融 資 産 を 保 有 し て い れ ば 安 心 」 に つ い て 二 人 以 上 世 帯 が そ れ ぞ れ

67 . 8％ 、 64 .0％、 21 . 1％、単 身 世帯 が 5 0 . 9％、 46 .6％、 3 2 . 3％ とな っ て い

る。保 有 目的 か ら見 て「 漠 然 たる 不 安意 識軽 減 」の要 素 を確 認で き る 1 6。  

林・ 石 坂 （ 20 12） は 、預 貯 金 を漠 然 と し た不 安 意 識軽 減 の た めの 多目

的な 生 活 保障 手 段 と 位置 づ け 、合 理 的 な 選択 手 段 とし て の 生 命保 険 と選

択傾 向 を 比較 分 析 し てい る 。 その 結 果 、 死亡 保 障 にお い て も 預貯 金 が生

命保 険 よ りも 選 択 さ れる 傾 向 が強 い こ と を示 し た 。  

以 上 の 先 行 研 究 に お い て 預 貯 金 と 生 命 保 険 は 同 一 時 点 に お け る 選 択

対象 で あ り、ど ちら を選 択 す る 可 能 性 が 強い か を 検討 し た も のと い え る。

しか し 預 貯金 と 生 命 保険 を「 2」で取 り 上げ た ソ ロモ ン (2 01 5 )の 限定 的 問

題解 決 － 拡張 的 問 題 解決 の 連 続体 に 位 置 づけ た 場 合、 預 貯 金 が 認 知 的な

                                                   
1 4  金 融 広 報 中 央 委 員 会「 家 計 の 金 融 行 動 に 関 す る 世 論 調 査 」（ 2 0 1 4）。同 調 査 で は

金 融 資 産 の う ち 預 貯 金 の 占 め る 割 合 は 、 二 人 以 上 世 帯 5 4 . 1％ 、 単 身 世 帯 4 5 . 7％

で あ る 。  
1 5  複 数 回 答 の た め 合 計 は 1 0 0 を 超 え る 。  
1 6  「 病 気 や 不 時 の 災 害 へ の 備 え 」は 保 険 で 対 応 し た ほ う が 合 理 的 な 部 分 が 含 ま れ

る が 、合 目 的 的 に な ら な い か ぎ り 貯 蓄 で の 対 応 と な る 。「 特 に 目 的 は な い が 、金 融

資 産 を 保 有 し て い れ ば 安 心 」 は 、 漠 然 と し た 意 識 に 直 接 対 応 し て い る 。 以 上 は 筆

者 解 釈 に よ る 。  
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近道 に よ り意 思 決 定 する 限 定 的問 題 解 決 の段 階 で 需要 さ れ 、 生命 保 険が

拡張 的 問 題解 決 の 段 階で 合 目 的的 に 需 要 され る と 想定 で き る 。こ の 場合、

預貯 金 は 生命 保 険 に 先行 し て 需要 さ れ る と理 解 で きる 。  

先に 見 た 林・ 石 坂 （ 2012） の 想定 は 、 預 貯金 に 比 して 生 命 保 険を より

合理 的 な 選択 手 段 と 位置 づ け たも の で あ る。  

本研 究 の 独自 と な る 視点 は 、 生命 保 険 を どの よ う に想 定 す る かに より

生命 保 険 需要 形 成 プ ロセ ス が 相違 す る の では な い かと い う も ので あ る。  

内容 的 に は （ １ ） 生 命保 険 を 合目 的 的 な リス ク 対 処手 段 と す ると 、 預貯

金需 要 は 生命 保 険 需 要の 先 行 要因 と な る 。（ ２ ）生 命 保険 を 貯 蓄手 段 とす

ると 、 同 時決 定 の 選 択対 象 と して 預 貯 金 と生 命 保 険は 競 合 す る。 こ の場

合、 預 貯 金が 生 命 保 険に 先 行 して 需 要 さ れる こ と はな い 、 と いう も ので

ある 。  

 

1-4 追 加 加 入 意 向 と し て の 生 命 保 険 需 要  

 岩 本 （ 2003） は 、 すべ て の 家族 が 満 足 のい く 保 険契 約 を 締 結し て いる

わけ で は ない こ と か ら、 今 後 の保 険 追 加 意志 の 分 析は 保 険 需 要考 察 に不

可欠 で あ ると 指 摘 し てい る 。 その 根 拠 と して 生 命 保険 文 化 セ ンタ ー 「生

命保 険 全 国実 態 調 査 」の 保 険充 足 度に 関 する 質 問 に「 不充 分 」「や や 不 充

分」 と 回 答し た 世 帯 の割 合 が 1991 年 53.0％ 、 1994 年 53.8％、 1997 年

48.7％ で ある こ と を あげ て い る。 同 様 に 追加 加 入 意向 を 生 命 保険 需 要と

する 研 究 は栗 林（ 2003）、林（ 2011・ 2012）等が 存 在 する 。加入 意 向 とし

て 、 自 身 が支 払 っ て も良 い と する 予 定 支 払い 保 険 料を 需 要 と する 研 究は

H al es (2015 ) 1 7に見 ら れ る。  

 

2 . 死 亡 保 障 領 域  

2 -1 リ ス ク 認 知 の 内 容 分 類  

                                                   
1 7  H a l e s ( 2 0 1 5 )。研 究 は ガ ン 保 険 を 対 象 と し て い る 。現 在 加 入 し て い る 保 険 が リ ス

ク を カ バ ー し て い な い も の と し て 質 問 し て い る た め 「 意 向 」 だ が 「 追 加 」 で は な

い 。  
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岩 本 (2003)は 、 貯 蓄 動機 の 中 で、 予 備 的 動機 を 生 活上 遭 遇 す るリ スク

に備 え る 動機 と 定 義 した 。 ラ イフ サ イ ク ル動 機 に つい て は 、 老後 の 生活

資金 な ど ライ フ サ イ クル 段 階 に応 じ て 必 要な 資 金 を備 蓄 す る 動機 と 位置

づけ て い る。 ま た 遺 産動 機 に つい て は 、 子孫 に 相 続す る た め の資 産 を形

成す る 動 機と し て い る。 理 論 的整 理 の 中 で、 保 険 購入 者 は 予 備的 動 機か

ら対 リ ス ク機 能 を 、 ライ フ サ イク ル 動 機 と遺 産 動 機か ら 資 産 形成 機 能を

需要 す る とし た 。 検 証結 果 か らは 死 亡 保 険需 要 に 対し て 、 予 備的 動 機だ

けで な く ライ フ サ イ クル 動 機 も有 意 に 正 の影 響 を 持つ こ と を 示し た 。  

 中 馬 ・ 浅野 （ 1993）は 実 証 分析 に よ り 遺産 動 機 の強 さ を 推 定す る ため

「子 供 に 財産 を 残 す つも り で ある 」 あ る いは 「 自 分が 不 慮 の 事故 や 病気

で死 亡 し た場 合 の 家 族の 生 活 のこ と を 考 えて 準 備 して お き た い」 に 該当

を「 １ 」、 そ れ 以外 を「 0」と す る バイ ナリ 変 数 を設 定 し 利 用す る と して

いる 。 こ の中 馬 ・ 浅 野の 遺 産 動機 に つ い て、 岩 本 （ 2003） は 自身 の 研究

にお け る 遺産 動 機 と 死亡 リ ス クに 対 す る 予備 的 動 機の 合 計 を 意味 す ると

して 定 義 の相 違 を 指 摘し て い る。  

ライ フ サ イク ル 仮 説 につ い て 、小 峰 （ 2010） は 勤 労期 間 中 に 老後 に備

えて 貯 蓄 し老 後 に は その 貯 蓄 を取 り 崩 す と簡 潔 に 説明 し て い る。 こ の単

位を 家 族 とし て 考 え 、か つ 勤 労期 間 中 の 主た る 稼 得者 の 死 亡 を仮 定 する

と、 将 来 へ向 け た 貯 蓄を 差 し 引い て も 、 家族 の 生 活を 経 済 的 に支 え てい

た収 入 が 途絶 え 、 残 され た 家 族の 生 活 保 障の 問 題 が生 じ る 。 これ は 主た

る稼 得 者 が生 き て い た場 合 に 維持 さ れ て いた は ず の遺 族 の 生 活資 金 の問

題 で あ る 。 こ の 遺 族 の 生 活 資 金 に 関 わ る 経 済 的 準 備 へ の 動 機 が 、 岩 本

(2003)の 指摘 し た 死 亡リ ス ク に対 す る 予 備的 動 機 と解 釈 で き る。  

ホリ オ カ （ 2002） は 家計 行 動 をラ イ フ ・ サイ ク ル ・モ デ ル 、 利他 主義

モデ ル 、 王朝 モ デ ル に 3 区 分 し 、日 米 の 家計 行 動 を実 証 研 究 によ り 明ら

かに し た 。そ の 結 果 、日 本 で は遺 産 動 機 に関 す る 回答 と し て 「面 倒 を見

てく れ た 場合 」「意 図せ ざ る 遺産 の み」「遺 産 動 機な し 」 を 選択 し た ライ

フ・サ イ ク ル・モ デ ルが 、「い か な る場 合で も 」を 選択 し た 利他 主 義 モデ
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ルや 「 事 業を 継 い で くれ た 場 合」 を 選 択 した 王 朝 モデ ル に 比 して 強 いと

指摘 し て いる 1 8。  

この 中 で ホリ オ カ は 米国 に お いて も ラ イ フ・ サ イ クル ・ モ デ ルが 支配

的だ が 、 日本 と 比 し て利 他 主 義モ デ ル の 適合 度 が はる か に 高 いこ と を示

し た 。 L e e  a n d  Ho r i o ka ( 200 4 )は 、 米 国 に お け る 遺 産 動 機 に 関 す る 実 証 研

究を 行 い 、そ の 結 果 、利 他 主 義モ デ ル の 強さ を 米 国の 遺 産 動 機の 特 徴と

して い る 。 ホ リ オ カ （ 1998） は相 続 の 実 態に つ い て日 本 で は 相続 財 産が

居住 用 土 地・ 建 物 、 米国 で は 金融 資 産 が 中心 で あ るこ と を 示 して い る。  

遺産 動 機 はこ れ ら 先 行研 究 を 総合 的 に 見 て、 主 要 には 家 屋 資 産の 形成

や取 得 、 さら に 金 融 資産 形 成 の要 因 と な り、 あ わ せて 生 命 保 険需 要 に関

わる と 整 理で き る 。 先に 見 た 死亡 リ ス ク に対 す る 予備 的 動 機 と区 分 する

意味 で は 、遺 産 動 機 は主 要 稼 得者 が 生 き てい た 場 合に 保 障 さ れて い た生

活資 金 を 超え て 遺 族 に資 産 を 残そ う と す る意 向 に 関わ る 範 囲 と位 置 づけ

られ る 。  

以 上 か ら 死亡 保 障 領 域に お け るリ ス ク 認 知は 、 主 要稼 得 者 が 生き てい

た場 合 に 保障 さ れ た と考 え ら れる 遺 族 の 生活 資 金 に関 わ る ラ イフ サ イク

ル動 機 と 整合 す る 予 備的 動 機（ 以 降「 ラ イ フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 」）と、

遺族 に ラ イフ サ イ ク ル動 機 を 超え て 資 産 を残 そ う とす る 遺 産 動機 （ 以降

「遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 」） の ２ つ に内 容上 分 類 でき る 。  

 

2 -2 形 態 特 性 か ら 見 た リ ス ク 認 知 分 類  

死亡 保 障 領域 に お け るリ ス ク 認知 は 、 内 容的 に 遺 産動 機 型 リ スク 認知

とラ イ フ サイ ク ル 型 リス ク 認 知に 分 類 で きる 。 こ の分 類 方 法 は、 死 亡原

因を 病 気 死亡 と 災 害 死亡 な ど 客観 的 な 事 由に よ り 分類 す る こ とと 同 様で

                                                   
1 8  ホ リ オ カ （ 2 0 0 2）。 ホ リ オ カ は 利 他 主 義 モ デ ル を 表 す 「 い か な る 場 合 で も 」 が

日 本 で 1 9 . 2 9％ ～ 1 9 . 8 9％ で あ り 、 ラ イ フ ・ サ イ ク ル ・ モ デ ル を 表 す 「 面 倒 を 見 て

く れ た 場 合 」「 意 図 せ ざ る 遺 産 の み 」「 遺 産 動 機 な し 」合 計 7 6 . 7 1％ ～ 8 0 . 7 1％ と 比

し て 低 い こ と か ら 、 ラ イ フ ・ サ イ ク ル ・ モ デ ル が 圧 倒 的 に 強 い と 述 べ て い る 。 し

か し 利 他 主 義 モ デ ル も 2 割 近 い 値 で あ り 、 無 視 で き る レ ベ ル と い え な い と す る 解

釈 余 地 が あ る 。  
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ある 。 こ れに 対 し て T ve r sk y  a n d  Koe h le r (1 994 )は 人間 が 認 知す る 方 法と

して 認 知 の形 態 特 性 があ り 得 るこ と を 示 した 。T ver sk y  an d  Ko eh le r (19 94 )

は 、 病 気 死亡 を 心 臓 病や が ん 、が ん を さ らに 肺 が んや 消 化 器 系の が んな

どに 個 別 に細 分 化 し 、リ ス ク の明 確 性 ・ 具体 性 を 認知 し た 場 合、 高 確率

と判 断 す るこ と を 実 証的 に 指 摘し て い る 。災 害 死 亡に つ い て も 殺 人 や航

空機 事 故 など 個 別 具 体的 な 場 合ほ ど 推 定 確率 が 高 まる こ と を 明ら か にし

てい る 。 J o hn so n  e t  a l .  ( 1 993 )  は 、消 費 者 の保 険 選 択に つ い て リス ク の明

確性 ・ 具 体性 に よ り 保険 の 価 値が 高 ま る こと 、 保 険選 択 の 可 能性 が 高ま

る と指 摘 し てい る 。 具 体的 に は Fl i gh t  i n su r anc e に お ける 「 テ ロ全 般 」、

「テ ロ に 関係 の な い 機械 ト ラ ブル 」、「 あ らゆ る 理 由」 に よ る 保険 給 付を

想定 し た 場合 、「テ ロ全 般 」「 テ ロ に関 係の な い 機械 ト ラ ブ ル」 合 計 の予

定支 払 保 険料 平 均 （ 24 . 43 ド ル ） が「 あ らゆ る 理 由」（ 1 2 .0 3 ドル ） よ り

高く 、 リ スク が 明 確 なほ ど 保 険の 価 値 が 高く 、 選 択さ れ る 可 能性 が 高ま

るこ と を 示し た 1 9。  

以 上 か ら リス ク の 明 確性 ・ 具 体性 を 認 知 する と 高 確率 と 推 定 し、 その

高確 率 推 定が 保 険 選 択の 可 能 性を 高 め る と整 理 で きる 。  

死亡 原 因 の明 確 性 ・ 具体 性 認 知の 影 響 を 検証 し た これ ら 先 行 研究 に対

して 、 本 稿が 取 り 上 げて い る リス ク 認 知 は死 亡 に より 生 ず る 影響 と して

の不 安 感 や不 足 感 で ある 。 こ のリ ス ク 認 知に 死 亡 原因 の 明 確 性・ 具 体性

認知 の 論 理を 適 用 す る と 、 リ スク 認 知 に おけ る 個 別性 具 体 性 を伴 う 課題

認知 の 形 態を 想 定 で きる 。具体 的 に は、遺 産動 機 型 リス ク 認 知 の中 か ら、

相続 税 の 支払 い だ け を個 別 に 取り 出 し て 認知 す る ケー ス や 、 ライ フ サイ

クル 型 リ スク 認 知 の 中か ら 子 供の 教 育 資 金問 題 だ けを 取 り 出 して 個 別課

題的 に 認 知す る 形 態 であ る 。 これ は 遺 産 動機 や ラ イフ サ イ ク ル動 機 のよ

うな 認 知 の内 容 分 類 では な く 、 そ こ か ら 個別 具 体 的な 課 題 だ けを 問 題と

し て 認 識 し不 安 感 や 不足 感 を 持つ こ と を 意味 し て いる 。  

                                                   
1 9  J o h n s o n  e t  a l .  ( 1 9 9 3 )  。 引 き 続 き D i s e a s e - s p e c i f i c  h o s p i t a l i z a t i o n  i n s u r a n c e の 例

が 記 述 さ れ て い る 。 主 旨 が 重 な る た め 、 こ こ で は 触 れ な い 。  
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以 上 か ら 、リ ス ク 認 知の 形 態 特性 と し て 個別 具 体 的な リ ス ク 認知 （以

降「 個 別 課題 型 リ ス ク認 知 」） を 分 類の １つ と 位 置づ け で き る。  

 

2-3 死 亡 保 障 領 域 に お け る 新 た な リ ス ク 認 知 分 類  

生 命 保 険 需 要 形 成 の プ ロ セ ス 検 討 に お け る 先 行 研 究 で は リ ス ク 認 知

は一 括 し て扱 わ れ て いる 。 こ れに 対 し て 加入 動 機 の検 討 の 中 では 遺 産動

機や 予 備 的動 機 な ど の内 容 が 検討 さ れ て いる 。 本 研究 は 、 独 自の 視 点と

し て 、 生 命保 険 需 要 形成 プ ロ セス 検 討 に おい て リ スク 認 知 を 分類 し 検討

する 方 法 をと る 。 リ スク 認 知 は、 ラ イ フ サイ ク ル 型リ ス ク 認 知、 遺 産動

機型 リ ス ク認 知 、 個 別課 題 型 リス ク 認 知 の 3 分 類 であ る 。  

 

2-4 リ ス ク 認 知 の 尺 度  

死 亡 保 障 領 域 に 関 す る リ ス ク 認 知 の 尺 度 と な る 質 問 文 に つ い て 先 行

研究 を 確 認す る こ と は、 本 研 究に お い て 新た に 調 査を 行 う 場 合の 前 提条

件を 把 握 する こ と に つな が る 。 こ の 点 で は生 命 保 険文 化 セ ン ター 「 生活

保 障 に 関 す る 調 査 」 が 継 続 し て 行 わ れ 2 0、 先 行 研 究 で は 林 （ 2011,2012）

等で 使 わ れて い る 。  

遺産 動 機 型・ ラ イ フ サイ ク ル 型・ 個 別 課 題型 の リ スク 認 知 分 類の 観点

で生 命 保 険文 化 セ ン ター 「 平成 22 年度  生活 保 障 に関 す る 調 査」 に おけ

る死 亡 保 障領 域 リ ス ク認 知 に 関す る ９ 質 問を 分 類 し 2 1図表 2-2 に示 し た。 

概ね 同 様 の３ 分 類 に 区分 で き る。 し か し 、 検 討 詳 細化 の た め には 個 別課

題型 リ ス ク認 知 と そ の他 リ ス ク認 知 と の 相違 を 明 確に す る 質 問文 の 変 更、

家族 の 生 活資 金 を 超 えて 資 産 を残 そ う と する 遺 産 動機 型 リ ス ク認 知 質問

の追 加 が 必要 と い え る。  

 

 

                                                   
2 0  当 該 調 査 は 1 9 8 7 年 か ら 、 3 年 に 1 度 継 続 し て 実 施 さ れ て い る 。  
2 1  内 容 分 類 は 筆 者 の 判 断 に よ る 。  
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図 表 2-2 死 亡 保 障領 域 に 関 す る リ ス ク 認 知 質 問 ９ 項 目  

 

 

2 -5 世 帯 年 収 の 影 響  

岩本 （ 200 3） は 、 生 命保 険 需 要と の 関 係 にお い て 世帯 年 収 が 有意 に正

の影 響 を 与え る と 指 摘し た 。 この 指 摘 は 、生 命 保 険の 加 入 実 態で あ る保

険金 額 を 需要 と 位 置 づけ た 検 証結 果 で あ る。 こ れ に対 し て 死 亡保 険 の追

加需 要 に つい て は 世 帯年 収 が 有意 な 負 の 効果 を 持 つが 、 こ れ は所 得 制約

によ り 保 険契 約 を 低 く抑 え ざ るを 得 な い 層の 存 在 が示 唆 さ れ ると の 見解

を述 べ て いる 。 岩 本 の指 摘 は 、世 帯 収 入 の多 い も のは す で に 保険 金 を大

きく 入 っ てい る 。こ れに 対 し て世 帯 収 入 の少 な い もの は 保 険 金が 小 さ い。

した が っ て追 加 需 要 （追 加 し て保 険 金 を 増や す ） を聞 く と 、 世帯 収 入が

小さ い も のほ ど 大 き いが 、 所 得制 約 か ら 保険 金 を 低く 抑 え ざ る負 え ない

状態 と 解 釈し た も の とい え る 。  

同様 に 加 入実 態 を 需 要と し た 研究 で は L ee  e t  a l . ( 201 0 )
2 2が韓 国に お け

る実 証 研 究に お い て 世帯 収 入 が正 の 効 果 を持 つ と いう 結 果 を 示し て い る。 

林 （ 20 11） は 、世 帯 年 収 が生 命 保 険 需 要 へ 正 の影 響 を 与 え る と し た。

しか し 詳 細レ ベ ル で の多 母 集 団解 析 で は 、末 子 小 学生 及 び 末 子大 学 生の

既婚 者 に おい て 有 意 でな い と する 結 果 を 示し て い る。 こ の 研 究に お ける

生命 保 険 需要 は 、 死 亡保 障 の 今後 の 準 備 意向 に 着 目し 、 そ の 中で の 生命

保険 の 選 択意 向 を そ の変 数 と して い る 。 追加 需 要 を生 命 保 険 需要 と して

いる と 整 理で き る 。  

世帯 年 収 とリ ス ク 認 知の 関 係 につ い て 、 栗林 （ 200 3） は 、 万 一の 際の

                                                   
2 2  L e e  S . J . e t  a l . ( 2 0 1 0 )。変 数 と し て の I n c o m e は M o n t h l y  i n c o m e、需 要 は M o n t h l y  

P r e m i u m。 い ず れ も 家 計 単 位 で あ る 。  

解釈2
1
2
3
4 個別課題型リスク認知
5 個別課題型リスク認知
6
7 個別課題型リスク認知
8
9 個別課題型リスク認知

債務の返済が残り、家族の負担が増えること 遺産動機型リスク認知
葬儀費用がたくさんかかること 遺産動機型リスク認知

生活保障に関する調査

事業の承継がうまくいかないこと 遺産動機型リスク認知（事業者）
相続税の支払いや遺産相続がうまくいかないこと 遺産動機型リスク認知

配偶者の老後の生活資金が不足すること ライフサイクル仮説型リスク認知
子供の教育資金が不足すること ライフサイクル仮説型リスク認知
住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足すること ライフサイクル仮説型リスク認知

質問文 解釈1
遺族年金などの公的な保障だけでは不十分なこと ライフサイクル仮説型リスク認知
遺族の日常生活資金が不足すること ライフサイクル仮説型リスク認知
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生命 保 険 への 依 存 度 は、 万 一 の際 の 不 安 の大 き さ によ る と し てい る 。万

一の 際 の 不安 の 大 き さは 必 要 とな る 生 活 費と 確 保 が見 込 め る 生活 費 との

差が 大 き いほ ど 大 き いと 整 理 し、 そ の 検 証か ら 、 配偶 者 の 年 収や 金 融資

産 の 大 き さが 、不 安 を減 少 さ せる 要 因 と なる と 述 べて い る 。内容 的 に「万

一の 際 の 不安 の 大 き さ」 は ラ イフ サ イ ク ル型 リ ス ク認 知 に 相 当す る と解

釈 で き る 。 林 (2 011 )は 、 世 帯 年 収 と リ ス ク 認 知 は 相 関 係 数 の 低 さ か ら 両

者が 独 立 して 生 命 保 険需 要 へ 正の 影 響 を 与え る と 結論 づ け て いる 。  

これ ら を 整理 す る と 世帯 年 収 の大 き さ は 、生 命 保 険需 要 を 生 命保 険加

入実 態 と する 変 数 と した 場 合 、有 意 に 正 の影 響 を 与え る と 理 解で き る。

これ に 対 して 追 加 需 要を 生 命 保険 需 要 と 想定 し た 場合 、 正 ・ 負の 異 なる

影響 が 検 証結 果 と し て示 さ れ てい る こ と がわ か る 。  

リス ク 認 知と 世 帯 年 収に つ い ては 、 リ ス ク認 知 に 対し て 配 偶 者年 収が

負の 影 響 を与 え る こ とか ら 、 類推 的 に 解 釈し て 世 帯年 収 が リ スク 認 知に

対し て 負 の影 響 を 与 える 可 能 性を 示 す 内 容と 、 そ れぞ れ が 独 立し て 正の

影響 を 生 命保 険 需 要 へ与 え る とい う 微 妙 に異 な る 分析 が 示 さ れて い るこ

とが わ か る。  

 

2 -6 教 育 期 前 及 び 教 育 期 の 子 供 の 存 在  

岩本 （ 2003） は 、 死 亡リ ス ク に対 す る 予 備的 動 機 に対 し て 、 教育 期前

及び 教 育 期（ 以 降、「教 育 期 以前 」）の 子供 の 存 在が 有 意 に 正の 影 響 を与

える と 指 摘し た 。 そ の結 果 、 予備 的 動 機 が同 居 ・ 非就 労 の 子 供の 存 在に

併せ て 大 きく な り 、 そ の 子 供 が就 労 す る につ れ て 動機 が 低 下 、独 立 して

別居 す る と考 慮 外 に なる と の 総括 的 推 定 を示 し て いる 。 こ の 予備 的 動機

は、 ラ イ フサ イ ク ル 型リ ス ク 認知 に 相 当 する 。 以 上か ら は 、 教育 期 以前

の子 供 の 影響 の 大 き さを 確 認 でき る 。  

L u c i a n o  e t  a l . (20 15 )はイ タ リ アに お け る 実証 研 究 にお い て 1 5 歳 以下 の

扶養 家 族 の数 が 定 期 保険 の 契 約に 関 す る 重要 な d r i ve r と指 摘し て お り、

概ね 同 様 の見 解 と 理 解で き る 。  
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3. 生 存 保 障 領 域  

3-1 生 存 保 障 領 域 の枠 組 み  

 生 命 保 険需 要 の 起 点と な る リス ク 認 知 に関 す る 先行 研 究 と して 生 命保

険文 化 セ ンタ ー 「 生 活保 障 に 関す る 調 査 」 が あ る 。こ の 調 査 につ い ては

死 亡 保 障 領 域 に お い て も 取 り 上 げ た が 、 こ こ で 生 存 保 障 領 域 は 「 医 療 」

「老 後 」「 介護 」の 3 つ に区 分 され て い る 2 3。図表 3 に「 生 活 保障 に 関 す

る調 査 」に お け る生 存保 障 3 領 域 に関 す るリ ス ク 認知 質 問 35 項 目を 示 す。 

老後 保 障 ・介 護 保 障 各 10 項目 、 医 療保 障 15 項目 に よ って 構成 さ れ てい

る。 内 容 は、 経 済 的 不安 感 や 不足 感 を 直 接表 現 し てい る も の 、間 接 的に

関連 し て くる と 考 え られ る も のな ど が あ げら れ て いる こ と が わか る 。  

 

図 表 2-3 生 存 保 障 3 領 域 に 関 す る リ ス ク 認 知 質 問 35 項 目  

 

 

こ の 3 区 分と 死 亡 保 障の 4 領 域を 対 象 と して 林 （ 2012） は 需 要形 成 プロ

セス に 関 する パ ス 解 析モ デ ル を定 義 し 、 領域 別 に パス の 相 違 を確 認 し分

析し て い る。 こ こ で 確認 す べ き事 項 は 、 生命 保 険 文化 セ ン タ ー「 生 活保

障に 関 す る調 査 」 も 林（ 2012）研 究 も 共 に生 存 保 障領 域 と 死 亡保 障 領域

を並 列 さ せて い る わ けで は な く、 死 亡 ・ 医療 ・ 老 後・ 介 護 の 4 保 障 領域

を並 列 の 関係 で 取 扱 い分 析 し てい る 点 で ある 。  

 石 坂 ・ 林（ 2012） は、 死 亡 ・医 療 ・ 老 後・ 介 護の 4 保 障 領 域別 に 預貯

金と 生 命 保険 の 選 択 傾向 を 対 比的 に 分 析 して い る 。こ の 結 果 、医 療 保険

                                                   
2 3  生 命 保 険 文 化 セ ン タ ー『 生 活 保 障 に 関 す る 調 査 』平 成 2 2 年 版 。本 項 は 前 項「 Ⅱ 」

で 取 り ま と め た 内 容 と 連 続 し て い る 。  

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

後遺症や障害が残ること
適切な治療が受けられるかどうかわからないこと
家族に肉体的・精神的な負担をかけること
入院前と同じように仕事に復帰でいるかどうかわからないこと

医療保障

現在の経済的準備では必要となる費用がまかなえないこと
障害等により、就労困難・不能となること
治療が長期にわたり収入が途絶えること
三大疾病であるガンや心疾患、脳血管疾患にかかること
肝硬変や高血圧症、糖尿病などの慢性疾患にかかること
不慮の事故にあうこと

老後保障 介護保障
公的医療保険だけでは不十分なこと
長期の入院により医療費がかさむこと
公的医療保険のきかない差額ベッド代が自己負担費用としてかかること
公的医療保険のきかない先進医療の技術料が自己負担費用としてかかること
家族の見舞や看護など様々な付随的は費用がかかること

希望する介護施設に入れることができないこと
適切な介護サービスが利用できるかどうかわからないこと
介護がいつまで続くかわからず、将来の見通しが立てにくいこと住居が確保できないこと

公的介護保険だけでは不十分なこと
利用しようとする介護サービスの費用がいくらかかるのかわからないこと
介護のための人手が不足すること
自分に肉体的・精神的負担がかかること
自分に経済的負担がかかること
自分の時間が拘束されること
自宅に介護する場所がないこと

公的年金だけでは不十分なこと
退職金や企業年金だけでは不十分なこと
自助努力による経済的準備が不足すること
インフレで貯蓄等の準備資金が不足すること
利息・配当収入が期待通りにならないこと
いざというとき子供からの援助が期待できないこと
働きたくても仕事が確保できないこと
健康を害し、日常生活に支障がでること
配偶者に先立たれ、経済的に苦しくなること
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を除 く 、 死亡 ・ 老 後 ・介 護 の 3 保障 領 域 で預 貯 金 の選 択 可 能 性が 強 いこ

とを 指 摘 して い る 。  

長沼 （ 2015） は 個 人 年金 保 険 の研 究 に お いて 介 護 問題 を 取 り 上げ 、社

会保 障 の 負担 水 準 が 高齢 者 に 対し て も 引 き上 げ ら れる 傾 向 に あり 、 その

こ と を 持 っ て ト ン チ ン 型 終 身 年 金 2 4の ニ ー ズ の 増 加 を も た ら す と し て い

る。 こ こ での 長 沼 の 問題 意 識 は、 老 後 と 介護 が 並 列で は な く 、一 般 的に

は健 康 な 老後 生 活 時 期と 介 護 を必 要 と す るよ う な 老後 時 期 を 連続 し た一

体系 と し てと ら え て いる こ と にあ る 。 鈴 木他 （ 2008） は 公 的 介護 保 険導

入と 老 後 不安 感 の 関 係を 実 証 的に 考 察 し てお り 、 これ も 老 後 と介 護 を一

連一 体 と する 認 知 上 の枠 組 み を想 定 し た もの と い える 。  

保険 給 付 事由 で 分 け た場 合 、 生存 保 障 分 野は 医 療 ・老 後 ・ 介 護に 区分

され る 。 しか し 保 険 給付 事 由 別区 分 と 消 費者 の 認 識上 の 区 分 は必 ず しも

同一 と は いえ な い 。 長沼 の 指 摘は 、 こ の 観点 で 一 概に 老 後 と 介護 を 区分

して 並 列 的に 検 討 対 象と す る こと が 妥 当 と言 え な い可 能 性 を 示唆 す る重

要な 指 摘 とい え る 。  

 

3-2 リ ス ク の 保 有 と 貯 蓄 ・ 移 転 と 保 険  

 本 章 で 扱う 生 存 保 障は 、 老 後、 医 療 、 介護 の ３ 領 域 で あ る 。こ の 内容

につ い て 将来 の リ ス クに 備 え て対 処 す る 行動 の 一 つが 貯 蓄 で ある 。 金融

広報 中 央 委員 会 （ 2015） は 「 家計 の 金 融 行動 に 関 する 世 論 調 査（ 二 人以

上世 帯 ）」 2 5で、金融 資産 の 保 有目 的 を 調 査し 、そ の 結 果「 老 後の 生 活 資

金 66.5％」、「病 気・不時 の 災 害へ の 備 え 63.7％」が上 位 ２ 位を 占 め てい

るこ と を 明ら か に し てい る 。 この 貯 蓄 行 動は 、 将 来の 老 後 生 活資 金 や、

将来 、 病 気や 災 害 と いう 事 態 に遭 遇 す る こと を 考 慮し て 貯 蓄 し、 そ の時

期が 来 た 場合 、 そ の 貯蓄 し た 資金 で 対 処 する こ と を想 定 し て いる と 解釈

                                                   
2 4  こ こ で の ト ン チ ン 型 終 身 年 金 の 意 味 は 、早 く 死 亡 し た 人 の 当 該 年 金 の 資 産 を 没

収 し 、 そ の 没 収 し た 資 産 が 長 生 き す る 人 に 終 身 に わ た っ て 支 払 う 年 金 給 付 の 財 源

と な る こ と を 指 し て い る 。  
2 5  金 融 広 報 中 央 委 員 会「 家 計 の 金 融 行 動 に 関 す る 世 論 調 査（ 二 人 以 上 世 帯 ）」2 0 1 5． 
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でき る 。 これ を 言 い 換え れ ば リス ク を 保 有し 、 そ の事 態 が 生 じた 場 合に

は、 貯 蓄 した 自 己 資 金で 不 足 を賄 う こ と を想 定 し てい る と い える 。  

 下 和 田 （ 2010） は 保険 に つ いて 、 自 分 でリ ス ク の負 担 を 望 まな い 経済

主体 が そ れを 引 き 受 ける 意 思 と能 力 の あ る経 済 主 体へ リ ス ク を移 転 する

形式 の フ ァイ ナ ン ス 手段 で あ ると し て い る。 同 時 に下 和 田 は 、保 険 の定

義と し て 、多 数 の 経 済主 体 が 結合 す る こ とで 、 リ スク が 顕 在 化し て 損失

が発 生 し た場 合 に 、 その 損 失 を集 団 全 体 で分 担 す る技 術 的 な 仕組 み であ

ると し て いる 。リス クの 負 担 を引 き 受 け る意 思 と 能力 の あ る 経済 主 体 は、

一般 的 に は保 険 者 と して の 保 険会 社 で あ る。 保 険 会社 は 、 多 数の 経 済主

体で あ る 契約 者 か ら リス ク を 引き 受 け る が、 契 約 者は そ こ で 集積 さ れた

リス ク 集 団の 一 員 と して 応 分 の負 担 （ ＝ 保険 料 ） を固 定 的 コ スト と して

支払 い 、 その 集 団 と して の 資 産に よ り 、 実際 に 生 じた リ ス ク へ対 処 する

（保 険 金 の支 払 い ‐ 受取 ） こ とが で き る 。し た が って 、 個 人 とし て は不

確実 な リ スク の 発 生 に対 し て 固定 的 な コ スト （ 保 険料 ） に よ って 事 前に

対処 で き る仕 組 み が 保険 と い える 。  

 長 沼 （ 2015） は 、 本人 の 老 後生 活 保 障 とい う 観 点で は 、 自 分が 生 存し

てい る 場 合に の み 年 金を 受 け 取れ ば 十 分 であ る と すれ ば ト ン チン 型 終身

年金 が 最 も効 率 的 で ある と し てい る 。 す なわ ち 最 小の 拠 出 で 過不 足 ない

老後 保 障 が得 ら れ る こと に よ る。こ こで の過 不 足 は、期 間的 意味 で あ る。

貯蓄 の 場 合、 こ れ を 取り 崩 し てい け ば 、 全額 取 り 崩す 前 に 死 亡し て しま

い、 意 図 せざ る 遺 産 が生 ず る 場合 が 考 え られ る 。 逆に 、 す べ て取 り 崩し

た後 で も 長生 き し て 、資 金 が 枯渇 し て し まう こ と も考 え ら れ る。 こ れに

対し て ト ンチ ン 型 終 身年 金 で あれ ば 本 人 が生 き て いる 限 り 年 金が 支 給さ

れる 。 こ の場 合 、 早 死に す れ ば本 人 が 支 払っ た 保 険料 総 額 よ りも 少 ない

年金 受 取 額と な る が 、長 生 き した 場 合 に は、 本 人 の支 配 保 険 料を 超 えて

終身 、 年 金を 受 け 取 るこ と が 出来 る 2 6。 し たが っ て トン チ ン 型 終身 年 金

                                                   
2 6  ト ン チ ン 型 の 終 身 年 金 は 、い わ ば 死 亡 保 険 の 逆 で あ り 、契 約 者 の 共 同 財 産 か ら 、

長 生 き と い う 保 険 事 故 が 生 じ た 場 合 に 年 金 が 支 給 さ れ る 。  
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であ れ ば 、遺 族 に 資 産を 残 す 意図 が な い 限り 、 老 後生 活 保 障 とし て は合

理的 と い え、 長 沼 が 老後 生 活 保障 の み を 想定 し た 場合 に 最 も 効率 的 とし

てい る こ との 意 味 と 解釈 で き る。  

 以 上 を 整理 す る と 、生 存 保 障に 関 わ る 経済 的 準 備は 実 情 と して 貯 蓄行

動に 表 れ てい る 。 こ れに 対 し て生 存 保 障 領域 の 生 命保 険 需 要 に関 す る先

行研 究 は 、老 後 保 障 ・介 護 保 障・ 医 療 保 障に 区 分 して 検 討 し てい る が、

その 領 域 の生 命 保 険 が貯 蓄 と して 需 要 さ れて い る のか 、 合 目 的的 な リス

ク対 処 手 段と し て 需 要さ れ て いる の か を 判別 す る 視点 が 欠 落 して い る。  

  

4． 加 入 行 動 段 階 で 影 響 を え る 消 費 者 の サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因  

4-1  価 値 観  

個 人 の 価 値 観 が 生 命 保 険 の 利 用 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 に つ い て C hu i  

& Kw o k(2007)の検 討が あ る 。ここ で は 、生命 保 険 の消 費 に つい て 、国 際

比 較 の 観 点 で 国 民 文 化 の 持 つ 価 値 観 が 与 え る 影 響 を 分 析 し て い る 2 7。 価

値観 の 定 義と し て Hofstede の 国民 文 化 の 4 次 元 モデ ル を 使 い、不 確実 性

の回 避 の 強い 価 値 観 は生 命 保 険消 費 に 弱 い正 の 影 響 2 8を、個 人 主義 の（ 集

団主 義 よ り） 強 い 価 値観 が 、 生命 保 険 の 消費 に 正 の影 響 を 与 える と して

いる 。 ま た権 力 格 差 の（ 受 容 性の ） 強 い 価値 観 お よび 男 性 ら しさ の （女

性ら し さ より ） 強 い 価値 観 が 、そ れ ぞ れ 生命 保 険 の消 費 に 負 の影 響 を与

える こ と を示 し た 。  

H of s ted e(1991)は、 国民 文 化の 4 次 元 モデ ル を 権力 格 差 ・ 個人 主 義 と

集団 主 義 ・男 性 ら し さと 女 性 らし さ ・ 不 確実 性 の 回避 と 定 義 して い る。

権力 格 差 は、 制 度 や 組織 に お いて 、 権 力 の弱 い 成 員が 、 権 力 が不 平 等に

分布 し て いる 状 態 を 受け 入 れ てい る 程 度 を意 味 す る。個 人主 義の 社 会 は、

                                                   
2 7 各 国 の 国 民 一 人 当 た り 生 命 保 険 料（ 1995 年 米 ド ル 価 格 ）を 従 属 変 数 と し 、経 済

的 ・ 制 度 的 な 要 因 を 統 制 し た 上 で 、 国 民 文 化 の ４ つ を 説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析

に よ っ て 論 証 し て い る 。  
2 8 不 確 実 性 の 回 避 の 影 響 を 弱 い と し た 検 証 根 拠 は 、重 回 帰 分 析 の 全 説 明 変 数 投 入

の 最 終 段 階 で は 当 該 変 数 は 有 意 に 正 の 影 響 を 、 そ こ へ 至 る 段 階 的 な 説 明 変 数 投 入

の 過 程 で は 有 意 で は な い こ と に よ る と し て い る 。  
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個人 間 の 結び つ き は ゆる や か であ り 、 人 は自 分 自 身と 肉 親 の 面倒 を みれ

ばよ い と 特徴 づ け た 。集 団 主 義の 社 会 は 、人 は 内 集団 に 統 合 され 、 その

集団 に 忠 誠を 誓 う か ぎり 集 団 から 生 涯 に わた っ て 保護 さ れ る と特 徴 づけ

てい る 。 この 集 団 主 義が 職 場 で現 れ た 場 合、 雇 主 と社 員 と の 関係 は 家族

関係 と 類 似し 、 忠 誠 を誓 う 代 わり に 保 護 を受 け る とい う 相 互 に義 務 を負

った 関 係 を意 味 す る 。男 性 ら しさ は 、 社 会生 活 の 上で 男 女 の 性別 役 割が

はっ き り とわ か れ 、 男性 は 自 己主 張 が 強 く物 質 的 な成 功 を 目 指す 、 女性

らし さ は 、社 会 生 活 の上 で 男 女の 性 別 役 割が 重 な り合 い 、 両 性と も 謙虚

で生 活 の 質に 関 心 を 払う と し てい る 。 不 確実 性 の 回避 は 、 あ る文 化 の成

員が 不 確 実な 状 況 や 未知 の 状 況に 対 し て 脅威 を 感 じる 程 度 と 定義 さ れ る。

C hu i& Kw o k ( 20 09)は 、 そ の 後 、 G LO B E
2 9の 価 値 観 に 関 す る 定 義 を 使 用 し

各国 の 生 命保 険 消 費 への 影 響 を測 定 し て いる 3 0。  

個 々 の 消 費 行 動 を 対 象 と し た 研 究 と し て 、 荻 久 保 ・ 黄 ・ 圓 川 （ 2008）

では 、 H o f s te de の 価 値観 の 定 義を 文 化 的 要因 と し て、 国 家 レ ベル の 指標

が個 人 の デー タ を 基 に算 出 さ れる た め 、 直接 個 人 の文 化 特 性 に着 目 する

こと で 消 費者 行 動 の 文化 的 要 因に つ い て 信頼 性 の 高い 分 析 モ デル を 構築

でき る 可 能性 を 指 摘 して い る 。こ の 研 究 は、 個 々 の消 費 行 動 につ い て価

値観 の 影 響を 検 討 し たも の で あ り 、 消 費 行動 に つ いて デ モ グ ラフ ィ ック

要因 と と もに サ イ コ グラ フ ィ クス 要 因 を 含め た 検 討の 必 要 性 を示 唆 す る。 

 

4-2  生 命 保 険 加 入 行 動 段 階 で の サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因  

 サ イ コ グラ フ ィ ク ス要 因 は 、消 費 者 の 心理 的 行 動特 性 の 観 点に よ る分

類基 準 で ある 。 そ の 内容 は 「 活動 ・ 関 心 ・意 見 」 によ り 分 類 する 方 法が

一般 的 で ある （ ソ ロ モン 201 5）。  

金融 や 保 険の 場 合 、まず 金 融 リテ ラ シ ー があ げ ら れる 。こ こ での 金 融 リ

                                                   
2 9  G l o b a l  L e a d e r s h i p  a n d  O r g a n i z a t i o n a l  B e h a v i o r  E f f e c t i v e n e s s 。  
3 0 各 国 の 国 民 一 人 当 た り 生 命 保 険 料 （ 2000 年 米 ド ル 価 格 ） を 従 属 変 数 と し 、 経

済 的・制 度 的 な 要 因 を 統 制 し た 上 で 、G L O B E の ９ つ の 定 義 を 説 明 変 数 と し た 重 回

帰 分 析 に よ っ て 論 証 し て い る 。  
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テラ シ ー は個 々 の 消 費者 が 自 分の 金 融 リ テラ シ ー をど う 考 え てい る かと

いう 主 観 的態 度 や 意 見を 指 す。こ の 点で は 金 融 リ テラ シ ー が ある 人 ほ ど、

年金 を 利 用せ ず 、 自 ら投 資 等 で準 備  

し、 そ れ によ っ て 老 後の 対 応 を行 う 傾 向 があ る こ とを A g ne w (20 08 )が指

摘し て い る。  

生命 保 険 に関 し て は 、佐 々 木 (2015)が 、 イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル 選択

にお け る 実証 分 析 の 指標 と し て保 険 知 識 の多 さ に つい て の 認 識を 取 り入

れて い る 。佐 々 木 は 、こ の 実 証分 析 に お いて そ れ 以外 に 保 険 会社 の 社会

的認 知 度 、財 務 健 全 性、 保 障 の充 実 度 、 低価 格 、 加入 手 続 き の簡 便 さ、

対面 説 明 の各 項 目 に 関す る 重 視度 を チ ャ ネル 選 択 要因 の 項 目 とし て 上げ

てい る 。 これ ら は 実 際の 加 入 行動 に お け る意 思 決 定に 影 響 を 与え る 要因

で あ り 、 保険 会 社 選 択や 商 品 選択 に 影 響 を与 え る もの と 理 解 でき る 。  

佐々 木 （ 2015） 研 究 は、 サ イ コグ ラ フ ィ クス 要 因 がチ ャ ネ ル 選択 に影

響を 与 え るか を 検 討 した も の とい え る 。 この 場 合 、生 命 保 険 をど の よう

な加 入 目 的で 利 用 し たか 、そ の 相違 は 問 題と さ れ てい な い 。家森（ 2016）

は、 保 険 知識 の 有 る （主 観 的 自信 ） も の ほど 、 加 入し て い る 生命 保 険商

品、 引 受 保険 会 社 等 に対 す る 満足 度 が 高 いこ と を 実証 的 に 示 した 。 ここ

でも 加 入 目的 等 に よ る相 違 は 検討 さ れ て いな い 。  

先行 研 究 では サ イ コ グラ フ ィ クス 要 因 の 生命 保 険 加入 行 動 へ の影 響

を加 入 目 的別 に 検 討 する 視 点 が 欠 落 し て いる 。 例 えば 生 命 保 険を 老 後生

活資 金 準 備目 的 で 利 用す る 場 合、 消 費 者 は長 期 に わた っ て 資 産を 保 険会

社に 預 け るこ と に な る。 こ れ に対 し て 医 療保 障 目 的で 生 命 保 険を 利 用す

る場 合 、 資産 を 長 期 にわ た っ て預 け 入 れ る性 質 は ほと ん ど な い。 保 険会

社の 財 務 健全 性 や 社 会的 認 知 度、 低 価 格 重視 な ど のサ イ コ グ ラフ ィ クス

要因 の 影 響が 加 入 目 的別 に 相 違す る 可 能 性が あ る と考 え ら れ る。  

 

4-3  生 命 保 険 加 入 行 動  

 実 態と し ての 生 命 保険 加 入 行動 に つ い て、 年 齢 、収 入 、家 族構 成 等 デ
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モグ ラ フ ィク ス 要 因 によ り 説 明し た も の とし て は 、岩 本 、 lee 、 中 馬・

浅野 等 の 研究 が あ げ られ る 。 これ ら に サ イコ グ ラ フィ ク ス 要 因を 説 明要

因と し て 追加 し た も のと し て 佐々 木 （ 2013） が あ る。  

 サ イ コ グラ フ ィ ク ス要 因 に より 生 命 保 険加 入 の 際の 販 売 チ ャネ ル 選択

を検 討 し たも の に 佐 々木 （ 2015） が あ る 。し か し 販売 チ ャ ネ ルが 加 入者

へ与 え た 影響 と い う 視点 は 欠 落し て い る 。ま た 生 命保 険 加 入 につ い て加

入目 的 を 区分 し 、 か つ加 入 目 的間 の 関 係 の中 で こ れら を 考 察 する 視 点も

欠落 し て いる 。  

 生 命 保 険加 入 の う ち、 医 療 保障 目 的 と して の 医 療保 険 加 入 につ い て、

社会 保 障 制度 （ 公 的 医療 保 険 制度 ） と の 関連 で 、 その 必 要 性 が限 定 的で

あり 、 加 入が 過 剰 保 険と な る 可能 性 を 指 摘し た も のに 内 藤 （ 2010） があ

る。 更 に 、同 様 の 根 拠に 基 づ き必 要 と な る金 額 か ら考 え て 貯 蓄で 対 応す

る方 が 合 理的 で あ り 医療 保 険 加入 そ の も のを 事 実 上過 剰 保 険 とす る 見解

に 後 田 ・ 太田 （ 2013）が あ る 。  

 

第 3 章  販 売 チ ャ ネ ル 検 討 の 現 状 と 課 題  

 

消費 者 に 対す る 具 体 的な 生 命 保険 の 供 給 は、 主 に 販売 者 を 通 じて 行わ

れる 。 本 章は 、 生 命 保険 の 供 給を 実 際 に 行う も の とし て 消 費 者に 最 も近

いと こ ろ に位 置 す る 販売 チ ャ ネル の 特 性 につ い て 先行 研 究 レ ビュ ー に基

づき 理 論 的に 整 理 し 、既 に 確 立し た 知 見 と本 研 究 にお い て 新 たに 獲 得を

目指 す 領 域と の 境 界 を明 確 に する こ と を 目的 と し てい る 。  

本章 は そ の観 点 か ら 、 先 行 研 究に つ い て 以下 4 範 囲を 対 象 に レビ ュー

す る 。 第 1 に 生 命 保 険 商 品 と マー ケ テ ィ ング チ ャ ネル の 位 置 づけ 、 第 2

に日 本 に おけ る 生 命 保険 販 売 チャ ネ ル の 多様 化 と チャ ネ ル 別 特性 、 第 3

に保 険 募 集規 制 に つ いて で あ る。  

本章 の 以 降の 構 成 は 以下 の 通 りで あ る 。 Ⅰ に お い て生 命 保 険 の商 品性

とマ ー ケ ティ ン グ チ ャネ ル に 関わ る 先 行 研究 を 確 認す る 。 こ れに よ り生
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命保 険 販 売チ ャ ネ ル の位 置 づ けを 整 理 す る。 Ⅱ に おい て 日 本 にお け る生

命保 険 販 売チ ャ ネ ル の多 様 化 とチ ャ ネ ル 別特 性 に 関わ る 先 行 研究 を 整理

し 、課題 を 明 確化 す る 。Ⅲに お いて 2016 年 施行 さ れた 改 正 保険 業 法 によ

る 募 集 規 制に 関 す る 先行 研 究 を確 認 し 、 募集 行 為 のど こ へ 着 目し て 議論

され て い たか を 把 握 する 。  

 

1. 販 売 チ ャ ネ ル の 多 様 化  

1 -１   生 命 保 険 と 販 売 チ ャ ネ ル 検 討 の 枠 組 み  

 コ ト ラ ー (2003 )は 消 費 財 を 最 寄 品 、 買 回 品 、 専 門 品 、 非 探 索 品 に 分 類

して お り 、生 命 保 険 を非 探 索 品と 位 置 づ けて い る 。非 探 索 品 は、 消 費者

がそ れ を 認知 し て も しな く て も普 通 な ら 購入 し よ うと 思 わ な い消 費 材で

あり 、 そ の古 典 的 な 例と し て 生命 保 険 を あげ て い る。 非 探 索 品に つ いて

は、 本 来 的性 格 か ら 広告 や 人 的販 売 な ど 多く の マ ーケ テ ィ ン グ努 力 の必

要性 を 指 摘し て い る 。コ ト ラー (2014 )は 、「 販売 コ ン セプ ト 」とい う 概念

につ い て 、 企 業 側 が 何も し な けれ ば 消 費 者は そ の 製品 を 買 っ てく れ ない

もの と す る考 え 方 と 定義 し て いる 。 こ の 販売 コ ン セプ ト が 最 も積 極 的に

実践 さ れ るも の と し て非 探 索 品が 考 え ら れ、 そ の 事例 と し て 生命 保 険、

百科 事 典 、墓 地 な ど をあ げ て いる 。 こ れ らか ら 生 命保 険 の 場 合 、 人 的販

売が 必 須 であ り 、 そ の観 点 か らも 販 売 チ ャネ ル 検 討の 必 要 性 が理 解 でき

る 。 流 通 チャ ネ ル は 、生 産 者 と最 終 消 費 者の 間 に 存在 し て 様 々な 機 能を

果た す 。 この 場 合 、 流通 チ ャ ネル は 最 終 的に 消 費 者に 商 品 を 供給 す るに

とど ま ら ず、 市 場 を 創出 す る 役割 を も 果 たす と コ トラ ー （ 2014） は 指摘

して い る 。  

 コ ト ラ ーの こ れ ら の指 摘 は 、生 命 保 険 にお い て 人的 な 対 面 販売 の 必要

性に つ な がる が 、 他 方、 そ の こと 自 体 に つい て 検 証の 必 要 が ある 。 すな

わち 生 命 保険 に お け るイ ン タ ーネ ッ ト 等 ダイ レ ク ト販 売 の 有 効性 に つい

て の 問 題 で あ る 。 G oo ls be e ( 200 2 )は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 比 較 サ イ ト が 生

命保 険 の 保険 料 に 及 ぼし た 影 響を 実 証 的 に明 ら か にし て い る 。こ れ によ
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れば 保 険 料の 引 き 下 げに 影 響 を与 え 、 消 費者 余 剰 を増 大 さ せ たと し てい

る 。日 本に お け る ネ ット 生 保 によ る 生 命 保険 の 販 売に つ い て 佐々 木（ 2015）

は、 伸 張 した と は い え新 契 約 シェ ア が 生 命保 険 業 界 で 1％ に 満た な い 実

情を 指 摘 して い る 。  

 生 命 保 険の 販 売 チ ャネ ル 検 討の も う 一 つの 枠 組 みが 、 専 属 代理 店 と独

立代 理 店 とい う 区 分 であ る 。 独立 代 理 店 の一 種 と して 金 融 機 関に よ る販

売が あ る 。 C ha ng (2 0 11)他 は台 湾 に おけ る B an ca s su ra nce と 伝統 的 な 生保

の 販 売 チ ャ ネ ル 3 1を 比 較 し た 実 証 分 析 に お い て 効 率 性 の 観 点 か ら 比 較 検

討 し て い る。 こ の 中 で B a nc as su r anc e は 顧客 の サ ーチ コ ス ト の引 き 下げ

に貢 献 し てい る が 、 保険 会 社 とし て の 販 売効 率 で は伝 統 的 チ ャネ ル に比

して 低 い と述 べ て い る。  

以 上 の 先 行研 究 を 整 理す る と 、生 命 保 険 の商 品 性 から 人 的 販 売の 重要

性を 検 証 する 意 味 で 「対 面 － 非対 面 」 と いう 販 売 チャ ネ ル 検 討 の 枠 組み

が 確 認 で きる 。  

もう 一 つ は「 専 属 － 独立 」 と いう 検 討 の 枠組 み で ある 。 独 立 の代 表と

して 代 理 店や 金 融 機 関が 位 置 づけ ら れ る 。  

 

1 -2 販 売 チ ャ ネ ル の 多 様 化  

 生 命 保 険の 募 集 は 、生 命 保 険会 社 に 属 する 営 業 職員 あ る い は委 託 契約

に基 づ く 代理 店 使 用 人に よ り 行わ れ る が 、い ず れ の場 合 に も 特定 の 一生

命保 険 会 社の 取 り 扱 いに 限 定 され る と い う原 則 を もつ 。 こ れ は保 険 業法

第二 百 八 十二 条 一 項 及び 二 項 に定 め ら れ てお り 、 現在 も そ の 原則 の もと

で 業 務 が 運 営 さ れ て い る 。 榊 （ 2011） は 、 こ の 一 社 専 属 体 制 の 原 則 が 、

保険 契 約 にお い て は 保険 者 と 保険 契 約 者 との 間 の 善意 性 、 信 頼性 が 大き

な要 素 と なる こ と 、 契約 内 容 であ る 約 款 につ き 十 分な 理 解 を 必要 と する

こと 、 乗 合が 許 容 さ れた 場 合 、 保 険 契 約 者の 意 図 に反 し た 保 険契 約 が成

立 す る お それ が あ る こと 等 を その 拠 っ て 立つ 考 え 方と 整 理 し てい る 。し

                                                   
3 1  こ こ で の 伝 統 的 チ ャ ネ ル は 、 個 人 の 専 属 代 理 店 を 指 し て い る 。  
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かし 、 こ のよ う な 保 険契 約 者 の保 護 を 必 要と す る よう な 恐 れ がな い 場合

に は 、 複 数 の 生 命 保 険 会 社 の 保 険 募 集 を 行 う こ と が で き る 例 外 規 定 が

1996 年に 施 行さ れ た改 正 保 険業 法 に よ って 設 け られ た 3 2。す なわ ち「 前

二 項 の 規 定 3 3は 、 生 命 保 険 募 集 人 が 二 以 上 の 所 属 保 険 会 社 等 を 有 す る 場

合に お い ても 、 そ の 保険 募 集 に係 る 業 務 遂行 能 力 その 他 の 状 況に 照 らし

て、 保 険 契約 者 等 の 保護 に 欠 ける お そ れ がな い も のと し て 政 令で 定 める

場合 に は 、適 用 し な い 」 と い うも の で あ る。  

1996 年に 施 行さ れ た改 正 保 険業 法 で は 、生 損 保の 子 会 社方 式に よ る 相

互参 入 が 認め ら れ た が、 損 害 保険 会 社 の 主要 販 売 チャ ネ ル で ある 代 理店

はそ の 時 点で す で に 他の 生 命 保険 会 社 と 代理 店 委 託契 約 を 結 んで い る者

が存 在 し た。 こ の 場 合、 一 社 専属 の 原 則 の下 で は 、当 該 代 理 店は 損 害保

険会 社 が 新た に 設 立 する 子 生 命保 険 会 社 との 間 で 代理 委 託 契 約を 締 結す

るこ と が 出来 な い 。榊（ 2011）は この よ うな 場 合 、いず れ の 保険 会 社 と

の関 係 も 解消 す る こ とな く 双 方の 生 命 保 険商 品 を 扱え る よ う にす る 必要

性が あ る と述 べ て い る。 こ う した 背 景 か ら 、 例 外 規定 と し て のい わ ゆる

乗 合 募 集 が認 め ら れ た。  

 2000 年 改 正 保 険 業 法 に お い て 金 融 機 関 に よ る 保 険 の 取 り 扱 い が 段 階

的に 認 め られ る こ と とな っ た が、生命 保 険に つ い ては 2002 年 10 月 か ら

個人 年 金 保険 の 販 売 がス タ ー トし て い る 。その 後 、 2005 年 12 月に 一 時

払い 終 身 保険 等 、貯 蓄性 の 性 格の 強 い 生 命保 険 の 取り 扱 い が 可能 と な り、

2007 年 12 月 か ら 全保 険 種 類の 取 り 扱 いが 認 め られ た 。 金 （ 2008）は、

生命 保 険 の販 売 チ ャ ネル に つ いて 、 契 約 者の 加 入 チャ ネ ル が 1991 年の

段階 で は 営業 職 員 が 89 .3％だ っ た が 、 2006 年 には 66 .3％へ と 低 下し た

こと 、 そ れ に 応 じ て 保険 代 理 店、 銀 行 ・ 証券 会 社 及び 通 信 販 売な ど のチ

ャネ ル 利 用率 が 増 加 した こ と を指 摘 し て いる 。 同 時に 、 営 業 職員 と 代理

店使 用 人 との 数 的 な 推移 を 検 証し 、銀行 窓販 が 解 禁さ れ た 2001 年 以 降 、

                                                   

3 2  保 険 業 法 第 二 百 八 十 二 条 第 三 項 。  

3 3  一 社 専 属 体 制 の 原 則 に 関 わ る 第 一 項 及 び 第 二 項 。  



43 

 

営業 職 員 の減 少 と 代 理店 使 用 人の 増 加 傾 向が 顕 著 にな っ た と 述べ て い る。 

 金 融 審 議会 金 融 分 科会 第 二 部会（ 2004）で は 、銀行 窓 販 の メリ ッ トの

一つ と し て銀 行 等 の 参入 に よ り販 売 チ ャ ネル の 多 様化 が 進 め ば、 消 費者

のア ク セ ス可 能 な 保 険商 品 の 選択 肢 や 商 品に 関 す る情 報 が 増 え、 利 用者

の利 便 性 の向 上 が 期 待で き る とし て い る 。   

営業 職 員 チャ ネ ル に つ い て 信 金中 央 金 庫 総合 研 究 所（ 2009）は 、外部

環境 の 変 化の 中 で 「 大量 採 用 ・大 量 退 職 」ス タ イ ル に よ る 営 業職 員 の維

持が 難 し くな っ て い るこ と を 指摘 し て い る。 す な わち 大 量 採 用が 困 難な

中で 大 量 退職 が 続 い た結 果 、 営業 職 員 の 確保 が 難 しく な っ て いる の だと

い う 。  

 出 口 （ 2 013） は 営 業職 員 中 心の 販 売 体 制を レ ガ シー シ ス テ ムと し 、そ

れに 依 存 しな い 方 法 とし て 、 販売 チ ャ ネ ルを 有 す る主 体 （ 銀 行や 法 人代

理店 ・ プ ロ代 理 店 ） に生 命 保 険を 販 売 し ても ら う 方法 と ダ イ レク ト 販売

をあ げ て いる 。 前 者 につ い て 製販 分 離 と 簡潔 に 表 現し て い る 。  

 佐 々 木（ 2014）は 、ネッ ト 生 保が 、新 契約 加 入 に至 る ほ ぼ すべ て の プ

ロセ ス を イン タ ー ネ ット で 完 結す る こ と でコ ス ト を圧 縮 し 、 同一 保 障の

保険 を よ り低 価 格 で 提供 し て いる と そ の 意義 を 指 摘し て い る 。こ の ため、

低価 格 志 向の 大 き な うね り に 沿っ て ネ ッ ト生 保 の 加入 は 増 加 傾向 に ある

と述 べ る と同 時 に 、 市場 シ ェ アの 点 で は 1％ に も 満た な い こと を 課 題と

して あ げ てい る 。  

 以 上 を 整理 す る と 、 販 売 チ ャネ ル の 多 様化 は 、 規制 緩 和 等 歴史 的 経緯

と 先 行 研 究 と を 分 け て 把 握 す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 先 行 研 究 で は 、

「専 属 と 独立 」を 検 討の 中 心 的枠 組 み と し、「 対 面 ―非 対 面」がも う 一 つ

の 枠 組 み とし て 検 討 され て い る。 専 属 に 位置 す る 営業 職 員 に 対 し て 独立

に位 置 す る も の と し て代 理 店 や金 融 機 関 が存 在 す る。 代 理 店 や金 融 機関

は独 立 と して 同 一 の 位置 づ け で扱 わ れ て いる 。 こ れは 営 業 職 員を 「 レガ

シー 」（出 口）「 大 量 採用 大 量 脱落 」（ 信 金総 研 ）とし て 、こ れを 解 決 する

もの と し て 代 理 店 や 金融 機 関 を位 置 づ け た検 討 と いえ る 。  
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 こ れ ら 先行 研 究 と は別 に 歴 史的 経 緯 を 整理 す る と、 生 命 保 険の 販 売チ

ャネ ル 多 様化 は 以 下 3 方 向 へ進 ん だ 。第一 に 保 険の 営 業 を 専業 と す る者

の中 で 「 一社 に 専 属 する 営 業 職員 」 に よ る営 業 か ら「 複 数 保 険会 社 を扱

う乗 合 代 理店 」 に よ る営 業 の 方向 へ （ 1996 年 保 険業 法 改 正）、第 二 に 保

険の 営 業 専業 か ら 金 融機 関（ 2000 年 保険 業法 改 正 ）の よう に 他業 を 主 業

とし つ つ 保険 を 扱 う 兼業 の 方 向へ 、 第 三 に対 面 販 売を 介 さ な いネ ッ ト生

保に よ る ダイ レ ク ト 販売 へ と いう 方 向 で ある 。  

  

1 -3 乗 合 代 理 店 の 発 展 と 多 様 化  

 先 「 2」 で 見た 一 社専 属 体 制の 例 外 規 定は 、 保 険募 集 人 が 2 人以 上 い

るこ と 及 び業 務 管 理 責任 者 ・ 教育 責 任 者 を配 置 で きる こ と を 要件 と して

いた 。 こ の例 外 規 定 によ り 1996 年 以 降 、乗 合 代 理店 が 出 現 し、 一 部は

大規 模 化 を図 り な が ら発 展 、 多様 化 し つ つ 現 在 に 至っ て い る 。  

ニ ッ セイ 基 礎 研 （ 2 0 11） は 、 代 理 店 の主 な 形 態に つ い て 「 損 害 保 険プ

ロ代 理 店」「生 命 保 険プ ロ 代 理店 」「 フ ァイ ナ ン シャ ル プ ラ ンナ ー 」「 税理

士・公認 会 計士 」「 企 業代 理 店」「 銀 行・信 用金 庫 、証 券会 社 」「 通販 会 社」

と整 理 し てい る 。 こ の整 理 の 上で 、 新 た な代 理 店 像と し て 、 保険 販 売を

収益 性 の ある ビ ジ ネ スと し て 専業 的 に 取 り扱 う 大 規模 な 乗 合 代理 店 をあ

げて い る 。こ の 大 型 乗合 代 理 店は 、 保 険 ショ ッ プ 、法 人 営 業 によ る 対面

販売 、 イ ンタ ー ネ ッ ト上 の 保 険比 較 サ イ トを 通 じ た販 売 、 ダ イレ ク トメ

ール や 電 話を 起 点 と した 非 対 面販 売 な ど 多角 的 に 業務 展 開 し てい る こと

を特 徴 と して あ げ て いる 。  

 大 型 化 した 乗 合 代 理店 の う ち、保険 シ ョッ プ に つい て 中 崎（ 2010）は 、

広域 に 多 数店 舗 を 出 店さ せ る など 規 模 が 巨大 で あ るこ と 、 長 時間 営 業で

均質 な サ ービ ス 提 供 を図 っ て いる こ と 、 独自 に 来 店誘 導 の た め広 告 宣伝

にか な り のコ ス ト を 投入 し て いる こ と な どを あ げ 、新 業 態 チ ャネ ル と位

置づ け て いる 3 4。 井 上 （ 20 15） は保 険 シ ョ ップ 店 舗 数が 2006 年 111 店

                                                   
3 4  乗 合 代 理 店 に つ い て は 訪 問 販 売 型 の 代 理 店 と 、保 険 シ ョ ッ プ と を 区 分 す る 必 要
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か ら 2015 年 1043 店に ま で 増大 し た と 推計 し て いる 。 井 上 （ 2014）は

中埼 の 指 摘と は 相 違 して 、 急 激な 店 舗 増 によ っ て 保険 シ ョ ッ プの 運 営会

社間 や 店 舗間 で の ス タッ フ の 知識 や 提 供 する サ ー ビス の 格 差 が生 じ ると

いう 懸 念 があ る こ と を指 摘 し てい る 。  

 出 口 （ 2 008） は 、 法人 募 集 代理 店 に よ る自 社 従 業員 へ の 圧 力募 集 の禁

止を 狙 い とし た 構 成 員契 約 規 制に つ い て 、実 態 と して 営 業 職 員の 保 護を

目 的 と し た も の で あ る と 指 摘 し て い る 3 5。 赤 堀 （ 20 15） は 構 成 員 契 約 規

制に つ い え、保険 業 法 300 条第 1 項 9 号 に規 定 さ れる 圧 力 募 集の 禁 止 の

一つ と し て、 法 人 等 が生 命 保 険会 社 と 募 集代 理 店 契約 を 締 結 して 、 生命

保険 を 募 集す る 場 合 、そ の 法 人等 の 従 業 員へ の 圧 力を 防 止 す る観 点 から

その 法 人 等と 密 接 な 関係 を 有 する 者 （ 自 社ま た は 関連 会 社 の 役員 や 従業

員） に 対 する 保 険 募 集を 原 則 とし て 禁 止 する （ 医 療保 険 や 傷 害保 険 等第

3 分野 商 品 を除 く ） 規制 で あ ると 説 明 し てい る 。 出口 は 、 企 業内 代 理店

によ る 自 社従 業 員 へ の生 命 保 険の 販 売 に 関す る 構 成員 契 約 規 制に つ いて

は、第 3 分 野 商品 が その 取 扱 いを 例 外 と して 認 め られ て い る こと 、諸外

国で も 例 がな い こ と をあ げ 、 規制 緩 和 す べき と し てい る 。 こ の指 摘 は、

法人 代 理 店が 乗 合 代 理店 と な る可 能 性 が 強く 、 販 売チ ャ ネ ル の多 様 化に

加え て 比 較情 報 の ニ ーズ も 高 まり 、 消 費 者の 利 便 性に 資 す る こと を 意図

した も の とい え る 。  

 以 上 の 先行 研 究 で は、 多 様 化し た 代 理 店を 整 理 し記 述 し た もの （ ニッ

ゼイ 基 礎研 2011）、 更に そ の 内の 一 部 を 取り 上 げ て検 討 し た もの （ 中崎

2010、井上 2014・ 2015、出口 2008）は ある が 、多 様 化し た 代理 店 を 一

定の 基 準 で区 分 す る 視点 が 欠 落し て い る 。  

実 状 と し て 代 理 店 は 訪 問 販 売 型 の 代 理 店 と 保 険 シ ョ ッ プ に 分 類 さ れ

る。 こ の うち 個 人 の 家計 市 場 を主 た る 対 象と し た 保険 シ ョ ッ プの 大 型化

や多 店 舗 化が 確 認 で きる 。 保 険シ ョ ッ プ は、 当 該 代理 店 の 経 営側 と して

                                                                                                                                                     
が 示 唆 さ れ る 。 特 に 大 型 化 し た 乗 合 代 理 店 の 観 点 で は 保 険 シ ョ ッ プ が 主 要 な 区 分

と な る 。  
3 5  大 規 模 企 業 グ ル ー プ の 企 業 内 代 理 店 を 対 象 と し た 規 制 と い え る 。  
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は均 一 な サー ビ ス を 意図 し て いる が 、 実 態的 に は サー ビ ス の 質に ば らつ

きが あ る こと が 指 摘 され て い る。 訪 問 販 売型 の 代 理店 に つ い ては 損 保プ

ロ 代 理 店 3 6や 生 保 プ ロ 代 理 店 な ど が 存 在 し て い る 。 更 に フ ァ イ ナ ン シ ャ

ル プ ラ ン ナ ー を 名 乗 る 3 7専 門 性 の 高 い 代 理 店 も 存 在 し て い る 。 大 型 乗 合

代 理 店 の 経 営 者 は 生 保 の ラ イ フ プ ラ ン ナ ー 出 身 者 が 多 く 3 8、 そ の 観 点 で

は一 社 専 属営 業 職 員 の一 部 が 生保 プ ロ 代 理店 と し て乗 合 代 理 店化 し 、更

にそ の 一 部が 大 型 化 した と 考 えら れ る 。  

 乗 合 代 理店 の 一 つ とし て 企 業内 代 理 店 が存 在 す る。 こ の 企 業内 代 理店

は自 社 企 業（ グ ル ー プ） の 従 業員 を 主 要 な市 場 と して お り 、 生命 保 険に

つい て は 医療 保 険 、ガン 保 険 など 第 3 分 野商 品 の み取 扱 い が 認め ら れて

いる 。 死 亡保 障 等 を 目的 と し た生 命 保 険 は構 成 員 契約 規 制 に より そ の取

扱い が 認 めら れ て い ない 状 態 にな る 。  

 代 理 店 分類 を 営 業 職員 と の 関係 で 見 る と、 営 業 職員 出 身 者 が設 立 する

形の 代 理 店は 、96 年 改正 保 険 業法 を 機 に 乗合 募 集 が認 め ら れ た時 点 以降

に設 立 し た生 保 プ ロ 代理 店 、 更に そ の 一 部が 大 型 化し 、 保 険 ショ ッ プな

どに 発 展 した 。 営 業 職員 出 身 者が 設 立 し てい な い 代理 店 と し ては 代 表的

には 企 業 内代 理 店 が 存在 す る 。 こ れ ら は いず れ も 専業 と し て の保 険 代理

店で あ る 。 こ れ に 対 して 金 融 機関 は 兼 業 代理 店 の 代表 と 位 置 づけ る こと

が出 来 る 。 先 行 研 究 では 、 保 険専 業 か 兼 業 か と い う分 類 視 点 が欠 落 して

いる 。 先 行研 究 の 視 点と 、 新 たに 専 業 ‐ 兼業 区 分 を導 入 し た 本研 究 の分

類イ メ ー ジを 図 表 3 -1 に示 す 。  

 

                                                   
3 6  損 保 プ ロ 代 理 店 は 、 代 理 店 と し て 損 保 を 主 体 と し た 設 立 経 緯 を 意 味 し て お り 、

現 在 で は 生 保 も 扱 っ て い る 。  
3 7  フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー は 個 人 家 計 に お け る フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ニ

ン グ に 係 る 専 門 性 を 表 し て い る 。 こ の た め 、 顧 客 に と っ て は 専 門 性 の 高 い 代 理 店

と 解 釈 で き る 。 し か し 、 当 該 名 称 は 保 険 募 集 資 格 を 表 さ な い た め 、 そ の 表 記 の み

で の 募 集 行 為 は 問 題 が あ る 。  
3 8  平 成 2 4 年 5 月 2 5 日 に 「 一 般 社 団 法 人  保 険 代 理 店 協 議 会 」 が 主 催 し た 「 現 場

v s 経 営 者 ガ チ ト ー ク 」経 営 者 の プ ロ フ ィ ー ル 資 料 に よ り 確 認 。 な お 、当 該 協 議 会

は 、 現 在 「 一 般 社 団 法 人  乗 合 代 理 店 協 会 」 に 名 称 変 更 し て い る 。  
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図 表 3 -1 販 売 チ ャ ネ ル 多 様 化 分 類 3 9  

 

 

1 -4   金 融 機 関 に よる 個 人 年 金 保 険 及 び 生 命 保 険 販 売  

 松 岡 （ 2 012） は 、 バン カ シ ュラ ン ス （ 銀行 に よ る保 険 販 売 ）が フ ラン

スを 発 祥 とし て お り 、フ ラ ンス に おけ る 収入 保 険 料の 約 6 割 が、銀 行及

び郵 便 局 を通 じ た 加 入に よ る もの と 指 摘 して い る 。松 岡 は 、 フラ ン スに  

おけ る バ ンカ シ ュ ラ ンス は 、 銀行 が 子 会 社と し て 生保 会 社 を 保有 し 、 そ   

の生 保 子 会社 の 商 品 を自 ら の 店舗 で 専 属 的に 販 売 する 形 式 中 心 と 指 摘し

て い る 4 0。 日 本 で は 金 融 機 関 に よ る 保 険 販 売 は 製 版 分 離 の 代 表 と し て あ

げら れ る（出 口 20 13）が 、各国 に よ って そ の形 態 が 異な る こ と がわ か る 。  

 銀 行 等 金 融 機 関 に よ る 保 険 の 販 売 解 禁 の 経 緯 に つ い て 、 江 澤 （ 2004）

は、 生 保 会社 に よ る 解禁 反 対 の強 い 意 向 のた め 、 段階 的 な 取 扱い 保 険種

類の 拡 大 とな っ た こ とを 指 摘 して い る 。 生保 会 社 とし て は 当 時の 主 要マ

ーケ テ ィ ング チ ャ ネ ルで あ る 営業 職 員 体 制の 維 持 を意 図 し た 反対 で あっ

たと の 見 解を 述 べ て いる 。 こ の結 果 、 第 1 段 階と し て 2001 年 4 月 から

は「 住 宅 関連 信 用 生 命保 険 」「 住 宅 関連 長期 火 災 保険 」「住 宅関 連 債 務返

済支 援 保 険」「 住宅 関連 信 用 生命 保 険 」 に限 定 さ れた 解 禁 と なっ て い る。

こ の 第 1 段階 に つ い て江 澤 は 、消費 者 利 便と の 関 連性 が 十 分 に検 討 され

たと は い えず 、消費 者不 在 の 分野 調 整 と 言わ ざ る を得 な い と 述べ て い る。

その 後 、 2002 年 10 月「 個 人 年金 保 険 （定 額 、 変額 ）、「 財 形保 険 」「 年

                                                   
3 9  専 業 ‐ 兼 業 区 分 導 入 に よ る 分 類 で は 、独 立 側 の ２ つ の 象 限 に フ ァ イ ナ ン シ ャ ル

ラ プ ラ ン ナ ー を 記 載 し た 。 こ れ は 専 業 と 兼 業 双 方 で 存 在 す る 可 能 性 が あ る た め で

あ る 。  
4 0  松 岡 博 司 「 フ ラ ン ス の 生 命 保 険 市 場 」 2 0 1 2 年 7 月 、 ニ ッ セ イ 基 礎 研 究 所 。  

税理士・公認会計士

本研究の視点

ファイナンシャルプランナー

専
業

兼
業

金融機関

ファイナンシャルプランナー

税理士・公認会計士
通販会社

通販会社

ファイナンシャルプランナー

無

保険ショップ
企業内代理店
金融機関

専属 独立

営業職員 訪問販売型代理店
保険ショップ
企業内代理店

先行研究の視点
専属 独立

営業職員 訪問販売型代理店
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金払 積 立 傷害 保 険」「 財 形傷 害 保 険 」が 取扱 商 品 とし て 範 囲 を拡 大 し たこ

とを 説 明 して い る 。  

 徳 常 （ 2 006） は 、 銀行 窓 販 のメ リ ッ ト の一 つ と して 従 来 、 保険 会 社の

営業 職 員 が販 売 し て いた 商 品 を銀 行 窓 口 でも 購 入 する こ と が 可能 と なる

と、 顧 客 にと っ て ワ ンス ト ッ プシ ョ ッ ピ ング が 実 現し 、 複 数 の窓 口 （保

険会 社 、証 券、銀 行 等 ）で 交 渉 する 煩 わ しさ か ら 解放 さ れ る とし て い る。  

近藤 他 （ 2 013） は 、 銀行 窓 販 につ い て そ のユ ー ザ ーの 特 性 を 実証 分析

によ り 明 らか に し て いる 。 内 容的 に は 、 銀行 窓 販 ユー ザ ー は 生保 や 投信

等を 疑 似 的な 預 金 と みな す 傾 向が あ る こ と、 同 時 にこ の 特 性 は、 銀 行に

よる 影 響 とは い え ず 、個 人 の 主体 的 選 択 に基 づ く もの と し て いる 。 銀行

等金 融 機 関に よ る 販 売が ワ ン スト ッ プ シ ョッ ピ ン グの 実 現 と して 機 能し

てい る と すれ ば 、 顧 客の 心 理 的特 性 に よ る商 品 選 択パ タ ー ン は銀 行 での

購入 者 で あろ う と 、 それ 以 外 での 購 入 者 でも 変 わ らな い は ず であ る が、

実証 分 析 では 窓 販 ユ ーザ ー が そ れ 以 外 に 比べ て 投 信や 生 保 を 疑似 預 金と

みな す 傾 向が 強 く、「ワ ン スト ッ プシ ョ ッピ ン グ 仮説 」よ り「疑 似 預金 仮

説」 に 近 い傾 向 が あ ると 指 摘 して い る 。 近藤 他 の この 指 摘 は 銀行 窓 販が

従来 の 販 売チ ャ ネ ル が対 象 と して い た 顧 客層 と は 別の 層 を 開 拓し た 可能

性を 示 唆 する も の と いえ る 。  

徳 常 （ 200 6） は 、 銀 行窓 販 が 個人 年 金 保 険の 好 調 な販 売 の 土 台と なっ

てい る と 指摘 し て い る。 こ の 個人 年 金 保 険に つ い て徳 常 は 、 その 購 入者

の大 半 が 中高 齢 者 で あり 、 シ ルバ ー マ ー ケッ ト を 開拓 す る こ とに 成 功し

た商 品 で ある と 位 置 づけ て い る。 個 人 年 金保 険 は 、老 後 、 特 に金 銭 面に

対す る 不 安か ら 生 じ る老 後 の 資金 準 備 ニ ーズ と 中 長期 に わ た る資 産 形成

ニー ズ に 合致 し て い るた め 、シ ル バ ー市 場開 拓 に 成功 し た と 述べ て い る。 

 渡 辺 （ 2 014） は 、 個人 年 金 保険 を 相 続 対策 と し て機 能 す る 富裕 層 向け

プラ ン と して パ タ ー ン化 し て いる 。渡 辺 は、個 人年 金 保険 が 、徳常（ 2006）

の指 摘 し た老 後 生 活 資金 ニ ー ズや 資 産 形 成ニ ー ズ と異 な る 相 続対 策 やそ

れを 補 完 する 贈 与 プ ラン と し て利 用 さ れ る実 態 を 明ら か に し てい る 。  
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 村 上（ 2011）は 銀 行 窓販 が 生 保チ ャ ネ ル に占 め る 割合 を 推 計 して い る。

こ の う ち 、 一 時 払 商 品 販 売 に お け る 銀 行 シ ェ ア で は 、 変 額 年 金 が 2002

年 55％、2003 年 93％、2009 年 90％ 程 度と 、概ね 2003 年 以降 80～ 90％

程度 を 占 めて い る 。 定額 年 金 につ い て は 2002 年 43％ 、 2003 年 70％、

2009 年 51％で あ り 、外 貨 建 定額 年 金 が 大量 販 売 され た 2003～ 2004 年

に は 70％ 水 準 、そ の後 低 下し 50％水 準で あ る こと を 示 し てい る 。 一時

払終 身 保 険・養 老 保 険に つ い ては 、完 全 解禁 と な った 2007 年 4 1 7％、2008

年 16％、2009 年 46％を 占 め る。他 方、保険 料 の 支払 い 方 法 が平 準 払 4 2商

品に つ い ては 、 医 療 保険 が 2009 年 2 .9％、 が ん 保険 2 .9％ であ り 、 平準

払い に つ いて は チ ャ ネル シ ェ アと し て は 相当 程 度 低い 結 果 が 示さ れ てい

る 。  

 以 上 を 整理 す る と 、金 融 機 関チ ャ ネ ル につ い て は、 一 時 払 商品 の 比率

が高 い こ とな ど 、 商 品の 位 置 づけ と し て は疑 似 預 金的 な も の とし て 利用

され て い る可 能 性 が 高い 。 さ らに 個 人 年 金保 険 は シル バ ー 市 場の 開 拓に

成功 し た 商品 で あ り 、そ の 販 売を 主 に 銀 行窓 販 が 担っ て い る こと か ら、

銀行 窓 販 では 60 代 以上 の 高 齢層 顧 客 が 主要 な 市 場と な り 、 相続 対 策ニ

ーズ に 応 える 取 り 扱 いが 多 く なっ て い る と考 え ら れる 。  

 

1 -5   イ ン タ ー ネ ット チ ャ ネ ル  

 イ ン タ ーネ ッ ト 専 業で あ る ライ フ ネ ッ ト生 命 創 業者 の 出 口（ 2012）は、

非正 規 雇 用の 増 加 な ど相 対 的 に低 い 収 入 層の 増 加 など か ら 、 より 合 理的

で低 廉 な 生命 保 険 の 提供 の 重 要性 と 可 能 性を 指 摘 して い る 。 ネッ ト 生保

の実 態 と して 岩 瀬（ 2012）は 、2009 年度 実績 に 基 づき 、顧 客 の年 齢 分 布

が 20 代 25％、 30 代 54％ 、合 計で 79％を 占 め てい る が 、 この 要 因 は、

同社 が こ の年 代 層 に アピ ー ル する よ う な 価格 設 定 とマ ー ケ テ ィン グ 戦略

を取 っ た から だ と し てい る 。  

                                                   
4 1  解 禁 月 は 1 2 月 で あ る 。 こ の た め 銀 行 に よ る 販 売 は 4 か 月 で あ る 。  
4 2  月 払 や 年 払 な ど 一 時 払 い で な く 一 定 期 間 平 準 的 に 保 険 料 支 払 い が 行 わ れ る 払

い 方 を 指 す 。  
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佐々 木 （ 2 015） は 、 手続 き の 簡便 さ を 重 視す る も のほ ど 、 ま た、 保険

知識 が 多 いと 思 う も のほ ど イ ンタ ー ネ ッ トチ ャ ネ ルを 選 択 す る傾 向 があ

るこ と を 実証 的 に 示 した 。 逆 に、 対 面 説 明を 重 視 する も の ほ ど、 イ ンタ

ーネ ッ ト チャ ネ ル を 選択 し な い傾 向 が あ ると い う 分析 結 果 を 示し て い る。

この 分 析 では 、 低 価 格重 視 は 有意 な 影 響 が認 め ら れな い 4 3。  

佐々 木 の 取り 上 げ て いる 調 査は 2014 年 2 月に 実 施し た も の であ る が、

この 中 で 生命 保 険 加 入者 の う ちイ ン タ ー ネッ ト チ ャネ ル 選 択 をし た もの

につ い て 、年 代 に よ る有 意 な 差は 認 め ら れて お ら ず、 年 代 的 な側 面 に関

する 指 摘 はな い 。  

イン タ ー ネッ ト を 通 した 商 品 やサ ー ビ ス の販 売 に つい て 、 渡 部・ 岩崎

（ 20 10） は、 ネ ッ ト 購買 へ の 抵抗 感 を 実 証的 に 分 析し 、 商 品 類型 化 とマ

ーケ テ ィ ング 戦 略 を 提示 し て いる 。 渡 部 ・岩 崎 は 、こ こ で ネ ット 購 買へ

の抵 抗 感 が強 い 商 品 分類 と し て専 門 品 を あげ て い る。 専 門 品 から 順 に買

回品 、最 寄品 、サ ー ビス /コ ン テン ツ の 流れ で ネ ット 購 買 へ の抵 抗 感 は薄

れる こ と を実 証 的 に 示し た 。 ネッ ト 購 買 への 抵 抗 感が 強 い 専 門品 は 、自

動車 、 宝 石、 不 動 産 など で あ り、 そ の 要 因と し て 実感 重 視 、 実店 舗 コミ

ュニ ケ ー ショ ン 重 視 をあ げ て いる 。  

中 川 （ 201 3） は 、 消 費者 が ど の程 度 ま で 要約 さ れ た情 報 で あ れば 、自

分の ニ ー ズと 関 連 付 けて 処 理 でき る か を 表す も の とし て 、「 製品 判 断 力 」

とい う 概 念を 提 示 し 、消 費 者 の製 品 判 断 力が 高 い ほど 、 雑 誌 や新 聞 記事

など 要 約 度の 低 い （ オフ ラ イ ン） 情 報 源 の重 要 性 が高 ま る こ とを 実 証的

に明 ら か にし た 。製 品判 断 力 が高 い 消 費 者は 、自 分 の力 で 製 品の 客 観 的・

物理 的 特 性を 示 す 情 報を 処 理 でき る 能 力 を持 つ 。 この た め 、 要約 度 の低

い詳 細 な 情報 を 相 対 的に 選 好 する と し て いる 。 こ れに 対 し て 製品 判 断力

が 低 い ほ ど オ ン ラ イ ン の 消 費 者 レ ビ ュ ー の 重 要 性 が 高 ま る と し て い る 4 4。 

以上 を 整 理す る と 、 イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル を 通 じて 生 命 保 険を 購入

                                                   
4 3  加 入 者 群 サ ン プ ル に お け る 結 果 で あ る 。  
4 4  中 川 正 悦 郎（ 2 0 1 3）「 情 報 源 と し て の イ ン タ ー ネ ッ ト と 消 費 者 情 報 源 選 好 」。当

該 論 文 は 旅 行 先 の 決 定 に お け る 情 報 源 選 好 研 究 で あ る 。  
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する 消 費 者は 、 手 続 きの 簡 便 さを 重 視 し 、保 険 知 識に 自 信 が ある 場 合が

多 い 。 ま た対 面 説 明 を重 視 し ない 。 保 険 料の 安 さ を重 視 す る 点は 、 実証

分析 で は 有意 な 要 因 とな っ て いな い が 、 ネッ ト 生 保当 事 者 の 評価 と して

はこ の 点 は重 要 視 さ れて い る 。す な わ ち 、顧 客 層 とし て は 低 廉な 保 険料

を望 む 若 年層 が 主 力 であ る 。 イン タ ー ネ ット チ ャ ネル を 選 択 する 生 命保

険加 入 者 につ い て は 実証 分 析 では 有 意 な 年代 に よ る差 は 認 め られ て いな

い。 し か しネ ッ ト 生 保当 事 者 から は 若 年 層が 中 心 と指 摘 さ れ てい る 。  

生命 保 険 を非 探 索 品 とし て 見 た場 合 、 強 力な 広 告 や人 的 販 売 は必 須で

ある 。 こ の側 面 か ら 見 る と 、 イン タ ー ネ ット チ ャ ネル を 選 択 する 生 命保

険加 入 者 は、 強 力 な 広告 や 人 的販 売 に 関 わら ず 製 品判 断 力 の 高い 消 費者

（保 険 知 識に 自 信 が ある ） で ある 。 し か しこ の 製 品判 断 力 の 高い 消 費者

は、 情 報 源と し て は 要約 度 の 低い 新 聞 や 雑誌 な ど オフ ラ イ ン 情報 源 を選

好す る と され る 。 イ ンタ ー ネ ット チ ャ ネ ル利 用 の ため に は 、 この オ フラ

イン 情 報 源に 基 づ く 情報 を 要 約し た 後 、 自ら イ ン ター ネ ッ ト チャ ネ ルへ

アク セ ス して 生 命 保 険を 購 入 する 工 程 が 必要 と 整 理で き る 。  

 

2. 保 険 募 集 規 制  

2-１   保 険 募 集 規 制に 関 わ る 検 討  

 江 澤（ 2 01 4）は 、改正 保 険 業法 の も と とな る 2013 年 金融 審議 会「 保 険

商 品 ・ サ ービ ス の 提 供等 の 在 り方 に 関 す る ワ ー キ ング ・ グ ル ープ 」 の報

告書 『 新 しい 保 険 商 品・ サ ー ビス お よ び 募集 ル ー ルの 在 り 方 につ い て』

を取 り 上 げ、 そ の 後 半部 分 に あた る 「 保 険募 集 ・ 販売 ル ー ル のあ り 方に

つい て 」の 背 景を 概 略次 の よ うに 説 明 し てい る 。2014 年 段階 にお け る 保

険募 集 に かか わ る 規 制は 、1948 年 に 制定 され た「 保 険 募集 の 取締 に 関 す

る法 律 」か ら 受 け 継 がれ た れ たも の と 、1998 年「金 融 シス テム 改 革 のた

めの 関 係 法律 の 整 備 等に 関 す る法 律 」 に おい て 導 入さ れ た も のか ら 成 っ

てい る 。 この た め 、 現在 生 じ てい る 銀 行 窓販 、 イ ンタ ー ネ ッ ト等 の 非対

面販 売 な どの 募 集 チ ャネ ル の 多様 化 、 あ るい は 来 店シ ョ ッ プ 等の 乗 合代
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理店 の 台 頭以 前 に で きた も の で、 新 し い 動向 に 必 ずし も 適 合 した も のと

なっ て い ない 。 以 上 の背 景 か ら、 新 た な 保険 募 集 規制 の 必 要 性と 内 容が

報告 書 と して 示 さ れ たと し て いる 。 井 上 （ 2014）は 、 平成 26 年改 正 保

険業 法 の 内容 は 、 二 つの カ テ ゴリ ー 「 保 険の 信 頼 性確 保 」 と 「保 険 市場

の活 性 化 」に 分 け ら れる と し 、保 険 募 集 規制 は 、 前者 の 内 容 とし て 位置

づけ ら れ 、保 険 会 社 や保 険 募 集人 が 積 極 的に 対 応 して い く べ きも の と整

理し て い る。  

 江 澤 （ 2 014） は 、 保険 募 集 の基 本 的 ル ール の 創 設と し て 「 顧客 の 意向

把握 義 務」と「 情 報 提供 義 務」の 二つ に 関し て 次 のよ う に 整 理し て い る。

「顧 客 の 意向 把 握 義 務」 は 今 まで 主 に 意 向確 認 書 面へ の 署 名 ・捺 印 とい

う手 続 き を通 じ て 顧 客の 意 向 に合 致 し た 保険 商 品 の利 用 を 実 現し よ うと

して き た 。し か し 、 実態 と し て顧 客 の 意 向と 契 約 内容 が 一 致 しな い こと

での ト ラ ブル や 苦 情 が存 在 し てお り 、 こ の解 決 の ため に 顧 客 の意 向 に沿

って い る こと を 顧 客 自身 が 確 認し て 保 険 加入 で き るよ う に す る義 務 規定

が法 律 上 設け ら れ る 必要 が あ ると 2013 年金 融 審 議会 「 保 険 商品 ・ サー

ビス の 提 供等 の 在 り 方に 関 す る ワ ー キ ン グ・グル ー プ が提 言 した 。「 情報

提供 義 務」に つ いて は、こ れま で 保 険業 法 300 条第 1 項第 1 号に お い て

不適 切 な 募集 行 為 を 消極 的 に 禁止 す る ＝ 消極 的 規 制の 形 を と って き た が、

報告 書 で は顧 客 が 保 険に 加 入 する 判 断 の 際に 参 考 とす る べ き 商品 情 報そ

の他 の 情 報の 提 供 を 義務 付 け る内 容 と な って い る と指 摘 し て いる 。  

 保 険 募 集人 へ の 規 制に つ い て江 澤 は 、 これ ま で 保険 会 社 に よる 保 険募

集人 へ の 管理 ・ 指 導 とい う 間 接監 督 の 状 態に あ っ たと し て い る。 し かし

大型 乗 合 代理 店 の よ うに 特 定 の保 険 会 社 によ る 完 全な 管 理 指 導が 難 しい

ケー ス が ある こ と か ら、 所 属 保険 会 社 に よる 管 理 指導 に 加 え て、 保 険募

集人 の 業 務の 規 模 ・ 特性 に 応 じて 、 保 険 募集 人 自 身に よ る 体 制整 備 義務

が課 さ れ ると し て い る。 関 連 して 乗 合 代 理店 に 係 る規 制 に つ いて は 、主

に生 命 保 険の 比 較 推 奨販 売 を 行う 保 険 シ ョッ プ の 場合 、 公 平 ・中 立 性が

担保 さ れ てい る わ け では な い とし て 、 乗 合代 理 店 の立 場 に 関 する 顧 客に
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誤認 を 防 止す る 観 点 から の 措 置に つ い て 結論 付 け が行 わ れ た と述 べ てい

る 。   

 金 融 庁 は 保 険 募 集 規 制 に 関 す る 検 討 段 階 に お け る 説 明 資 料 に お い て 、

「い わ ゆ る委 託 型 募 集人 に つ いて 」 取 り 上げ 、 次 のよ う に 論 点整 理 して

いる 。「 保険 代 理 店 の使 用 人 とし て 位 置 づけ ら れ るた め に は 、両 者間 に日

常的 に 一 定の 指 揮・監督 関 係 が存 在 す る こと が 必 要で あ る と 考え ら れ る。

しか し 、 雇用 関 係 や 派遣 社 員 と派 遣 先 と の関 係 と 異な り 、 委 託契 約 の場

合に は 必 ずし も そ の よう な 指 揮・ 監 督 関 係が 存 在 する わ け で はな い 。あ

るも の を 保険 募 集 人 とし て 位 置づ け る た めに は 、 雇用 関 係 と 同視 で きる

ほど の 指 揮命 令 関 係 が存 在 す る必 要 が あ るこ と を 監督 指 針 に 明記 す るこ

とと し て はど う か」。こ の論 点 整 理に は 更に 注 記 がつ け ら れ てお り 、そ の

内容 は 「 保険 会 社 が 保険 募 集 人を し っ か りと 指 導 ・監 督 で き るよ う 、再

委託 は 認 めら れ て い ない が 、 形式 的 に 使 用人 と い う法 的 位 置 づけ を 利用

する こ と によ り 、 募 集行 為 の 再委 託 の 原 則禁 止 を 潜脱 す る こ とが 起 こり

得る 」 と いう も の で ある 。  

 保 険 募 集に 関 す る 再委 託 は 保険 業 法 275 条 第 3 項 に お け る認 可 を 前提

と し て 認 め ら れ る 場 合 が あ る が 4 5、 こ れ は 逆 に 言 え ば そ れ 以 外 は 禁 止 さ

れて い る と解 さ れ る 。保 険 募 集規 制 の 検 討段 階 で 、再 委 託 の 禁止 が 明示

され る 必 要性 が 認 識 され て い るこ と が わ かる 。  

これ ら の ルー ル 化 の 検討 に 重 なる も の と して 松 尾（ 2015）は 、保 険シ

ョッ プ 窓 口の サ ー ビ スに 関 す る調 査 結 果 を報 告 し てい る 。 こ の報 告 によ

れば 、 対 応す る 店 舗 スタ ッ フ がそ も そ も 保険 募 集 人で あ る か どう か 、更

に委 託 募 集人 で あ る 可能 性 が ある が そ れ も判 断 す る材 料 の 提 示や 説 明が

ない と の 結果 を 示 し てい る 。 更に 窓 口 に 来て い る 顧客 の 意 向 把握 や 、顧

客に 対 す る保 障 内 容 の説 明 に おい て 、 保 障条 件 の 注意 点 等 重 要な 説 明が

ほと ん ど 行わ れ て い ない 実 態 を指 摘 し て いる 。 保 険の 見 直 し に関 す るア

                                                   
4 5  同 一 グ ル ー プ 内 の 保 険 会 社 等 に お い て 行 わ れ る も の で 、本 研 究 の 検 討 対 象 外 で

あ る た め 、 取 り 上 げ て い な い 。  
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ドバ イ ス とし て は 、 6 件の 窓 口 を訪 問 し たう ち 的 確な 説 明 が あっ た のは

1 件の み で 、他 は 的 確な 説 明 がな か っ た と報 告 し てい る 。   

 以 上を 整 理す る と 、保 険 加入 に お ける 顧客 の 意 向と 保 険 契 約の 整 合 性

を実 現 す るた め に 、 そこ へ 至 るた め の 必 要な 情 報 提供 に 関 わ る規 制 、そ

れら を 実 効性 の あ る もの と す るた め の 募 集人 へ の 管理 指 導 や 、委 託 募集

人に 関 す る問 題 が 取 り上 げ ら れて い る と 考え ら れ る。  

 

第 4 章  本 研 究 の 根 本 課 題 と 仮 説 及 び 分 析 の 方 法  

 

本章 は 、以下 、 3 点 を目 的 と して い る 。第 1 は 、問題 意 識 及 び第 2・ 3

章に お け る先 行 研 究 の整 理 に より 把 握 し た知 見 を 認識 し た 上 で、 新 たな

知見 の 獲 得を 目 指 す 生命 保 険 加入 行 動 に 関わ る 本 研究 の 根 本 課題 を 記述

する こ と であ る 。第 2 は第 1 に おけ る 課 題を 構 成 する 下 位 の 仮説 を 設定

する こ と であ る。第 3 は、仮説 検 証 のた めの 分 析 方法 を 提 示 する こ と で

ある 。  

 

1. 本 研 究 の 根 本 課題  

 本 研 究 の 根 本 課 題 は 生 命 保 険 加 入 行 動 の メ カ ニ ズ ム に 関 わ る も の で

あ る 。 こ の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か す る こ と で 、 過 剰 保 険 や 過 少 保 険 4 6、 加

入意 向 に 沿わ な い 保 険契 約 の 可能 性 な ど の要 因 を 明ら か に す るこ と を意

図し て い る。 以 下 に 本研 究 に おけ る 4 つ の根 本 課 題を 記 述 す る。  

 

1 -1   4 つ の 根 本 課題  

根 本 課 題 1 .  消 費 者 の サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 と 生 命 保 険 加 入 目 的 及

                                                   
4 6  生 命 保 険 は 、 火 災 保 険 の よ う に 実 損 を 填 補 す る も の で は な い 。 こ の た め 過 剰 ・

過 小 の 判 断 は 消 費 者 ご と に 異 な る 。 例 え ば 、 死 亡 保 障 の 場 合 、 家 族 の 生 活 保 障 の

た め だ け に 加 入 す る 場 合 と 、 そ れ に 加 算 し て 相 続 財 産 を 多 く 残 し た い 意 向 で 加 入

す る 場 合 と で 保 障 額 は 異 な る 。 こ の 相 違 は 過 剰 ・ 過 小 で は な く 、 消 費 者 の 考 え 方

の 相 違 で あ る 。 し た が っ て 、 こ こ で 記 載 し た 過 剰 ・ 過 小 は そ れ ぞ れ の 消 費 者 の 本

来 の 考 え 方 を 攪 乱 す る 要 因 に よ り 不 整 合 を 起 こ す 加 入 行 動 の 可 能 性 を 指 し て い る 。 
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び 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 の 3 者 の 相 互 関 係 の 中 で 生 命 保 険 加 入 行 動 が 生 ず

る 。 そ の 3 者 の 関 係は ど の よ う な も の か ？  

 生 命保 険 加入 行 動 は消 費 者 のサ イ コ グ ラフ ィ ク ス要 因 ・生 命保 険 加 入

目的・販売 チ ャネ ル の影 響 の 3 者 の 関 係 の中 で 生 ずる と 考 え らえ る 。本

研究 の 根 本課 題 の 第 1 は 、この 3 者 の 関係 の メ カニ ズ ム は どの よ う なも

のか 、 と いう も の で ある 。 こ の根 本 課 題 にお い て 本研 究 が 想 定す る 要因

間の 関 係 は以 下 の 通 りで あ る 。  

 消 費 者 が リ ス ク 認 知 に 対 応 し て 経 済 準 備 を 行 う 。 そ の 経 済 準 備 の 主 要

なも の と して 貯 蓄 行 動が み ら れる こ と は 第 2 章 で 確認 し た 。また 生 命保

険を 貯 蓄 手段 と し て 想定 す る 加 入 が 見 ら れる こ と も 第 2 章 及 び 第 3 章で

確認 し た 。他 方 、 生 命保 険 に 加入 す る 際 、保 険 知 識に 関 す る 自信 度 合が

影響 を 与 える が 、 そ の影 響 の 相違 に つ い て加 入 目 的別 及 び そ の目 的 間の

関連 性 か ら検 討 す る 視点 が 先 行研 究 に は 欠落 し て いる 。こ れ も第 2 章で

確認 し た とこ ろ で あ る。こ れら を 照 合す ると 保 険 知識 の 自 信 度の 強 さ が、

貯蓄 目 的 での 生 命 保 険あ る い はそ れ と 関 連性 の 強 い生 命 保 険 加入 に 正の

影響 を 与 える 。 こ の 貯蓄 及 び 貯蓄 と 関 連 性の 強 い 加入 目 的 で は販 売 チャ

ネル は 加 入に 影 響 を 与え な い 。こ れ に 対 して 、 貯 蓄目 的 と 関 連性 の 低い

加入 目 的 に対 し て は 保険 知 識 の自 信 度 合 が影 響 を 与え ず 、 販 売チ ャ ネル

が正 の 影 響を 与 え る 。加 入 者 のサ イ コ グ ラフ ィ ク ス要 因 と し ての 保 険知

識の 自 信 と、 生 命 保 険加 入 目 的別 区 分 、 販売 チ ャ ネル の 影 響 の想 定 を図

表 4-1 に 示 す。  

 

図 表 4 -1 加 入 目 的 別 保 険 知 識 自 信 と 販 売 チ ャ ネ ル 影 響 の 想 定 4 7  

 

 生 命 保 険 加 入 に お い て 保 険 知 識 の 強 さ と 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 は 相 互

                                                   
4 7  〇 は 、正 の 影 響 を 与 え る こ と を 表 す 。販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 は 、特 定 の 販 売 チ ャ

ネ ル に よ る 場 合 を 想 定 し て い る 。  

〇 〇
〇 〇 〇 根本課題2 根本課題4

医療保障
既契約の解
約を伴う加入

加入者の保険知識自信
販売チャネルの影響

貯蓄目的 老後保障相続対策 介護保障死亡保障生命保険加入目的
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補完 の 関 係に あ る の では な い か。 消 費 者 の弱 い 部 分を 販 売 チ ャネ ル が補

完す る 。 これ は 生 命 保険 に 関 わる 社 会 的 厚生 と い う観 点 で 販 売チ ャ ネル

の貢 献 を 示す 側 面 を もつ 。 他 方、 消 費 者 の生 命 保 険加 入 に 関 わる 意 向の

変化 や 意 思決 定 に 販 売チ ャ ネ ルが 関 わ っ てい る と 考え ら れ る 。こ の 点で

販売 チ ャ ネル の 影 響 は、 消 費 者の 意 向 と 合致 し な い生 命 保 険 加入 の 要因

とな る 可 能性 を 持 つ とも 考 え られ る 。  

  

根 本 課 題 2 . リ ス ク の 個 別 性・具 体 性 を 伴 う 認 知 は 、当 該 目 的 の 生 命 保

険 加 入 に 直 接 結 び つ く た め 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 は 認 め ら れ な い の で は

な い か ？   

 リ スク に つ い て 個 別性 ・ 具 体性 を 伴う 形態 で 認 知す る と、 その リ ス ク

認知 は 直 接生 命 保 険 需要 を 形 成す る 。 先 行研 究 で は、 リ ス ク その も のを

個別 性 ・ 具体 性 を 伴 って 認 知 する と 、 そ のリ ス ク に関 す る 推 定確 率 が高

まり 、 そ の結 果 、 保 険需 要 が 高ま る と さ れる 。 こ れに 対 し て 、本 研 究は

リス ク 発 生を 想 定 し た場 合 の 経済 的 不 安 感や 不 足 感を 意 味 す るリ ス ク認

知に つ い ても 、 個 別 性・ 具 体 性を 伴 っ た 形態 で 認 知す る と 生 命保 険 需要

が直 接 高 まる （ 正 の 影響 を 与 える ） と 想 定す る 。 この 個 別 性 ・具 体 性を

伴う 経 済 的不 安 感 や 不足 感 を 表す リ ス ク 認知 の 影 響と い う 視 点が 先 行研

究で は 欠 落し て い る 。  

死亡 保 障 領域 に つ い ては 、 こ れを 「 個 別 課題 型 リ スク 認 知 」 と概 念化

した （ 第 2 章）。 生 存保 障 領 域に つ い て は、 老 後 保障 ・ 介 護 保障 ・ 医療

保障 の 各 リス ク 認 知 が存 在 す るが 、 こ の うち 、 医 療保 障 リ ス ク認 知 が個

別性 ・ 具 体性 を 伴 う 認知 と 想 定す る （ 第 2 章）。 した が っ て医 療 保 障リ

スク 認 知 は直 接 生 命 保険 需 要 を形 成 す る 。  

リス ク 認 知が 直 接 生 命保 険 需 要に 正 の 影 響を 与 え る場 合 （ 生 存保 障領

域で は 医 療保 障 領 域 ）、当 該 目的 の 生 命 保険 加 入 は 、消費 者 の需 要 に 基づ

く行 動 と 位置 づ け ら れ、 販 売 チャ ネ ル の 影響 は 認 めら れ な い ので は ない

か。 こ の 医療 保 障 目 的の 生 命 保険 加 入 に つい て は 、他 の リ ス ク認 知 との
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整合 性 を 考慮 せ ず に 、生 命 保 険需 要 と な り加 入 行 動へ 至 る 。 この よ うな

加入 行 動 に対 し て は 、本 来 、 抑制 的 に 販 売チ ャ ネ ルが 影 響 を 与え る 必要

があ る が 、販 売 チ ャ ネル は 加 入に 対 し て 正だ け で はな く 負 の 影響 も 与え

てい な い ので は な い か。  

 

根 本 課 題 3 . 預 貯 金 需 要 と 生 命 保 険 需 要 の 関 係 は 、生 命 保 険 を 合 目 的 的

な リ ス ク 対 処 手 段 と 想 定 す る 場 合 と 、貯 蓄 手 段 と 想 定 す る 場 合 で 異 な る

の で は な い か ？  

 は じ め に預 貯 金 が 漠然 と し た多 目 的 な 準備 手 段 であ り 、 生 命保 険 がよ

り合 目 的 的な リ ス ク 対処 手 段 であ る と 想 定す る 。 この 場 合 、 消費 者 の購

買意 思 決 定の 連 続 体 であ る 「 限定 的 問 題 解決 － 拡 張的 問 題 解 決」 に 預貯

金と 生 命 保険 を 位 置 づけ る と、限 定 的問 題解 決 段 階で 預 貯 金 が需 要 さ れ、

拡張 的 問 題解 決 の 段 階で 生 命 保険 が 需 要 され る 。 預貯 金 は 投 入し た 資金

が消 失 し ない 上 に 再 利用 で き るた め 、 預 貯金 需 要 は生 命 保 険 需要 に 先行

し、 か つ 生命 保 険 需 要に 正 の 影響 を 与 え る。 先 行 研究 で は 、 預貯 金 と生

命保 険 は 同時 決 定 的 に競 合 す る形 で 需 要 され る も のと 想 定 さ れて お り、

預貯 金 需 要が 生 命 保 険需 要 の 先行 要 因 と なる 視 点 が欠 落 し て いる 。  

 次 に 生 命保 険 を 貯 蓄手 段 と して 想 定 す る。 こ の 場合 、 預 貯 金と 生 命保

険は 共 に 貯蓄 手 段 と して 競 合 し、 同 一 時 点で 選 択 され る 対 象 とな る 。預

貯金 が 先 行し て 需 要 され る こ とは な い 。  

 以 上 の こと か ら 、 生命 保 険 の需 要 形 成 にお い て 預貯 金 需 要 と生 命 保険

需要 と の 関係 は 生 命 保険 を 合 目的 的 な リ スク 対 処 手段 と 想 定 する か 、貯

蓄手 段 と 想定 す る か によ り 相 違す る の で はな い か 、言 い か え れば 保 障領

域別 に 異 なる の で は ない か 。  

 

根 本 課 題 4 .  販 売 チ ャ ネ ル の 中 で 専 業 内 競 合 の 当 事 者 と な る チ ャ ネ ル が

解 約・払 込 停 止 を 伴 う 生 命 保 険 加 入 を 増 加 さ せ る 影 響 要 因 と な っ て い る

の で は な い か ？  
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 本 研究 は 、販 売 チ ャネ ル に つい て 「 専 業― 兼 業 」と い う 基 準を 新 たに

導入 し 多 様化 を 捉 え る。 こ の 場合 、 営 業 職員 と 保 険営 業 専 業 の代 理 店が

専業 に 区 分さ れ る 。専業 の 保 険代 理 店 の 場合 、こ の 中に 代 理 店使 用 人（保

険募 集 人 ）が ほ ぼ す べて 営 業 職員 出 身 者 であ る 代 理店 が 存 在 する 可 能性

があ る 。 この よ う な 代理 店 を 専業 内 多 様 化の 一 つ とし て 認 識 する こ とが

でき れ ば 、こ の 代 理 店と 営 業 職員 と の 競 合関 係 は その 他 の 競 合よ り 直接

的な 性 格 を帯 び る と 考え ら れ る。 先 行 研 究で は 、 専業 内 多 様 化の 視 点が

そも そ も 欠落 し て い る。 し か し、 専 業 内 競合 と い う観 点 か ら 見る と 、そ

の内 の 一 部（ 営 業職 員が 移 動 する 形 で 専 業の 代 理 店使 用 人 と なる 代 理 店）

にお い て 、既 存 契 約 の解 約 や 払込 み 停 止 を伴 う 生 命保 険 加 入 が多 く なる

可能 性 が 考え ら れ る 。  

以上 の こ とか ら 、 専 業内 の 特 定の 競 争 が 消費 者 の 保険 加 入 行 動へ 影響

を与 え 、 既存 契 約 の 解約 や 払 込み 停 止 を 伴う 生 命 保険 加 入 を 増加 さ せて

いる の で はな い か 。  

 

1 -2 根 本 課 題 の 相 互 関 係  

 こ こ ま で記 載 し た 本研 究 の 根本 課 題 の ４つ は 、 生命 保 険 加 入行 動 のメ

カニ ズ ム を明 ら か に する た め の課 題 で あ る。 こ れ らは 単 体 で 存在 す るわ

けで は な く、 関 係 を 持つ 構 造 とい え る 。  

 ま ず 第 1 に 最 終 的 な 生 命 保 険 加 入 行 動 の 段 階 に 関 す る メ カ ニ ズ ム は

「課 題 1」 が表 し て いる 。 こ れに よ り 消 費者 の サ イコ グ ラ フ ィク ス 要因

と販 売 チ ャネ ル の 関 係を 明 ら かに す る。「 課 題１ 」に あ る生 命保 険 加 入目

的に つ い ては そ れ ぞ れに 対 応 する 需 要 が ある 。 す なわ ち 、 死 亡保 障 目的

であ れ ば ライ フ サ イ クル 型 リ スク 認 知 か ら始 ま る 生命 保 険 需 要が 存 在す

る。「課 題 1」で 明 ら かと な る 販売 チ ャ ネ ルの 影 響 につ い て は 医療 保 障目

的生 命 保 険加 入 で は 認め ら れ ない 。 こ の 理由 は 、 リス ク 認 知 が直 接 生命

保険 需 要 へ結 び つ く 場合 、 そ の加 入 目 的 では 消 費 者自 身 の 需 要の 強 さに

よっ て 加 入行 動 へ 至 ると 想 定 さ れ る た め であ る 。 これ は 「 課 題 2」 によ
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り明 ら か とな る 。 特 定の リ ス ク認 知 が 直 接、 正 の 影響 を 与 え た生 命 保険

需要 に 基 づく 生 命 保 険加 入 行 動は 、 他 の リス ク 認 知か ら 経 済 準備 意 向を

経て 生 命 保険 需 要 へ 至る も の と整 合 性 を 考慮 し て おら ず 、 過 剰保 険 や過

少保 険 の 要因 と な り 得る 。  

更に 保 障 領域 別 に 見 た場 合 、 生命 保 険 が 貯蓄 と し て想 定 さ れ てい る か、

合目 的 的 なリ ス ク 対 処手 段 と 想定 さ れ て いる か に よっ て 需 要 決定 の あり

方が 相 違 する 。 す な わち 預 貯 金需 要 と 生 命保 険 需 要の 関 係 の 相違 が 現れ

る。 こ の 需要 決 定 の 相違 は 、 生命 保 険 加 入行 動 の 背後 に あ る 動き を 表す

と と も に 加入 目 的 別 に見 た 場 合、 生 命 保 険加 入 行 動と の ズ レ を説 明 する

指標 と な る。 需 要 段 階で は 貯 蓄と し て 想 定さ れ る とし て も 、 実際 に 供給

され る 生 命保 険 商 品 が貯 蓄 性 を満 た さ な けれ ば 、 需要 段 階 と 加入 行 動段

階で ズ レ が生 じ る 原 因と な る から で あ る 。「 課題 3」はそ の 意 味で 生 命保

険加 入 行 動の 背 後 に ある 動 き を説 明 す る 。最 後 に 「課 題 4」 は、 生 命保

険加 入 行 動に お い て 、既 存 生 命保 険 の 解 約や 払 込 み停 止 と い う付 帯 行動

を、 専 業 内の 一 部 の チャ ネ ル 間競 争 が 消 費者 に 影 響を 与 え 、 増加 さ せる

要因 と な るこ と を 明 らか に す る。 こ れ は 消費 者 の 加入 行 動 が 様々 な 影響

下に あ り、あ る種 の 脆弱 性 を もつ こ と を 示す 。これ ら 4 つ の 根本 課 題 の

関係 構 造 が生 命 保 険 加入 行 動 のメ カ ニ ズ ムと い え る。 図 表 4 -2 に 根 本課

題の 関 係 図を 示 す 。  

 

2 根 本 課 題 を 構 成 す る 下 位 仮 説  

2 -１  生 命 保 険 需 要 の 生 成 プ ロ セ ス か ら 見 た 課 題 認 識  

 生 命 保 険 需 要 に 関 わ る 仮 説 に つ い て は 生 命 保 険 が カ バ ー す る 死 亡 保

障・ 生 存 保障 （ 老 後 保障 ・ 介 護保 障 ・ 医 療保 障 ） 別に 記 述 す る。 こ こで

は共 通 す る需 要 生 成 プロ セ ス から 見 た 課 題を 確 認 する 。この 課題 確 認 は、

この 項 の 後、 保 障 領 域別 仮 説 設定 に お い て適 用 さ れ仮 説 の 一 部と し て記

述さ れ る 。  
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図 表 4 -2 根 本 課 題 関 係 図  

 

 

2 -1 - 1 生 命 保 険 需 要 決 定 要 因  

 生 命 保 険需 要 形 成 のプ ロ セ スに 関 し 課 題と し て 認識 す る 事 項は 、 生命

保険 需 要 要因 で あ る「 リス ク 認 知」「 解 決欲 求 」「 預 貯 金需 要」「 生命 保 険

需要 」 の 要因 間 関 係 であ る 。 具体 的 に は 以下 2 点 を課 題 と す る。  

 ま ず リ スク 認 知 分 類と 生 命 保険 需 要 の 関係 上 の 課題 で あ る 。 リ ス ク認

知が 解 決 欲求 を 経 て 生命 保 険 需要 を 形 成 する 。 こ の基 本 的 な 工程 と は別

に、 リ ス ク認 知 が 直 接生 命 保 険需 要 を 形 成す る 。 これ は 生 命 保険 の 需要

が、 必 要 な情 報 の 探 索や 選 択 肢の 注 意 深 い評 価 な どの 工 程 を 経ず に 、不

安感 や 不 足感 か ら 直 接形 成 さ れる 場 合 が ある こ と を意 味 し て いる 。 ここ

まで が 先 行研 究 で 確 認さ れ て いる 。 し か しリ ス ク 認知 を 抽 象 概念 と して

一括 し て 扱っ て い る ため 、 そ の原 因 と な るリ ス ク 認知 の 内 容 は不 明 であ

る。 ま た 、直 接 影 響 を与 え る こと が 消 費 者の 需 要 形成 上 ど の よう な 問題

を生 む 可 能性 を 持 つ か不 明 で ある 。 そ こ で 1 点 目 と して 、 リ ス ク 認 知を

分類 し 、分 類 別 リス ク認 知 ご とに 要 因 間 の関 係 を 分析 す る。これ に よ り、

どの よ う なリ ス ク 認 知が 直 接 生命 保 険 需 要へ 結 び つく の か を 明ら か にす

るこ と が 課題 で あ る 。  

 次 に 預 貯金 需 要 と 生命 保 険 需要 の 関 係 上の 課 題 であ る 。 経 済的 な 不安

や不 足 感 に対 処 す る ため に 消 費者 は 貯 蓄 をす る 、 ある い は 生 命保 険 で対

需要段階

根本課題3
＝生命保険想定商品

需要決定プロセス

根本課題2
＝保険知識自信と販売チャ
ネル影響の双方が認められ
ない理由（需要決定のあり

方が加入行動を規定）

根本課題２
リスク認知→生命保険需要

根本課題1
=加入者要因

（保険知識自信と
販売チャネル影響

の補完関係）

保険知識自信

加入段階

販売チャネルの影響

貯蓄手段or リスク対処手段の加入目的別判別

相続対策 介護保障 死亡保障 医療保障

根本課題4　既契約の解約・払込停止を伴う加入＝特定の販売チャネルの影響

貯蓄目的 老後保障
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処す る 。 リス ク 認 知 は経 済 的 な不 安 や 不 足感 を 意 味し 、 そ れ らに 対 処し

よう と い う意 向 が 解 決欲 求 に 相当 す る 。 解決 欲 求 から 預 貯 金 ある い は生

命保 険 を 選択 、 ま た は双 方 へ の配 分 を 決 める 。 こ の工 程 は 消 費者 が 同時

点で 両 者 に対 す る 意 思決 定 を 行う と い う 想定 に 基 づい て い る 。同 時 点で

の選 択 で は生 命 保 険 より 預 貯 金が 選 択 さ れる 傾 向 があ る 。 こ こま で が先

行研 究 で 確認 さ れ て いる 。 こ れに 対 し て 、預 貯 金 が限 定 的 問 題解 決 段階

で認 知 的 な近 道 に よ り需 要 さ れ、 生 命 保 険は そ の 延長 線 上 に ある 拡 張的

問題 解 決 段階 で よ り 合目 的 的 に需 要 さ れ ると い う 想定 に 立 つ と、 別 の工

程が 課 題 とな る 。 す なわ ち 、 預貯 金 需 要 は生 命 保 険需 要 の 先 行要 因 とな

る可 能 性 を持 つ と い う点 で あ る。こ の想 定が 本 研 究の 独 自 の 視点 で あ る。 

 預 貯 金 需要 が 生 命 保険 需 要 の先 行 要 因 とな る た めに は 、 預 貯金 が 貯蓄

手段 で あ り、 生 命 保 険が よ り 合 目 的 的 な リス ク 対 処手 段 で あ ると い う異

なる 性 格 を消 費 者 が 認識 す る 必要 が あ る 。言 い か えれ ば 預 貯 金も 生 命保

険も 共 に 貯蓄 手 段 と して 想 定 され れ ば 、 同時 決 定 的に 選 択 あ るい は 配分

する こ と にな り 、 預 貯金 需 要 が生 命 保 険 需要 の 先 行要 因 と な るこ と はな

い。こ の生 命 保 険の 想定 に よ る相 違 と い う視 点 は 本研 究 独 自 もの で あ る。 

 以 上 に つい て 本 研 究で は「 経 済 準備 意 向→ 預 貯 金需 要 」「 経済 準 備 意向

→生 命 保 険需 要 」「 預貯 金 需 要→ 生 命 保 険需 要 」そ れ ぞれ の 関係 の 有 意性

と、 そ の ３者 の 関 係 の組 合 せ によ り 保 障 領域 別 に 明ら か に す るこ と が 第

2 点 目の 課 題で あ る 。  

 

2-1-2 仮 説 分 類  

 4 根 本 課 題の 下 位 を構 成 す る仮 説 は 1 7 ある 。こ の 仮 説を 生 命保 険 需 要、

販売 チ ャ ネル 影 響 要 因、 生 命 保険 加 入 行 動に 区 分 し、 要 因 間 の関 係 の共

通性 に よ り分 類 し た 。次 項 「 ２」 以 降 、 区分 別 に 仮説 を 順 に 示し 、 検証

意図 を 記 述す る 。  

図 表 4－ 3 に 仮 説 分 類を 示 す 。  
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図 表 4 -3 仮 説 分 類  

 

  

2 -2 死 亡 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 に 関 す る 仮 説  

仮 説 1 ライ フ サ イ クル 型 リ スク 認 知 と 遺産 動 機 型リ ス ク 認 知は 、 経済

準備 意 向 4 8へ正 の 影 響 を与 え る 。  

仮 説 2 個別 課 題 型 リス ク 認 知は 生 命 保 険需 要 へ 直接 、 正 の 影響 を 与え

る。  

仮 説 3 死亡 保 障 領 域に お け る経 済 準 備 意向 は 預 貯金 需 要 と 生命 保 険需

要へ 正 の 影響 を 与 え る。  

仮 説 4 死亡 保 障 領 域に お け る預 貯 金 需 要は 生 命 保険 需 要 へ 正の 影 響を

与え る 。  

 

死亡 保 障 領域 に お け るリ ス ク 認知 は 、 概 念的 に は ライ フ サ イ クル 型リ

スク 認 知 、遺 産 動 機 型リ ス ク 認知 、 個 別 課題 型 リ スク 認 知 の 3 つ に 整理

でき る 。 死亡 保 障 領 域の 生 命 保険 需 要 に 関し 本 研 究は 、 こ れ ら３ リ スク

認知 と そ の他 の 要 因 との 関 係 の中 で 生 命 保険 需 要 が決 定 さ れ るプ ロ セス

                                                   
4 8  第 2 章 先 行 研 究 に お け る「 解 決 欲 求 」を こ こ で は 経 済 準 備 意 向 と 表 現 し て い る 。

す な わ ち 、「 リ ス ク 認 知 → 経 済 準 備 意 向 → 生 命 保 険 需 要 」と い う 俯 瞰 的 プ ロ セ ス で

あ る  

仮説1 仮説２ 仮説3 仮説４
統合モデル 仮説５ 仮説6 仮説7

老後保障・介護保障2領域 仮説８ 仮説８ 仮説９ 仮説10
医療保障領域 仮説11 仮説12

総数の安定性
営業職員‐代理店
使用人構成比の変

化

保険募集人が営
業職員出身者が
占める代理店の
特定（＝保険

ショップ

仮説15

↓

貯蓄目的
老後保障目的
相続対策目的
介護保障目的
死亡保障目的
医療保障目的

販売チャネル
影響要因

仮説14

保険営業専業従事者

保険ショップ→
加入行動

仮説16

生命保険
加入行動

加入付帯事項 ‐

　　加入行動影響要因

加入目的
‐ 仮説17

‐

既契約の解約・払込停止
を伴う加入

‐

預貯金需
要→生命
保険需要

生命保険需要

需要要因間関係

遺産動機
型リスク
認知→生
命保険需

要

保険知識→
生命保険加入

行動

仮説13

販売チャネル→
生命保険加入行動

生存保障領
域

死亡保障領域

リスク認知→
経済準備意向

リスク認知→
生命保険需要

経済準備意向→
預貯金需要・生

命保険需要
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全体 像 を 明ら か に す る。 仮 説 1 は、 そ の プロ セ ス 全体 像 の 中 でラ イ フサ

イク ル 型 リス ク 認 知 と遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 が 経 済準 備 意 向 へ正 の 影響

を与 え る こと を 検 証 する こ と を意 図 し て いる 。 こ れに 対 し て 仮説 2 は、

個別 課 題 型リ ス ク 認 知が 直 接 、生 命 保 険 需要 に 正 の影 響 を 与 える こ とを

検証 す る 。こ れ に よ り、 死 亡 保障 領 域 の 生命 保 険 需要 に つ い てど の リス

ク認 知 が 「リ ス ク 認 知→ 経 済 準備 意 向 → 生命 保 険 需要 」 と い う工 程 を経

て需 要 形 成に 関 わ る か、 ま た どの リ ス ク 認知 が 「 リス ク 認 知 →生 命 保険

需要 」 と いう 直 接 要 因と な る かを 明 ら か にす る 。  

仮 説 3 は 、経 済 準 備 意向 が 預 貯金 や 生 命 保険 の 需 要へ 繋 が る 、す なわ

ち正 の 影 響を 与 え る こと を 検 証す る こ と を意 図 し てい る 。 死 亡保 障 領域

にお け る 準備 手 段 と して の 生 命保 険 は 、 貯蓄 手 段 とし て で は なく 合 目的

的な 死 亡 保障 の た め の生 命 保 険と し て 需 要さ れ る 。仮 説 4 は この 生 命保

険に 関 す る想 定 に よ り、預 貯金 需 要 が生 命保 険 需 要へ 正 の 影 響を 与 え る、

すな わ ち 預貯 金 需 要 が生 命 保 険需 要 の 先 行要 因 と なる こ と を 検証 す る。

以 上 4 点 がこ こ で の 仮説 で あ る。  

 

2 -3 生 存 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 に 関 す る 仮 説  

 生 存 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 形 成 に つ い て は 、 先 行 研 究 で は 老 後 保

障・ 介 護 保障 ・ 医 療 保障 に 区 分し て 検 討 され て い る。 し か し 、需 要 形成

を一 旦 離 れ先 行 研 究 を広 く 見 た場 合 、 そ れら を 統 合的 に 見 る 必要 性 が示

唆さ れ て いる 。 そ の ため 、 本 研究 で は 、 まず 生 存 保障 を 統 合 的に 捉 えた

場合 、 次 に老 後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 を統 合 的 に 4 9、医 療 保 障領 域 を 単

体で 捉 え た場 合 の 2 段階 3 類 型で 検 討 を 進め る 5 0。  

 

2 -3 - 1 生 存 保 障 領 域 を 統 合 的 に 捉 え た 場 合  

まず 生 存 保障 を 統 合 的に 見 た 場合 の 仮 説 を設 定 す る。  

                                                   
4 9  長 沼 （ 2 0 1 5）。 元 気 な 時 期 と 介 護 を 必 要 と す る よ う な 時 期 を あ わ せ て 「 老 後 」

と す る 考 え 方 で あ る 。  
5 0  詳 し く は 次 項 「 検 証 の た め の 分 析 方 法 」 で 述 べ る 。  
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仮 説  5 生存 保 障 リ スク 認 知 は経 済 準 備 意向 に 正 の影 響 を 与 える 。  

仮 説 6 生存 保 障 領 域を 統 合 的に 捉 え た 場合 、 経 済準 備 意 向 は預 貯 金需

要と 生 命 保険 需 要 へ 正の 影 響 を与 え る 。  

仮 説 7 生存 保 障 領 域を 統 合 的に 捉 え た 場合 、 預 貯金 需 要 は 生命 保 険需

要へ 正 の 影響 を 与 え る。  

  

生存 保 障 を統 合 的 に 見た 場 合 、そ こ で の 生命 保 険 は合 目 的 的 なリ スク

対処 手 段 とし て 想 定 され て い る。 こ の た め、 仮 説 5 はリ ス ク 認知 が 経済

準備 意 向 へ正 の 影 響 を与 え る こと を 検 証 する こ と を意 図 し た もの で あ る。

仮 説 6 は 、 経済 準 備 意向 が 預 貯金 需 要 と 生命 保 険 需要 へ 正 の 影響 を 与え

るこ と を 検証 す る 。 その 上 で 、仮 説 7 は 預貯 金 需 要が 生 命 保 険需 要 へ正

の影 響 を 与え 先 行 要 因と な る こと を 検 証 する こ と を意 図 し て いる 。  

 

2 -3 - 2 老 後 保 障 ・ 介 護 保 障 2 領 域 に 限 定 し て 統 合 的 に 捉 え た 場 合  

次に 、 老 後保 障 ・ 介 護保 障 2 領 域を 統 合 的に 捉 え た場 合 の 仮 説を 設 定す

る 。  

仮 説 8 老 後保 障 リ スク 認 知 ・介 護 保 障 リス ク 認 知は 経 済 準 備意 向  

へ正 の 影 響を 与 え 、 経済 準 備 意向 は 預 貯 金需 要 と 生命 保 険 需要

へ正 の 影 響を 与 え る 。  

仮 説 9 老 後 保障 ・ 介護 保 障 2 領 域に 限 定し て 統 合的 に 見 た 場合 、 預 貯

金需 要 の 生命 保 険 需 要へ の 影 響は 認 め ら れな い 。  

仮 説 10  遺 産動 機 型 リス ク 認 知は 生 命 保 険需 要 へ 正の 影 響 を 与る 。  

  

老後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 を統 合 的 に 捉え た 場 合、 重 要 な 問題 は 、こ

こで の 生 命保 険 が 貯 蓄手 段 と して 想 定 さ れ需 要 さ れて い る 可 能性 を 検証

する こ と であ る 。 仮 説 8 は 経 済準 備 意 向 から 預 貯 金と 生 命 保 険が 同 時に

需要 さ れ るこ と を 検 証す る こ とを 意 図 し てい る 。 仮説 9 は 預 貯金 需 要の

生命 保 険 需要 へ の 影 響が 認 め られ な い 、 すな わ ち 先行 要 因 と なら な いこ
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とを 検 証 す る 。 更 に 仮 説 1 0 は こ れ を 補 強 検 証 す る た め の も の で あ る 5 1。 

 

2 -3 - 3 医 療 保 障 領 域 限 定 で 捉 え た 場 合  

最後 に 医 療保 障 領 域 に限 定 し て捉 え た 場 合の 仮 説 を設 定 す る 。  

仮 説 11 医 療 保障 リ スク 認 知 は生 命 保 険 需要 へ 直 接正 の 影 響 を与 る 。  

仮 説 12 医 療 保 障 領域 の 預 貯金 需 要 は 生命 保 険 需要 へ 正 の 影響 を 与 え  

る。  

 

仮 説 11 は 生 存 保障 領域 の 3 リス ク 認 知 のう ち 、 医療 保 障 リ スク 認 知

が死 亡 保 障領 域 の 「 個別 課 題 型リ ス ク 認 知」 と 同 様、 直 接 、 生命 保 険需

要に 正 の 影響 を 与 え るこ と を 検証 す る こ とを 意 図 して い る 。 仮説 12 は、

医療 保 障 領域 を 単 体 で見 た 場 合、 生 命 保 険が 合 目 的的 な リ ス ク対 処 手段

とし て 想 定さ れ て お り、 そ の ため 預 貯 金 需要 が 生 命保 険 需 要 の先 行 要因

とな る こ とを 検 証 す るた め の もの で あ る 。  

 

2 -4  生 命 保 険 加 入 に 影 響 を 与 え る サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 に 関 す る 仮 説  

仮 説 13 サ イ コ グ ラフ ィ ク ス要 因 の う ち保 険 知 識は 貯 蓄 目 的・老後 保障

目的 （ 貯 蓄と 関 連 性 が強 い 加 入目 的 ） に おい て 生 命保 険 加 入に

正の 影 響 をあ た え る 。  

 

 生 命 保 険加 入 行 動 に影 響 を 与え る サ イ コグ ラ フ ィク ス 要 因 につ い て は、

これ を 加 入目 的 別 に 検討 し た 先行 研 究 は なく 、 本 研究 に お い ても 探 索的

要素 が 強 い。 し が た って 、 こ こで は 二 つ に課 題 を 分け る 。 一 つは 上 記仮

説 13 であ る 。こ の 仮説 は 、生 命 保険 を 貯蓄 手 段 とし て 想 定 する 中 で 保険

知識 が 生 命保 険 加 入 行動 に 影 響を 与 え て いる 可 能 性を 検 証 す るも の であ

る 。  

                                                   
5 1  仮 説 1 0 が 、 生 命 保 険 を 貯 蓄 手 段 と 想 定 す る こ と の 補 強 検 証 と な る 理 由 は 第 5

章 で 述 べ る 。  
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 二 つ 目 は、 サ イ コ グラ フ ィ クス 要 因 で ある 重 視 項目 な ど の 影響 を 探索

的に 検 討 する こ と で あり 、 こ れに つ い て は仮 説 設 定で は な く 、分 析 結果

の考 察 に おい て 述 べ る。 こ こ での 重 視 項 目は 、 保 険会 社 の 財 務健 全 性・

社会 的 認 知度 ・ 加 入 手続 き 簡 便さ ・ 対 面 説明 ・ 価 格（ 保 険 料 ）安 さ ・保

障充 実 度の 6 項 目 に 関す る 重 視度 を 指 す 。   

 

2-5  販 売 チ ャ ネ ル 影 響 要 因 に 関 す る 仮 説  

2-5-1 販 売 チ ャ ネル の 多 様 化 ・ チ ャ ネ ル 別 特 性 に 関 す る 仮 説  

仮 説 14  保 険営 業 専 業の 従 事 者数 （ 営 業 職員 ＋ 専 業代 理 店 使 用人 ） は 安

定的 で あ り、 そ の 中 で営 業 職 員が 減 少 し 、代 理 店 使用 人 が 増加

して い る 。  

仮 説 15 保 険 営業 専業 の 代 理店 の 中 に 、保 険 募集 人 を専 ら 営業 職 員 出身

者と す る 代理 店 が 存 在す る 。  

仮 説 16 保 険 募集 人が 専 ら 営業 職 員 出 身者 で あ る保 険 シ ョ ップ あ る い

は代 理 店 の一 部 （ 保 険営 業 専 業代 理 店 の 一部 ） が 扱う 生 命 保険

の加 入 は、既 契 約の 解約 あ る いは 払 込 み 停止 を 伴 うも の が 多 く、

当該 販 売 チャ ネ ル が その 影 響 要因 と な る 。  

 

1996 年改 正 保険 業 法に 設 け られ た 一 社 専属 体 制 の原 則 に 対 する 例 外

規定 に よ り、 乗 合 代 理店 が 出 現し た 。 こ の段 階 で 生じ た 乗 合 代理 店 を販

売チ ャ ネ ルの 多 様 化 とし て 類 型化 す る と 、保 険 営 業専 業 の 中 での 専 属か

ら乗 合 へ の多 様 化 と 捉え る こ とが で き る 。こ れ は第 3 章 で 確 認し た 。先

行研 究 は 、こ の 1996 年 改正 保 険業 法 と 2000 年 改正 保 険 業 法に よ る 金融

機関 の 保 険販 売 解 禁 を「 専 属 －独 立 」 概 念に よ り 「独 立 」 側 とし て 一体

とし て 捉 えて い る 。 本研 究 は これ に 対 し て「 専 業 ‐兼 業 」 区 分を 導 入す

るこ と に より 1996 年改 正 保 険業 法 に よ る乗 合 に 関わ る 規 制 緩和（ 専業 内

多様 化 ）と 2000 年 改正 保 険 業法 に よ る 金融 機 関 によ る 保 険 販売 解 禁（兼

業に よ る 多様 化 ） を 別区 分 と して 捉 え る 。  
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保険 営 業 専業 の 中 で 多様 化 が 進ん だ 場 合 、そ こ で 従事 す る 保 険募 集人

数が 安 定 的か 増 加 基 調か に よ って 多 様 化 の主 旨 は 異な る 。 保 険募 集 人の

報酬 は 、 生命 保 険 新 契約 に 概 ね比 例 す る ため 、 新 契約 の 獲 得 が で き なけ

れば 保 険 募集 を 続 け るこ と が でき な い 。 した が っ て多 様 化 が 進む 過 程で

そこ で 従 事す る 人 員 総量 が 安 定的 で あ る とい う こ とは 、 そ れ まで の 市場

の中 で 営 業職 員 ‐ 専 業保 険 代 理店 使 用 人 によ る 取 扱い の 構 成 が変 化 して

いる と 考 えら れ る。仮説 14 は こ の 専業 の中 の 多 様化 に お い て従 事 す る保

険募 集 人 の総 数 の 安 定と 構 成 変化 （ 営 業 職員 ‐ 代 理店 使 用 人 ）を 検 証す

るた め の もの で あ る 。  

専業 の 中 の多 様 化 と 構成 変 化 は、 歴 史 的 には 営 業 職員 の 減 少 、代 理店

使用 人 の 増加 を 意 味 する が 、 この 場 合 、 代理 店 使 用人 の 増 加 が、 そ れま

で営 業 職 員で あ っ た もの が 移 動す る 形 で 実現 し て いる か 、 そ れと も 別の

者に よ る 増加 か に よ って 意 味 は異 な る 。 営業 職 員 が移 動 す る 形で 代 理店

使用 人 が 増加 し た と すれ ば 、 市場 の 競 合 はよ り 直 接的 と 考 え られ る 。仮

説 15 はこ れ を 検証 する た め のも の で あ る。  

仮 説 16 は 、 仮説 14 及び 15 に よ っ て規 定さ れ た 代理 店 （ 保 険シ ョ ッ

プ及 び 代 理店 の 一 部 ）が 、 既 契約 の 解 約 ・払 込 停 止を 伴 う 生 命保 険 加入

に正 の 影 響を 与 え る こと を 検 証す る た め のも の で ある 。 こ の 場合 、 保険

ショ ッ プ はほ ぼ 例 外 なく 当 該 対象 （ 保 険 募集 人 が 営業 職 員 出 身者 ） と言

える が 、 代理 店 に つ いて は 企 業内 代 理 店 や 1996 年 以 前 から の代 理 店 等、

当該 対 象 と言 え な い 代理 店 が 混在 す る 。この た め 、仮説 16 は保 険 シ ョッ

プを 中 心 とし て 検 証 を進 め る 。  

 

2 -6 保 険 募 集 規 制 の 把 握 に よ り 設 定 し た 仮 説  

仮 説 17 販 売 チャ ネル は 消 費者 の 生 命 保険 加 入 に正 の 影 響 を与 え る。加

入目 的 別 には 、貯蓄 目的 か ら 関連 性 が 低 下す る 範 囲で そ の 影 響

が認 め ら れる 。  
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生命 保 険 を消 費 者 が 選択 す る 場合 、 保 険 募集 人 が 必要 な 情 報 を提 供 し、

そ れ ら を 顧 客 が 検 討 す る 中 で 意 向 が 形 成 さ れ る 5 2。 こ の 意 向 形 成 の 過 程

で消 費 者 の当 初 意 向 と最 終 意 向の 間 に 何 らか の 変 化が 生 ず る 場合 が あ る。

顧客 の 生 命保 険 加 入 に関 す る 当初 意 向 と 最終 意 向 の変 化 や 最 終的 に 加入

する 保 険 契約 の 内 容 と最 終 意 向と の 一 致 につ い て 消費 者 が 認 識し 確 認す

る必 要 性 が指 摘 さ れ てい る 。 これ は 、 顧 客の 意 向 に沿 わ な い 生命 保 険加

入に よ る トラ ブ ル な どを 考 慮 した も の で あり 、第 3 章で 確 認 した と ころ

であ る 。  

消費 者 の 生命 保 険 に 関わ る 当 初意 向 と 最 終意 向 の 変化 や 、 最 終意 向に

基づ く 生 命保 険 加 入 に対 し て 販売 チ ャ ネ ルが 影 響 を与 え る 役 割を 担 って

いる の か 確認 す る 必 要が あ る 。  

この 理 由 は、 消 費 者 の意 向 が 販売 チ ャ ネ ルの 影 響 によ っ て 変 化し 最終

意向 と な り生 命 保 険 加入 に 至 る場 合 、 意 向変 化 に 関わ る 顧 客 自身 の 確認

措置 が 極 めて 重 要 と なる か ら であ る 。 そ の確 認 の 後、 そ の 意 向と 生 命保

険商 品 の 一致 が 次 の 課題 と な る。  

した が っ て生 命 保 険 加入 に 販 売チ ャ ネ が ル正 の 影 響を 与 え る のか 、ま

たそ の 与 える 範 囲 を 加入 目 的 別 に 把 握 す る必 要 が ある 。 仮 説 17 は これ

を検 証 す るこ と を 意 図し て い る。 先 行 研 究は 加 入 目的 別 で も 全体 と して

も販 売 チ ャネ ル の 消 費者 へ の 影響 を 特 定 する 視 点 が欠 落 し て いる 。  

 

2-７   そ の 他 の 補 足的 課 題  

2-7-1 死 亡 保 障 領域 に お け る そ の 他 の 補 足 的 仮 説  

死 亡 保 障 領 域 に お い て リ ス ク 認 知 や 経 済 準 備 意 向 等 に 影 響 を 与 え る

その 他 の 要因 が 存 在 する 。 こ れら は 間 接 的に 生 命 保険 需 要 の 決定 に 影響

を与 え る もの で あ り 、全 体 像 の中 で 取 り 上げ ら れ る各 種 要 因 であ る 。こ

れら 要 因 につ い て 先 行研 究 で は見 解 の 相 違が 認 め られ る 。 こ のた め 、以

                                                   
5 2  消 費 者 の 生 命 保 険 に 関 わ る 情 報 源 は 、 保 険 募 集 人 以 外 に も 存 在 す る 。 し か し 、

加 入 行 動 段 階 に お け る 情 報 源 と し て は 保 険 募 集 人 が 重 要 な 役 割 を 果 た す と 考 え ら

れ 、 そ の た め 募 集 規 制 等 が 存 在 し て い る 。  



69 

 

下に 補 足 仮説 を 設 定 する 。  

補足 仮 説 1 世 帯 年 収は ラ イ フサ イ ク ル 型リ ス ク 認知 に 対 し て負 の 影響

を与 え る 。  

補足 仮 説 2 教 育 期 以前 の 末 子の 存 在 が ライ フ サ イク ル 型 リ スク 認 知、

遺産 動 機 型リ ス ク 認 知、 個 別 課題 型 リ ス ク認 知 に 正の 影 響

を与 え る 。  

 

世帯 年 収 は、 生 命 保 険需 要 を 追加 需 要 と した 場 合 には 正 ・ 負 異な る  

影響 が 指 摘さ れ て い る。 ま た 世帯 年 収 の リス ク 認 知に 対 す る 影響 と  

して は 負 の影 響 の 可 能性 が 示 され て い る 。他 方 、 世帯 年 収 と リス ク  

認知 は そ れぞ れ が 独 立し て 需 要へ 正 の 影 響を 与 え ると の 指 摘 も確 認  

され た 。 これ ら は い ずれ も ラ イフ サ イ ク ル動 機 と 整合 す る 生 命保 険  

需要 に 関 する 内 容 で ある 。 し たが っ て 、 世帯 年 収 のラ イ フ サ イク ル  

動機 型 リ スク 認 知 へ の影 響 に つい て 検 証 する 必 要 があ る （ 補 足仮 説  

１）。 教育 期 以 前の 子供 の 存 在は 、 ラ イ フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 に 対  

して 正 の 影響 を 与 え る。 こ れ は先 行 研 究 にお い て 確認 さ れ た 。し か  

し遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 に 与 える 影 響 は 明ら か に され て い な い。 し  

たが っ て 、教 育 期 以 前の 子 供 の存 在 が 遺 産動 機 型 スク 認 知 へ 与え る  

影響 を 検 証す る （ 補 足仮 説 2）。  

 

2-7-2 チ ャ ネ ル 別特 性 に 関 す る そ の 他 の 探 索 的 課 題  

ここ で の 探索 的 課 題 の第 1 は「 金 融 機関 によ る 生 命保 険 の 販 売は 生 命 保

険利 用 顧 客の 拡 大 に つな が っ たの か ？ 」 とい う 点 であ る 。  

 金 融 機 関に よ る 保 険募 集 は 、2002 年 個 人年 金 の 販売 解 禁 か ら急 増 し た。

この 段 階 から 営 業 職 員が 減 少 し 、代 理 店 使用 人（ 専 業・兼 業 を含 む 全 体）

が激 増 し てい る 5 3。  

                                                   
5 3  前 項 と の 関 連 で 整 理 す る と 、金 融 機 関 に よ る 販 売 ス タ ー ト に よ り 金 融 機 関 職 員

の 保 険 募 集 人 登 録 が す す み 、 代 理 店 使 用 人 （ 専 業 ・ 兼 業 含 む 全 体 ） が 激 増 し た 。

こ の 中 で 、 保 険 専 業 の も の だ け を 取 り 上 げ あ る と 、 そ の 総 数 （ 営 業 職 員 ＋ 専 業 の
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金融 機 関 によ る 保 険 募集 は 、 それ ま で 他 のチ ャ ネ ルで 生 命 保 険加 入し

てい た 消 費者 を 金 融 機関 が 取 り扱 う よ う にな っ た のか （ ア ク セス チ ャネ

ルの 多 様 化に よ る 顧 客利 便 性 の向 上 ）、そ れと も そ れ以 外 の 顧 客が 生 命保

険を 利 用 する 機 会 を 拡大 し た のか（ 生命 保険 非 利 用層 の 利 用 機会 の 拡 大）

を確 認 す る。 こ の 課 題は 、 規 制緩 和 に よ る金 融 機 関に よ る 生 命保 険 の販

売解 禁 の 効果 が 主 要 には ど こ にあ っ た の かを 検 証 する た め で ある 。また、

専業 内 競 合と 対 比 的 に見 る 5 4こ とで 規 制 緩 和の 影 響 を多 面 的 に 把握 す る

ため で も ある 。  

探索 的 課 題の 第 2 は 「イ ン タ ーネ ッ ト チ ャネ ル を 利用 す る 消 費者 像は

どの よ う なも の か ？ 」と い う もの で あ る 。  

 2008 年 から 営 業 を開 始 し たネ ッ ト 専 業生 保 2 社は 、人 的 販売 を 介 さな

いダ イ レ クト 販 売 を モデ ル と する 。 こ の ネッ ト 専業 2 社 を 販 売チ ャ ネル

の多 様 化 とし て 類 型 化す る と 、対 面 か ら 非対 面 へ の多 様 化 と 位置 づ けら

れる 。 す なわ ち 販 売 チャ ネ ル 多様 化 の 検 討の 枠 組 みの も う 一 つが 「 対面

―非 対 面 」で あ る 。 しか し 、 非対 面 に よ る保 険 募 集の 象 徴 で ある ネ ット

生保 に よ る業 績 は 、 新契 約 件 数で 生 命 保 険業 界 の 1％を 満 た ない 状 態 に

あ る 5 5。 こ れは 第 3 章 で確 認 し た。 こ の 様 な実 状 か ら先 行 研 究 でも 「 専

属－ 独 立 」の 検 討 の 枠組 み が 中心 的 で あ り、 本 研 究で も 「 専 属－ 独 立」

に「専 業 ‐ 兼業 」を 組み 合 わ せた 検 討 が 中心 と な って い る 。しか し 、「 対

面－ 非 対 面」 の 検 討 の枠 組 み が消 失 し た わけ で な く、 今 後 の 非対 面 販売

の可 能 性 を検 証 す る 意味 で も 、ど の よ う な消 費 者 がイ ン タ ー ネッ ト チャ

ネル を 利 用し て い る のか を 把 握し て お く 必要 が あ る。  

 

2 -7 -3 保 険 募 集 規制 の 把 握 に よ り 設 定 し た そ の 他 の 探 索 的 課 題  

                                                                                                                                                     
代 理 店 使 用 人 ） は 安 定 的 で あ り 、 そ の 中 で 営 業 職 員 比 率 が 低 下 し て い る 。 詳 し く

は 第 6 章 参 照 ）  
5 4  （ 専 業 内 の ） 乗 合 代 理 店 は 1 9 9 6 年 保 険 業 法 改 正 時 の 規 制 緩 和 に よ り 可 能 と な

っ た も の で あ り 、 金 融 機 関 に よ る 保 険 販 売 は 2 0 0 0 年 保 険 業 法 改 正 時 の 規 制 緩 和

に よ り ス タ ー ト し て い る 。 双 方 の 影 響 を 対 比 的 に 見 る 必 要 が あ る 。  
5 5  2 0 0 8 年 ～ 2 0 1 5 年 度 ま で 一 貫 し て １ ％ 未 満 で あ る 。  



71 

 

ここ で の 課題 の 第 1 は「 保険 募 集 人に 関 し消 費 者 の公 平・中 立性 誤 認

の防 止 上 の課 題 は 存 在す る か ？ 」 と い う もの で あ る。  

消費 者 の 生命 保 険 選 択（ 意 向 形成 及 び 加 入の 意 思 決定 ） に 影 響を 与え

る付 帯 的 な事 項 と し て、 保 険 募集 人 が 消 費者 に 対 して 自 ら の 権限 等 、保

険会 社 の 販売 を 代 理 する 者 で ある こ と を 明示 す る 義務 の 問 題 があ る 。こ

れに つ い ては 実 態 と して そ れ らが 明 示 さ れな い ケ ース が あ る こと が 指摘

され て い る。これ は 第 3 章 で 確認 し た。更に 生 命 保険 の 比 較 推奨 販 売 を

行う 乗 合 代理 店 の 場 合、 公 平 ・中 立 性 を 持っ た 者 との 顧 客 の 誤認 が 生ま

れる 余 地 があ る。こ れに つ い ても 第 3 章 で確 認 し た。これ ら につ い て は

実証 的 に 確認 す る 。  

課題 の 第 2 は「 委託 募集 人 は どの 程 度 存 在し た か ？ 」と いう 点で あ る 。  

 委 託 募 集人 が 実 質 的に 存 在 して い た が 、委 託 募 集自 体 は 保 険業 法 上の

禁止 事 項 であ る こ と を明 示 す る必 要 性 が 指摘 さ れ てい る 。こ れは 第 3 章

で確 認 し た。 し か し 委託 募 集 人は 、 ど の 程度 存 在 して い た の かを 推 計し

た先 行 研 究は 存 在 し ない 。 委 託募 集 人 は 、そ も そ も代 理 店 に よる 指 導・

管理 ・ 教 育等 の 不 徹 底の 可 能 性が 問 題 と して 指 摘 され て い る こと か ら、

その 人 員 量の 面 で の 把握 は 重 要で あ る 。 本研 究 は その 推 計 を 初め て 試み

る 。  

 

3. 根 本 課 題 と 下 位 仮 説 の 関 係  

 4 つ の 根 本課 題 の それ ぞ れ につ い て は 複数 の 仮 説検 証 に よ って そ の課

題に 関 す る結 論 が 得 られ る 。 そこ で 根 本 課題 と 仮 説の 関 係 を 以下 に 記述

する 。  

 

3 -1 根 本 課 題 1：消費者 の サ イコ グ ラ フ ィク ス 要 因と 生 命 保 険加 入 目的

及び 販 売 チャ ネ ル の 影響 の 3 者 の相 互 関 係の 中 で 生命 保 険 加 入行 動 が生

ずる 。 その 3 者 の 関 係は ど の よう な も の か？  

関連 す る 仮説 は「 13」「 17」で あ る。内 容的 に は 仮説 13 に よっ て サ イ
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コグ ラ フ ィク ス 要 因 のう ち 保 険知 識 が 加 入目 的 別 に生 命 保 険 加入 に 与え

る影 響 を 検証 す る 。 仮説 17 は 、加 入 目 的別 生 命 保険 加 入 行 動へ の 販売

チャ ネ ル の影 響 を 検 証す る 役 割を 果 た す 。  

以上 に よ り根 本 課 題 １を 明 ら かに す る 。  

 

3 -2 根 本 課 題 2：リスク の 個 別性・明 確 性を 伴 う 認知 は 当 該 加入 目 的の

生命 保 険 加入 に 直 接 結び つ く ため 販 売 チ ャネ ル の 影響 は 認 め られ な いの

では な い か？  

関連 す る 仮説 は「 1」「 2」「 3」「 8」「 11」「 17」（ 及 び「 5」「 6」）であ る 。

内容 的 に は、 仮 説 １ は死 亡 保 障領 域 に お いて 遺 産 動機 型 と ラ イフ サ イク

ル動 機 型 が経 済 準 備 意向 へ 正 の影 響 を 与 える こ と 、仮説 2 で 個別 課 題型

リス ク 認 知が 直 接 、 生命 保 険 需要 へ 正 の 影響 を 与 える こ と を 検証 す る。

また 仮 説 3 は経 済 準 備意 向 が 預貯 金 需 要 と生 命 保 険需 要 へ 正 の影 響 を与

える こ と を検 証 す る 。この 3 つ によ っ て 死亡 保 障 領域 に つ い ては 3 つの

リス ク 認 知の 中 で 個 別課 題 型 リス ク 認 知 だけ が 直 接生 命 保 険 需要 へ 正の

影響 を 与 える こ と を 確認 す る 。  

次に 、生 存 保 障領 域 につ い て は仮 説 8 で 老後 保 障 リス ク 認 知・介 護保

障リ ス ク 認知 が 経 済 準備 意 向 へ正 の 影 響 を与 え る こと 、 仮 説 11 で 医療

保障 リ ス ク認 知 が 直 接生 命 保 険需 要 へ 正 の影 響 を 与え る こ と を検 証 す る。

この 仮 説 ７と 10 の 2 つに よ っ て、 生 存 保障 の 3 リス ク 認知 の中 で 医 療

保障 リ ス ク認 知 の み が生 命 保 険需 要 へ 直 接正 の 影 響を 与 え る こと を 検証

する 。 仮説 17 は 加 入目 的 別 生命 保 険 加 入行 動 へ の販 売 チ ャ ネル の 影響

を検 証 す る役 割 を 果 たす 。  

以上 に よ り根 本 課 題 2 を 明ら か にす る 5 6。な お 先 行研 究 で は 、生 存 保

                                                   
5 6  死 亡 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 は 、ラ イ フ サ イ ク ル 型 リ ス ク 認 知 と 遺 産 動 機 型 リ

ス ク 認 知 が 経 済 準 備 意 向 を 経 て 生 命 保 険 需 要 に 正 の 影 響 を 与 え る 。 こ れ と 併 行 し

て 個 別 課 題 型 リ ス ク 認 知 が 生 命 保 険 需 要 へ 正 の 影 響 を 与 え る 。 し た が っ て 死 亡 保

障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 は 最 終 的 に 一 本 化 さ れ て お り 、 こ の う ち 個 別 課 題 型 リ ス ク

認 知 部 分 の み を 取 り 出 し て 検 証 す る こ と は 困 難 で あ る 。 こ れ に 対 し て 生 存 保 障 領

域 で は 、 医 療 保 障 の み を 単 体 で 扱 え る た め 、 医 療 保 障 リ ス ク 認 知 が 生 命 保 険 需 要

へ 正 の 影 響 を 与 え る こ と を 検 証 し 、 そ の 部 分 の み を 加 入 行 動 段 階 に お け る 販 売 チ
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障領 域 に つい て 老 後 保障 ・ 介 護保 障 ・ 医 療保 障 を 並列 的 に 扱 う形 で 需要

形成 プ ロ セス が 検 討 され て い る。 本 研 究 はこ れ を 統合 的 に 見 る必 要 性が

ある と の 視点 に た つ 。こ れ は 需要 形 成 以 外の 先 行 研究 か ら 示 唆を 得 たも

ので あ り、第 2 章 で 確認 し た。こ のた め 生存 保 障 を統 合 的 に 捉え た 場 合

のリ ス ク 認知 と 経 済 準備 意 向 、経 済 準 備 意向 と 生 命保 険 需 要 の関 係 を検

証す る た めに 仮 説 5 及 び 6 を 設定 し て い る 。カ ッ コ 内に 関 連 仮説 と して

表示 し て いる の は そ のた め で ある 。  

 

3 -3 根 本 課 題 3：預貯金 需 要 と生 命 保 険 需要 の 関 係は 、生 命 保険 を リス

クに 対 す る合 理 的 な 対処 手 段 とす る 場 合 と貯 蓄 手 段と す る 場 合で 異 なる

ので は な いか 。  

 関 連 す る仮 説 は、「 4」「 7」「 9」「 10」「 12」で ある 。内 容 的に は 仮 説４

によ り 死 亡保 障 領 域 にお い て 預貯 金 需 要 が生 命 保 険需 要 へ 正 の影 響 を与

える こ と を検 証 す る 。次 に 仮説 7 に おい て、老 後保 障・介 護 保障・医 療

保障 で 構 成さ れ る 生 存保 障 を 統合 的 に 捉 えた 場 合 、預 貯 金 需 要が 生 命保

険需 要 へ 正の 影 響 を 与え る こ と、これ に 対し て 仮説 9 は 老 後 保障・介護

保 障 2 領 域限 定 で 捉 えた 場 合 、預貯 金 需 要の 生 命 保険 需 要 へ の影 響 が認

めら れ な いこ と を 検 証す る 。 更に 仮説 12 は医 療 保障 領 域 を 単体 で 捉え

た場 合 、預 貯 金 需要 が生 命 保 険需 要 へ 正 の影 響 を 与え る こ と を検 証 す る。

仮 説 10 は 老 後 保障 ・介 護 保 障 2 領 域 限 定で 捉 え た場 合 、 遺 産動 機 型 リ

スク 認 知 が生 命 保 険 需要 へ 正 の影 響 を 与 える こ と を検 証 す る もの で あ る。

仮 説 9 と 仮 説 12 の 両者 に よ り老 後 保 障・介 護 保 障 2 領 域 で 捉え た 場 合、

そこ で の 生命 保 険 が 貯蓄 手 段 とし て 想 定 され て い るこ と を 確 認す る 5 7。  

                                                                                                                                                     
ャ ネ ル の 影 響 と 照 合 的 に 検 討 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の た め 根 本 課 題 ２ の 検 証

は ま ず 、 死 亡 保 障 領 域 に お け る 個 別 課 題 型 リ ス ク 認 知 と 生 存 保 障 領 域 の 医 療 保 障

リ ス ク 認 知 が 、 直 接 、 生 命 保 険 需 要 へ 正 の 影 響 を 与 え る と い う 共 通 性 を も つ こ と

を 検 証 す る 。 そ の 上 で 医 療 保 障 リ ス ク 認 知 と 医 療 保 障 目 的 生 命 保 険 加 入 行 動 を 照

合 し 、 直 接 生 命 保 険 需 要 へ 正 の 影 響 を 与 え る 医 療 保 障 リ ス ク 認 知 に 対 応 す る 加 入

目 的 で は 販 売 チ ャ ネ ル が 影 響 を 与 え な い こ と を 確 認 す る 。 こ れ に よ り 、 死 亡 保 障

領 域 に つ い て は 個 別 課 題 型 リ ス ク 認 知 に 対 応 す る 部 分 に つ い て は 医 療 保 障 と 同 様

と な る と 類 推 し て い る 。  
5 7  仮 説 11（ 遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 の 生 命 保 険 需 要 へ 正 の 影 響 ） が そ こ で の 生 命



74 

 

 以 上 に より 、保 障 領域 別 に 見た 場 合 、死亡 保 障 、医療 保 障 につ い て は、

生命 保 険 が合 目 的 的 なリ ス ク 対処 手 段 と して 想 定 され て い る ため 預 貯金

需要 が 生 命保 険 需 要 の先 行 要 因と な る こ と、 こ れ に対 し て 老 後保 障 ・介

護保 障 に おい て 生 命 保険 が 貯 蓄手 段 と し て需 要 さ れて い る た め、 預 貯金

需要 が 生 命保 険 需 要 の先 行 要 因と な ら な いこ と を 検証 す る 。 これ に より

根本 課 題 3 を 明 ら か にす る 。  

 

3 -4 根 本 課 題 4：販売チ ャ ネ ルの 中 で 専 業内 競 争 の一 部 が 解 約・払 込停

止を 伴 う 生命 保 険 加 入を 増 加 させ る 影 響 要因 と な って い る の では な い か。 

 関 連 す る仮 説 は 「 14」「 15」「 16」で ある 。 内 容的 に は 、 仮説 14 は 保

険営 業 専 業の 従 事 者 数が 、 長 期に わ た っ て安 定 的 であ る こ と 、そ の 中で

営業 職 員 が減 少 し 、 代理 店 使 用人 が 増 加 する 構 成 変化 と な っ てい る こと

を検 証 す る。 仮説 15 は保 険 営業 専 業 の 代理 店 の 中に 、 そ こ で保 険 募集

に従 事 す る使 用 人 を 専ら 営 業 職員 出 身 者 が占 め る 代理 店 の 存 在を 確 認す

る 。こ の 仮説 14 及 び 15 に よ り 、営業 職員 が 代 理店 使 用 人 へ移 動 す る形

で成 り 立 つ代 理 店 を 特定 す る 。こ の 特 定 によ り 専 業内 競 争 の 一部 が 、直

接的 な チ ャネ ル 間 競 争の 傾 向 を強 め て い るこ と を 確認 す る 。 最後 に 仮説

16 に より 特 定 の代 理店（保 険 シ ョッ プ ）が 消費 者 の 既契 約 の解 約・払 込

み停 止 を 伴う 生 命 保 険加 入 に 正の 影 響 を 与え る こ とを 検 証 す る。  

以上 に よ り、 根 本 課 題 4 を 明ら か に する 。 4 つ の 根 本課 題 と 仮説 の 関

係を 図 表 4 -4 に 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                     

保 険 を 貯 蓄 手 段 と す る 検 証 根 拠 と な る 理 由 に つ い て は 第 5 章 で 説 明 する 。  
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図 表 4 -4 根 本 課 題 と 仮 説  

 

  

4. 分 析 の 方 法  

 Ⅱ で と りあ げ た 仮 説検 証 の ため の 分 析 方法 を 以 下に 述 べ る 。  

 

4 -1 生 命 保 険 需 要 に 関 わ る 分 析 方 法  

 生 命 保 険需 要 に 関 わる 分 析 は、 web に よる 質 問 紙調 査 と し ての 定 量調

査に 基 づ いて 行 う 。 質問 内 容 は、 先 行 研 究に お い て整 理 し た 質問 内 容を

ベー ス に 、本 研 究 が 独自 に 設 定し た 「 個 別課 題 型 リス ク 認 知 」等 に 対応

する た め の質 問 内 容 の追 加 ・ 修正 を 加 え る。 こ の 量的 調 査 分 析に よ り生

命保 険 需 要に 関 わ る 仮説 を 検 証す る 。 分 析方 法 は パス 解 析 に よる 。  

 

4 -1 -1  死 亡 保 障 領 域  

図 表 4 -5 に 死 亡保 障 領域 の 生 命保 険 需 要 決定 パ ス 解析 モ デ ル を示 す 5 8。 

ここ で 仮 説１ ～ ４ を 検証 す る 。  

 

 

                                                   
5 8  パ ス 解 析 の 前 に 、リ ス ク 認 知 に 関 わ る 質 問 全 量 を 対 象 と し た 探 索 的 因 子 分 析 に

よ る 構 成 概 念 の 特 定 が あ る 。 こ れ ら 詳 細 は 第 5 章 で 述 べ る 。  

No 内容 1 2 3 4

1 ライフサイクル型リスク認知と遺産動機型リスク認知は、経済準備意向 へ正の影響を与える。 〇

2 個別課題型リスク認知は生命保険需要へ直接、正の影響を与える。 〇

3 死亡保障領域における経済準備意向は預貯金需要と生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

4 死亡保障領域における預貯金需要は生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

5 生存保障リスク認知は経済準備意向に正の影響を与える。 〇

6 生存保障領域を統合的に捉えた場合、経済準備意向は預貯金需要と生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

7 生存保障領域を統合的に捉えた場合、預貯金需要は生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

8 老後保障リスク認知・介護保障リスク認知は経済準備意向へ正の影響を与え、経済準備意向は預貯金需要と生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

9 老後保障・介護保障に限定して統合的に見た場合、預貯金需要の生命保険需要への影響は認められない。 〇

10 遺産動機型リスク認知は生命保険需要へ正の影響を与る。 〇

11 医療保障リスク認知は生命保険需要へ直接正の影響を与る 〇

12 医療保障領域の預貯金需要は生命保険需要へ正の影響を与える。 〇

13 サイコグラフィクス要因のうち保険知識は貯蓄目的・老後保障目的（貯蓄と関連性が強い加入目的）において生命保険加入に正の影響をあたえる。 〇

14 保険営業専業の従事者数（営業職員＋専業代理店使用人）は安定的であり、その中で営業職員が減少し、代理店使用人が増加している。 〇

15 保険営業専業の代理店の中に、保険募集人を専ら営業職員出身者とする代理店が存在する。 〇

16
保険募集人が専ら営業職員出身者である保険ショップあるいは代理店の一部（保険営業専業代理店の一部）が扱う生命保険の加入は、既契約の解約あるい
は払込み停止を伴うものが多く、当該販売チャネルがその影響要因となる。

〇

17 販売チャネルは消費者の生命保険加入に正の影響を与える。加入目的別には、貯蓄目的から関連性が低下する範囲でその影響が認められる。 〇 〇

仮説 根本課題
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図 表 4 -5 死 亡 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 決 定 要 因 パ ス 解 析 モ デ ル  

 

 

4 -1 -2 生 存 保 障 領域  

 生 存 保 障領 域 に つ いて は Ⅱ で上 げ た 生 存保 障 統 合モ デ ル を 第 1 段 階分

析モ デ ル とし 、 図 表 4-6 に 示 す。  

 

図 表 4 -6 生 存 保 障 統 合 モ デ ル （ 第 １ 段 階 ）  

 

 

ここ で 仮説 5～ 7 を 検証 す る 。  

第 2 段 階 とし て 老 後 保障・介 護保 障 2 領 域限 定 統 合モ デ ル 、医療 保障

領域 限 定 モデ ル の 2 類型 分 析 を図 表 4 -7 及び 4 -8 に 示す 。図 表 4-７ で仮

説 8～ 10 を 検 証 する 。 図 表 4 -8 で仮 説 11～ 12 を 検証 す る 。  
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図 表 4 -7  老 後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 限 定統 合 モ デ ル  

 

 

図 表 4 -8 医 療 保 障 領 域 限 定 モ デ ル  

 

 

4 -2 生 命 保 険 加 入 に 影 響 を 与 え る サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因  

 サ イ コ グラ フ ィ ク ス要 因 と して 取 り 上 げる 項 目 は「 保 険 知 識に 関 する

自信 」 及 び保 険 会 社 や商 品 選 択の 際 の 重 視項 目 で ある 保 険 会 社の 「 財務

健全 性 」「 社 会 的認 知度 」、加 入 に 当っ ての「 加 入 手続 き 簡 便さ 」「対 面 説

明」「 価格 （ 保 険料 ）安 さ 」「 保 障 充実 度」 で あ る。 こ の う ち仮 説 13 で

取り 上 げ るも の は 「 保険 知 識 に関 す る 自 信」 で あ る。 こ の サ イコ グ ラフ
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ィク ス 要 因を 、生命 保険 加 入 行動 に 関 わ る web に 基 づく 質 問紙 調 査 の際

の質 問 項 目と し リ ッ カー ト 尺 度の 7 件 法 によ り 回 答を 得 た 。  

手 順 と し て は ま ず 被 説 明 変 数 を 加 入 目 的 別 加 入 有 ダ ミ ー 変 数 と す る 。

次に 保 険 知識 有 に つ いて ダ ミ ー変 数 化 し 説明 変 数 とす る 。 検 証方 法 は、

以上 の 変 数及 び そ の 他の 説 明 要因 を 含 め てロ ジ ス ティ ッ ク 回 帰分 析 によ

る。 こ れ によ り 仮 説 13 を 検 証 する 。  

 

4 -3   販 売 チ ャ ネ ル影 響 要 因  

4 -3 -1 専 業 内 競 合の 特 定  

 販 売 チ ャネ ル 多 様 化に つ い ては 、本 研 究は 従 来 の「専 属 － 独立 」軸 に、

新た に 「 専業 ‐ 兼 業 」軸 を 導 入し た 分 類 を行 う 。 この 分 類 に 基づ く と専

業に お け る「 営 業 職 員‐ 代 理 店」 構 成 が 認識 で き る。  

生命 保 険 協会 の 発 表 デー タ は 、保 険 募 集 人に つ い ては 営 業 職 員と 代理

店使 用 人の 2 区 分 で ある 。こ れ は「 専属 －独 立 」の 枠 組み に 対応 し た デ

ータ と い える 。 す な わち 、 代 理店 使 用 人 は、 保 険 営業 専 業 の 代理 店 と金

融機 関 職 員の よ う な 兼業 代 理 店と が 合 算 され た 数 値と し て 発 表さ れ てい

る。 そ の ため 、 本 研 究で は 、 生命 保 険 協 会発 表 デ ータ と 合 わ せて 経 済セ

ンサ ス の 職業 デ ー タ を活 用 し、両 デ ータ をあ わ せ て推 計 す る 方法 を と る。

経済 セ ン サス で は 、 保険 営 業 専業 従 事 者 を「 保 険 媒介 代 理 業 従事 者 」と

して 特 定 した デ ー タ が存 在 す る。 こ の た め、 営 業 職員 と 保 険 媒介 代 理業

従事 者 の 合算 が 、 保 険営 業 専 業の 保 険 募 集従 事 者 であ り 、 こ れら を 使用

した 推 計 が可 能 で あ る。 以 上 によ り 仮 説 14 を 検 証 する 。  

次 に 保 険 営業 専 業 代 理店 の 保 険募 集 人 特 性 を 把 握 する 必 要 が ある 。 保

険営 業 専 業代 理 店 の 従事 者 数 は、経 済セ ンサ ス「保 険 媒 介代 理業 従 事 者」

によ り 把 握で き る 。 しか し 、 保険 営 業 専 業代 理 店 には 、 企 業 内代 理 店や

1996 年 改 正 保 険 業 法 施 行 前 の 一 社 専 属 代 理 店 時 代 か ら の 代 理 店 も 含 ま

れる 。1996 年改 正 保 険業 法 に より 乗 合 代 理店 が ス ター ト し て 以降 設 立さ

れた 代 理 店の 中 に は 、営 業 職 員出 身 者 が 設立 し た 代理 店 や 、 代理 店 にお
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いて 保 険 募集 に 従 事 する 使 用 人が 専 ら 営 業職 員 出 身 者 で あ る 代理 店 が存

在す る 可 能性 が あ る 。こ れ ら につ い て は 、代 理 店 経営 者 等 へ のイ ン タビ

ュー 及 び 代理 店 協 議 会発 信 文 書等 の 確 認 によ り 特 定で き る 。 以上 に より

仮 説 15 を 検 証す る 。  

 続 い て 保険 シ ョ ッ プの 扱 う 生命 保 険 加 入と 既 契 約の 解 約 ・ 払込 停 止 の

関係 を 検 討す る 。 既 契約 の 解 約・ 払 込 停 止を 伴 う 生命 保 険 加 入行 動 に対

して 、 保 険シ ョ ッ プ が正 の 影 響を 与 え て いる 可 能 性が あ る 。 これ は 保険

ショ ッ プ で保 険 募 集 にあ た る もの が 専 ら 営業 職 員 出身 者 で あ り、 そ の結

果、 専 業 内競 合 が よ り直 接 的 な性 格 を 帯 びる た め であ る 。 こ れに つ いて

は Web に 基 づく 質 問紙 調 査 とし て 生 命 保険 加 入 者調 査 に お いて 、直近 3

年以 内 に 生命 保 険 に 加入 し た もの を 対 象 に、 加 入 の際 、 既 契 約の 解 約・

払込 停 止 を行 っ た か につ い て その 該 当 有 無を 質 問 し、 把 握 し た。  

この 該 当 有無 を 販 売 チャ ネ ル 別に ク ロ ス 集計 し 、 χ二 乗 検 定 及び 残差

分析 を 行 う。 こ の 結 果に よ り 、該 当 に 対 して 標 準 より 多 く 扱 う販 売 チャ

ネル を 特 定す る （ こ の方 法 に より 特 定 さ れる 販 売 チャ ネ ル が 保険 シ ョッ

プと 想 定 して い る）。  

次に 、 既 契約 の 解 約 ・払 込 停 止を 伴 う 生 命保 険 加 入有 無 を ダ ミー 変数

化し 、 当 該ダ ミ ー 変 数を 被 説 明変 数 、 標 準よ り 多 い販 売 チ ャ ネル を 説明

変数 と す るロ ジ ス テ ィッ ク 回 帰分 析 に よ り仮 説 16 を 検証 す る。  

 

4 -3 -2 加 入 目 的 別生 命 保 険 加 入 行 動 へ の 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響  

 先 に あ げた 生 命 保 険加 入 者 調査 に お い て 、直 近 3 年以 内 に 加入 し た生

命保 険 の 加入 目 的 を リッ カ ー ト尺 度 の 7 件法 に よ り質 問 し た 。更 に、そ

の生 命 保 険に つ い て どの 販 売 チャ ネ ル を 通じ て 加 入し た か を 質問 し た。

この 結 果 、そ れ ぞ れ の加 入 目 的に つ い て 販売 チ ャ ネル 別 加 入 目的 平 均値

を算 出 で きる 。 し た がっ て 、 加入 目 的 別 に見 て ど の販 売 チ ャ ネル が 最も

その 平 均 値が 高 い か を算 出 で きる 。 最 上 位の 販 売 チャ ネ ル が 、そ の 加入

目的 生 命 保険 加 入 行 動の 影 響 要因 と な る 可能 性 が ある 。 こ の ため 、 分析



80 

 

方法 と し ては 加 入 目 的別 加 入 有無 を 被 説 明変 数 と し、 説 明 変 数と し て第

1 順位 販 売 チャ ネ ル 及び サ イ コグ ラ フ ィ クス 要 因 を投 入 し た ロジ ス ティ

ック 回 帰 分析 に よ り 、販 売 チ ャネ ル の 影 響を 検 証 する 。 こ れ によ り 仮説

17 を 検証 す る 。  

 以 上 に より 17 個 の全 仮 説 を検 証 し 、 これ を 根 本課 題 の そ れぞ れ に属

する 仮 説 とし て 位 置 づけ 直 し 考察 す る 。 これ に よ り生 命 保 険 加入 行 動の

メカ ニ ズ ムを 明 ら か にす る 。  
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第Ⅱ部  本論  

 

 第 2 部 本論 は、定 量調 査 と 定性 調 査 の 結果 を 示 す 。更に 生 命保 険 協 会

及び 経 済 セン サ ス デ ータ に よ る保 険 募 集 人の 推 計 、保 険 業 法 等に よ る募

集規 制 の 内容 を 述 べ る。 こ れ らに よ り 、 序論 に お いて 認 識 し た 根 本 課題

を構 成 す る仮 説 を 検 証す る 。  

まず 第 5 章で は 、 定 量調 査 に よっ て 生 命 保険 需 要 につ い て 明 らか にす

る。 次 い で、 第 6 章 ～第 8 章 にお い て 販 売チ ャ ネ ルの 多 様 化 とチ ャ ネル

別特 性 、 特に 専 業 内 競合 に 関 わる 仮 説 を 検証 す る 。第 6 章 は 販売 チ ャネ

ル類 型 に よる 保 険 募 集人 の 量 的推 移 の 側 面か ら 特 性を 考 察 す る。 第 7 章

は、 保 険 募集 規 制 の 側面 か ら 保険 募 集 上 の消 費 者 への 影 響 の 内容 を 考察

する 。 第 8 章で は 、 定性 調 査 によ り 特 性 を考 察 す る。 第 9 章 は、 直 近 3

年以 内 の 生命 保 険 加 入者 を 対 象と し た 量 的調 査 を 示す 。 第 5～第 8 章 に

おい て 把 握し た 消 費 者の 生 命 保険 需 要 と 販売 チ ャ ネル 別 影 響 要因 の 観点

から 生 命 保険 加 入 行 動を 考 察 する 。  

  

第 5 章  消 費 者 の 生 命 保 険 需 要 の 生 成  

 

 本 章は 、 序論 第 4 章に お い て把 握 さ れ た 消 費 者 の生 命 保 険 需要 要 因と

要因 間 関 係上 の 仮 説 の検 証 を 中心 に 、 定 量調 査 の 分析 と 考 察 を行 う 。 本

章の 以 降 の構 成 は 、 Ⅰに お い て調 査 設 計 の概 要 と 需要 の 起 点 とな る リス

ク認 知 の 分類 、 死 亡 保障 と 生 存保 障 に 共 通す る 説 明要 因 と な る変 数 を記

述 す る 。 Ⅱに お い て 死亡 保 障 領域 に 関 す る 要 因 と なる 変 数 、 第 4 章 で取

り上 げ た 分析 モ デ ル によ る パ ス解 析 を 取 り上 げ る 。最 後 に 、 死亡 保 障領

域の 生 命 保険 需 要 に 関わ る 仮 説検 証 と 考 察 を 行 う 。Ⅲ に お い て生 存 保障

領域 に 関 する 要 因 と なる 変 数 、 第 4 章 で 取り 上 げ た 分 析 モ デ ル に よ るパ

ス解 析 を 取り 上 げ る 。最 後 に 生前 保 障 領 域の 生 命 保険 需 要 に 関わ る 仮説

検 証 と 考 察を 行 う 。     
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1 .   ア ン ケ ー ト 調 査 の 概 要  

1 -1  ア ン ケ ー ト 調 査 の 概 要    

本章 で 取 り上 げ る 調 査は 、 法 政大 学 大 学 院政 策 創 造研 究 科 ゼ ミ横 断プ

ロジ ェ ク ト「 生 活 と 仕事 に 関 する ア ン ケ ート 」 の 一部 と し て （株 ） マク

ロミ ル へ 委託 さ れ イ ンタ ー ネ ット 上 で 行 われ た も ので あ る 。  

本調 査 の 対象 者は 20 歳以 上 の 雇用 者 515 名 であ る 。 この うち 年 収 及

び金 融 資 産に 関 す る 質問 に 「 わか ら な い ・答 え た くな い 」 を 選択 し た者

を削 除 し 分析 対 象 と した 。 こ の結 果 、 分 析対 象 は 335 名 と な った 。 対象

者の 雇 用 形態 を 図 表 5-1 に 示す 。  

 

図 表 5-1 年 齢 別 性別 雇 用 形 態  

 

 

正 規 雇 用 -非 正 規 雇 用 （ 以 降 、「 正 規 」、「 非 正 規 」） の 比 率 は 全 体 と し

て正 規 66.9％ -非 正 規 33.1％ 、男 性 84.8％ -15.2％ 、女性 45％ -55％で あ

る。 労 働 力調 査 （ 2013 年 平均 ） で は全 体 63.4％ -36.6％ 、 男 性 78.9％

-21.1％ 、女 性 44.2％ -55.8％ と な って いる 。雇 用 形態 で 男 性 の 正 規 が社

会的 な 指 標と 比 べ 5％程 度 高 いが 、全 体 とし て 概 ね社 会 的 な 状況 と 近 い。

総合 的 に 見て 、 研 究 を進 め る 上で 支 障 は ない と 判 断出 来 る 。  

 

1 -2  ア ン ケ ー ト 調 査 設 計  

仮 説 検 証 のた め に、リス ク 認 知、経 済準 備意 向 、死亡 保 障・老 後 保 障 ・

介護 保 障・医 療 保 障（以 降「 4 保障 」）目 的預 貯 金 追加 準 備 意 向（ 以 下「預

非正規 正規 合計 非正規 正規 非正規 正規 合計 非正規 正規 非正規 正規 合計 非正規 正規
20～24歳 2 5 7 28.6% 71.4% 1 2 3 33.3% 66.7% 1 3 4 25.0% 75.0%
25～29歳 9 15 24 37.5% 62.5% 1 7 8 12.5% 87.5% 8 8 16 50.0% 50.0%
30～34歳 20 28 48 41.7% 58.3% 3 16 19 15.8% 84.2% 17 12 29 58.6% 41.4%
35～39歳 21 27 48 43.8% 56.3% 2 18 20 10.0% 90.0% 19 9 28 67.9% 32.1%
40～44歳 14 45 59 23.7% 76.3% 3 33 36 8.3% 91.7% 11 12 23 47.8% 52.2%
45～49歳 23 40 63 36.5% 63.5% 6 29 35 17.1% 82.9% 17 11 28 60.7% 39.3%
50～54歳 5 37 42 11.9% 88.1% 1 32 33 3.0% 97.0% 4 5 9 44.4% 55.6%
55～59歳 6 18 24 25.0% 75.0% 1 12 13 7.7% 92.3% 5 6 11 45.5% 54.5%
60歳以上 11 9 20 55.0% 45.0% 10 7 17 58.8% 41.2% 1 2 3 33.3% 66.7%

111 224 335 33.1% 66.9% 28 156 184 15.2% 84.8% 83 68 151 55.0% 45.0%

女性
現在職業（N) 現在職業（%)現在職業（N) 現在職業（%)

男性

合計

年齢
グループ

現在職業（%)現在職業（N)
全体
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貯金 需 要」）、4 保 障 目的 生 命 保険 の 追 加 加入 意 向（以 下「生 命 保険 需 要」）

を問 う ア ンケ ー ト 調 査を 行 っ た。 回 答 は リッ カ ー ト尺 度 の ７ 件法 に よる

5 9。 具 体 的 に は 「 1.ま っ た く 当 て は ま ら な い 」 ～ 「 7.と て も よ く 当 て は

まる 」 と する も の で ある 。 年 収に つ い て 本人 ・ 世 帯を 質 問 し た。  

 

1 -3   リ ス ク 認 知 の 分 類 と 変 数 設 定  

まず リ ス ク認 知 に 関 する 質 問 群を 分 類 す る。 分 類 は探 索 的 因 子分 析に

よる 共 通 因子 を 抽 出 する 方 法 によ る 。 因 子分 析 に よる 理 由 は 、リ ス ク認

知が ア ン ケー ト 質 問 に対 す る 回答 の 背 後 にあ る 潜 在的 な 志 向 性と し て想

定さ れ る こと に よ る 。抽 出 され た 共 通因 子を 因 子 得点 に よ る 変数 と す る。

回答 者 の 認識 か ら リ スク 認 知 の構 成 概 念 を特 定 す るこ と が こ れに よ り可

能と な る 。さ ら に 先 行研 究 の 知見 の 上 で 本研 究 が 独自 に 想 定 した リ スク

認 知 概 念 との 整 合 性 を把 握 し 本研 究 の 前 提を 確 認 する 。  

 

1 -4   末 子 独 立 前 ダ ミ ー 変 数 の 設 定  

 末 子 が 教育 期 以 前 にあ る こ とは 、 主 に 死亡 保 障 に関 わ る リ スク 認 知に

対し て 影 響を 与 え る こと が 先 行研 究 か ら 理解 で き る。 こ の た め、 末 子が

未就 学 児 童、 小 学 、 中学 ・ 高 校・ 短 大 ・ 大学 ・ 大 学院 ま で の 者を 独 立前

とし 、 卒 業し て 未 婚 ある い は 既婚 に 該 当 を独 立 後 と分 類 し た 。こ れ によ

り末 子 独 立前 ダ ミ ー 変数 を 設 定す る 。  

 

1 -5   前 提 条 件 と し て の リ ス ク 認 知 分 類  

 本 章で 取 り上 げ る 「生 活 と 仕事 に 関す るア ン ケ ート 」 にお ける リ ス ク

認知 に 関 わる 質 問 文 は、生 命保 険 文 化セ ンタ ー「生 活 保 障に 関す る 調 査」

をベ ー ス に必 要 な 修 正、 追 加 、削 除 に よ り作 成 し た。 こ の う ち 死 亡 にか

かわ る リ スク 認 知 に つい て は 、第 2 章 で 整理 し た 通り 、 先 行 研究 の よう

                                                   
5 9「 生 活 と 仕 事 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 は 、 原 則 こ の 方 法 に よ る 回 答 尺 度 設 計 で あ

る 。 以 降 、 回 答 尺 度 に つ い て は 断 り の な い 限 り こ の 方 式 で あ る 。  
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な一 括 し た概 念 で は なく 、 ラ イフ サ イ ク ル型 リ ス ク認 知 と 遺 産動 機 型リ

スク 認 知 の区 分 の 明 確化 が 必 要で あ る 。 また 個 別 課題 と し て リス ク 認知

する た め の 質 問 文 の 明確 化 を 行う 必 要 が ある 。 本 章で 取 り 上 げる 「 生活

と仕 事 に 関す る ア ン ケー ト 」 と 生 命 保 険 文化 セ ン ター 「 生 活 保障 に 関す

る調 査 」 と対 比 し た 。対 比 表 を図 表 5-2 に示 す 。  

 

図 表 5-2 死 亡 に 係る リ ス ク 認 知 質 問 対 比 表  

 

 

「生 活 保 障に 関 す る 調査 」 に 対し て 「 生 活と 仕 事 に関 す る ア ンケ ー ト」

にお け る 死亡 保 障 に 関わ る リ スク 認 知 質 問は 、 個 別課 題 型 リ スク 認 知の

明確 化 の ため 1 質 問 から 2 質 問へ の 分 離 、相 続 に おけ る 事 業 者を 想 定し

た質 問 の 削除 、 ラ イ フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 と 遺 産動 機 型 リ スク 認 知の

区分 の 明 確化 の た め の削 除 と 追加 に よ り 10 項目 の 質 問と した 。  

 本 章 の テー マ は 生 命保 険 需 要要 因 研 究 であ る 。 生命 保 険 が カバ ー する

範囲 は 死 亡保 障 だ け では な い 。ま た 、 リ スク 認 知 につ い て は 死亡 保 障と

生存 保 障 に単 純 に 区 分で き な い部 分 が 存 在す る 。 遺産 動 機 型 リス ク 認知

では 、 家 屋資 産 の 形 成や 金 融 資産 形 成 に 関わ る も のが 含 ま れ る。 本 研究

は、 探 索 的因 子 分 析 によ り 実 際 の 消 費 者 の認 識 か ら構 成 概 念 を特 定 する

前提 の た めリ ス ク 認 知の 分 析 は生 存 保 障 を含 め た 全体 を 対 象 とす る 必要

があ る 。 生存 保 障 に 関わ る リ スク 認 知 質 問は 、 老 後、 医 療 、 介護 の 3 領

域で あ る。「 生 活 と 仕事 に 関 する ア ン ケ ート 」に お け る当 該 3 領 域の リス

ク認 知 質 問は 「 生 活 保障 に 関 する 調 査 」 で行 わ れ た質 問 を ベ ース と した

1 ＝ 1 Q9S1
2 ＝ 2 Q9S５
3 ＝ 3 Q9S9
4 ＝ 4 Q9S15
5 ＝ 5 Q9S19
6 削除

相続(個人）家屋資産以外の意向（追加） 6 Q9S22
7 （分離）＝ 7 Q9S20

（分離）＝ 8 Q9S25
相続家屋資産の意向（追加） 9 Q9S3

ライフサイクル型との相違(追加） 10 Q9S26
8 削除

9 削除

自分が万一死亡してしまったら、遺族には自宅の土地や建物を残してやりたい

生活と仕事に関するアンケート

自分が万一死亡してしまったら、遺族の生活資金を超えて財産を残してやりたい

自分が万一死亡してしまったら子供の教育資金が不足する
自分が万一死亡してしまったら住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足する

自分が万一死亡してしまったら、遺族には自宅以外の財産を残してやりたい
自分が万一死亡してしまったら相続税の支払い資金が不足する

自分が万一死亡してしまったら遺族年金などの公的な保障だけでは不十分だ
自分が万一死亡してしまったら遺族の日常生活資金が不足する
自分が万一死亡してしまったら配偶者の老後生活資金が不足する

自分が万一死亡してしまったら遺産相続がうまくいかない

個別具体的課題
個別具体的課題

個別具体的課題
相続（事業者）

相続

解釈
ライフサイクル仮説
ライフサイクル仮説
ライフサイクル仮説
個別具体的課題

生活保障に関する調査
質問文

関連
質問文

葬儀費用がたくさんかかること

遺族年金などの公的な保障だけでは不十分なこと
遺族の日常生活資金が不足すること
配偶者の老後の生活資金が不足すること
子供の教育資金が不足すること
住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足すること
事業の承継がうまくいかないこと

相続税の支払いや遺産相続がうまくいかないこと

債務の返済が残り、家族の負担が増えること
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が、 概 ね 質問 の 視 点 を経 済 的 将来 的 不 安 に限 定 す る形 で 質 問 数量 の 制約

に対 応 し 減少 さ せ た 。こ れ に より 死 亡 保 障領 域 を 含め リ ス ク 認知 質 問は

27 質 問 と した 。 リ スク 認 知 27 質 問 項 目及 び そ の回 答 に 関 する 概 要 を図

表 5-3 に 示す 。  

 

図 表 5-3 全 リ ス ク認 知 質 問 の 概 要  

 

 

この リ ス ク認 知 質 問 27 項 目に つ い て 因子 分 析 （最 尤 法 、 プロ マ ック

ス回 転 ） を行 っ た 。 27 質 問 項目 で 因 子 負荷 量 .40 を 下回 る もの 、 二 つの

因子 に ま たが っ て .40 以 上 の 値を 示 し た もの が あ った た め こ れを 削 除 し 、

24 質 問 で再 度 因 子 分析 を 行 った 。回 転 後の 結 果 を図 表 5-4 に示 す 。分析

の 結 果 、 固 有 値 の 変 化 （ 第 1 か ら 第 4 因 子 ま で 10.74, 4.64, 1.56, 

1.20, .87）と 解釈 可 能性 か ら 4 因 子 を 採 用し た 。第 1 因 子は 、生 存 保障

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
自分が万一死亡してしまったら遺族年金など公的な保障だけでは不十分だ 335 1 7 4.49 1.64

老後を考えると退職金や企業年金だけでは不十分だ 335 1 7 5.36 1.36

自分が万一死亡してしまったら遺族には自宅の土地や建物を残してやりたい 335 1 7 4.43 1.63

自分が介護される状態になったら自宅に介護する場所がないので心配だ 335 1 7 4.57 1.48

自分が万一死亡してしまったら遺族の日常生活資金が不足する 335 1 7 4.21 1.65

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、公的保険外の先進医療等や差額ベッド代などの費用がかかりそうで心配だ 335 1 7 4.83 1.39

配偶者に先立たれたら老後経済的に苦しくなる 335 1 7 4.13 1.74

自分がケガや病気で入院することになった場合、長期の治療や入院で医療費がかさむと心配だ 335 1 7 5.10 1.35

自分が万一死亡してしまったら配偶者の老後生活資金が不足する 335 1 7 3.97 1.68

自分が将来もし介護される状態になった場合を考えると、家族の経済的負担が心配だ 335 1 7 4.96 1.39

老後、利息や配当金収入が期待通りにならないか心配だ 335 1 7 4.61 1.41

三大疾病であるガンや心疾患、脳血管疾患にかかることが心配だ 335 1 7 4.90 1.37

自分が将来、介護される状態になった場合、適切な介護サービス受けられるかわからない 335 1 7 5.00 1.32

老後、仕事が確保できるか心配だ 335 1 7 4.96 1.43

自分が万一死亡してしまったら、子供の教育資金が不足する 335 1 7 3.70 1.80

自分が病気やケガにより治療や入院することになった場合、長期化すると収入が途絶えることが心配だ 335 1 7 4.99 1.42

自分がもし介護される状態になった場合、介護費用を考えると公的介護保険だけでは不十分だ 335 1 7 5.06 1.28

老後を考えると住居が確保できるか心配だ 335 1 7 4.31 1.62

自分が万一死亡してしまったら住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足する 335 1 7 3.57 1.77

自分が万一死亡してしまったら相続税の支払資金が不足する 335 1 7 3.40 1.61

自分が将来介護される状態になった場合、介護がいつまで続くかわからないから心配だ 335 1 7 5.09 1.30

自分が万一死亡してしまったら、遺族には自宅以外の財産を残してやりたい 335 1 7 4.39 1.55

老後を考えると、公的年金だけでは不十分だ 335 1 7 5.36 1.34

介護状態になると、いつまで続くかわからず将来の見通しが立たなくて心配だ 335 1 7 5.22 1.30

自分が万一死亡してしまったら遺産相続がうまくいかない 335 1 7 3.51 1.54

自分が万一死亡してしまったら遺族の生活資金を超えて財産を残しておいてやりたい 335 1 7 4.30 1.57

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、医療費を考えると公的医療保険だけでは不十分だ 335 1 7 4.93 1.39

記述統計量
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領域 に 関 わる 医 療 ・ 老後 ・ 介 護に 関 わ る 内容 を 示 して お り 、 生存 保 障リ

スク 認 知 と特 徴 づ け でき る 。第 2 因 子 は 、個 別 具 体的 な リ ス ク認 知 の形

態で あ り 、個 別 課 題 型リ ス ク 認知 と 特 徴 づけ で き る。 第 3 因 子は 、 遺産

に関 す る 内容 で あ り 、遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 と 特 徴づ け で き る。 第 4 因

子は 、 遺 族の 生 活 資 金に 関 わ る内 容 で あ り、 ラ イ フサ イ ク ル 型リ ス ク認

知と 特 徴 づけ で き る 。  

 

図 表 5-4 リ ス ク 認知 質 問 因 子 分 析 結 果  

 

 

共 通 因 子 の 信 頼 性 の 確 認 の た め 、 ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 を 算 出 し た 。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

自分が将来介護される状態になった場合、介護がいつまで続くかわからないから心配だ .962 .109 -.100 -.176

介護状態になると、いつまで続くかわからず将来の見通しが立たなくて心配だ .926 -.103 .089 -.176

自分が将来、介護される状態になった場合、適切な介護サービス受けられるかわからない .903 .034 .014 -.100

老後を考えると、公的年金だけでは不十分だ .880 -.135 .082 -.143

自分がもし介護される状態になった場合、介護費用を考えると公的介護保険だけでは不十分だ .835 .026 -.034 .051

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、医療費を考えると公的医療保険だけでは不十分だ .777 .023 .047 .052

老後、仕事が確保できるか心配だ .739 .158 -.143 .063

自分がケガや病気で入院することになった場合、長期の治療や入院で医療費がかさむと心配だ .735 -.113 .036 .167

自分が病気やケガにより治療や入院することになった場合、長期化すると収入が途絶えることが心配だ .709 .058 -.012 .142

三大疾病であるガンや心疾患、脳血管疾患にかかることが心配だ .667 .043 .168 -.028

老後を考えると退職金や企業年金だけでは不十分だ .616 -.245 -.137 .271

自分が将来もし介護される状態になった場合を考えると、家族の経済的負担が心配だ .597 -.109 .153 .246

自分が介護される状態になったら自宅に介護する場所がないので心配だ .517 .207 -.079 .086

老後、利息や配当金収入が期待通りにならないか心配だ .416 .182 .216 -.111

自分が万一死亡してしまったら住宅ローンや家賃の支払いなど住宅関連資金が不足する .172 .848 -.304 .119

自分が万一死亡してしまったら相続税の支払資金が不足する -.041 .837 .086 -.043

自分が万一死亡してしまったら遺産相続がうまくいかない -.085 .704 .186 -.092

自分が万一死亡してしまったら、子供の教育資金が不足する -.024 .491 .163 .243

自分が万一死亡してしまったら遺族の生活資金を超えて財産を残しておいてやりたい .016 .102 .880 -.032

自分が万一死亡してしまったら、遺族には自宅以外の財産を残してやりたい .086 .043 .842 -.010

自分が万一死亡してしまったら遺族には自宅の土地や建物を残してやりたい -.026 -.139 .671 .244

自分が万一死亡してしまったら遺族の日常生活資金が不足する -.017 .133 .114 .700

自分が万一死亡してしまったら遺族年金など公的な保障けでは不十分だ .078 .025 .003 .679

自分が万一死亡してしまったら配偶者の老後生活資金が不足する -.051 .310 .205 .417

寄与率 40.81 18.70 5.01 4.59
累積寄与率 40.81 59.51 64.58 69.17
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ ― .02 .40 .38
Ⅱ ― .55 .43
Ⅲ ― .54
Ⅳ ―
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第 1 因 子 .95、第 2 因子 .84、第 3 因子 .88、第 4 因 子 .80 で あり 、そ れ ぞ

れ .80 以 上 の値 を 示 し、 内 的 一貫 性 が 見 られ た 。  

因子 間 の 関連 性 は 図 表 5-4 の 通り 生 存 保 障リ ス ク 認知 と そ の 他の 3 つの

因子 と の 相関 は .02～ .40、ま た 個 別課 題型 リ ス ク認 知 、 遺 産動 機 型 リス

ク認 知 、ラ イ フサ イ クル 型 リ スク 認 知 の 3 因 子 間も .43～ .55 の 相 関係 数

を示 し 、 高い 相 関 を 示す も の はな か っ た 。４ 因 子 の弁 別 性 が 確認 さ れた

とい え る 。  

以上 の 因 子分 析 結 果 から 、 生 命保 険 需 要 要因 と な る 生 存 保 障 リス ク認

知 、 個 別 課題 型 リ ス ク認 知 、 遺産 動 機 型 リス ク 認 知、 ラ イ フ サイ ク ル型

リス ク 認 知の 4 分 類 の構 成 概 念を 特 定 し 、因 子 得 点に よ る 変 数を 設 定し

た 。 先 行 研究 の 上 で 本研 究 が 独自 に 想 定 した 概 念 であ る 個 別 課題 型 リス

ク認 知 、 遺産 動 機 型 リス ク 認 知、 ラ イ フ サイ ク ル 型リ ス ク 認 知 と い う本

研究 の 前 提が 調 査 分 析に お い て成 立 し て いる こ と を確 認 し た 。 生 存 保障

に関 わ る リス ク 認 知 は、 先 行 研究 で は 老 後保 障 ・ 介護 保 障 ・ 医療 保 障 の

3 区 分 と して い た が 、因 子 分 析の 結 果 で は、 そ れ らは 一 括 し た生 存 保障

リス ク 認 知と し て 概 念化 さ れ た。  

 

1 -6 説 明 要 因 と な る そ の 他 の 変 数 （ 末 子 独 立 前 ダ ミ ー ）  

 末 子 に つい て 就 学 状況 等 の 現状 を 図 表 5-5 の 区 分で 確 認 した 。 そ の区

分に つ い て教 育 期 以 前と そ れ 以外 に 分 類 しダ ミ ー 変数 を 設 定 した 6 0。  

 

図 表 5-5 末 子 状 況回 答 と ダ ミ ー 変 数 区 分  

 

 

                                                   
6 0 末 子 教 育 期 以 前 を １ 、 そ れ 以 外 及 び 子 供 な し を 0 と す る 変 数 で あ る 。  

未就学児童 小学生 中・高生 短・大・院・専門卒業・未婚 卒業・既婚
該当数 49 32 40 17 29 11

子供なし 157子供なし0

全体計

335
子供あり

独立前1 独立後0
178

独立前ダミー区分

末子状況
計
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1 -7   説 明 要 因 と な る そ の 他 の 変 数 （ 年 収 ） 6 1 

本人 及 び 世帯 年 収 に つい て 回 答を 求 め た 。図 表 5-6 に そ の結 果を 示 す。 

本人 年 収 、世 帯 年 収 とも 正 規 が非 正 規 よ り高 い 水 準に あ る 6 2。  

 

図 表 5-6 年 収 区 分別 回 答 状 況  

 

 

1 -8 変 数 間 の 関 係 の 概 要  

 こ こ で 、各 変 数 概 要と 変 数 間の 相 関 を 図表 5 -7 に 示 す 6 3。  

 

図 表 5 -7 変 数 間 の 相 関  

 

                                                   
6 1  年 収 に つ い て は 死 亡 保 障 領 域 の 説 明 要 因 と し て 使 用 す る 。  
6 2 付 表 5-6 に 正 規 非 正 規 別 本 人 年 収・世 帯 年 収 の 平 均 値 の 差 の 検 定 結 果 を 記 載 し

た 。年 収 区 分 が 1200 万 未 満 ま で 200 万 、そ れ 以 降 は 300 万 、 500 万 と 相 違 し 平 均

値 の 差 の 検 定 の 本 来 性 に 脆 弱 さ が あ る が 、 水 準 的 相 違 を 確 認 す る 意 味 で 問 題 な い

と 判 断 、 記 載 し た 。  
6 3 因 子 分 析 結 果 に よ る 因 子 に つ い て も 観 測 変 数 の 平 均 値 を 平 均 と し て 算 出 し 示

し た 。 し た が っ て そ の 数 値 に 基 づ く 相 関 を 示 し て い る た め 因 子 分 析 に お け る 因 子

間 相 関 と 相 違 し て い る 。  

全体 86 122 64 36 15 6 3 2 1 335 2.46 -
非正規 78 28 3 2 0 0 0 0 0 111 1.36
正規 8 94 61 34 15 6 3 2 1 224 3.00
全体 19 89 92 73 32 13 11 3 3 335 3.38 -
非正規 15 35 30 20 8 2 1 0 0 111 2.83
正規 4 54 62 53 24 11 10 3 3 224 3.65

***

平均値
平均値の
差の検定

***

合計

本人年収

200万未満
200～400万

未満
400～600万

未満
600～800万

未満
800～1000万

未満

世帯年収

1000～1200万
未満

1200～1500万
未満

1500～2000万
未満

2000万以上

度数 平均値 標準偏差
信頼性係
数（α） 本人年収 世帯年収

個別課題型
リスク認知

遺産動機型
リスク認知

ライフサイクル型
リスク認知

生存保障
リスク認知

本人年収 335 2.46 1.40 - 1.00 .70** -0.01 0.05 0.02 -.19**

世帯年収 335 3.38 1.54 - .70
** 1.00 -0.02 0.04 -0.01 -.19

**

個別課題型リスク認知 335 3.54 1.38 .84 -0.01 -0.02 1.00 .53** .58** .11*

遺産動機型リスク認知 335 4.37 1.42 .88 0.05 0.04 .53** 1.00 .62** .44**

ライフサイクル型リスク認知 335 4.22 1.40 .80 0.02 -0.01 .58** .62** 1.00 .36**

生存保障リスク認知 335 5.01 1.05 .95 -.19** -.19** .11* .44** .36** 1.00

相関

*. は 5% 水準、**．は 1% 水準で有意 (両側)
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生存 保 障 リス ク 認 知 と本 人 年 収、 世 帯 年 収は 弱 い 負の 相 関 を 示し た 。  

 

2 . 死 亡 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 決 定 要 因 分 析  

死亡 保 障 領域 の 生 命 保険 需 要 要因 に つ い て、 共 通 領域 で 取 り 上げ てい

ない 変 数 をま ず 取 り 上げ る 。 その 上 で そ れら を 含 めて こ こ ま で取 り 上げ

た変 数 等 をそ の 決 定 要因 と し てパ ス 解 析 によ り 分 析を 行 う。パス 解 析 は、

サン プ ル 全体 に 対 し て行 う 。 更に 雇 用 形 態別 多 母 集団 パ ス 解 析に よ り、

区分 別 の 需要 要 因 の 相違 を 確 認す る 。 こ れは サ ン プル 全 体 に 対す る 分析

の補 足 分 析の 位 置 づ けと な る 。 こ れ ら に より 仮 説 を検 証 す る 。  

 

2 -1   説 明 要 因 と な る そ の 他 の 変 数 （ 経 済 準 備 意 向 ）  

 死 亡 保 障に 関 わ る 経済 的 準 備が 必 要 で ある と い う認 識 を 経 済準 備 意向

と位 置 づ け、 質 問 の 上回 答 を 求め た 。 図 表 5-8 に その 概 要 を 示す 。  

 

図 表 5-8 経 済 準 備意 向  

 

 

2 -2   預 貯 金 需 要 及 び 生 命 保 険 需 要 の 変 数  

 万 一 の 死亡 に 備 え て、 今 後 追加 的 な 預 貯金 需 要 及び 生 命 保 険需 要 につ

いて 回 答 を求 め た 。 その 概 要 を図 表 5-9 6 4に示 す 。   

 

                                                   
6 4  質 問 文 に あ る 「 今 後 新 た に 」 と い う 表 現 に 注 記 を 加 え た 。 注 記 は 『「 今 後 新 た

に 」 と は 、 今 後 追 加 し て 、 そ の 商 品 に 加 入 や 投 資 を 行 う こ と を 指 し ま す 。 ま っ た

く 新 し く 加 入 や 投 資 を 考 え る 場 合 だ け で な く 、既 に 加 入 や 投 資 し て い る 商 品 で も 、

さ ら に 追 加 し て 加 入 や 投 資 な ど を 想 定 し て い る 場 合 に 該 当 し ま す 』 と い う も の で

あ る 。 こ の 注 記 に あ る 「 投 資 」 と い う 表 現 は 、 他 の 質 問 に リ ス ク 性 金 融 商 品 に 関

す る も の が あ る こ と に よ る 。  

度数 最小値 最大値 平均値
標準偏
差

自分がケガや病気で万一死ぬような場合に備えて、遺族の生活等のための経済準備をしておく必要がある 335 1 7 4.54 1.51

記述統計量
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図 表 5-9 預 貯 金 需要 ・ 生 命 保 険 需 要 に 関 す る 回 答 状 況  

 

 

2 -3   全 体 を 対 象 と し た パ ス 解 析 結 果 及 び 考 察  

 第 4 章 で示 し た 分 析モ デ ル によ る パ ス 解析 を 行 った 。   

分 析 モ デ ルの 適 合 度 指標 を 図表 5-10 に 示す 。  

 

図 表 5-10 適 合 度指 標  

 

 

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

次に パ ス 解析 結 果 を 図表 5-11 に 示 す。  

 

図 表 5-11 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル に 基 づ く パ ス 係 数 6 5 

 

 

ライ フ サ イク ル 型 リ スク 認 知 と遺 産 動 機 型リ ス ク 認知 は 、 そ れぞ れ経

                                                   
6 5  係 数 は 標 準 化 係 数 を 示 し た 。  

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

335 1 7 4.67 1.46

335 1 7 4.33 1.41

自分が万一死亡するような場合に備えて今後新たに※預貯金しておきたい

自分が万一死亡するような場合に備えて今後新たに※生命保険に加入しておきたい

記述統計量

χ2 df ｐ
22.65 22 .42 .99 .97 1.00 .01 

 AGFI CFI RMSEA
検定

GFI
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済準 備 意 向に 対 し て 0.1%未満 有 意 で 正の 値 を 示し た 。 こ れに よ り 仮説 1

が支 持 さ れた 。 個 別 課題 型 リ スク 認 知 は 、生 命 保 険需 要 へ 0.1％ 未 満 有

意で 、 直 接正 の 影 響 を与 え る 。 こ れ に よ り仮 説 2 が支 持 さ れ た。 経 済準

備意 向 は 、預 貯金 需 要へ 0.1％ 未満 有 意 、生 命保 険 需 要へ 5％未 満 有 意で

それ ぞ れ 正の 値 を 示 した 。 こ れに よ り 仮 説 3 が 支 持さ れ た 。 預貯 金 需要

は生 命 保 険需 要 へ 0.1％ 未 満 有意 性 の 値 を示 し た 。こ れ に よ り仮 説 4 が

支持 さ れ た。  

ライ フ サ イク ル 型 リ スク 認 知 と遺 産 動 機 型リ ス ク 認知 は 経 済 準備 意

向へ 正 の 影響 を 与 え 、経 済 準 備意 向 へ 集 約さ れ て 預貯 金 需 要 や生 命 保険

需要 へ 正 の影 響 を 与 える と 整 理で き る 6 6。 この 結 果 、 先 行 研 究 では 貯 蓄

動機 と し て の 遺 産 動 機は 日 本 では 影 響 が 低い と さ れる が 、 生 命保 険 需要

に対 し て 遺産 動 機 型 リス ク 認 知が 一 定 の 影響 を 与 える こ と が わか る 。  

個別 課 題 型リ ス ク 認 知 の 生 命 保険 需 要 へ の直 接 の 影響 は 、 先 行研 究に

おけ る 死 亡原 因 の 明 確性 ・ 具 体性 同 様 、 個別 性 ・ 具体 性 を 伴 う 経 済 的不

安感 や 不 足感 （ ＝ 個 別課 題 型 リス ク 認 知 ） が 保 険 選択 の 可 能 性を 高 める

要因 と な る こ と を 示 して い る 。こ の 結 果 、個 別 課 題型 リ ス ク 認知 は 他の

リス ク 認 知と 整 合 せ ずに 生 命 保険 需 要 要 因と な る 可能 性 を 持 つと 想 定で

き る 6 7。 因 子間 相 関 は 、 図 表 5-4 の 通 り 相 関係 数 が 個別 課 題 リ スク 認 知

とラ イ フ サイ ク ル 型 リ ス ク 認 知 .43、 遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 .55 で あ る 。

高い 相 関 を示 さ な い こと か ら も他 の リ ス ク認 知 と 整合 せ ず に 需要 要 因と

なる 可 能 性を 確 認 で きる 。  

世帯 年 収 は、 ラ イ フ サイ ク ル 型リ ス ク 認 知 に 1％ 未満 有 意 で 負の 値を

示し た 。 これ に よ り 補足 仮 説 1 が支 持 さ れた 。 世 帯年 収 の 増 加が リ スク

認知 を 弱 める 働 き を 持っ て い るこ と が わ かる 。 こ の結 果 は 、 世帯 年 収に

おけ る 配 偶者 等 本 人 以外 の 年 収の ウ ェ イ トが 高 い 場合 に は 合 理的 と いえ

るが 、 逆 の場 合 に は 経済 準 備 意向 の 認 識 を主 観 的 に弱 め る 要 因と な る可

                                                   
6 6  こ の 結 果 、遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 と ラ イ フ サ イ ク ル 型 リ ス ク 認 知 は 生 命 保 険 需

要 へ そ れ ぞ れ 0 . 2 9、 0 . 11 の 影 響 を 間 接 効 果 に よ り 与 え る 。  
6 7  不 整 合 に よ り 生 ず る 可 能 性 は 過 剰 保 険 ・ 過 少 保 険 と も に 考 え ら れ る 。  
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能性 が あ る。 こ の 観 点で の 検 証 は 次 項 の 多母 集 団 解析 で 確 認 する 。  

末子 独 立 前ダ ミ ー は 、ラ イ フ サイ ク ル 型 リス ク 認 知、 遺 産 動 機型 リス

ク認 知 、 個別 課 題 型 リス ク 認 知そ れ ぞ れ に 0.1％ 未 満有 意 で 正の 影 響 を

与え る 。 これ に よ り 補足 仮 説 2 が 支 持 さ れた 。 末 子が 教 育 期 以前 に ある

こと は 、 ライ フ サ イ クル 型 リ スク 認 知 や 個別 課 題 型リ ス ク 認 知に 正 の影

響を 与 え る要 因 と な るこ と は 自然 と い え る。 こ れ に対 し て 遺 産動 機 型リ

スク 認 知 に対 す る 正 の影 響 は 性格 を 異 に する 。 遺 産動 機 の 現 実性 は 子供

が教 育 期 を終 了 し た 後に 増 す が、 認 知 レ ベル で は 末子 が 教 育 期以 前 であ

る こ と が 正の 影 響 を 与え る 。  

 預 貯 金 需要 は 生 命 保険 需 要へ 0.1％ 未 満有 意 で 正の 影 響 を 与え る 。 生

命保 険 需 要が 経 済 準 備意 向 か ら預 貯 金 需 要の 段 階 を経 て 決 定 され る パス

の存 在 が 確認 さ れ た 。 こ の 結 果、 経 済 準 備意 向 の 生命 保 険 需 要へ の 影響

は直 接 効 果 .12、間 接効 果 .39 とな り 、 総合 効 果 とし て .51 とな っ た 。預

貯金 需 要 を経 た 間 接 効果 が 直 接効 果 よ り 大き い 。 預貯 金 が 限 定的 問 題解

決段 階 で 需要 さ れ 、 その 一 部 に拡 張 的 問 題解 決 段 階で 生 ず る 合目 的 的な

生命 保 険 需要 の 要 素 が不 明 瞭 に含 ま れ る 先行 関 係 を確 認 で き る 6 8。預 貯

金は 安 全 性、 流 動 性 が高 く 、 そこ へ の 投 入（ 及 び 予定 ） 資 金 の一 部 を保

険へ 利 用 する こ と が 容易 で あ る。 こ の 特 性が こ の パス の 成 立 条件 と 考え

られ る 6 9。  

預貯 金 と 生命 保 険 は 収入 や 資 産が 大 き け れば 、 双 方と も 大 き く追 加意

向を も つ 可能 性 が あ る。 そ の ため こ こ で の結 果 は 、そ の 背 後 に収 入 や資

産の 大 き さの 影 響 に より も た らさ れ た 可 能が あ る 。収 入 や 資 産の 大 小と

関係 な く 「預 貯 金 需 要→ 生 命 保険 需 要 」 が成 り た つか 次 項 の 多母 集 団解

                                                   
6 8  3 0 代 男 性 が 一 人 目 の 子 供 が 生 ま れ て 1 年 近 く た っ て 自 ら シ ョ ッ プ 型 保 険 代 理

店 へ 出 向 き 、 死 亡 保 険 の 相 談 を 行 っ た 事 例 が イ ン タ ビ ュ ー で 確 認 さ れ て い る 。 こ

の 男 性 は 、 子 供 の 教 育 資 金 や 万 一 の こ と が 多 少 気 に な っ て い て 、 そ の 間 、 取 り あ

え ず 預 金 し て い た と 話 し て い る 。 預 貯 金 が 先 行 し て 利 用 さ れ て お り 、 そ の 段 階 で

は 満 た さ れ て い な い ニ ー ズ が 不 明 瞭 に 含 ま れ た ま ま で あ る と 理 解 で き る 。  
6 9  耐 久 消 費 財 を 限 定 的 問 題 解 決 段 階 で 不 完 全 に 購 入 し 、そ の 後 拡 張 的 問 題 解 決 で

ニ ー ズ に 最 適 に 購 入 す る と 、 限 定 的 問 題 解 決 で 購 入 し た 費 用 は 損 失 と な る 。 預 貯

金 → 生 命 保 険 で の 預 貯 金 は 預 け た 金 銭 は 損 失 と な ら な い 。  
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析で 確 認 する 。   

 

2-4  正 規 -非 正 規 雇用 形 態 別 分 析 結 果 と 考 察  

正規 と 非 正規 に よ る 相違 を 確 認す る た め 、多 母 集 団パ ス 解 析 によ る分

析を 行 っ た。 分 析 モ デル の 適 合度 指 標 を 図表 5-12 に 示 す。  

 

図 表 5-12 正 規 ‐非 正 規 雇 用 形 態 別 パ ス 解 析 適 合 度 指 標  

 

分析 モ デ ルの 適 合 度 は概 ね 妥 当な 値 を 示 した 7 0。  

 

正 規 -非正 規 別 パス 解析 結 果 を図 表 5-13 に 示す 。  

 

図 表 5-13 雇 用 形態 別 パ ス 係 数 及 び 比 較 検 定 統 計 量 7 1 

 

 

                                                   
7 0  適 合 度 指 標 の う ち A G F I が 一 般 的 に 良 好 と さ れ る . 9 5 を 下 回 っ た が 、 悪 い と さ

れ る . 9 0 を 上 回 っ て い る 。 等 値 制 約 を 置 い た 分 析 で は χ 2 検 定 で 有 意 確 率 . 0 1％ 未

満 、 A G F I . 8 8、 R M S E A . 0 7 と な り 悪 化 し た こ と か ら 、正 規 -非 正 規 の 多 母 集 団 解 析

は 妥 当 と 判 断 し た 。  
7 1  パ ス 係 数 は 非 標 準 化 係 数 を 示 し た 。標 準 化 係 数 は 異 な る 母 集 団 の 説 明 要 因 の 影

響 の 大 き さ を 比 較 で き な い こ と に よ る 。ま た Amos22 に よ り パ ラ メ ー タ ー の 差 に 対

す る 比 較 検 定 統 計 量 を 示 し た 。 こ の 検 定 統 計 量 は 近 似 的 に 正 規 分 布 に 従 う 。 差 の

検 定 欄 に 比 較 検 定 統 計 量 と と も に 差 が 認 め ら れ る 該 当 パ ス に 有 意 確 率 を 表 示 し た 。

豊 田 秀 樹 （ 2007）「 共 分 散 構 造 分 析 ［ Amos 編 ］」 32 頁 「 2.4.1  差 に 対 す る 検 定 統

計 量 」 に よ る 。  

χ2 df ｐ
53.49 44 .16 .97 .93 .99 .03 

CFI RMSEA
検定

GFI  AGFI

推定値 確率 R^ 推定値 確率 R^ 検定統計量 確率

世帯年収 <--- 本人年収 .95 *** .65 .30 .02 -3.36 ***

ライフサイクルリスク認知 <--- 世帯年収 -.05 -.14 ** -1.59

ライフサイクルリスク認知 <--- 末子教育期以前ダミー変数 .53 *** .55 *** .11

遺産動機リスク認知 <--- 末子教育期以前ダミー変数 .63 *** .12 .76 *** .12 .59

経済準備意向 <--- ライフサイクルリスク認知 .24 ** .68 *** 2.39 *

経済準備意向 <--- 遺産動機リスク認知 .97 *** .66 *** -1.90

預貯金需要 <--- 経済準備意向 .60 *** .41 .68 *** .46 .96

個別課題リスク認知 <--- 末子教育期以前ダミー変数 .51 *** .07 .47 * .06 -.14

生命保険需要 <--- 個別課題リスク認知 .26 *** .09 -1.29

生命保険需要 <--- 経済準備意向 .06 .20 * 1.32

生命保険需要 <--- 預貯金需要 .61 *** .55 *** -.58

.57

.59

差の検定

***=0.1%未満有意　**=1%未満有意　*=5%未満有意

正規

.09

.50

.53

非正規

.12
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前項 で 示 した 全 体 を 対象 と し た課 題 検 証 を正 規 -非 正 規 の相 違の 点 で 確

認す る 。 まず 、 ラ イ フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 の 経 済準 備 意 向 への 影 響は

「非 正 規  .68＞ 正 規  .24」 と なり 、 パ ス 係数 の 差 の検 定 に お いて 有 意に

差が 認 め られ る 。 正 規で は 非 正規 に 比 し てラ イ フ サイ ク ル 型 リス ク 認知

の経 済 準 備意 向 へ の 影響 が 小 さい 。 正 規 は、 企 業 によ る 保 障 制度 等 、そ

の他 の 保 障資 源 が 存 在す る 影 響と 推 測 さ れる 。 遺 産動 機 型 リ スク 認 知の

経済 準 備 意向 へ の 正 の影 響 は 正規 -非正 規に よ る 相違 は 認 め られ な い 。  

次 に 個 別 課題 型 リ ス ク認 知 の 生命 保 険 需 要へ 与 え る正 の 影 響 は、 正規

で有 意 だ が、 非 正 規 で有 意 と なっ て い な い。 正 規 雇用 で は 個 別課 題 リス

ク認 知 の 高ま り は そ のま ま 対 策と し て の 生命 保 険 需要 へ 結 び つく が 、非

正規 で は 年収 等 の 制 約か ら 有 意な 影 響 を 示さ な か った と 考 え られ る 。  

末子 独 立 前ダ ミ ー の 3 つ の リス ク 認 知 への 影 響 につ い て 正 規 -非 正規

間の 差 は 認め ら れ な い。  

経済 準 備 意向 の 預 貯 金需 要 と 生命 保 険 需 要へ の 正 の影 響 は 「 経済 準備

意向 → 生 命保 険 需 要 」のパ ス が 正規 で 有 意と な ら なか っ た 。正規 で は「経

済準 備 意 向→ 預 貯 金 需要 → 生 命保 険 需 要 」の 間 接 効果 に よ り 需要 決 定さ

れて い る と解 釈 で き る。  

預 貯 金 需 要 の 生 命 保 険 需 要 へ の 正 の 影 響 に つ い て 、 正 規 -非 正 規 間 で

差は 認 め られ な い 。 全体 検 証 にお け る 課 題で あ る 「背 後 に あ る収 入 や資

産の 大 き さが 預 貯 金・生 命 保険 と も に需 要を 引 き 上げ て い る こと の 影 響」

の点 で み ると 、正 規 -非 正 規の 年 収 面の 相違 は 図表 4-6 の 通 り本 人・世 帯

とも 、 非 正規 が 正 規 に比 し て 0.1％ 未 満 有意 で 低 い。 し か し 非正 規 にお

いて も 「 預貯 金 需 要 →生 命 保 険需 要 」 の パス が 0.1％ 未 満 有 意で あ る。

その パ ス 係数 は 図 表 5-14 の 通 り 正規 と有 意 な 差は な い。また 年 収 が有 意

に高 い 正 規に お い て 「経 済 準 備意 向 → 預 貯金 」 の パス が 有 意 であ り なが

ら「 経 済 準備 意 向 → 生命 保 険 需要 」 の パ スが 有 意 とな っ て い ない 。 以上

から 収 入 の高 低 と 関 わら ず 「 預貯 金 需 要 →生 命 保 険需 要 」 が 成立 し てい
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るこ と が 確認 で き る 7 2。  

世帯 年 収 のラ イ フ サ イク ル 型 リス ク 認 知 への 負 の 影響 は 、 正 規で は有

意な 値 と なら ず 、 非 正規 の み 有意 と な っ てい る 。 この 事 実 は 、そ も そも

世帯 年 収 にお け る 本 人年 収 の 影響 が 非 正 規で 有 意 でな い こ と と合 わ せて

検討 す る 必要 が あ る 。非 正 規 の本 人 年 収 の増 加 は 世帯 年 収 に 与え る 影響

とし て 軽 微と 理 解 で きる 。 し たが っ て 世 帯年 収 に おけ る 配 偶 者等 の 世帯

員の 貢 献 度が 正 規 に 比し て 大 きい 。 こ の ため 、 本 人死 亡 の 際 の残 さ れた

遺族 の 稼 得能 力 が 相 対的 に あ る。 そ の 結 果、 非 正 規の み 世 帯 年収 が ライ

フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 へ 有 意に 負 の 影 響を 与 え ると 解 釈 で きる 。  

 

2 -5   死 亡 保 障 領 域 に お け る 生 命 保 険 需 要 に 関 わ る 仮 説 検 証 と 考 察 7 3
 

「序 論 第 4 章 」 に お いて 設 定 した 仮 説 検 証 の 結 果 と考 察 を 述 べる 。  

既 に こ こ ま で の 分 析 結 果 が 示 す よ う に 死 亡 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要

に関 す る 仮説 １ ～ 4 はす べ て 支持 さ れ た 。  

遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 と ラ イ フ サ イ ク ル 型 リ ス ク 認 知 は 経 済 準 備 意

向 に 正 の 影響 を 与 え る。 ま た 経済 準 備 意 向は 生 命 保険 需 要 へ 正の 影 響を

与え る 。 生命 保 険 需 要の 形 成 プロ セ ス と して は 「 リス ク 認 知 →経 済 準備

意向 → 生 命保 険 需 要 」と い う 工程 で あ る 。こ れ に 対し て 、 個 別課 題 型リ

スク 認 知 は直 接 生 命 保険 需 要 へ正 の 影 響 を与 え る 。 個 別 課 題 型リ ス ク認

知は 、 死 亡原 因 の 場 合と 同 様 、明 確 性 ・ 具体 性 を 伴う リ ス ク 認知 が 生命

保険 需 要 に直 接 影 響 を与 え 、 他の リ ス ク 認知 と 不 整合 に 生 命 保険 需 要要

因と な る 可能 性 を も つ 。  

預貯 金 需 要は 生 命 保 険需 要 へ 正の 影 響 を 与え る 。 預貯 金 は 、 わず かな

情報 検 索 で認 知 的 な 近道 に よ り意 思 決 定 する 限 定 的問 題 解 決 段階 で 需要

され る 。 この た め 、 拡張 的 問 題解 決 段 階 で合 目 的 的に 需 要 さ れる 生 命保

険の 要 素 を不 明 瞭 に 持っ た 状 態で 先 行 し て需 要 さ れて い る こ とを 確 認で

                                                   
7 2  付 表 5 - 6 の 通 り 年 収 を 9 段 階 選 択 で 回 答 を 得 た 。数 値 は 表 内 記 載 の 通 り で あ る 。 
7 3  補 足 的 仮 説 に つ い て は 分 析 の 欄 で 記 載 し た た め こ こ で は 触 れ て い な い 。  
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きる 。 こ の結 果 、 死 亡保 障 領 域に お け る 生命 保 険 は、 合 目 的 的な リ スク

対処 手 段 とし て 想 定 され 需 要 され て い る と整 理 で きる 。  

 

3.  生 存 保 障 領 域 の 生 命 保 険 需 要 決 定 要 因 分 析  

 本 項 は「 序 論  第 4 章 」の根 本 課 題を 構成 す る 生存 保 障 領 域の 生 命 保険

需要 に 関 わる 仮 説 を 検証 す る 。  

 こ の た め、 ま ず 生 存保 障 領 域統 合 生 命 保険 需 要 決定 モ デ ル をパ ス 解析

によ り 分 析す る 。 こ の分 析 モ デル は 、 序 論第 4 章 「 分析 の 方 法」 で すで

に述 べ た 。 生 存 保 障 領域 統 合 生命 保 険 需 要決 定 モ デル は 、 結 果と し て 探

索的 因 子 分析 に 基 づ く も の と いえ る 。 す なわ ち 、 先行 研 究 で は分 離 した

概念 と さ れる 老 後 保 障リ ス ク 認知 ・ 介 護 保障 リ ス ク認 知 ・ 医 療保 障 リス

ク認 知 は 、 全 体 に 関 わる 探 索 的因 子 分 析 では 生 存 保障 と し て 1 因 子 とな

って い る 。 し た が っ て 第 1 段 階 とし て 生 存保 障 を 統合 的 に 見 た分 析 は、

消費 者 の 実際 の 認 識 上の 構 成 概念 を 前 提 とし た 位 置づ け で あ る 。  

次 に 第 2 段階 と し て 老後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 限定 の 生 命 保険 需 要決

定モ デ ル と医 療 保 障 領域 限 定 生命 保 険 需 要決 定 モ デル に よ り パス 解 析を

行う 。 こ の分 析 モ デ ルは 、 序 論第 4 章 「 分析 の 方 法」 で す で に述 べ た。

こ の 2 段階 3 類 型 の 分析 結 果 を 対 比 す る こと で 、 医療 保 障 リ スク 認 知 ・

老後 保 障 リス ク 認 知 ・介 護 保 障リ ス ク 認 知の 解 決 の志 向 性 の 相違 や 要因

間の 関 係 を 把 握 す る 。 以 上 に より 生 存 保 障領 域 の 生命 保 険 需 要に 関 わる

仮説 を 検 証す る 。   

 

3-1  説 明 要 因 と な る そ の 他 の 変 数 （ 金 融 資 産 ） 7 4 

本人 及 び 世帯 金 融 資 産に つ い て回 答 を 求 めた 。 図 表 5-14 に その 結果

を示 す 。  

                                                   
7 4 正 規 ‐ 非 正 規 間 の 平 均 値 の 差 の 検 定 を 行 い 表 内 に 記 載 し た 。 金 額 の 区 分 は

1 2 0 0 万 ま で 2 0 0 万 単 位 、そ れ 以 降 3 0 0 万 、5 0 0 万 と 区 分 が 相 違 し て い る 。そ の た

め 平 均 値 の 差 の 検 定 の 本 来 性 に 脆 弱 さ あ る が 、 水 準 的 な 相 違 を 確 認 す る 意 味 で 問

題 な い と 判 断 し 記 載 し た 。  
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図 表 5-14 の 通 り、 本人 金 融 資産 、 世 帯 金融 資 産 とも 正 規 が 非正 規 よ り

高い 水 準 にあ る こ と がわ か る 。  

 

図 表 5-14 金 融 資産 区 分 別 回 答 状 況  

 

 

3-2 説 明 要 因 と な る そ の 他 の 変 数 （ 経 済 準 備 意 向 ）  

 医 療 保 障・ 老 後 保 障・ 介 護 保障 そ れ ぞ れに 関 わ る経 済 的 な 準備 が 必要

であ る と の認 識 を 各 経済 準 備 意向 と し て 質問 の 上 、回 答 を 求 めた 7 5。 図

表 5-15 に 回 答 の概 要を 示 す 。  

 

図 表 5-15 経 済 準備 意 向 に 関 す る 回 答 の 概 要  

 

 

生存 保 障 領域 統 合 生 命保 険 需 要決 定 モ デ ル（ 以 降、「 生 存 保障 統合 モ デ ル」）

にお け る 経済 準 備 意 向の 変 数 を、 医 療 保 障・ 老 後 保障 ・ 介 護 保障 に 関わ

る経 済 準 備意 向 に 関 する 回 答 の合 成 変 数 とし て 設 定し た 7 6。  

 

3-3 預 貯 金 需 要 変 数  

 医 療 保 障・ 老 後 保 障・ 介 護 保障 そ れ ぞ れに 関 わ る預 貯 金 追 加意 向 を、

                                                   
7 5  回 答 尺 度 等 は 第 1 章 に お い て 既 に 説 明 済 み の た め 省 略 す る 。  
7 6  「（ ３ 質 問 回 答 値 の 合 計 ） / 3」 に よ り 算 出 し た 値 で あ る 。 こ こ で 因 子 分 析 に よ

る 因 子 得 点 を 変 数 と し な い 理 由 は 、 こ の 後 取 り 上 げ る 「 老 後 保 障 ・ 介 護 保 障 2 領

域 限 定 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル 」 に お け る 経 済 準 備 意 向 変 数 設 定 と の 整 合 性 を 考

慮 し た こ と に よ る 。 2 領 域 の 預 貯 金 需 要 は 観 測 変 数 が 2 つ と 少 な く 、 因 子 分 析 は

方 法 と し て 妥 当 で な い 。  

200万未満
200～400万

未満
400～600万

未満
600～800万

未満
800～1000万

未満
1000～1200万

未満
1200～1500万

未満
1500～2000万

未満
2000万
以上 合計 平均値 差の検定

全体 166 51 26 18 16 12 5 13 28 335 2.87

非正規 80 12 3 3 1 5 3 1 3 111 1.95

正規 86 39 23 15 15 7 2 12 25 224 3.33
全体 125 59 29 25 21 15 12 14 35 335 3.39
非正規 56 20 5 6 5 5 5 6 3 111 2.70
正規 69 39 24 19 16 10 7 8 32 224 3.73

***

***

本人金融資産

世帯金融資産

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

自分がケガや病気で治療や入院するような場合に備えて、経済的な準備をしておく必要がある 335 1 7 5.15 1.25

自分の老後に備えて、経済的な準備をしておく必要がある 335 1 7 5.31 1.24

自分が将来、介護される状態になるような場合に備えて、経済的な準備をしておく必要がある 335 1 7 4.95 1.28

記述統計量
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それ ぞ れ の保 障 領 域 別預 貯 金 需要 と し て 質問 の 上 、回 答 を 求 めた 。 その

概要 を 図表 5-16 に 示す 。  

生存 保 障 統合 モ デ ル にお け る 預貯 金 需 要 変数 を 、 医療 保 障 ・ 老後 保 障・

介 護 保 障 に 関 わ る 預 貯 金 需 要 に 関 す る 回 答 の 合 成 変 数 と し て 設 定 し た 7 7。 

 

図 表 5-16 預 貯 金需 要 に 関 す る 回 答 の 概 要

 

 

3-4 生 命 保 険 需 要 変 数  

医療 保 障 ・老 後 保 障 ・介 護 保 障そ れ ぞ れ に関 わ る 生命 保 険 の 追加 加入

意向 を 各 生命 保 険 需 要と し て 質問 の 上 、 回答 を 求 めた 。 回 答 の概 要 を図

表 5-17 に 示 す 。  

 

図 表 5-17 生 命 保険 7 8需 要 に 関 す る 回 答 の 概 要  

 

 

生存 保 障 統合 モ デ ル にお け る 生命 保 険 需 要変 数 を 、医療 保 障・老後 保 障・

介護 保 障 に関 わ る 生 命保 険 需 要に 関 す る 回答 の 合 成変 数 と し て設 定 した

7 9。  

 

3-5 生 存 保 障 領 域 の 下 位 尺 度 と な る 3 領 域 リ ス ク 認 知 の 変 数  

                                                   
7 7  因 子 得 点 に よ る 変 数 と し な い 理 由 は 「 注 7 6」 に 準 ず る 。  
7 8  老 後 保 障 領 域 に つ い て は 個 人 年 金 保 険 の 追 加 加 入 意 向 で あ る 。  
7 9  因 子 得 点 に よ る 変 数 と し な い 理 由 は 「 注 7 6」 に 準 ず る 。 な お 次 に 取 り 上 げ る

老 後 保 障 ・ 介 護 保 障 領 域 限 定 モ デ ル に お け る 生 命 保 険 需 要 変 数 に つ い て も 、 同 様

の 考 え 方 に よ り 、 対 象 と な る 2 領 域 の 生 命 保 険 需 要 合 成 変 数 と し て 設 定 し た 。  

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

自分がケガや病気で治療や入院するような場合に備えて今後新たに※預貯金しておきたい 335 1 7 4.91 1.27

自分が将来、介護される状態となるような場合に備えて今後新たに※預貯金しておきたい 335 1 7 4.77 1.39

老後生活資金準備に備えて今後新たに※預貯金しておきたい 335 1 7 4.91 1.39

記述統計量

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

老後生活資金に備えて今後新たに※民間等※の個人年金保険に加入しておきたい 335 1 7 4.39 1.445

自分が将来、介護される状態になるような場合に備えて今後新たに※民間等※の介護保険に加入しておきたい 335 1 7 4.32 1.373

自分がケガや病気で治療や入院するような場合に備えて今後新たに※民間等※の医療保険に加入しておきたい 335 1 7 4.30 1.406

記述統計量
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本稿 に お ける 第 2 段 階分 析 で は、 医 療 保 障・ 老 後 保障 ・ 介 護 保障 3 領

域 の リ ス ク認 知 を そ れぞ れ 区 分し て 取 り 扱う 。 こ のた め 、 こ の 3 つ を区

分し て 変 数設 定 す る 必要 が あ る。 探 索 的 因子 分 析 では 、 こ れ らは 生 存保

障リ ス ク 認知 と し て 統合 さ れ て い る 。 第 2 段 階 の分 析 は 、 理論 上 の 仮 説

モデ ル で あり 、 そ の ため そ の 仮説 モ デ ル に対 応 し た変 数 設 定 が必 要 とな

る 。  

 

3-5-1 １ 因 子 モ デ ル に 基 づ く 領 域 別 リ ス ク 認 知 変 数  

区分 に 当 たっ て は 、 下位 尺 度 とな る ３ 区 分に 属 す る質 問 を そ れぞ れ １

因子 モ デ ル 因 子 分 析 によ り 因 子得 点 化 し 変数 設 定 する 方 法 を とる 8 0 

はじ め に 医療 保 障 リ スク 認 知 であ る 。  

 本 章 に おけ る 死 亡 保障 ・ 生 存保 障 （ 医 療・ 老 後 ・介 護 ） 全 範囲 を 対象

とし た 探 索的 因 子 分 析に よ り 抽出 さ れ た 生存 保 障 リス ク 認 知 の下 位 尺度

とな る 観 測変 数 は 14 変 数で あ った（ 図 表 5-4 リ スク 認 知 質 問因 子 分 析結

果）。こ の うち 、医 療 保障 領 域 の観 測 変 数 は 4 変 数 であ る。こ の 4 変 数 を

対象 と した 1 因 子 モ デル に 基 づく 因 子 分 析結 果 を 図表 5-18 に示 す 。  

 

図 表 5-18 医 療 保障 リ ス ク 認 知 1 因 子 モ デ ル 分 析 結 果  

 

 

                                                   
8 0  １ 因 子 モ デ ル に つ い て は 小 塩 真 司 『 は じ め て の 共 分 散 構 造 分 析 』、 東 京 図 書 、

2 0 0 8 年 6 月 、 1 6 0～ 1 6 2 頁 。  

初期 因子抽出後

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、公的医療保険だけでは不十分だ .58 .70

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、長期治療や入院で医療費がかさむことが心配だ .56 .67

自分がケガや病気で治療や入院することになった場合、長期の治療や入院で収入が途絶えることが心配だ .50 .57

三大疾病であるガンや心疾患、脳血管疾患にかかることが心配だ .47 .53

共通性

因子抽出法: 最尤法

因子 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %
1 2.85 71.31 71.31 2.48 62.03 62.03

2 0.50 12.57 83.87

3 0.34 8.41 92.28

4 0.31 7.72 100.00

説明された分散の合計

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和

因子抽出法: 最尤法
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 内 的 整 合性 を 確 認 する た め 信頼 性 係 数 （ク ロ ン バッ ク α ） の値 を 図表

5-19 に 示す 。  

 

図 表 5-19 医 療 保障 リ ス ク 1 因 子 モ デ ル の 信 頼 性 係 数  

 

 

 ク ロ ン バッ ク の α は .80 を 超 える 値 を 示し 、内 的 整 合性 が 確認 さ れ た。

医療 保 障 リス ク 認 知 に関 す る 1 因 子 モ デ ルに よ る 因子 分 析 に 基づ き 、因

子得 点 に よる 医 療 保 障リ ス ク 認知 の 変 数 を設 定 し た。  

 次 に 介 護保 障 リ ス ク認 知 で ある 。  

介護 保 障 領域 の 観 測 変数 は 6 変数 で あ る 。こ の 6 変数 を 対 象 とし た 1

因子 モ デ ルに 基 づ く 因子 分 析 結果 を 図 表 5-20 に 示 す 。  

 

図 表 5-20 介 護 保障 リ ス ク 認 知 1 因 子 モ デ ル 分 析 結 果  

 

 

 

内的 整 合 性を 確 認 す るた め 信 頼性 係 数 （ クロ ン バ ック α ） の 値を 図 表

Cronbach のアルファ 項目の数
.87 4

信頼性統計量

初期 因子抽出後

自分が将来介護される状態になった場合、介護がいつまで続くかわからず心配だ .72 .78

自分が将来介護される状態になった場合、介護状態がいつまで続くかわからず将来的な見通し立たなくて心配だ .73 .79

自分が将来介護される状態になった場合、適切な介護サービスが受けられるかわからない .70 .76

自分が将来介護される状態になった場合、介護費用を考えると公的介護保険だけでは不十分だ .64 .68

自分が将来介護される状態になった場合、家族の経済的負担が心配だ .51 .52

自分が将来介護される状態になった場合、自宅に介護する場所がないので心配だ .27 .26

共通性

因子抽出法: 最尤法

因子 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %
1 4.118 68.626 68.626 3.793 63.216 63.216

2 .707 11.778 80.403

3 .447 7.450 87.854

4 .304 5.073 92.927

5 .239 3.990 96.917
6 .185 3.083 100.000

因子抽出法: 最尤法

説明された分散の合計

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和
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5-21 に 示す 。  

 

図 表 5-21 介 護 保 障 リ ス ク 1 因 子 モ デ ル の 信 頼 性 係 数

 

 

クロ ン バ ック の α は .80 を超 え る値 を 示 し、 内 的 整合 性 が 確 認さ れ た 。

介護 保 障 リス ク 認 知 に関 す る 1 因 子 モ デ ルに よ る 因子 分 析 に 基づ き 、因

子得 点 に よる 介 護 保 障リ ス ク 認知 の 変 数 を設 定 し た。  

 最 後 に 老後 保 障 リ スク 認 知 であ る 。  

老後 保 障 領域 の 観 測 変数 は 4 変数 で あ る 。こ の 4 変数 を 対 象 とし た 1

因子 モ デ ルに 基 づ く 因子 分 析 結果 を 図 表 5-22 に 示 す 。  

 

図 表 5-22 老 後 保障 リ ス ク 認 知 1 因 子 モ デ ル 分 析 結 果  

 

 

 

内的 整 合 性を 確 認 す るた め 信 頼性 係 数 （ クロ ン バ ック α ） の 値を 図 表

5-23 に 示す 。  

 

Cronbach のアルファ 項目の数
.90 6

信頼性統計量

初期 因子抽出後

老後を考えると、公的年金だけでは不十分だ .48 .71

老後を考えると仕事を確保できるか心配だ .36 .45

老後を考えると退職金や企業年金だけでは不十分だ .37 .47

老後を考えると利息や配当金が期待通りにならないか心配だ .19 .22

共通性

因子抽出法: 最尤法

因子 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 2.34 58.41 58.41 1.85 46.22 46.22

2 0.76 19.01 77.42

3 0.52 13.12 90.54

4 0.38 9.46 100.00

説明された分散の合計

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和

因子抽出法: 最尤法
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図 表 5-23 老 後 保障 リ ス ク 1 因 子 モ デ ル の 信 頼 性 係 数  

 

 

クロ ン バ ック の α は .80 を下 回 る値 を 示 した 8 1。老 後 保 障リ ス ク認 知 に 関

す る 1 因 子モ デ ル に よる 因 子 分析 に 基 づ き 、 因 子 得点 に よ る 老後 保 障 障

リス ク 認 知の 変 数 を 設定 し た 。  

ここ で 、 各変 数 概 要 と変 数 間 の相 関 を 図 表 5 -24 に示 す 。  

 

図 表 5 -2 4 変 数 概 要 と 変 数 間 の 相 関 8 2
 

 

死 亡 保 障 領 域 リ ス ク 認 知 を 含 め た 変 数 間 の 相 関

 

                                                   
8 1  ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 は . 8 0 を 下 回 っ た が 、 係 数 は . 7 6 で あ る こ と か ら 、 こ の

ま ま 因 子 得 点 と し て 変 数 設 定 す る こ と に 問 題 な い と 判 断 し た 。  
8 2  遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 は 第 2 段 階 分 析 で 要 因 と す る た め 対 象 と し て い る 。本 表

に お け る 各 リ ス ク 認 知 は 観 測 変 数 の 平 均 値 を 合 成 変 数 と し て 相 関 を 算 出 し て い る 。

1 因 子 モ デ ル に よ る 因 子 得 点 で は な い 。 本 表 は 上 表 、 下 表 と も 参 考 資 料 的 位 置 で

あ る こ と 、 第 8 章 に お け る 加 入 行 動 分 析 と 対 比 す る 際 の 指 標 と し て 平 均 値 を 使 う

こ と を 考 慮 し て 記 載 し た 。  

Cronbach のアルファ 項目の数
.76 4

信頼性統計量

度数 平均値 標準偏差
信頼性係数
（α）

本人金融
資産

世帯金融
資産

介護リスク認知
合成変数

医療リスク認知
合成変数

老後リスク認知
合成変数

遺産動機
合成変数

本人金融資産 335 2.87 2.63 - 1 .91
** -.11 -.16

**
-.14

* .00

世帯金融資産 335 3.39 2.77 - .91
** 1 -.07 -.11

* -.09 .00

介護リスク認知合成変数 335 4.98 1.10 .90 -.11 -.07 1 .88** .85** .42**

医療リスク認知合成変数 335 4.98 1.17 .87 -.16 -.11* .88** 1 .82** .48**

老後リスク認知合成変数 335 5.07 1.05 .76 -.14* -.09 .85** .82** 1 .37**

遺産動機合成変数 335 4.37 1.42 .88 .00 .00 .42
**

.48
**

.37
** 1

相関

老後リスク認知
合成変数

介護リスク認知
合成変数

医療リスク認
知合成変数

遺産動機合成
変数

ライフサイクル
合成変数

老後リスク認知
合成変数 1 .846** .822** .365** .314**

介護リスク認知
合成変数 .846

** 1 .884
**

.416
**

.333
**

医療リスク認知
合成変数 .822** .884** 1 .481** .394**

遺産動機合成変
数 .365** .416** .481** 1 .620**

ライフサイクル
合成変数 .314** .333** .394** .620** 1

**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。

相関
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本人 金 融 資産 と 医 療 保障 リ ス ク認 知 、 老 後保 障 リ スク 認 知 は 有意 に弱

い負 の 相 関を 示 し た 。介 護 保 障リ ス ク 認 知は 、 負 の相 関 を 示 した が 有意

では な い 。  

 

3-6  生 存 保 障 統 合 モ デ ル の 分 析 と 考 察  

3-6-1 分 析 結 果  

生存 保 障 統合 モ デ ル に関 わ る パス 解 析 の 適合 度 指 標を 図 表 5-25 示す 。  

 

図 表 5-25  生 存 保障 領 域 統 合 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル 適 合 指 標  

 

 

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

次に パ ス 係数 を は じ めと し た 解析 結 果 を 図表 5-26 に 示 す。  

 

図 表 5-26 生 存 保障 統 合 モ デ ル パ ス 解 析 結 果 8 3 

 

  

生存 保 障 リス ク 認 知 は経 済 準 備意 向 及 び 預貯 金 需 要へ 0.1%未満 有 意 で

正の 影 響 を与 え る 。 これ に よ り仮 説 5 が 支持 さ れ た。 経 済 準 備意 向 は預

                                                   
8 3 数 値 は 標 準 化 係 数 、 要 因 間 の 相 互 関 係 は 相 関 係 数 を 示 し た 。  

χ2 ｄｆ ｐ
3.26 6 .78 1.00 .99 1.00 .00

検定
GFI AGFI CFI RMSEA
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貯金 需 要へ 0.1%未 満有 意 に 正の 影 響 を 与え る が 、生 命保 険 需要 へ の 有意

な影 響 は 認め ら れ な い。 し た がっ て 、 仮 説６ は 預 貯金 需 要 に つい て 支持

され 、 生 命保 険 需 要 につ い て は支 持 さ れ ない 結 果 とな っ て い る。 預 貯金

需要 は 生 命保 険 需 要 へ 0.1％ 未 満有 意 で 正の 影 響 を与 え る 。 この 結 果 、

仮説 ７ が 支持 さ れ た 。  

本 人 金 融 資 産 と 生 存 保 障 リ ス ク 認 知 間 は 弱 い 負 の 相 関 を 示 し て い る 。

世帯 金 融 資産 は 経 済 準備 意 向へ 1％ 未 満 有意 で 正 の影 響 を 与 える が 、 預

貯金 需 要 に対 し て は 有意 な 影 響は 認 め ら れな い 。  

 

3-6-2 正 規 -非 正 規 雇 用 形 態 別 多 母 集 団 解 析 結 果  

生存 保 障 統合 モ デ ル につ い て 正規 -非正 規雇 用 形 態別 多 母 集 団解 析 を

行っ た 。 多母 集 団 解 析に お け る適 合 度 指 標を 図 表 5-27 に示 す。  

 

図 表 5-27 多 母 集団 解 析 適 合 度 指 標  

 

  

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

多母 集 団 解析 結 果 を 図表 5-28 に 示 す。  

 

図 表 5-28 正 規 -非正 規 別 多 母 集 団 解 析 結 果 （ 生 存 保 障 統 合 モ デ ル ）  

 

χ2 ｄｆ ｐ

11.04 12 .63 .99 .96 1.00 .00

検定
GFI AGFI CFI RMSEA

推定値 確率 R^ 推定値 確率 R^ 検定統計量 確率

世帯金融資産 <--- 本人金融資産 .96 *** .88 .98 *** .66 -.18

経済準備意向 <--- 生存保障リスク認知 .65 *** .76 *** -1.68

経済準備意向 <--- 世帯金融資産 .07 *** .05 * .73

預貯金需要 <--- 経済準備意向 .70 *** .68 *** .15

預貯金需要 <--- 世帯金融資産 -.03 * .01 -1.32

預貯金需要 <--- 生存保障リスク認知 .12 * .19 * -.67

生命保険需要 <--- 預貯金需要 .66 *** .30 * 2.39 *

生命保険需要 <--- 経済準備意向 -.03 .37 ** -2.58 ***

正規

.44

.57

.47

差の検定非正規

.68

.67

.36
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 正 規 -非 正 規 で相 違が 認 め られ る も の につ い て 確認 す る 。まず 、ど ち ら

か一 方 の み有 意 な も のを 見 る と、 経 済 準 備意 向 の 生命 保 険 需 要へ の 影響

が正 規 で は有 意 で な く、 非 正 規の み 有 意 とな っ て いる 。 こ の 区分 別 相違

は 、本 章  Ⅱ死 亡 保 障領 域 に おけ る 分 析 結果 と 同 様で あ る 。正規 で は「経

済準 備 意 向→ 預 貯 金 需要 → 生 命保 険 需 要 」の 間 接 効果 に よ り 需要 決 定さ

れて い る 。こ れに 対 して 非 正 規で は「 経 済準 備 意 向→ 生 命 保 険需 要 」「 経

済準 備 意 向→ 預 貯 金 需要 → 生 命保 険 需 要 」の 二 つ の経 路 に よ り需 要 決定

され て い る。 全 般 的 に考 え て 正規 の 者 は 生命 保 険 をよ り 慎 重 に需 要 して

いる 可 能 性が あ る が 、こ れ は 企業 の 福 利 厚生 等 、 生活 保 障 資 源が 非 正規

より 豊 富 にあ る 影 響 と考 え ら れる 。  

次に 、 両 者と も 有 意 だが 数 値 に差 が 認 め られ る も のし て 、 預 貯金 需要

の生 命 保 険需 要 へ の 影響 が「 正 規 .66＞ 非正 規 .30」と 正 規 -非正 規 で 有意

に差 が 認 めら れ る 結 果と な っ てい る 。 こ の要 因 は 、 正 規 の 場 合、 経 済準

備意 向 か ら有 意 な パ スは 預 貯 金需 要 へ の み認 め ら れる こ と か ら、 そ の影

響が 大 き い。 こ れ に 対し て 非 正規 の 場 合 には 、 経 済準 備 意 向 から の 有意

なパ ス は 預貯 金 需 要 と生 命 保 険需 要 双 方 に認 め ら れ分 散 し た ため と 考え

られ る 。  

生存 保 障 領域 を 統 合 した モ デ ル で は 、 根 幹を な す プロ セ ス は 「リ スク

認知 → 経 済準 備 意 向 → 預 貯 金 需要 → 生 命 保険 需 要 」 で あ る 。 ただ し 多母

集団 解 析 で 、正規 -非正 規 間 の相 違 は 一 部認 め ら れる 。し か し 根 幹 を なす

生命 保 険 需要 決 定 モ デル は 上 記の 間 接 経 路を 主 経 路と し て い る と 理 解で

きる 。  

ここ ま で 見て き た 生 存保 障 統 合モ デ ル は 、リ ス ク 認知 に 合 わ せて それ

以降 の 要 因を す べ て 統合 的 に 扱っ て い る 。こ の た め、 経 済 準 備意 向 や預

貯金 需 要 、生 命 保 険 需要 が 分 離し て 要 因 間の 関 係 を持 つ 場 合 には 、 統合

され た こ とで 特 徴 が 失 わ れ る 可能 性 を 持 つ。 こ の 点に つ い て は第 2 段階

の分 析 で 確認 す る 。  
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3-７  老 後 保 障 ・ 介護 保 障 2 領 域 統 合 モ デ ル  

3-7-1  分 析 結 果  

老後 保 障 ・介 護 保 障 モデ ル の 適合 度 指 標 を図 表 5-29 に 示す 。  

 

図 表 5-29 老 後 保障 ・ 介 護 保 障 2 領 域 限 定 需 要 決 定 モ デ ル 適 合 度  

 

 

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

次に パ ス 係数 を は じ めと し た 解析 結 果 を 図表 5-30 に 示 す。  

 

図 表 5-30 老 後 保 障 ・ 介 護 保 障 モ デ ル  

 

 

老後 保 障 およ び 介 護 保障 の 各 リス ク 認 知 間の 相 関 は .89 と 高 い相 関 を

示し た 。 老後 保 障 リ スク 認 知 と介 護 保 障 リス ク 認 知は 、 経 済 準備 意 向へ

0.1％ 未満 有 意 に正 の影 響 を 与え 、経済 準備 意 向 は預 貯 金 需 要お よ び 生命

保険 需 要へ 0.1%未 満有 意 に 正の 影 響 を 与え る 。こ れ によ り 仮説 8 が 支持

され た 。 預貯 金 需 要 は生 命 保 険需 要 へ の 有意 な 影 響は 認 め ら れな い 。 こ

れに よ り 仮説 9 が 支 持さ れ た 。 遺 産 動 機 型リ ス ク 認知 は 生 命 保険 需 要へ

0.1％ 未満 有 意 に正 の影 響 を 与え て い る 。こ れ に より 仮 説 10 が 支持 さ れ

x２ df p

15.9 13 .26 .99 .97 1.00 .03

検定
GFI AGFI CFI RMSEA
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た 。世帯 金 融 資産 は 経済 準 備 意向 及 び 預 貯金 需 要へ 0.1%未 満有 意 に 正の

影響 を 与 え て い る 。  

 

3-7-2 正 規 -非 正 規 雇 用 形 態 別 多 母 集 団 解 析 結 果  

 老 後 保 障・介 護保 障モ デ ル につ い て も 正規 -非正 規 別 多母 集団 解 析 を行

う 。 適 合 度指 標 を 図 表 5-31 に 示 す 。  

 

図 表 5-31 多 母 集 団 解 析 適 合 度 指 標  

 

 

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

 

図 表 5-32 に 正 規・ 非正 規 別 多母 集 団 解 析結 果 を 示す 。  

 

図 表 5-32 正 規 -非正 規 別 多 母 集 団 解 析 結 果

 

 

正規 ・ 非 正規 別 に 見 て、 世 帯 金融 資 産 が 経済 準 備 意向 へ 与 え る影 響 は、

正規 に お いて 有 意 だ が、 非 正 規に お い て 有意 で な い。 こ れ は 生存 保 障統

合モ デ ル でも 同 様 で あっ た が 、世 帯 金 融 資産 の 大 きさ が 非 正 規は 正 規に

比べ て 軽 微だ っ た こ とに よ る と考 え ら れ る。  

次に 、 経 済準 備 意 向 が預 貯 金 需要 へ 与 え る影 響 は 正規 で 有 意 に正 だ が、 

χ2 df p

26.23 26 .45 .98 .95 1.00 .01

検定
GFI AGFI CFI RMSEA

推定値 確率 R^ 推定値 確率 R^ 検定統計量 確率

世帯金融資産 <--- 本人金融資産 .96 *** .88 .98 *** .66 .18

経済準備意向 <--- 世帯金融資産 .07 *** .05 -.55

経済準備意向 <--- 介護保障リスク認知 .52 *** .53 *** .03

経済準備意向 <--- 老後保障リスク認知 .37 ** .43 * .31

預貯金需要 <--- 世帯金融資産 .06 *** .06 *** .54

預貯金需要 <--- 経済準備意向 .10 *** .02 2.17 *

生命保険需要 <--- 経済準備意向 .41 *** .68 *** 1.50

生命保険需要 <--- 預貯金需要 .16 -.26 -1.19

生命保険需要 <--- 遺産動機型リスク認知 .27 *** .33 ** .46

.24 .18

.25 .36

正規 非正規 差の検定

.46 .59
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非正 規 で は有 意 な 影 響は 確 認 でき な い 。 正規 で は 「経 済 準 備 意向 → 預貯  

金需 要 」 と「 経 済 準 備意 向 → 生命 保 険 需 要」 が と もに 成 り 立 ち、 両 者に

配分 さ れ る状 態 と 理 解で き る 。こ れ に 対 して 非 正 規雇 用 で は 「経 済 準備

意向 → 生 命保 険 需 要 」の み 成り た ち、「 経 済準 備 意 向→ 預 貯 金 需要 」は有

意な 関 係 が認 め ら れ ない 。  

両者 と も に「 預 貯 金 需要 → 生 命保 険 需 要 」は 有 意 でな く 、「 遺産 動 機

型リ ス ク 認知 → 生 命 保険 需 要 」は 有 意 で ある こ と から 、 こ こ での 生 命保

険は 貯 蓄 の手 段 と し て需 要 さ れて い る こ とは 共 通 して い る 。  

生命 保 険 を貯 蓄 と し て考 え た 場合 、 中 途 解約 に お ける 元 本 割 れな ど拘

束性 が 強 い。 こ れ に 対し て 非 正規 は 正 規 に比 べ て 所得 の 将 来 見通 し が立

ちに く い と考 え ら れ る 8 4。し た がっ て こ の 生命 保 険 の 特 性 と 非 正規 雇 用

者 の こ こ での 需 要 決 定の あ り 方は 整 合 し ない 。 非 正規 の み 「 経済 準 備意

向→ 生 命 保険 」 が 有 意で 「 経 済準 備 意 向 →預 貯 金 」が 有 意 で ない 点 は、

問題 を 抱 えた 状 態 を 示唆 す る 8 5。正 規 で は 、経 済 準 備意 向 か ら 預貯 金 と

生命 保 険 双方 に 有 意 に正 の 影 響を 与 え る 。こ れ は 二つ の 可 能 性が 存 在し

てい る 。 一つ は 、 正 規は 非 正 規に 比 し て 判断 が 慎 重で あ る た め、 経 済準

備意 向 か らど ち ら か ひと つ だ けを 選 択 を する の で はな く 、 両 者 に 配 分す

る形 で 選 択を す る 可 能性 で あ る。 こ れ は 両商 品 と も貯 蓄 手 段 と考 え てい

るた め 、 預貯 金 需 要 が生 命 保 険需 要 の 先 行要 因 と なら な い 条 件で は 、ど

ちら か 一 方に か け る より 両 者 に配 分 す る 方が よ り 慎重 に 判 断 をし て いる

と解 釈 で きる 8 6。 こ れ に対 し て もう 一 つ の 可能 性 は 、正 規 が 収 入や 資 産

の面 で 、 非正 規 よ り 恵ま れ て いる た め 両 者に 配 分 する 金 銭 的 資源 を 有す

るが 、 非 正規 で は そ こま で の 余裕 が な い こと に よ ると い う も ので あ る。

この 両 方 の要 因 の 影 響が 正 規 ‐非 正 規 の 相違 と な って 現 れ た と考 え られ

る 。  

                                                   
8 4  非 正 規 雇 用 者 は 有 期 雇 用 で あ る こ と に よ る 。  
8 5  非 正 規 雇 用 者 の 生 命 保 険 に 関 す る 理 解 ・ 知 識 面 の 課 題 が 考 え ら れ る 。  
8 6正 規 が 慎 重 な 理 由 は 、 企 業 の 福 利 厚 生 等 、 生 活 保 障 資 源 が 非 正 規 よ り 豊 富 に あ

る 影 響 と 考 え ら れ る 。 こ れ は 生 存 保 障 統 合 モ デ ル に お い て も 同 様 で あ る 。  
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3-8 医 療 保 障 領 域 限 定 モ デ ル  

3-8-1 分 析 結 果  

 次 に 医 療保 障 モ デ ル に 基 づ くパ ス 解 析 によ る 分 析を 行 う 。 モデ ル の適

合度 指 標 を図 表 5-33 に 示す 。  

 

図 表 5-33 医 療 保障 モ デ ル 適 合 度 指 標  

 

  

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

次に パ ス 解析 結 果 を 図表 5-34 に 示 す 。  

 

図 表 5-34 医 療 保障 モ デ ル  

 

 

医療 保 障 リス ク 認 知 は 0.1％ 未満 有 意 に 経済 準 備 意向 へ 正 の 影響 を 与 え、

同時 に 預 貯金 需 要 と 生命 保 険 需要 へ 0.1％未 満 有 意に 直 接 正 の影 響 を 与

える 。こ れ に より 仮 説 11 が支 持 さ れた 。経 済準 備 意 向は 預 貯金 需 要 へ正

の影 響 を 与え 、 預 貯 金需 要 は 生命 保 険 需 要へ 0.1％ 未満 有 意 に正 の 影 響

を与 え る 。こ れ に よ り仮 説 12 が 支 持さ れた 。  

 医 療 保 障リ ス ク 認 知と 本 人 金融 資 産 は 有意 に 弱 い負 の 相 関 を示 し た。  

χ2 ｄｆ ｐ

4.19 7 .76 1.00 .99 1.00 .00

検定
GFI AGFI CFI RMSEA
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3-8-2 正 規 -非 正 規 雇 用 形 態 別 多 母 集 団 解 析  

 

医療 保 障 モデ ル に つ いて 正 規 -非 正 規別 多母 集 団 解析 を 行 う 。図 表 5-35 

にモ デ ル の 適 合 度 指 標を 示 す 。  

 

図 表 5-35 医 療 保障 モ デ ル 多 母 集 団 解 析 適 合 度 指 標  

 

  

適合 度 は 概ね 妥 当 な 値を 示 し た。  

多母 集 団 解析 結 果 を 図表 5-36 に 示 す。  

 

図 表 5-36 医 療 保障 モ デ ル 多 母 集 団 解 析 結 果  

 

 

正 規 -非正 規 で 差が 認め ら れ る部 分 を 確 認す る 。世 帯 金 融資 産の 経 済 準備

意向 へ の 影響 は 正 規 にお い て のみ 有 意 な 影響 を 持 つ。 非 正 規 では 有 意な

影響 は 認 めら れ な い 。 こ れ は 生存 保 障 統 合 モ デ ル の場 合 、 老 後保 障 ・介

護保 障 モ デル の 場 合 でも 同 様 であ る 。 非 正規 は 世 帯金 融 資 産 の大 き さが

正規 に 比 べ軽 微 だ っ たこ と に よる と 考 え られ る 。  

 医 療 保 障リ ス ク 認 知が 生 命 保険 需 要 へ 直接 影 響 を与 え る 点 では 、 非正

規に お い て有 意 で は ない 。 死 亡保 障 領 域 にお け る 個別 課 題 型 リス ク 認知

χ2 ｄｆ ｐ

17.95 14 .21 .98 .95 1.00 .03

検定
GFI AGFI CFI RMSEA

推定値 確率 R^ 推定値 確率 R^ 検定統計量 確率

世帯金融資産 <--- 本人金融資産 .96 *** .88 .98 *** .66 -.18

経済準備意向 <--- 医療保障リスク認知 .67 *** 1.03 *** -3.28 ***

経済準備意向 <--- 世帯金融資産 .10 *** .05 1.17

預貯金需要 <--- 経済準備意向 .56 *** .42 *** 1.26

預貯金需要 <--- 医療保障リスク認知 .35 *** .61 *** -1.81

生命保険需要 <--- 預貯金需要 .45 *** .38 ** .45

生命保険需要 <--- 医療保障リスク認知 .39 *** .38 .30

.27 .61

.33 .28

正規 非正規 差の検定

.51 .64
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にお い て も同 様 に 非 正規 で 有 意で な か っ たこ と と 同じ 結 果 で ある 。 これ

は経 済 的 な制 約 に よ ると 考 え られ る 。  

次 に 両 者 とも 有 意 だ が差 が 認 めら れ る も のと し て は医 療 保 障 リス ク

認知 の 経 済準 備 意 向 への 影 響 が「 非 正規 1.03>正規 .67」とな り、非 正規

が大 き い 影響 を 持 っ てい る 。 正規 に 比 べ リス ク 認 知が 経 済 準 備意 向 に強

く影 響 を 与え て い る 。こ れ は 正規 の 場 合 、医 療 保 障リ ス ク 認 知が 生 命保

険需 要 へ も直 接 有 意 な正 の 影 響を 与 え る ため 、 分 散し た こ と によ り 影響

が小 さ く なっ た と 考 えら れ る 。  

 

3-9  仮 説 検 証 と 2 段 階 3 類 型 分 析 に 関 す る 総 合 的 考 察  

リス ク 認 知に 関 す る 探索 的 因 子分 析 で は 、老 後 ・ 介護 ・ 医 療 に関 わる

不安 感 や 不足 感 な ど を表 す リ スク 認 知 は 一体 的 で あり 、 生 存 保障 リ スク

認知 と し て包 括 さ れ てい る 。 した が っ て 、消 費 者 のこ の 領 域 の生 命 保険

需要 は 生 存保 障 統 合 型に よ り 決定 さ れ る と考 え る 事が 妥 当 で ある 。 しか

し、 生 存 保障 リ ス ク 認知 が 一 体的 で あ っ ても 、 経 済準 備 意 向 の段 階 から

は社 会 的 に提 供 さ れ る解 決 策 とし て の 預 貯金 や 生 命保 険 商 品 を選 択 する

こと に な る。 生 命 保 険に つ い ては 、 生 存 保障 は 一 体的 な 商 品 では な く、

医療 保 険 や介 護 保 険 など 8 7分 離 され て 提 供 され て い る。 需 要 形 成プ ロ セ

ス に 関 す る先 行 研 究 で確 認 さ れた よ う に 、ニ ー ズ の後 の 解 決 欲求 は 「社

会が 教 え るも の 」 で あり 、 社 会的 に 提 供 され た も のを 見 て 評 価し 選 択す

る。 し た がっ て 、 仮 説モ デ ル とし て 分 析 した 第 2 段階 の 2 類 型分 析 を参

考と し て 見る こ と の 意義 は 存 在し て い る 。  

 

3-9-1 生 存 保 障 統合 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル  

生存 保 障 領域 に お け る生 命 保 険需 要 に つ いて 第 ４ 章で 設 定 し た仮 説

検証 を 中 心に 考 察 を 述べ る 。 該当 す る 仮 説は 「 5～ 7」 で あ る 。  

 結 果 と して は 仮 説 6 が 条 件付 き で 支 持、 そ れ 以外 は す べ て支 持 さ れる

                                                   
8 7  こ こ で は 民 間 の 医 療 保 険 や 介 護 保 険 を 指 し て い る 。公 的 保 険 を 意 味 し て い な い 。 
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結果 と な って い る 。 これ ら を 総括 す る と 、生 命 保 険需 要 は 「 生存 保 障リ

スク 認 知 →経 済 準 備 意向 → 預 貯金 需 要 → 生命 保 険 需要 」 の 工 程で 形 成さ

れる 。 仮説 6 は 経 済 準備 意 向 が預 貯 金 需 要と 生 命 保険 需 要 の 双方 へ 正の

影響 を 与 える と し た が、 分 析 結果 で は 生 命保 険 需 要へ の パ ス は有 意 では

ない 。 そ のた め 、 上 記の 工 程 で、 す な わ ち預 貯 金 需要 を 経 由 して の み生

命保 険 需 要が 形 成 さ れる 。 こ の統 合 モ デ ルの 場 合 、預 貯 金 需 要は 生 命保

険需 要 へ 正の 影 響 を 与え る こ とか ら 、 想 定さ れ る 生命 保 険 は 合目 的 的な

リス ク 対 処手 段 と 想 定 さ れ て いる 結 論 に なる 。  

生存 保 障 統合 モ デ ル は 3 つ の リス ク 認 知 をす べ て 包括 的 に 扱 って お り、

この 広 範 囲の リ ス ク 対処 の 意 志決 定 は 簡 単で は な い。 こ の た め、 経 済準

備意 向 か ら預 貯 金 需 要を 経 て 生命 保 険 需 要を 形 成 する 間 接 コ ース の 形で

生命 保 険 需要 が 形 成 され る も のと 考 え ら れる 。  

生存 保 障 リス ク 認 知 とい う 幅 広い 範 囲 に おけ る 経 済的 不 安 感 や不 足

感の な か に 、 部 分 的 には 、 直 接生 命 保 険 需要 へ 結 びつ く も の や、 こ こで

統合 的 に 見た 場 合 と 相違 す る 要因 間 の 関 係を 持 つ リス ク 認 知 が内 包 され

てい る 可 能性 が あ る 。 こ れ ら は統 合 モ デ ルで は 総 合さ れ て 性 格が 不 明瞭

と な る 可 能性 が あ る 。そ の た め次 に 第 2 段階 分 析 とし て の 老 後保 障 ・介

護保 障 2 領域 限 定 統 合 モ デ ル での 分 析 結 果と 仮 説 検証 を み る 。  

 

3-9-2 老 後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 統 合 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル  

 対 応 す る仮 説 は「 8～ 10」で あ る 。分 析結 果 で は 、仮 説 8～ 10 は すべ て

支持 さ れ る結 果 と な って い る 。  

老後 保 障 ・介 護 保 障 2 領 域 限定 統 合 モ デル で は 、両 リ ス ク 認知 は 経済

準備 意 向 へ正 の 影 響 を与 え 、 その 経 済 準 備意 向 は 預貯 金 需 要 と生 命 保険

需要 へ 正 の影 響 を 与 える 。 こ こで の 預 貯 金需 要 は 生命 保 険 需 要へ の 影響

は認 め ら れな い 。 し たが っ て 、老 後 保 障 ・介 護 保障 2 領 域 限 定統 合 モデ

ルで は 、 経済 準 備 意 向の 段 階 で預 貯 金 と 生命 保 険 のど ち ら か 競合 的 に選

択す る あ るい は 資 金 配分 す る 状態 に な っ てい る 。 以上 か ら こ こで の 生命
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保険 は 預 貯金 と 競 合 する 貯 蓄 手段 と 想 定 され て い る可 能 性 が 強い 。 しか

し 預 貯 金 と生 命 保 険 を競 合 的 に選 択 対 象 と見 て い ると し て も 、そ れ でも

なお 、 生 命保 険 が リ スク 対 処 手段 と し て 選択 さ れ てい る 可 能 性は 残 され

てい る 8 8。 この た め こ こで の 生 命保 険 が 貯 蓄と し て 想定 さ れ て いる こ と

の補 足 的 検証 と し て 仮説 10 を 設 定 して いる 。す な わ ち 、遺 産動 機 型 リス

ク認 知 の 生命 保 険 需 要へ の 正 の影 響 で あ る。 遺 産 動機 型 リ ス ク認 知 はラ

イフ サ イ クル 型 リ ス ク認 知 の 範囲 を 超 え て遺 族 に 資産 を 遺 そ うと す る意

向 に 関 わ る。 こ の た め、 遺 産 動機 型 リ ス ク認 知 が 生命 保 険 需 要に 正 の影

響を 与 え 、か つ 、 預 貯金 需 要 が生 命 保 険 需要 へ 影 響を 与 え な いと い う二

つの 条 件 を満 た せ ば 、 こ こ で の生 命 保 険 は貯 蓄 手 段と し て 想 定さ れ てい

ると 考 え られ る 。 こ こま で の 検証 で は 、 その 内 容 を示 す 結 果 を示 し た。  

 

3-9-3 医 療 保 障 領域 限 定 生 命 保 険 需 要 決 定 モ デ ル  

最後 に 医 療保 障 領 域 限定 で 見 た場 合 で あ る 。対応 す る仮 説 は「 11～ 12」

であ る 。 分析 結 果 で は、 両 仮 説と も 支 持 され る 結 果と な っ て いる 。  

医療 保 障 リス ク 認 知 は、 直 接 、生 命 保 険 需要 へ 正 の影 響 を 与 える 。更

に預 貯 金 需要 は 生 命 保険 需 要 へ正 の 影 響 を与 え る 。こ の 結 果 から 、 医療

保障 領 域 限定 で 見 た 場合 、 こ こで の 生 命 保険 は 合 目的 的 な リ スク 対 処手

段と し て 想定 さ れ て いる と 理 解で き る 。  

 

3-9-4 2 段 階 3 類型 分 析 に よ る 総 合 的 考 察  

生存 保 障 に関 わ る 2 段階 3 類 型の 分 析 を 総合 す る と以 下 の よ うに 整理

でき る 。  

生存 保 障 に関 わ る リ スク 認 知 は、 生 存 保 障リ ス ク 認知 と し て 一体 的で

あ る 。 し かし そ の 後 の 商 品 選 択の 段 階 か らは 、 社 会的 に 提 供 され る 選択

                                                   
8 8  こ の 場 合 、経 済 準 備 意 向 の 段 階 で 、消 費 者 は 必 要 な 情 報 収 集 と そ の 商 品 選 択 上

の 判 断 を 行 い 、 預 貯 金 と 生 命 保 険 を 同 時 決 定 で 選 択 す る こ と に な る 。 し た が っ て

限 定 的 問 題 解 決 － 拡 張 的 問 題 解 決 と い う 意 志 決 定 の 発 展 的 プ ロ セ ス を 想 定 し な い

た め 、 筆 者 と し て は こ の 形 で 生 命 保 険 を 合 目 的 的 な リ ス ク 対 処 手 段 と 想 定 し て い

る 可 能 性 は 低 い と 考 え る が 、 補 強 の た め の 検 証 は 必 要 と 考 え る 。  
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肢に よ っ て判 断 は 分 かれ る 。 すな わ ち 、 老後 保 障 ・介 護 保 障 ・医 療 保障

に関 わ る 経済 的 不 安 感や 不 足 感は 一 体 的 であ り な がら 、 商 品 選択 段 階で

は、 老 後 保障 ・ 介 護 保障 の 2 領域 は 貯 蓄 方向 へ 、 医療 保 障 に つい て は合

目的 的 な リス ク 対 処 手段 の 方 向へ 分 離 す る。 消 費 者の 生 存 保 障領 域 に関

する 意 思 決定 は 、 需 要決 定 の 段階 に お い て 統 合 さ れて お ら ず 、こ れ ら全

体 を 自 身 にと っ て 適 切に 判 断 する こ と は 簡単 で は な い 。 本 項 で行 っ た 2

段 階 3 類 型分 析 の 結 果は そ れ を 現 し て い る 。  

リス ク 認 知の 3 分 類 では 、 医 療保 障 リ ス ク認 知 の みが 直 接 、 生命 保険

需要 へ 正 の影 響 を 与 える 。 こ れと 対 照 的 に老 後 保 障・ 介 護 保 障リ ス ク認

知は 経 済 準備 意 向 へ 正の 影 響 を与 え 、 そ こを 経 由 して 生 命 保 険需 要 へ至

る 。 3 つ の リス ク 認 知の 内 容 を見 る と 、 医療 保 障 リス ク 認 知 は、 け が や

病気 で 入 院し た 場 合 の経 済 的 不安 感 、 特 定の 疾 病 や先 進 医 療 など の 個別

具体 的 な 事象 に 対 す る経 済 的 不安 感 が 中 心で あ る 。こ れ に 対 して 、 老後

保障 リ ス ク認 知 や 介 護保 障 リ スク 認 知 は 、高 齢 期 に入 っ て か らの 長 期に

わた る 経 済的 不 安 感 を表 し て おり 、 介 護 につ い て も長 期 的 な 事態 に 対す

る経 済 的 不安 感 や 不 足感 を リ スク 認 知 と する 概 念 とい え る 。 この こ とか

ら、 個 別 具体 的 な 課 題認 知 と して 医 療 保 障リ ス ク 認知 が あ り 、こ れ が生

命保 険 需 要へ 直 接 正 の影 響 を 与え て い る と考 え ら れる 。 し た がっ て 、こ

の需 要 決 定の あ り 方 は、 他 の リス ク 認 知 と整 合 性 を確 保 し な いま ま 生命

保険 需 要 へ至 る も の であ り 、 過剰 保 険 ・ 過小 保 険 の要 因 と な る可 能 性を

持つ と 考 えら れ る 。  

  

4. 補 足 仮 説 検 証 の 結 果 と 考 察  

死 亡 保 障 領 域 に お け る 補 足 仮 説 の 検 証 結 果 を 最 後 に 付 随 し て 述 べ る 。

先行 研 究 にお い て 示 され た 見 解で は 、 貯 蓄動 機 と して の 遺 産 動機 は ライ

フ・ サ イ クル ・ モ デ ルに 比 し て日 本 で は その 影 響 が低 い と さ れる 。 しか

し遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 は 、 経済 準 備 意 向を 経 て 生命 保 険 需 要へ 正 の影

響を 持 つ こと が 確 認 され た 。 死亡 保 障 領 域の 同 期 とし て は 遺 産動 機 型リ
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スク 認 知 が一 定 の 正 の影 響 を 持つ 。  

次 に 世 帯 年収 の ラ イ フサ イ ク ル型 リ ス ク 認知 へ の 負の 影 響 が 、非 正規

雇用 に お いて 有 意 に 認め ら れ た。 こ れ は 世帯 収 入 にお け る 本 人以 外 の世

帯員 の 貢 献度 が 高 い 場合 、 世 帯年 収 （ の 大さ ） が ライ フ サ イ クル 型 リス

ク認 知 を 弱め る 要 因 とな る こ とを 意 味 し てい る 。  

教 育 期 以 前 の 子 供 の 存 在 は 遺 産 動 機 型 リ ス ク 認 知 に 正 の 影 響 を 与 え

てい る 。 これ は 「 リ スク 認 知 →経 済 準 備 意向 → 生 命保 険 需 要 」の 工 程に

より 教 育 期以 前 の 子 供の 存 在 が、 遺 産 動 機に よ る 生命 保 険 需 要に つ いて

も正 の 影 響を 与 え る こと を 意 味し て い る 。遺 産 動 機に 基 づ く 経済 準 備や

資産 の 選 択は 、子供 が社 会 人 とな り 独 立 して 以 降 の段 階 で 現 実性 は 増 す。

この こ と から 、 教 育 期以 前 の 子供 の 存 在 が遺 産 動 機型 リ ス ク 認知 に 正の

影 響 を 与 え る こ と は 、 需 要 の 段 階 で 8 9は 、 過 剰 保 険 を 生 む 可 能 性 を 持 つ

と考 え ら れる 。  

 

第 6 章  日 本 に お ける 生 命 保 険 販 売 チ ャ ネ ル の 多 様 化   

  

本章 は 、 日本 に お け る生 命 保 険販 売 チ ャ ネル の 多 様化 を 類 型 化し 、そ

の類 型 別 に保 険 募 集 従事 者 数 を推 計 す る 。こ れ ら によ り 、 保 険募 集 従事

者の チ ャ ネル 別 構 成 及び 一 部 チャ ネ ル 間 の動 き を 捉え 、 そ の 観点 か らチ

ャネ ル 別 特性 を 見 出 す。 更 に 、銀 行 窓 販 につ い て は個 人 年 金 保険 新 契約

の年 代 別 構成 比 変 化 を捉 え る 。こ れ ら を 通じ て 「 序論  第 4 章」 に おい

て 設 定 し た仮 説 を 検 証す る 。 関連 す る 仮 説は 「 14」で あ る。  

 

1. 販 売 チ ャ ネ ル 別 に 見 た 保 険 募 集 従 事 者 数 の 推 移  

 こ こ ま で 見 た 販 売 チ ャ ネ ル の 多 様 化 を そ こ で 従 事 す る 保 険 募 集 人 の

量的 推 移 の観 点 か ら 確認 す る 9 0。  

                                                   
8 9  需 要 の 段 階 と 、実 際 の 生 命 保 険 の 加 入 段 階 と は 相 違 す る 。こ こ で は あ く ま で 需

要 の 段 階 で の 要 因 間 の 関 係 を 取 り あ げ て い る 。  
9 0 保 険 募 集 人 の 量 的 観 点 は 対 面 販 売 の チ ャ ネ ル を 対 象 と し て い る 。 し た が っ て 、
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1996 年 4 月 改 正 保 険業 法 の 施行 を 機 に 設け ら れ た一 社 専 属 体制 の例

外規 定 の 要件 は 、 具 体的 に は 保険 募 集 人 が２ 名 以 上い る こ と 、教 育 責任

者 と 業 務 管 理 責 任 者 を 配 置 す る 9 1こ と の ２ 点 で あ る 。 複 数 の 保 険 会 社 と

委託 契 約 を結 ぶ 代 理 店（ 以 降、「 乗 合代 理店 」）は 、 そ の一 部で 大 規 模化

を図 る 動 きが 現 れ 、 以降 成 長 、発 展 し 現 在に 至 っ てい る 。  

 2000 年 改 正保 険 業法 の 施 行に よ り、銀行 等 金 融機 関 の 保 険販 売（以 降、

「銀 行 窓 販」） が段 階的 に 認 めら れ た 。 生命 保 険 につ い て は 2002 年 10

月個 人 年 金保 険 の 販 売の 解 禁 を契 機 に 取 り扱 い が 増え 、 そ の 後 2005 年

12 月 に 一時 払 い 終 身保 険 等 貯蓄 性 の 強 い商 品 の 取り 扱 い 範 囲拡 大 、2007

年 12 月 に は全 保 険 種類 の 取 り扱 い が 認 めら れ 現 在に 至 っ て いる 。 保険

募集 及 び 販売 チ ャ ネ ルの 多 様 化に 関 わ る 規制 緩 和 経緯 を 図 表 6 -1 に 示 す。 

 

図 表 6 -1 販 売 チ ャ ネ ル に 関 わ る 規 制 緩 和 経 緯 9 2  

 

  

これ ら 保 険募 集 体 制 や販 売 チ ャネ ル に 関 わる 規 制 緩和 に よ り 、主 に 代理

店に お け る保 険 募 集 人が 増 大 した 。  

保険 募 集 人の 推 移 を 生命 保 険 会社 に 所 属 する 営 業 職員 と 、 生 命保 険会

社と 委 託 契約 を 結 ぶ 代理 店 に おい て 保 険 募集 に 従 事す る 代 理 店使 用 人と

に区 分 し てそ の 推 移 を図 表 6 -2 に示 す 。  

                                                                                                                                                     
こ の 項 で は 保 険 募 集 人 を 介 さ な い イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル は 対 象 と な ら な い 。  
9 1 教 育 責 任 者 と 業 務 管 理 責 任 者 の 兼 務 は 認 め ら れ て い る 。  
9 2 先 行 研 究 等 を 基 に 筆 者 作 成 。  

時期 1996年4月 2002年10月 2005年12月 2007年12月

保険業法改正に伴う規制緩和
生損保の子会社を通じた相互参入
一社専属募集人に関する例外規定

損害保険会社が育成した研修生OB代理
店または専属専業代理店の場合、既に
販売委託を受けている生保会社があっ
ても、更に当該損保会社の生保子会社1
社に乗り合うことが可能

項目

主な内容

銀行等による個人年金保険
の販売解禁

銀行等による一時払い終身保険、一時払
い養老保険、短満期平準払い養老保険(10

年以下）の販売解禁

銀行等による保険販売に
関わる全面解禁

生命保険募集人が2名以おり,その中に
教育責任者及び業務管理責任者がいる
場合、複数の生命保険会社への乗合が
可能（複数の生保と代理店委託契約）

2000年6月改正保険業法に
よる銀行等の保険販売にか
関わる第2次解禁。第1次解
禁は2001年4月の住宅ロー
ン関連の信用保険、長期火
災保険、債務返済支援保険
及び海外旅行傷害保険であ
る。本研究では第1次解禁
は検討範囲外。

2000年6月改正保険業法による銀行等の保
険販売に関わる第3次解禁としての取扱商
品の範囲拡大である。その他の商品とし
ては個人向け賠償保険、積立火災保険、
積立傷害保険がある。

定期保険、平準払い終身
保険、長期平準払保険、
医療保険、介護保険、自
動車保険、団体火災保
険、事業関連保険、団体
傷害保険等すべての販売
が解禁された。
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図 表 6 -2 保 険 募 集 人 推 移 9 3  

 

 

代理 店 使 用人 は 2002 年 に 前年 の 約 30 万 か ら 69 万 人に 急 増 して い る。

これ は 先 に述 べ た 通 り銀 行 等 金融 機 関 の 個人 年 金 保険 販 売 の 解禁 に よ り、

個々 の 金 融機 関 が 生 命保 険 会 社と 代 理 店 委託 契 約 を締 結 し 、 その 職 員が

保険 募 集 人登 録 し た こと に よ る。 そ の 後 、金 融 機 関の 取 り 扱 い保 険 種類

拡大 に 伴 って 増 加 し 、 2014 年段 階 では 100 万人 に 近い 代 理 店使 用 人 数

とな っ て いる 。  

 生 命 保 険会 社 に 所 属す る 営 業職 員 は 、 所属 す る 生命 保 険 会 社一 社 に専

属し て 当 該会 社 の 生 命保 険 の 募集 に 従 事 して い る。こ の 営業 職員 の 数 は、

1999 年 に 約 33 万 人で あ っ たが 、 そ の 後、 概 ね 減少 方 向 に 推移 し 2014

年時 点 で 23 万人 程 度と な っ てい る 。  

 代 理 店 使用 人 は 先 に見 た 通 り金 融 機 関 職員 の 登 録に よ り 激 増し た が、

これ を 第 3 章 で 整 理 した よ う に 、生 命 保 険の 営 業 を専 業 と す るも の の中

での 一 社 専属 か ら 代 理店 （ 主 に乗 合 代 理 店） へ の 多様 化 と 、 金融 機 関の

職員 の よ うに 主 業 が 他に あ り 、兼 業 方 向 での 多 様 化を 区 分 す る必 要 があ

る。 こ の 区分 を 人 員 の量 と し て把 握 す る ため 、 経 済セ ン サ ス のデ ー タ等

に基 づ い て推 計 を 行 った 。 図表 6-3 に そ の推 計 値 を示 す 。  

                                                   
9 3  生 命 保 険 協 会 デ ー タ か ら 筆 者 作 成 。  

営業職員数, 

227,724  

代理店使用人

数, 992,266  

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000
人 保険募集人推移 
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図 表 6 -3 保 険 募 集 人 の 区 分 推 移 推 計 9 4  

 

 

一社 専 属 の営 業 職 員 と代 理 店 使用 人 を 対 比す る と 、図 表 6 -2 で見 た通

り代 理 店 使用 人 が 激 増す る と いう 展 開 を 示し た 。し か し、「 保 険の 営 業を

専業 と す るも の 」 と 「そ れ 以 外」 と い う 二つ に 区 分し て 見 る と、 保 険の

営業 を 専 業と す る も の（ 営 業 職員 と 保 険 媒介 代 理 業従 事 者 9 5の 合計 ）は 、

1999 約 40 万 人 、 2014 年 では 約 37 万 人 とな っ て いる 。  

 1999 年と 2014 年 では 日 本 の就 業 者 人 口自 体 が 減少 し て い る（ 図 表 6 -3

④）。こ の ため 、そ れ ぞれ の 区 分に つ い て 全就 業 者 との 比 率 を 見る 。図表

6-4 にそ の 結 果を 示 す。  

日本 の 全 就業 者 人 口 にお け る 比率 は 、専 業保 険 募 集人 は 1999 年 0 .62％、

2006 年 0 .55％、2014 年 0.58％で あ る。営業 職 員 は同 時 期、0 .51％ 、0 .39％、

0.36％と 減 少 、代 理 店使 用 人は 0 .32％ 、1.22％、1 .56％ と増 加し て い る。  

専業 保 険 募集 人 と い う区 分 で は、 増 減 の 幅は 大 き くな く 2001 年以 降 、

概 ね 0 .6％ を 下 回る 水準 で 安 定的 に 推 移 して い る こと が わ か る。  

 

                                                   
9 4  筆 者 作 成 。経 済 セ ン サ ス 実 施 年 の み 表 示 。な お 、経 済 セ ン サ ス の 調 査 時 点 は 実

施 年 に よ っ て 相 違 す る 。 生 保 協 会 の デ ー タ は 3 月 末 時 点 数 値 で あ る 。 こ の た め 、

推 計 値 は 傾 向 を 示 す 概 算 値 で あ る 。 以 降 、 同 様 で あ る 。  
9 5  保 険 の 営 業 を 専 業 と す る 保 険 代 理 店 に お い て 保 険 募 集 に 従 事 す る 者 は 保 険 媒

介 代 理 業 に 分 類 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 銀 行 の 職 員 は 保 険 募 集 を 行 う が 、 職 業 分 類

で は 保 険 媒 介 代 理 業 で は な く 銀 行 業 に 分 類 さ れ る 。  

出典元 年度 1999年 2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年

①営業職員数 329,779 298,163 263,935 248,771 250,601 233,559 227,724

②代理店使用人数 204,318 296,396 721,823 776,749 970,797 1,011,176 992,266

経済センサス ③保険媒介代理業従事者数  73,579 83,314 88,920 105,112 129,460 129530 138495

労働力調査
長期時系列

④就業者人口(単位：万人） 6,462 6,412 6,329 6,389 6,314 6,270 6,351

⑤保険営業を専業とする募集人
（①+③）

403,358 381,477 352,855 353,883 380,061 363,089 366,219

　⑥兼業による保険募集人
(②－③）

130,739 213,082 632,903 671,637 841,337 881,646 853,771

⑦専業保険募集人の就業者人口比率
（⑤/④）

0.62% 0.59% 0.56% 0.55% 0.60% 0.58% 0.58%

生保協会

推計
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図 表 6 -4 保 険 募 集 従 事 者 区 分 別 就 業 者 人 口 比 率 推 移 9 6  

 

 

 次 に 、専 業保 険 募 集人 の 中 で、「 営業 職員 」と「 保 険媒 介 代理 業 従 事者

（保 険 専 業の 代 理 店 使用 人 ）」の 構成 比 の変 化 を 見る 。図表 6-5 がそ の 構

成比 で あ る。  

 

図 表 6 -5 専 業 保 険 募 集 人 の 区 分 別 構 成 比 9 7  

 

 

専 業 と し て 保 険 募 集 に 従 事 す る 者 は 、 全 就 業 者 数 の 0 .55～ 0 .6％ 程 度

を安 定 的 に推 移 し て いる 。 そ の中 で 、 一 社専 属 営 業職 員 か ら 代理 店 使用

人へ の 構 成変 化 が 継 続的 に 進 んで い る 。 以上 か ら 仮説 14 が 支持 さ れた

とい え る 。  

 

2. 保 険 営 業 を 専 業 と す る 代 理 店  

 「 保 険 営業 を 専 業 とす る 代 理店 」 に お ける 保 険 募集 人 は 、 経済 セ ンサ

                                                   
9 6  経 済 セ ン サ ス 実 施 年 の み 表 示 。  
9 7  筆 者 作 成 。 経 済 セ ン サ ス 実 施 年 の み 表 示 し た 。   

1999年 2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年

6,462 6,412 6,329 6,389 6,314 6,270 6,351

0.51% 0.47% 0.42% 0.39% 0.40% 0.37% 0.36%

0.32% 0.46% 1.14% 1.22% 1.54% 1.61% 1.56%

0.11% 0.13% 0.14% 0.16% 0.21% 0.21% 0.22%

0.62% 0.59% 0.56% 0.55% 0.60% 0.58% 0.58%

就業者数(単位：万人）

営業職員/就業者

代理店使用人/就業者

保険媒介代理業従事者/就業者

専業保険募集人/就業者

年度 1999年 2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年

営業職員数 329,779 298,163 263,935 248,771 250,601 233,559 227,724

保険媒介代理業従事者数  73,579 83,314 88,920 105,112 129,460 129530 138495

計 専業募集人 403,358 381,477 352,855 353,883 380,061 363,089 366,219

営業職員数 81.76% 78.16% 74.80% 70.30% 65.94% 64.33% 62.18%

代理店使用人 18.24% 21.84% 25.20% 29.70% 34.06% 35.67% 37.82%
構成比

資料元

生保協会

経済センサス

推計
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スの 職 業 小分 類 で は 「保 険 媒 介代 理 業 」 に分 類 さ れる 。 こ の 保険 媒 介代

理業 は 、 生命 保 険 だ けで は な く損 害 保 険 を取 り 扱 う代 理 店 も 含ま れ る。

個々 の 保 険代 理 店 が その 生 い 立ち に お い て生 命 保 険か ら 始 ま った か 、損

害保 険 か ら始 ま っ た かは 相 違 する も の の 、現 在 で は、 保 険 の 営業 を 専業

とす る 代 理 店 に お い ては 、 生 損保 双 方 を 扱っ て い るの が 実 態 であ る 9 8。  

 1996 年 改 正保 険 業法 以 降 の「保 険 の 営業 を 専 業と す る 代 理店 」は 、次

のよ う に 分類 で き る 。第１ は 、1996 年改 正保 険 業 法施 行 前 か ら 、個 人 代

理店 あ る いは 法 人 代 理店 と し て保 険 営 業 に専 業 と して 従 事 し てい た 代理

店分 類 9 9、第 2 は 大企 業グ ル ー プの 企 業 物 件や グ ル ープ 企 業 従 業員 の 保

険を 扱 う 企業 内 代 理 店分 類 1 0 0、 第 3 は 1996 年 改 正保 険 業法 施 行以 降 に

乗合 代 理 店と し て 設 立さ れ た 代理 店 で 、 特に 生 保 の営 業 職 員 が代 理 店と

して 独 立 し法 人 化 し た代 理 店 分類 で あ る 1 0 1。第 3 にあ げ た 代理 店の 一 部

は保 険 シ ョッ プ 等 と なり 大 型 化し て い る 1 0 2。  

 第 1 分 類の 代 理 店 のう ち 個 人代 理 店 は 歴史 的 に は減 少 し て いる 1 0 3。第

2 分類 の 代 理店 の 代 表例 は （ 株） 日 立 保 険サ ー ビ ス、 パ ナ ソ ニッ ク 保険

サー ビ ス 株式 会 社 な どで あ る。第 3 分 類 の代 理 店 は、保険 シ ョッ プ に 代

表さ れ る 乗合 代 理 店 であ る 。  

 

3. 大 型 乗 合 代 理 店 と 委 託 募 集 人  

                                                   
9 8複 数 の 損 害 保 険 会 社 社 員 か ら の ヒ ア リ ン グ に よ れ ば 専 業 と し て の 保 険 代 理 店 で

損 害 保 険 か ら 始 ま っ た ケ ー ス に お い て も 現 在 で は ほ ぼ す べ て 生 命 保 険 を 扱 っ て い

る 。  
9 9  1 9 9 6 年 改 正 保 険 業 法 以 前 ま で は 一 社 専 属 代 理 店 で あ る 。 こ の 点 で 乗 合 代 理 店

を 分 類 す る と 1 9 9 6 年 改 正 保 険 業 法 以 前 の 専 属 代 理 店 か 乗 合 代 理 店 化 し た も の と 、

1 9 9 6 年 改 正 保 険 業 法 以 降 に 新 た に 設 立 さ れ た 代 理 店 に 分 か れ る 。  
1 0 0  企 業 内 代 理 店 も 1 9 9 6 年 以 前 は 一 社 専 属 代 理 店 、そ の 後 乗 合 代 理 店 化 し て い る 。 
1 0 1  1 9 9 6 年 改 正 保 険 業 法 以 降 に 設 立 さ れ た 代 理 店 で 、生 保 の 営 業 職 員 出 身 者 が 設

立 し て い な い 代 理 店 も 存 在 す る が 、 主 力 と し て 存 在 す る こ と を 特 徴 と し て 記 述 し

て い る 。  
1 0 2  第 3 の 分 類 の 代 理 店 は 主 に 1 9 9 6 年 改 正 保 険 業 法 を 機 に 設 立 さ れ た 代 理 店 で あ

る 。 こ の 時 期 、 一 社 専 属 営 業 職 員 が 退 職 し て 代 理 店 を 設 立 し 、 複 数 の 募 集 人 を 置

く 乗 合 代 理 店 と な る ケ ー ス が 見 ら れ た 。 現 在 で は 大 型 代 理 店 が 中 心 的 メ ン バ ー と

な る 乗 合 代 理 店 協 議 会 加 盟 代 理 店 の 経 営 者 は こ の ケ ー ス が 散 見 さ れ る 。  
1 0 3  生 命 保 険 協 会 デ ー タ で は 個 人 代 理 店 数 2 0 0 1 年 11 万 4 0 4 7、2 0 1 4 年 5 万 9 7 0 0

で あ る 。  
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 第 3 分 類 の代 理 店 はそ の 一 部が 保 険 シ ョッ プ な ど大 型 乗 合 代理 店 化し

た。 大 型 乗合 代 理 店 の代 表 で ある 保 険 シ ョッ プ の 店舗 数 は 先 行研 究 で確

認し た よ うに 2006 年 111 店 から 2015 年 1043 店 に急 増 し てい る 。当 然 、

保険 募 集 人は そ れ ぞ れの 店 舗 に配 置 さ れ る必 要 が ある 。 し た がっ て 採用

は相 当 の スピ ー ド で 進ん だ と 考え ら れ る 。  

こ こ ま で の 内 容 か ら 、 保 険 専 業 の 募 集 人 は 全 就 業 者 人 口 の 概 ね 0 .6%

を下 回 る 水準 で 安 定 的な 状 況 にあ り 、 そ の中 で 保 険会 社 に 属 する 営 業職

員が 減 少 し、 委 託 契 約に 基 づ く代 理 店 使 用人 が 増 加し た こ と がわ か る。

この 場 合 、代 理 店 自 体も 一 社 専属 代 理 店 と複 数 の 保険 会 社 と 委託 契 約を

結ぶ 乗 合 代理 店 と に 区分 さ れ る。 保 険 シ ョッ プ は 乗合 代 理 店 が中 心 であ

るこ と を 考え る と 、 専業 の 中 で増 加 し た 代理 店 使 用人 は ほ ぼ 乗合 代 理店

の保 険 募 集人 と 考 え られ る 。  

保 険 シ ョ ッ プ だ け で な く 訪 問 販 売 型 を 含 め て 乗 合 代 理 店 に 対 応 し た

採用 に 関 する 動 き と して 表 面 化し た の が 「委 託 募 集人 」 で あ る。  

 保 険 代 理店 は 生 命 保険 会 社 との 代 理 店 委託 契 約 に基 づ い て 生命 保 険を

販売 す る 。代 理 店 使 用人 は 生 保会 社 か ら 委託 さ れ た代 理 店 に おい て 保険

募集 に 従 事す る 。 と ころ が 、 生命 保 険 会 社か ら 委 託を 受 け た 保険 代 理店

が、 さ ら に委 託 す る （再 委 託 ）保 険 募 集 が広 ま っ た。 こ の 形 態を と るこ

とに よ り 、保 険 代 理 店に す る と雇 用 に 関 わる 社 会 保険 料 負 担 など の コス

ト負 担 な しで 保 険 募 集人 を 大 量に 抱 え る こと が で きる 。 保 険 募集 人 にと

って は 、自 身 が 個人 代理 店 と なれ ば 一 社 専属 体 制 の原 則 が 適 用さ れ る が、

大 型 代 理 店 の 募 集 人 と し て 代 理 店 使 用 人 1 0 4に な る こ と で 複 数 の 生 命 保

険会 社 の 商品 を 扱 う こと が 出 来る 。 い わ ば双 方 に とっ て メ リ ット が あっ

たこ と に より 再 委 託 が広 が っ た。 し か し 、保 険 業 法上 再 委 託 は禁 止 され

て お り 、 2013 年 12 月 に 金 融 庁 は 委 託 募 集 の 禁 止 を 改 め て 明 示 、 2016

年 5 月 ま でに 雇 用 へ の切 り 替 え等 に よ り 適正 化 す るこ と と さ れた 。  

 委 託 募 集人 が ど の 程度 い た のか に つ い ての テ ー タは 存 在 し ない 。 しか

                                                   
1 0 4  委 託 募 集 人 で あ っ て も 分 類 上 は 、 代 理 店 使 用 人 で あ る 。  
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し、 経 済 セン サ ス に おけ る 保 険媒 介 代 理 業従 事 者 全体 と そ の うち の 常用

雇用 者 比 率の 変 化 か らそ の 数 量を 推 計 す るこ と が 出来 る 1 0 5。委 託募 集 人

は、 委 託 業務 の 遂 行 者で あ る こと か ら 常 用雇 用 者 には 当 た ら ない 。 した

がっ て 、経 済 セ ンサ スに お け る保 険 媒 介 代理 業 従 事者 に 分 類 され る 一 方、

常用 雇 用 者に は 分 類 され な い はず で あ る 。委 託 募 集人 が 増 加 すれ ば 従事

者数 は 増 加す る が 常 用雇 用 者 に分 類 さ れ ない た め 常用 雇 用 者 比率 は 低下

する 。 こ うし て 推 計 した 結 果 を図 表 6-6 に示 し 、 以下 に 推 計 に当 た って

の仮 定 お よび 推 計 か ら把 握 さ れた 委 託 募 集人 数 に つい て 記 述 する 。  

ここ で 問 題に し て い る委 託 募 集人 は 、 大 型の 乗 合 代理 店 で 生 じた 経緯

を持 つ 。 した が っ て 検討 を 進 める 上 で は 個人 代 理 店に お け る 従事 者 を除

外し て 数 値を 把 握 す る必 要 が ある と 仮 定 した 。  

1999 年 段 階で 保 険 媒介 代 理 業従 事 者 の 総数 は 約 7 万 4 千 人で あ った

が、こ のう ち 個人 事 業所 に お ける 従 事 者 が約 2 万 人お り、こ れを 除 外 す

ると 約 5 万 4 千 人で ある 。同 様 に常 用 雇 用者 は 総 数約 4 万 2 千人 、個 人

事業 所 に おけ る 常 用 雇用 者 約 5 千 人 で あ り 、こ れ を 除く 常 用 雇用 者 は約

3 万 7 千 人 であ る。1999 年 段 階で 個 人 事 業所 の 従 事者 を 除 い た状 態 で常

用雇 用 者 比率 1 0 6を 見 る と 69％程 度 と なっ てい る 。  

時系 列 で みる と 、 個 人事 業 所 従業 者 数 を 除く 従 業 者数 が 最 も 急激 に 増加

した の は 2006 年 か ら 2009 年 時 期で あ る 1 0 7。2006 年 8 万 7 ,506 人 、200 9

年 11 万 5 ,510 人 で あり 、 こ の間 2 万 8 ,004 人 増 加し た 。 増 加率 で 32％

であ る 。 同時 期 、 常 用雇 用 者 （個 人 事 業 所に お け る従 事 者 を 除く ） は、

2006 年 5 万 9 ,896 人、 2009 年 7 万 5 ,696 人 、 増加 数 1 万 5 ,800 人 、 増

加率 は 26％ と なっ てい る 。  

 

                                                   
1 0 5  経 済 セ ン サ ス に お け る 常 用 雇 用 者 の 定 義 か ら 委 託 募 集 人 は そ れ に 該 当 し な い 。

総 務 省 に 確 認 し た と こ ろ 、 事 業 所 側 の 回 答 に 誤 答 が 含 ま れ る 可 能 性 は あ る が 、 定

義 上 は 該 当 し な い 。  
1 0 6  （ 個 人 事 業 所 従 事 者 の 常 用 雇 用 者 を 除 く 常 用 雇 用 者 数 ） /（ 個 人 事 業 所 従 業 者

を 除 く 従 業 者 数 ） で 計 算 し た 値 で あ る 。  
1 0 7  経 済 セ ン サ ス デ ー タ か ら の 解 釈 の た め 、 経 済 セ ン サ ス 実 施 年 を 対 象 に 表 現 し

て い る 。  
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図 表 6 -6 保 険 媒 介 代 理 業 従 事 者 数 推 移 1 0 8  

 

 

この 結 果 、常 用 雇 用 者比 率 は 2006 年 68.45％、 2009 年 65 .53％ と 低

下し た 。2009 年段 階 では 、個 人事 業 所 を 除く 従 業 者数 は 11 万 5510 人 、

この う ち 常用 雇 用 者 数 は 7 万 5696 人 で ある 。 こ の差 で あ る 3 万 8914

人が 委 託 募集 人 数（ 推計 値 ）と 考え ら れ る 。2014 年 段 階で 見る と 、個 人

事業 所 を 除く 従 業 者 数 は 12 万 8976 人 、こ の う ち常 用 雇 用 者数 は 9 万

4009 人で あ る。 差 は数 3 万 4967 人 と なる 。  

これ ら を 整理 す る と 、委 託 募 集人 の 増 加 に伴 っ て 保険 媒 介 代 理業 従業

者数 は 増 加し た が 、 その 増 加 より 常 用 雇 用者 の 伸 びが 低 か っ たた め 常用

雇用 者 比 率は 低 下 し てい る 。 常用 雇 用 者 比率 を み るこ と で 委 託募 集 人の

増減 を 把 握す る こ と がで き る 。  

2013 年 に 委 託募 集 人の 禁 止 が明 示 さ れ たた め 、 2014 年 7 月に は 大 型

乗合 代 理 店の 代 表 的 な一 つ で ある ラ イ フ プラ ザ パ ート ナ ー ズ が委 託 募集

人を 雇 用 契約 に 切 り 替え て い る 1 0 9。委 託募 集人 の 雇 用へ の 切 り 替え 等 は 、

経済 セ ン サス 実 施 年 であ る 2014 年 の 段 階で は 終 了し て い な いが 、 既に

ライ フ プ ラザ パ ー ト ナー ズ の 例の よ う に いち 早 く 動い た 代 理 店等 も 見ら

れる こ と から 、（ そ れ だけ が 原 因と は 言 え ない が ）常 用 雇 用者 比率 は 2014

                                                   
1 0 8  経 済 セ ン サ ス を 基 に 筆 者 作 成 。  
1 0 9  「 週 刊 ダ イ ヤ モ ン ド 」 2 0 1 5 年 1 月 1 7 日 号 11 0 頁 。  

1999年 2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年

①保険媒介代理業従事者数 73,579 83,314 88,920 105,112 129,460 129,530 138,495

②内常用雇用者数 42,306 47,905 53,040 65,495 80,244 86,383 97,053

③常用雇用者比率（②/①） 57.50% 57.50% 59.65% 62.31% 61.98% 66.69% 70.08%

④個人事業所従業者数 19,842 23,079 19,562 17,606 13,950 10,980 9,519

 ⑤個人事業所従業者を除く従業者数（①－④） 53,737 60,235 69,358 87,506 115,510 118,550 128,976

⑥個人事業所常用雇用者数 5,045 7,063 6,240 5,599 4,548 3,464 3,044

⑦個人事業所常用雇用者を除く常用雇用者数数
（②-⑥）

37,261 40,842 46,800 59,896 75,696 82,919 94,009

⑧個人事業所従業者を除く常用雇用者比率
（⑦/⑤）

69.34% 67.80% 67.48% 68.45% 65.53% 69.94% 72.89%
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年 に は 約 73％ ま で 上 昇 し て い る 。 委 託 募 集 人 は 代 理 店 に よ る 教 育 ・ 管

理・ 指 導 が不 徹 底 に なる こ と が危 惧 さ れ 、そ の こ とが 保 険 募 集に 何 らか

の影 響 を 与え た 可 能 性が あ る。こ の 点は 、一時 的 な 性格 も の で はあ る が、

乗合 代 理 店の 特 性 を 考え る 際 に考 慮 す る 必要 が あ る。  

 

4.  銀 行 窓 販 に よ る 生 命 保 険 の 販 売  

生保 の 営 業を 兼 業 と する も の の代 表 が 金 融機 関 で ある 。 保 険 募集 従事

者数 の 観 点で 見 る と 、図表 5-3 に あ る「 ⑥兼 業 に よる 保 険 募 集人 」 1 1 0は

代理 店 使 用人 数 か ら 媒介 代 理 業者 数 を 差 し引 い た 推計 値 で あ る。 こ の推

計値 で は 2014 年 段 階で 兼 業 の形 で 保 険 募集 に 携 わる も の は 85 万人 を 超

える 。 こ の大 半 が 金 融機 関 等 職員 と 考 え られ る 。 金融 機 関 に よる 保 険募

集は 、 保 険営 業 で 生 計を 立 て る必 要 の あ る専 業 従 事者 と 相 違 して 、 本業

にお け る 顧客 市 場 に 生命 保 険 の販 売 を 追 加的 に 行 うス タ ン ス と考 え られ

る。 こ の 観点 か ら 、 従業 者 数 の視 点 で は なく 、 市 場の 観 点 で 金融 機 関に

よる 生 命 保険 販 売 を 見て お く 必要 が あ る 。す な わ ち、 銀 行 窓 販解 禁 前後

で、 生 命 保険 利 用 顧 客層 が 広 がっ た の か を理 解 す ると い う 視 点で あ る。  

銀行 窓 販 は、 複 合 的 な商 品 分 野に ま た が った 選 択 を可 能 と す るワ ンス

トッ プ シ ョッ ピ ン グ の観 点 か ら、 消 費 者 の利 便 性 の向 上 を 資 する も のと

いえ る 。 他方 、 先 行 研究 で は 疑似 預 金 仮 説が 成 り 立ち 、 銀 行 窓販 ユ ーザ

ーは 、 そ の他 の 生 命 保険 販 売 チャ ネ ル と は異 な る 特性 を 持 つ 顧客 と いう

見方 が 存 在し て い る 。   

銀行 窓 販 は、 先 行 研 究で 見 た 通り 段 階 的 に取 扱 い 範囲 を 拡 大 した 。生

命保 険 に 関す る 緩 和 が本 格 化 した の は 2002 年 10 月 に ス タ ート し た 個人

年金 保 険 の販 売 か ら であ る 。 個人 年 金 保 険の 新 契 約件 数 ・ 金 額、 保 有契

約件 数 ・ 金額 を 図 表 6-7 に 示す 。  

 

                                                   
1 1 0  兼 業 保 険 募 集 従 事 者 は 、 金 融 機 関 職 員 以 外 に も 存 在 す る が 、 数 量 的 な 点 で 、

こ の 推 計 値 を 大 半 金 融 機 関 に よ る と し て 論 を 進 め て い る 。 増 加 時 期 が 銀 行 窓 販 解

禁 と 一 致 し て い る こ と に よ る 。  
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図 表 6-7 個 人 年 金保 険 契 約 推 移  

 

 

個人 年 金 保険 は 、 社 会的 に は 高齢 化 の 進 展か ら そ の普 及 が 期 待さ れて

きた が 、1997 年 日 産 生命 の 破 たん を 契 機 に生 命 保 険業 界 全 体 への 信 用不

安や 予 定 利率 の 低 下 から 契 約 はの び 悩 ん だ 。し か し 、2002 年 銀行 窓 販が

スタ ー ト する と 、 そ の後 4 年 程度 大 き く 増加 し 、 以降 、 同 程 度の 契 約規

模を 維 持 する こ と と なっ た 。 新契 約 件 数 は 2001 年 に 新 契約 は 51 万件 程

度ま で 落 ち込 ん で い たが 、 2002 年 75 万 件 1 1 1、2006 年に は 150 万件 を 超

えて お り 、以 降 100 万件 を 超 える 契 約 件 数が 計 上 され て い る 。  

こ の 100 万件 を 超 え る新 契 約 件数 と い う 水準 を 考 え る に 当 っ ては 、

1996 年 銀行 窓 販 に よる 個 人 年金 保 険 の 販売 が 、銀 行 窓販 解 禁前 と 異 なる

点を 把 握 する 必 要 が ある 。 販 売チ ャ ネ ル が相 違 し ても 、 個 人 年金 保 険の

予定 利 率 が変 わ る わ けで は な い。 し た が って 予 定 利率 の 低 下 が個 人 年金

保険 の 販 売低 迷 の 要 因だ と す ると 、 チ ャ ネル に よ る相 違 は 現 れな い はず

であ る 。 そこ で 要 因 とし て 考 えら れ る こ とは 疑 似 預金 仮 説 で 示唆 さ れる

顧客 層 の 相違 で あ る 。先 行 研 究で は 、 銀 行窓 販 ユ ーザ ー は 他 のチ ャ ネル

                                                   
1 1 1  事 業 年 度 と し て 2 0 0 2 年 銀 行 窓 販 に よ る 個 人 年 金 保 険 販 売 期 間 は 6 か 月 間 で あ

る 。  

年度 件数 金額 件数 金額

1996年 1,321,077 6,547,835 14,712,177 87,102,320
1997年 1,223,831 6,061,532 14,295,806 82,661,201
1998年 1,319,817 6,435,523 14,394,110 81,636,735
1999年 810,859 3,555,206 14,033,348 77,873,659
2000年 882,415 3,844,476 13,717,074 74,096,165
2001年 510,090 2,267,962 13,029,880 69,593,074
2002年 749,138 3,716,660 12,918,966 68,276,866
2003年 1,112,624 5,657,913 13,241,730 69,563,905
2004年 1,367,824 7,724,431 14,013,736 74,109,480
2005年 1,545,214 8,817,002 14,923,064 80,416,425
2006年 1,575,184 9,048,695 15,815,281 85,863,662
2007年 1,448,640 8,120,864 16,573,138 87,927,677
2008年 1,399,465 7,414,954 17,180,822 88,486,421
2009年 1,408,273 7,591,198 17,885,839 92,665,631
2010年 1,187,976 6,152,555 18,301,395 93,486,819
2011年 1,355,102 7,233,818 18,868,957 96,133,932
2012年 1,419,255 7,917,218 19,371,342 100,323,534
2013年 1,321,258 7,449,328 19,284,176 100,344,841
2014年 1,431,749 8,161,735 19,184,716 100,515,260

新契約 保有契約
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ユー ザ ー に比 し て 、 投資 信 託 や個 人 年 金 保険 等 を 疑似 預 金 と して 利 用す

る傾 向 が 強い 。  

個人 年 金 保険 新 契 約 につ い て は加 入 年 齢 別デ ー タ を見 る こ と がで き

る。 図 表 6-8 に 個 人 年金 保 険 の年 齢 別 新 契約 推 移 （件 数 ） を 示す 。  

 

図 表 6-8 個 人 年 金保 険 年 齢 帯 別 新 契 約 推 移 1 1 2 

 

  

図 表 6-8 をみ る と 60 歳 以降 の 契約 件 数 は、 窓 販 開始 前 2001 年 まで 7 万

～ 8 万件 程 度で あ っ たが 、2002 年 開 始 後 、そ の水 準は 40～ 60 万 件程 度 と

なっ て お り、新 契約 件数 の 中で 60 歳以 降の 加 入 者が 高 い 構 成比 を 占 めて

いる 。  

個人 年 金 保険 は 、 一 般的 に は 現役 層 が 将 来の 老 後 のた め に 自 助努 力と

して 事 前 に備 え る 手 段と 理 解 され て い る 。し か し 銀行 窓 販 に より 販 売さ

れた 個 人 年金 保 険 は 、既 に 老 後段 階 に あ る高 齢 層 やそ の 直 前 にあ る 層が

利用 し て おり 、 将 来 の老 後 の ため の 自 助 努力 と 相 違す る 側 面 を有 し てい

る可 能 性 があ る 。   

以上 の こ とか ら 、銀 行窓 販 は 新た な 顧 客（ 60 歳以 上 顧 客）に 生命 保 険

への ア ク セス 可 能 性 を高 め た 側面 が 強 い 。そ れ ま で保 険 営 業 を専 業 とす

るチ ャ ネ ルか ら 生 命 保険 を 利 用し て い た 顧客 に 対 して ワ ン ス トッ プ ショ

                                                   
1 1 2  生 命 保 険 協 会 発 表 デ ー タ を 基 に 筆 者 作 成 。  

 0 ～  9  10 ～ 19  20 ～ 29  30 ～ 39 40 ～ 49  50 ～ 59 60 ～
合　　計
Total

1998年 6,385 10,998 458,029 364,515 241,566 160,437 77,887 1,319,817
1999年 2,520 6,368 229,784 207,063 163,570 132,884 68,670 810,859
2000年 3,263 4,991 234,830 230,950 174,098 145,351 80,668 874,151
2001年 2,550 3,063 122,268 127,947 96,514 86,803 70,945 510,090
2002年 1,256 2,544 132,587 156,905 133,858 142,946 179,042 749,138
2003年 2,649 4,672 138,160 185,894 178,322 237,670 365,257 1,112,624
2004年 3,010 4,801 151,856 216,337 207,410 296,716 487,694 1,367,824
2005年 4,911 6,515 158,344 238,482 232,466 340,495 564,001 1,545,214
2006年 6,523 15,088 174,577 273,366 240,070 332,873 532,687 1,575,184
2007年 5,877 18,352 167,416 262,094 231,520 292,889 470,492 1,448,640
2008年 4,043 15,340 158,103 234,875 209,155 261,038 516,911 1,399,465
2009年 2,760 16,108 174,192 246,617 226,827 304,511 654,231 1,625,246
2010年 2,379 18,110 180,159 244,688 217,692 250,977 513,326 1,427,331
2011年 1,769 21,358 237,288 307,167 257,008 243,531 497,207 1,565,328
2012年 1,501 24,112 278,188 329,417 291,176 247,971 428,855 1,601,220
2013年 9,723 40,775 250,322 280,923 272,080 245,801 370,458 1,470,082
2014年 30,269 43,235 225,625 265,567 291,058 278,853 435,107 1,569,714
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ッピ ン グ の機 能 を 提 供し た 側 面は 弱 い と 理解 で き る 。 以 上 に より 「 序 論  

第 4 章 」 にお い て 探 索的 課 題 とし た 「 7－ 2－ 1 金融 機 関 に よる 生 命 保険

の販 売 は 生命 利 用 顧 客層 の 拡 大に つ な が った の か ？」 を 検 証 した 。  

 

5. イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル の 推 移  

 イ ン タ ーネ ッ ト チ ャネ ル 専 業会 社 と し ての 生 命 保険 会 社 は 、ラ イ フネ

ッ ト 生 命 、 ア ク サ ダ イ レ ク ト 生 命 の 2 社 が 存 在 し て い る 。 両 社 は 平 成

2008 年 度 から 営 業 を開 始 し てい る た め 、2008 年度 以 降 の業 績を 図 表 6-9

に示 す 。イ ン タ ーネ ット 専 業 2 社 の 新 契 約実 績 は 2011 年 度 の件 数 77 ,827

件を ピ ー クに そ の 後 減少 し 、 2014 年 度 実績 で 4 万 件 を下 回 る。 2014 年

度の 生 保 業界 全 体 の 個人 保 険 新契 約 件 数 は 1505 万 663 件 で あり 、 イン

ター ネ ッ ト専 業 2 社 の占 率 は 0 .3％ とな る。  

 

図 表 6 -9 イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル 専 業 2 社 業 績 推 移  

 

 

6.   本 章 に お け る 仮 説 検 証 と 考 察  

 「 序 論  第 4 章 5‐ 1」に お け る仮 説 検証 を 中 心に 以 下 に 記述 す る 。  

販売 チ ャ ネル の 多 様 化を 分 類 する と 、 第 一に 保 険 の営 業 を 専 業と する

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
2008年 5,253 71,659 5,116 70,138 5,456 50,983 5,121 47,756 10,709 122,642 10,237 117,894
2009年 19,282 235,885 23,506 296,319 12,977 135,147 16,268 166,497 32,259 371,032 39,774 462,816
2010年 42,214 398,139 63,188 668,081 13,831 113,773 27,156 255,130 56,045 511,912 90,344 923,211
2011年 60,725 487,141 118,040 1,105,302 17,102 107,746 40,425 332,647 77,827 594,887 158,465 1,437,949
2012年 60,685 448,728 169,312 1,480,395 13,831 88,353 49,498 384,631 74,516 537,081 218,810 1,865,026
2013年 46,237 309,710 202,963 1,702,381 8,636 53,132 53,489 402,482 54,873 362,842 256,452 2,104,863
2014年 27,982 228,951 215,403 1,831,081 11,746 59,719 60,210 425,627 39,728 288,670 275,613 2,256,708

２社計
新契約 保有新契約 保有

ライフネット
新契約 保有

ライフネット アクサダイレクト
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中で の 一 社専 属 か ら 乗合 へ の 多様 化 類 型 があ げ ら れる 。  

専業 と し て保 険 募 集 に従 事 す る者 は 、 全 体と し て は日 本 に お ける 就業

者割 合 で 安定 的 で あ り、 そ の 中で 専 属 か ら代 理 店 使用 人 （ 主 に乗 合 代理

店） へ 構 成が 変 化 し たこ と を 確認 し た 。 仮説 14 は 専業 の 保 険募 集 人の

総数 が 安 定的 で あ り 、そ の 中 で営 業 職 員 の減 少 と 代理 店 使 用 人の 増 加と

いう 構 成 比変 化 が 生 じて い る こと を 仮 説 とし た も ので あ る。した が っ て、

ここ ま で の整 理 か ら 当該 仮 説 が支 持 さ れ てい る こ とが わ か る 。  

 販 売 チ ャネ ル 多 様 化の も う 一つ の 類 型 は、専 業か ら 兼 業の 方向 で あ る。

この 代 表 が銀 行 窓 販 であ る 。  

本章 で 確 認さ れ た 事 項と し て 銀行 窓 販 は 、高 齢 層 を主 要 な 顧 客層 とし

て生 命 保 険や 個 人 年 金保 険 の 販売 を 行 っ てお り 、 他の チ ャ ネ ルと の 顧客

争奪 と い うよ り 、 自 らの 高 齢 層顧 客 に 生 命保 険 や 個人 年 金 保 険を 販 売し

たと い う 特性 を 有 す る。 こ れ は先 行 研 究 で確 認 さ れた 内 容 で ある 、 銀行

窓販 ユ ー ザー は 疑 似 預金 商 品 とし て 生 命 保険 や 個 人年 金 保 険 を利 用 して

いる と い う説 と 整 合 する 。  

銀行 窓 販 は、 そ れ ま で生 保 と アク セ ス し づら か っ た高 齢 顧 客 層の 開拓

につ な が った 。これ は探 索 的 課題 と し て 上げ た「序 論 第 4 章 7‐ 2‐ 1 金

融機 関 に よる 生 命 保 険の 販 売 は生 命 保 険 利 用 顧 客 の増 大 に つ なが っ たの

か？ 」 に つい て 、 そ の想 定 し た内 容 に 沿 った 事 実 を確 認 し た とい え る。  

 対 面 か ら非 対 面 へ の多 様 化 とし て の イ ンタ ー ネ ット 専 業 生 保は 、2008

年の 創 業 から 2011 年ま で 新 契約 が 増 加 して い た が、 そ の 後 、減 少 に転

じて お り 、業 績 面 で その 特 性 を把 握 す る こと は 本 章で は で き てい な い。

した が っ て、 イ ン タ ーネ ッ ト 専業 生 保 に よる 非 対 面販 売 に つ いて は第 9

章の 生 命 保険 加 入 者 調査 の 分 析に お い て 考察 す る 。  

 

第 7 章  保 険 募 集 規制  

 

 本 章 は 、 2016 年 5 月 29 日 施 行 され た改 正 保 険業 法 に お ける 保 険 募集
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規制 を 概 観し 、 保 険 募集 に つ いて ど の 点 に着 目 し て規 制 が 行 われ て いる

か 把 握 す るこ と を 目 的と し て いる 。こ れ によ り 仮説 16 及 び 17 に おけ る

販売 チ ャ ネル 影 響 要 因と し て の考 え 方 が 、募 集 規 制の 観 点 か ら 妥 当 であ

る こ と を 確認 す る 1 1 3。併せ て 、「 第 9 章  生 命保 険 加 入行 動 の 実 証分 析 」

にお い て 仮説 検 証 の 範囲 を 超 えた 探 索 的 検討 の 視 点を 確 保 す る。  

 

1. 保 険 募 集 規 制 の 概 要  

 以 下 に 、項 目 別 に 保険 募 集 規制 の 概 要 を整 理 す る。  

 

1 -1 保 険 募 集 と 募 集 関 連 行 為  

 保 険 募 集は 保 険 業 法第 2 条第 6 項 にお いて「 こ の 法律 に お いて「 保 険

募集 」 と は保 険 契 約 の締 結 の 代理 又 は 媒 介を 行 う こと を い う 」と 定 めら

れ て い る 。こ の 保 険 募集 は 、 法的 に は 、 保険 契 約 の申 し 込 み の勧 誘 、受

付、 承 諾 、締 結 ま で に至 る 一 連の 法 律 行 為の 全 部 また は 一 部 の代 理 又は

媒介 と 解 され る 1 1 4。し かし 、こ の 一連 の プ ロセ ス に つい て コ ー ルセ ン タ

ー 等 が 部 分的 に 担 当 する こ と もあ る た め 、個 々 の 行為 が 保 険 募集 に 該当

する か 否 かの 判 断 が 重要 な 課 題と な っ て いる 。 更 に、 イ ン タ ーネ ッ ト上

の比 較 サ イト な ど の よう に 、 見込 み 客 の 発掘 か ら 契約 成 立 に 至る 広 義の

募集 プ ロ セス の う ち 、保 険 募 集の 定 義 に 該当 す る こと が 明 ら かで な い行

為を 保 険 募集 人 で な いも の が 行う ケ ー ス が増 え て いる 。 こ の よう な 観点

か ら 、 2014 年 改 正 保 険 業 法 1 1 5に お い て 、 ど ん な 行 為 が 保 険 募 集 に 該 当

する か に つい て 判 断 基準 が 示 され た 。 ま た広 義 の 保険 募 集 プ ロセ ス のう

ち、 保 険 募集 に 該 当 しな い 行 為 を 新 た に 「募 集 関 連行 為 」 と 定義 し 規制

対象 と し てい る 。  

                                                   
1 1 3  仮 説 1 6・ 1 7 は 、本 章 で 設 定 の あ り 方 の 妥 当 性 を を 確 認 す る が 、実 際 の 検 証 結

果 は 「 第 9 章 生 命 保 険 加 入 者 調 査 」 の 分 析 結 果 に よ る 。 こ の 理 由 は 、 そ も そ も 消

費 者 の 保 険 加 入 行 動 に 対 し て 販 売 チ ャ ネ ル が 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 存 す る と い う

視 点 が 先 行 研 究 に 欠 落 し て い る た め 、 そ の 視 点 の 妥 当 性 を 保 険 募 集 規 制 の 観 点 で

確 認 す る 必 要 が あ る と の 判 断 に よ る 。  
1 1 4  中 原 建 夫 他 （ 2 0 1 6）『 保 険 業 務 の コ ン プ ラ イ ア ン ス 』。  
1 1 5  2 0 1 4 年 5 月 改 正 、 2 0 1 6 年 5 月 2 9 日 施 行 。  
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 保 険 募 集 に つ い て 、 金 融 庁 は 監 督 指 針 1 1 6に お い て 、「 保 険 契 約 の 締 結

の勧 誘 」「 勧 誘 を目 的と し た 保険 商 品 の 内容 説 明」「 保 険契 約の 申 し 込み

の受 領 」「そ の 他 の 保険 契 約 の締 結 の 代 理ま た は 媒介 」で あ ると し て いる

1 1 7。更 に この 定 義 につ いて の 該 当性 基 準 が 同指 針 に おい て 定 め られ て い

る。 こ れ は保 険 商 品 の内 容 説 明等 が 、 募 集行 為 に 該当 す る か どう か につ

いて の 判 断基 準 を 示 した も の と考 え ら れ る。 該 当 性基 準 は 「 保険 会 社ま

たは 保 険 募集 人 な ど から 報 酬 を受 け 取 る 場合 や 、 保険 会 社 ま たは 保 険募

集人 と 資 本関 係 を 有 する 場 合 など 、 保 険 会社 ま た は保 険 募 集 人の 行 う募

集行 為 と の一 体 性・連続 性 を 推測 さ せ る 事情 が あ るこ と 」「 具体 的 な 保険

商品 の 推 奨・ 説 明 を 行う も の であ る こ と 」と さ れ る 1 1 8。  

 保 険 募 集の 該 当 性 基準 に つ いて は 、 募 集関 連 行 為と の 関 係 の中 で 理解

する 必 要 があ る 。 募 集関 連 行 為と は 「 契 約見 込 み 客の 発 掘 か ら契 約 成立

に至 る ま での 広 い 意 味で の 保 険募 集 の プ ロセ ス の うち 、 保 険 募集 に 該当

しな い 行 為を い う 」とさ れ る 1 1 9。これ は 一 般的 に は イン タ ー ネ ット 上 の

比較 サ イ トの よ う な 商品 情 報 の提 供 を 主 たる 目 的 とし た サ ー ビス に おい

て保 険 会 社の 情 報 を 転載 す る だけ の 行 為 など が 考 えら れ る 。 これ に 対し

て、 保 険 募集 に 該 当 しう る 行 為と し て 「 業と し て 特定 の 保 険 会社 の 商品

（群 ） の みを 見 込 み 客に 対 し て積 極 的 に 紹介 し て 、保 険 会 社 また は 保険

募集 人 な どか ら 報 酬 を得 る 行 為」「比 較 サ イト 等 の 商品 情 報 の 提供 を 主た

る目 的 と した サ ー ビ スを 提 供 する も の が 、保 険 会 社ま た は 保 険募 集 人な

どか ら 報 酬を 得 て 、 具体 的 な 保険 商 品 の 推奨 ・ 説 明を 行 う 行 為」 が あげ

られ て い る 1 2 0。こ の解 釈に 関 わ る考 え 方 が 同様 に 監 督指 針 の 注 とし て 示

され て い る。 そ れ は 「保 険 募 集人 が 、 高 額な 紹 介 料や イ ン セ ンテ ィ ブ報

酬を 払 っ て募 集 関 連 行為 従 事 者か ら 見 込 み客 の 紹 介を 受 け る 場合 や 、一

                                                   
1 1 6  「 保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 」。同 指 針 は 重 要 な 着 眼 点 や 保 険 業 法 の 解

釈 基 準 が 規 定 さ れ る こ と か ら 、 同 指 針 違 反 を 根 拠 と し た 行 政 処 分 が な さ れ る 可 能

性 を 持 つ 。  
1 1 7  監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1（ 1） ①  
1 1 8  監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1（ 1） ②  
1 1 9  監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1（ 2）  
1 2 0  監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1（ 2）（ 注 2）  



131 

 

般的 に そ のよ う な 報 酬 体 系 は 保険 募 集 関 連行 為 従 事者 が 本 来 行う こ とが

でき な い 具体 的 な 保 険商 品 の 推奨 ・ 説 明 を行 う 蓋 然性 を 高 め ると 考 えら

れる こ と に留 意 す る 」と い う もの で あ る 1 2 1。  

 保 険 募 集か 否 か を 判断 す る 際に 、 広 義 のプ ロ セ スの 範 囲 で 保険 会 社ま

たは 保 険 募集 人 が 行 う募 集 行 為と の 一 体 性・ 連 続 性の 視 点 、 更に そ の行

為に よ る 保険 会 社 ま たは 保 険 募集 人 か ら の報 酬 の 視点 が 重 要 な判 断 基準

とな っ て いる こ と が わか る 。  

 

1 -2   保 険 募 集 人 の要 件 と 権 限  

 保 険 募 集人 に つ い ては 保 険 業法 第 276 条「 特 定保 険 募 集人（生 命 保険

募集 人 、 損害 保 険 代 理店 又 は 少額 短 期 保 険募 集 人 （特 定 少 額 短期 募 集人

を除 く 。）を い う 。以下 同 じ ）はこ の 法 律の 定 め ると こ ろ に より 、内 閣総

理大 臣 の 登録 を 受 け なけ れ ば なら な い 」 とさ れ 、 登録 し な け れば 保 険募

集を 行 う こと が 出 来 ない 。 ま た、 登 録 に 当た っ て は不 適 格 者 の登 録 を排

除す る た め、 保 険 業 法 279 条第 1 項に 登録 拒 否 要件 が 定 め られ て い る。

登録 拒 否 要件 は 、 破 産者 や 禁 固刑 以 上 の 刑（ 刑 の 執行 を 受 け るこ と がな

くな っ た 日か ら 3 年を 経 過 しな い も の ）、 保 険業 法 違 反に より 罰 金 の系

に処 せ ら れた も の（ 刑の 執 行 を受 け る こ とが な く なっ た 日 か ら 3 年 を経

過し な い もの ）、内 閣総 理 大 臣か ら 登 録 を取 り 消 され た も の（ 登 録を 取り

消さ れ た 日か ら 3 年を 経 過 しな い も の ）、 保 険仲 立 人 また はそ の 役 員も

しく は 保 険募 集 を 行 う使 用 人 、な ど で あ る 1 2 2。  

 保 険 募 集は 、先に 見た 通 り、保 険 契約 の締 結 の 代理 ま た は 媒介 を い う。

旧募 取 法 1 2 3の時 代 は、「生 命 保 険は 媒 介」「損 害 保 険は 代 理」と法 律 上 決

めら れ て いた 。 し か し、 保 険 商品 の 多 様 化が 進 ん だこ と か ら 、募 集 人の

権限 を 法 律で 固 定 的 に決 め て おく こ と は 消費 者 の 利便 性 を 欠 くと の 判断

                                                   
1 2 1  監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1（ 2）（ 注 2）  
1 2 2  こ こ で 上 げ た も の は 保 険 業 法 第 2 7 9 条 第 1 項 の 主 要 部 分 を 筆 者 判 断 で 列 挙 し

た も の で 全 部 を 記 載 し て い な い 。  
1 2 3  保 険 募 集 の 取 締 に 関 す る 法 律 。 1 9 9 6 年 廃 止 さ れ 保 険 業 法 に 集 約 さ れ た 。  
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によ り 、 法律 で は 生 命保 険 募 集人 と 損 害 保険 募 集 人は と も に 代理 と 媒介

のど ち ら も行 う こ と が出 来 る とさ れ た 。 この 結 果 、募 集 人 は 、保 険 募集

を行 お う とす る 時 は 、保 険 業 法 第 294 条 によ り 、 あら か じ め 顧客 に 第 1

項「 所 属保 険 会 社等 の商 号 、名 称 ま たは 氏名 」第 2 項「自 己 が所 属 保 険

会社 等 の 代理 人 と し て保 険 契 約を 締 結 す るか 、 又 は保 険 契 約 の締 結 の媒

介を す る かの 別 」 を 明示 し な けれ ば な ら ない 。  

 こ こ ま で取 り 上 げ た保 険 募 集人 の 登 録 段階 及 び 実際 の 保 険 募集 段 階で

の顧 客 に 対す る 事 前 明示 に 関 する 内 容 と とも に 、 保険 代 理 店 にお け る保

険募 集 人 の在 り 方 に つい て は 監督 指 針 に おい て そ の要 件 が 明 記さ れ てい

る。 す な わち 、「（ ア ）保 険 募 集に 従 事 す る役 員 ま たは 使 用 人 とは 、 保険

代 理 店 か ら保 険 募 集 に関 し 、 適切 な 教 育 ・管 理 ・ 指導 を 受 け て保 険 募集

を行 う 者 であ る こ と 」「 使 用人 に つい て は、上 記（ア ）に加 えて 、保 険代

理店 の 事 務所 に 勤 務 し、 か つ 、保 険 代 理 店の 指 揮 監督 ・ 命 令 のも と で保

険募 集 を 行う 者 で あ るこ と 」「（ ウ ）法 302 条に 規 定 する 保 険 募集 に 従 事

する 役 員 また は 使 用 人は 、 他 の保 険 代 理 店又 は 損 賠保 険 会 社 にお い て保

険募 集 に 従事 す る 役 員ま た は 使用 人 に は なれ な い こと 」 と い うも の であ

る 。  

保険 募 集 人は 、登 録 段階 で の 要件 、業 務 遂行 段 階 にお け る 管 理・教育 ・

指導 、 及 び保 険 募 集 場面 に お ける 顧 客 へ の自 己 の 権限 等 に 関 する 事 前明

示等 全 体 にお け る 必 要な 措 置 が明 確 に 規 定さ れ て いる こ と が わか る 。こ

れら は い ずれ も 適 正 な保 険 募 集の 実 効 性 を高 め 、 保険 契 約 者 等の 利 益を

害す る こ とが な い よ う必 要 な 体制 を 確 保 する た め の規 制 と 考 えら れ る。  

 

1 -3 保 険 募 集 の 再 委 託 の 禁 止  

保険 契 約 者が 正 し い 理解 に 基 づい て 正 し い判 断 を 下す た め に は、 保険

募集 に お いて 募 集 人 によ る 適 切な 説 明 が 行わ れ る 必要 が あ る 。こ の ため、

保険 募 集 は、 当 局 へ の登 録 を 受け た 募 集 人で あ る こと な ど の 規制 が 設け

られ て い る。 保 険 契 約者 等 に 対す る 適 正 かつ 公 正 な保 険 募 集 が行 わ れる
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ため 、 保 険募 集 人 が 第三 者 に 保険 募 集 を 委託 す る （再 委 託 ） こと に つい

ては 原 則 とし て 禁 止 され て い る。  

金融 庁 は 監督 指 針 1 2 4に おい て、保 険 代理 店 にお い て 保険 募 集 に 従事 す

る役 員 ま たは 使 用 人 の満 た す べき 要 件 を「（ ア ）保 険 募集 に 従 事す る 役員

また は 使 用人 と は 、保険 代 理 店か ら 保 険 募集 に 関 し 、適 切 な 教育・管 理 ・

指導 を 受 けて 保 険 募 集を 行 う 者で あ る こ と。」「（イ ） 使 用人 につ い て は、

上 記 (ア )に 加 え て 、 保 険 代 理 店 の 事 務 所 に 勤 務 し 、 か つ 、 保 険 代 理 店 の

指 揮 監 督 ・ 命 令 の も と 保 険 募 集 を 行 う 者 で あ る こ と 。」 1 2 5と し て い る 。

当該 部 分 につ い て は 更に 注 記 が加 え ら れ てい る 。 それ は 「 法 275 条 第 3

項に 規 定 する 場 合 を 除き 1 2 6、保険 募 集 の再 委託 は 禁 止さ れ て い るこ と に

留意 す る 必要 が あ る 」と い う もの で あ る 。委 託 募 集人 を 禁 止 する の は、

保険 契 約 者に 対 す る 適正 で 公 正な 保 険 募 集を 確 保 する た め の 必要 な 措置

であ る 「 募集 人 に 対 する 管 理 ・教 育 ・ 指 導」 が 実 施さ れ な い まま 、 第三

者（ 委 託 型募 集 人 ） に募 集 業 務を 行 わ せ るこ と が ない よ う に する た めで

あ る 。  

 

1 -4   情 報 提 供 義 務  

 情 報 提 供義 務 は 、 保険 会 社 及び 保 険 募 集人 が 保 険募 集 を 行 う際 に 、保

険契 約 者 や被 保 険 者 が保 険 契 約の 申 込 み を行 う か 否か を 判 断 する た めに

必要 な 情 報の 提 供 を 求め る も ので あ る 。この 規 定 は 、2014 年 保険 業 法 改

正で 新 設 され た も の であ る 1 2 7。  

 2014 年 改正 前 ま で、 保 険 業 法 300 条 第 1 項 1 号の 重 要 事項 の う ち、

特に 説 明 すべ き 事 項 とし て 「 契約 概 要 」 や「 注 意 喚起 情 報 」 が監 督 指針

にお い て 定め ら れ て いた 。 こ れに 加 え て 「そ の 他 顧客 に 参 考 とな る べき

事項 」 の 提供 を 法 令 上の 義 務 とす る 改 正 が行 わ れ たも の で あ る。  

                                                   
1 2 4  保 険 会 社 向 け の 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1 ( 3 )① エ 。  
1 2 5  （ ウ ） は 損 害 保 険 代 理 店 等 に 関 わ る 項 目 の た め 記 載 し て い な い 。  
1 2 6  同 一 グ ル ー プ 内 の 保 険 会 社 間 の （ 個 別 認 可 を 前 提 と し た ） 再 委 託 。  
1 2 7  保 険 業 法 2 9 4 条 第 1 項 。  
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 改 正 前 まで の 顧 客 に対 す る 情報 提 供 義 務に つ い ては 保 険 業 法 300 条に

おい て 「 重要 な 事 項 を告 げ な い行 為 」 と して 禁 止 行為 が 示 さ れ、 監 督指

針に お い て「 契 約 概 要」「 注意 喚 起 情報 」の 提 供 義務 が 定 め られ て い た。

これ は 保 険業 法 に お いて は 積 極的 な 情 報 提供 義 務 が定 め ら れ てい な かっ

た こ と を 意味 す る 。2014 年改 正 によ り 、顧客 が 保 険加 入 の 判 断を 行 う 際

に必 要 な 商品 情 報 そ の他 の 情 報の 提 供 が 法令 上 の 義務 と な っ た 。 ま たこ

の義 務 の 履行 の た め に「 契 約概 要」「注 意 喚起 情 報」が 情報 提 供の た め の

標準 的 な 手法 と し て 位置 づ け 直さ れ た 。  

 情 報 提 供義 務 の 標 準的 手 法 とし て 位 置 づけ ら れ た「 契 約 概 要」 は 、顧

客が 保 険 商品 の 内 容 を理 解 す るた め に 必 要な 情 報 を表 し て い る。 具 体的

に は 1 2 8「 商品 の 仕 組み 」「 保障 の 内 容 1 2 9」「付 加で き る 主な 特 約 お よ び そ

の 概 要 」「 保 険 期 間 」「 引 受 条 件 （ 保 険 金 額 等 ）」「 保 険 料 に 関 す る 事 項 」

「保 険 料 払込 み に 関 する 事 項 1 3 0」「 配 当 金 に関 す る 事項 」「 解 約返 戻 金 等

の有 無 お よび そ れ ら に関 す る 事項 」 で あ る。  

 同 様 に 情報 提 供 義 務の 標 準 的手 法 と し て位 置 づ けら れ た 「 注意 喚 起情

報」は、顧 客に 対 し て注 意 喚 起す べ き 事 項を 意 味 し、そ の内 容は 1 3 1「 ク

ー リ ン グ ・ オ フ 1 3 2」「 告 知 義 務 等 の 内 容 」「 責 任 開 始 期 」「 支 払 事 由 に 該

当し な い 場合 お よ び 免責 事 由 等の 保 険 金 等を 支 払 わな い 場 合 のう ち 主な

もの 」「保 険 料 の払 込猶 予 期 間、 契 約 の 失効 、 復 活 等 」「解 約と 解 約 返戻

金の 有 無」「 セー フ ティ ネ ッ ト」「補 償 重複 に 関 する 以 下 の 事項 1 3 3」等 で

ある 。 更 にこ れ ら 列 挙さ れ た 情報 提 供 義 務に 関 す る実 効 性 を 担保 す るた

めに 、 書 面に よ る 情 報提 供 を 行う に 必 要 な体 制 整 備が 監 督 指 針に お いて

示さ れ て いる 1 3 4。その 内容 は「 当該 書 面に おい て 顧 客に 対 し て 、保 険 会

                                                   
1 2 8  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )ア 。  
1 2 9  保 険 金 の 支 払 事 由 に 該 当 し な い 場 合 及 び 免 責 事 由 等 の 保 険 金 を 支 払 わ な い

場 合 に お け る 主 な も の の 記 載 を 含 む 。  
1 3 0  保 険 料 払 込 方 法 、 保 険 料 払 込 期 間 。  
1 3 1保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )イ 。 筆 者 判 断 に よ る 抜 粋 。  
1 3 2  保 険 業 法 3 0 9 条 第 1 項 に 規 定 す る 保 険 契 約 の 申 込 の 撤 回 。  
1 3 3  補 償 内 容 が 同 種 の 保 険 が 他 に あ る 場 合 補 償 重 複 と な る こ と 及 び 補 償 重 複 の 場

合 の 保 険 金 の 支 払 い に 関 わ る 注 意 喚 起 等 が 挙 げ ら れ て い る 。  
1 3 4  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 2 )⑩ 。 以 下 の 内 容 に 関 す る 記 述 は
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社 に お け る 苦 情 ・ 相 談 の 受 付 先 を 明 示 す る た め の 措 置 を 講 じ て い る か 」

「当 該 書 面に 記 載 す る事 項 に つい て 、 以 下の 点 に 留意 し た 記 載と す る措

置を 講 じ てい る か (文字 の 大 きさ 、配 列 等に つ い て顧 客 に と って 理 解 しや

すい 記 載 とさ れ て い るか 」「 記載 す る 文 言の 表 示 にあ た っ て は 、その 平明

性お よ び 明確 性 が 確 保さ れ て いる か 」「 顧 客に 対 し て具 体 的 な 数値 等 を示

す 必 要 が あ る 事 項 に つ い て は 、 そ の 具 体 的 な 数 値 が 記 載 さ れ て い る か 」

「当 該 書 面に 記 載 す る情 報 量 につ い て は 顧客 が 理 解し よ う と する 意 欲を

失わ な い よう に 配 慮 する と と もに 、 保 険 商品 の 特 性や 複 雑 性 にあ わ せて

定め ら れ てい る か」「 顧 客に 当 該 書面 の 交付 に 加 えて 、少 な くと も 以 下の

よう な 情 報の 提 供 お よび 説 明 が口 頭 に よ り行 わ れ る体 制 が 整 備さ れ てい

る か 1 3 5」「 顧 客 か ら 「 契 約 概 要 」 お よ び 「 注 意 喚 起 情 報 」 を 記 載 し た 書

面な ら び に契 約 締 結 前交 付 書 面の 記 載 事 項を 了 知 した 旨 を 十 分に 確 認 し、

事後 に 確 認状 況 を 検 証で き る 態勢 に あ る か」 等 で ある 。  

 情 報 提 供義 務 は 、 顧客 が 保 険契 約 の 申 込を 判 断 する た め に 必要 な 情報

の内 容 を 明確 化 す る とと も に 、そ の 実 効 性を 担 保 する た め に 必要 な 態勢

を保 険 会 社及 び 保 険 募集 人 に 求め た も の とい え る 。実 態 と し て情 報 提供

義務 が 適 切に 履 行 さ れる よ う にす る た め 、事 後 検 証ま で 含 め て 義 務 を定

めた も の とな っ て い るこ と が わか る 。  

 

1 -5   意 向 把 握 ・ 確認 義 務  

 意 向 把 握・ 確 認 義 務は 、 顧 客意 向 の 把 握、 当 該 意向 に 沿 っ た保 険 プラ

ンの 提 案 、当 該 意 向 と当 該 プ ラン の 対 応 関係 の 説 明、 当 該 意 向と 最 終的

な 顧 客 の 意 向 の 比 較 、 相 違 点 の 確 認 を 行 う こ と を 求 め た も の で あ る 1 3 6。

                                                                                                                                                     
筆 者 判 断 に よ る 抜 粋 。  
1 3 5  複 数 の 項 目 が 列 挙 さ れ て い る が 、 こ こ で は 乗 換 （ 既 契 約 を 消 滅 さ せ て 新 た な

保 険 契 約 の 申 込 を さ せ 、 ま た は 新 た な 保 険 契 約 の 申 込 を さ せ て 既 に 成 立 し て い る

保 険 契 約 を 消 滅 さ せ る こ と ）、転 換（ 既 契 約 を 消 滅 さ せ る と 同 時 に 、既 契 約 の 責 任

準 備 金 、 返 戻 金 の 額 そ の 他 お 被 保 険 者 の た め に 積 み 立 て ら れ て い る 額 を 、 新 契 約

の 責 任 準 備 金 ま た は 保 険 料 に 充 当 す る こ と に よ っ て 保 険 契 約 を 成 立 さ せ る こ と ）

の 場 合 、 こ れ ら が 顧 客 に 不 利 益 と な る 場 合 が あ る こ と を 指 す 。  
1 3 6  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )  
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これ に よ り、 保 険 会 社ま た は 保険 募 集 人 は、 顧 客 の 初 期 段 階 の 意 向 に関

する 把 握 から 、 提 案 商品 の 説 明、 最 終 的 な 意 向 確 認な ど 一 連 のプ ロ セス

（意 向 の 把握・確 認 ）が法 令 上 の義 務 と して 求 め られ る こ と とな っ た（保

険業 法 1 3 7）。  

  監 督 指 針に お い て は 、顧客 の 意 向把 握 の具 体 的 な方 法 を「 意向 把 握 型」

「意 向 推 定型 」「損 保型 」に 分 け て い る 。意向 把 握 型は 、提 案商 品 の 当該

顧客 向 け 個別 プ ラ ン の説 明 の 前に 、 当 該 顧客 の 意 向を 把 握 す る方 法 であ

る。 そ の うえ で 、 当 該意 向 に 沿っ た 個 別 プラ ン を 提案 し 、 当 該プ ラ ンと

当該 意 向 との 対 応 関 係を 含 め て説 明 す る 必要 が あ る。 最 終 的 に顧 客 の意

向が 確 定 した 段 階 で 、そ の 意 向と 当 初 把 握し た 顧 客の 意 向 を 比較 し 、両

者が 相 違 して い る 場 合は そ の 相違 点 を 確 認す る 。 この 意 向 把 握型 は 、顧

客へ の 提 案商 品 の 説 明の 前 に 顧客 の 意 向 を把 握 す る形 態 で あ り、 ア ンケ

ート 等 に より 顧 客 の 意向 を 事 前に 把 握 す る方 法 で ある 。  

 意 向 推 定型 は 、 顧 客向 け の 個別 プ ラ ン を説 明 す る都 度 、 保 険会 社 また

は 保 険 募 集 人 は ど の よ う に 顧 客 の 意 向 を 推 定 (把 握 )し て 当 該 プ ラ ン を 作

成し た か の説 明 を 行 い、 当 該 プラ ン と 当 該意 向 と どの よ う に 対応 し てい

るか も 含 めて 説 明 す る方 法 で ある 。 そ の 後、 顧 客 の最 終 的 な 意向 が 確定

し た 段 階 で 、 そ の 意 向 と 保 険 会 社 ま た は 保 険 募 集 人 が (推 定 )把 握 し た 顧

客の 意 向 を比 較 し、両者 が 相 違し て い る 場合 に は その 相 違 点 を確 認 す る。

この 方 法 はま ず 保 険 募集 側 が 顧客 の 意 向 を推 定 （ 把握 ） し て 個別 プ ラン

を作 成 ・ 説明 し 、 そ の過 程 で 顧客 の 意 向 を確 認 し なが ら 最 終 意向 を 把握

し、 当 初 の推 定 し た 意向 と 最 終意 向 を 比 較し つ つ 把握 す る 形 態で あ る。  

「 損 保 型 」 は 、 自 動 車 や 不 動 産 購 入 等 に 伴 う 補 償 を 望 む 顧 客 に 対 し 、

主な 意 向 ・情 報 を 把 握し た 上 で、 個 別 プ ラン の 作 成・ 提 案 を 行い 、 主な

意向 と 個 別プ ラ ン の 比較 を 記 載す る と と もに 、 保 険会 社 ま た は保 険 募集

人が 把 握 した 顧 客 の 意向 と 個 別プ ラ ン の 対応 関 係 をわ か り や すく 説 明す

る方 法 で ある 。 こ の 方法 の 場 合、 最 終 的 な顧 客 の 意向 と 当 初 の意 向 との

                                                   
1 3 7  保 険 業 法 2 9 4 条 2 項 。  
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比較 は 必 ずし も 必 要 とさ れ な い 1 3 8。  

意向 把 握 ・確 認 義 務 は顧 客 の 当初 意 向 を 把握 し 、 募集 プ ロ セ スの 中で

の顧 客 の 意向 の 変 化 等を 考 慮 して 、 当 初 意向 と 最 終意 向 の 相 違の 把 握及

び顧 客 自 身が そ れ ら を理 解 し 確認 す る こ とが 求 め られ る と い うも の であ

る。 こ れ らを 顧 客 自 身が 理 解 し、 更 に 加 入す る 最 終的 な 個 別 プラ ン との

対応 関 係 を明 瞭 に 理 解す る こ とが 、 顧 客 の意 向 に 沿っ た 個 別 プラ ン の提

案及 び 顧 客自 身 の 把 握・ 確 認 によ る 適 切 な保 険 利 用に 資 す る もの と いえ

る 。  

意向 把 握 の対 象 は、監督 指 針 1 3 9にお い て 保 険商 品 の 種類 別 に 項 目が 示

され て い る 。第 1 分 野の 保 険 商品 お よ び 第 3 分 野 の保 険 商 品 につ い ては

「ど の よ うな 保 障 を 望ん で い るか 」「貯 蓄部 分 を 必要 と し て いる か 」「 保

障期 間 、 保険 料 、 保 険金 額 に 関す る 範 囲 の希 望 、 優先 す る 事 項が あ る場

合は そ の 旨 」と さ れ る 1 4 0。第 2 分 野の 保 険 商品 に つ いて は「 ど のよ う な

分野 の 補 償を 望 ん で いる か （ 自動 車 、 火 災な ど の 保険 種 類）」「顧 客 が求

める 主 な 補償 内 容」「補 償 期 間、 保 険 料 、保 険 金 額に 関 す る 範囲 の 希 望、

優先 す る 事項 が あ る 場合 は そ の旨 」 と さ れて い る 。  

意向 把 握 ・確 認 義 務 に関 わ る 体制 整 備 は 意向 把 握 義務 と 意 向 確認 義務

とに 分 け て規 定 さ れ る。 意 向 把握 義 務 に 関わ る 体 制整 備 は 、 その 履 行に

関し 、 意 向把 握 の プ ロセ ス を 社内 規 則 等 で定 め る とと も に 、 所属 保 険募

集人 に 対 して 適 切 な 教育 ・ 管 理・ 指 導 を 実施 す る ほか 、 意 向 把握 に 係る

業務 遂 行 を事 後 的 に 確認 ・ 検 証で き る よ うに す る ため の 措 置 が求 め られ

て い る （ 監 督 指 針 1 4 1）。 こ こ で い う 事 後 的 な 確 認 ・ 検 証 を 可 能 と す る た

めの 措 置 は 、保 険 募 集の プ ロ セス に 応 じ て 、意 向 把 握に 用 い た帳 票 等（ア  

 

                                                   
1 3 8  自 動 車 購 入 時 の 自 動 車 保 険 や 不 動 産 購 入 時 の 火 災 保 険 な ど が あ り 、 こ れ ら は

当 初 意 向 と 最 終 意 向 の 相 違 が 商 品 特 性 や 募 集 形 態 上 、 生 ず る こ と が な い と の 解 釈

に よ る 。  
1 3 9  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )② 。  
1 4 0  筆 者 判 断 に よ る 抜 粋 で あ る 。  
1 4 1  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )。  
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ン ケ ー ト や 設 計 書 等 ） を 適 切 な 方 法 で 保 存 す る な ど の 措 置 を 指 す 1 4 2。

ここ で の 主旨 は 、 当 初意 向 と 最終 的 な 意 向が 記 載 され 、 そ れ らを 比 較し

たプ ロ セ スを 確 認 で きる 資 料 であ る こ と 、ま た 最 終的 な 意 向 と申 込 内容

が合 致 し てい る こ と を確 認 す る意 向 確 認 書面 等 1 4 3で ある 。保存 主体 に つ

いて は 保 険会 社 ま た は保 険 募 集人 あ る い はそ の 双 方を 指 す 1 4 4。  

意向 確 認 義務 に 係 る 体制 整 備 は、 そ の 履 行に 関 し 、契 約 の 申 込を 行お

うと す る 保険 商 品 が 顧客 の 意 向に 合 致 し た内 容 で ある こ と を 顧客 が 確認

する 機 会 を確 保 し 、 顧客 が 保 険商 品 を 適 切に 選 択 し購 入 す る こと を 可能

とす る た め、適 切な 遂行 を 確 認で き る 措 置を 講 ず るこ と が 求 めら れ る（ 監

督 指 針 1 4 5）。 具 体 的 に は 「 意 向 確 認 書 面 の 作 成 ・ 交 付 」 で あ る が 、 そ の

記載 事 項 は「 顧客 の 意向 に 関 する 情 報」「 保 険契 約 と その 意 向が ど の よう

に対 応 し てい る か」「 当該 契 約 内容 で は 顧 客の 意 向 の全 部 ま た は一 部 満た

され な い 場合 は そ の 旨」「特 に 顧 客か ら 強 く要 望 さ れた 意 向 が あっ た 場合

や個 別 性 の強 い 意 向 を 顧 客 が 有す る 場 合 はそ の 意 向に 関 す る 情報 」 等で

ある 。 更 に意 向 確 認 書面 の 記 載方 法 は 、 顧客 に と って わ か り やす い もの

であ る こ とが 求 め ら れて い る 。意 向 確 認 書面 の 確 認・ 交 付 時 期は 保 険契

約締 結 ま で（ 締 結 前 まで の 意 と解 さ れ る ）で あ り 、顧 客 が 確 認し た 意向

確認 書 面 は、 顧 客 の 確認 後 、 遅滞 な く 顧 客へ 交 付 され る 必 要 があ る 。  

 顧 客 の 当初 意 向 と 最終 意 向 の変 化 、 更 にそ の 最 終意 向 と 加 入す る 保険

契約 の 関 係を 顧 客 自 身が 把 握 する こ と を 義務 付 け た当 該 規 定 は、 保 険募

集を 行 う もの が 顧 客 へ影 響 を 与え て い る 可能 性 を 考慮 し 、 保 険募 集 規制

とし て 明 文化 し た と 考 え ら れ る 。し た が って 、仮 説 17 の設 定 で あ る「 生

命保 険 加 入に 対 し て 販売 チ ャ ネル が 影 響 を与 え て いる 可 能 性 」を 確 認す

る妥 当 性 を示 す も の とい え る 。  

                                                   
1 4 2  顧 客 の 最 終 的 な 意 向 と 比 較 し た 当 初 意 向 に 係 る も の 及 び 最 終 的 な 意 向 に 係 る

も の の 保 存 。  
1 4 3  両 者 が 同 一 書 面 に 記 載 さ れ て い る こ と は 許 容 さ れ る (平 成 2 7 年 パ ブ リ ッ ク コ

メ ン ト 3 6 5 )  
1 4 4  実 態 的 に は 双 方 が 保 存 す る 必 要 性 が 高 い 。 こ れ は 保 険 代 理 店 （ 特 に 乗 合 代 理

店 ） 自 体 に 自 立 的 に 募 集 管 理 体 制 を 求 め た 改 正 主 旨 か ら の 帰 結 で あ る 。  
1 4 5  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 3 )。  
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1 -6   募 集 人 に 対 する 体 制 整 備 義 務  

 保 険 募 集人 に 対 す る体 制 整 備は 、 従 来 、所 属 保 険会 社 の 教 育・ 管 理・

指導 の も とで 行 う 仕 組み と し て想 定 さ れ てい た 。 この た め 、 法令 上 の体

制整 備 義 務は 保 険 会 社に 課 さ れて お り 、 保険 募 集 人に 対 し て は課 さ れて

いな か っ た。 し か し 、乗 合 代 理店 等 の 大 規模 代 理 店の 出 現 に 伴い 、 従来

の所 属 保 険会 社 が 監 督責 任 を 負う 想 定 に 加え て 、 保険 募 集 人 自体 も 、業

務の 規 模 ・特 性 に 応 じた 体 制 整備 を 行 う こと が 法 令に よ り 義 務付 け られ

た 1 4 6。 内 容 的 に は 「 重 要 事 項 説 明 な ど の 保 険 募 集 の 業 務 の 適 切 な 運 営 」

「顧 客 情 報の 適 切 な 取扱 い 」「 保 険募 集 の 業務 を 委 託す る 場 合 の委 託 先 管

理 1 4 7」「乗 合 代 理店 に おけ る 比 較推 奨 販 売 」「 保険 募 集 人指 導 事業（ フ ラ

ンチ ャ イ ズ ）にお け る適 切 な 指導 」「 そ の他 の 健 全か つ 適 切 な運 営 を 確保

する た め の体 制 整 備 を自 ら 行 うこ と 」 等 であ る 。  

 具 体 的 な措 置 と し て「 重 要 事項 説 明 な どの 保 険 募集 の 業 務 の適 切 な運

営」 に つ いて は 社 内 規則 や 従 業員 に 対 す る研 修 が あげ ら れ る （施 行 規則

1 4 8）。 社 内 規 則 に は 保 険 募 集 に 関 す る 法 令 等 の 順 守 、 保 険 契 約 に 関 す る

知識 、 内 部事 務 管 理 体制 の 整 備等 を 定 め 、保 険 募 集人 の 育 成 、資 質 の向

上を 図 る ため の 措 置 を講 ず る こと な ど 、 適切 な 教 育・ 管 理 ・ 指導 が 求め

られ る （ 監督 指 針 1 4 9）。  

「乗 合 代 理店 に お け る比 較 推 奨販 売 」 に 関す る 措 置と し て は 、ま ず乗

合 代 理 店 に 係 る 誤 認 防 止 が あ げ ら れ る （ 施 行 規 則 1 5 0）。 代 理 店 は 保 険 会

社と の 委 託契 約 に 基 づき 保 険 募集 を 行 っ てい る 。 した が っ て 代理 店 の保

険募 集 は 保険 会 社 の ため に 行 う も の と し て 法 的 に 位置 づ け ら れて お り 、  

この 点 保 険仲 立 人 と は相 違 し てい る 1 5 1。し かし な が ら 、顧 客 は 乗合 代 理

                                                   
1 4 6  保 険 業 法 2 9 4 条 第 3 項  
1 4 7  こ こ で い う 委 託 す る 募 集 業 務 は 例 え ば ダ イ レ ク ト メ ー ル の 発 送 作 業 な ど を 指

し て お り 、 募 集 の 再 委 託 禁 止 を 前 提 と し た 許 容 さ れ る 範 囲 で の 委 託 を 意 味 し て い

る 。  
1 4 8  保 険 業 法 施 行 規 則 2 2 7 条 の ７ 。  
1 4 9  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 9 ( 1 )。  
1 5 0  保 険 業 法 施 行 規 則 第 2 2 7 条 の 11．  
1 5 1  保 険 仲 立 人 は 、 保 険 会 社 か ら 独 立 し て 、 顧 客 か ら 委 託 を 受 け 、 そ の 顧 客 の た

め に 誠 実 に 保 険 契 約 の 締 結 の 媒 介 を 行 う 。 こ の 点 が 、 保 険 会 社 の 代 理 人 で あ る 保
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店を 保 険 会社 と 顧 客 の間 で 中 立で あ る と 誤認 す る 恐れ が あ る 。乗 合 代理

店は 中 立 的立 場 で ア ドバ イ ス する も の で はな く 、 保険 会 社 を 代理 し て ア

ドバ イ ス する も の で あり 、 こ の点 を 明 確 にす る こ とが 求 め ら れる （ 監督

指 針 1 5 2）。  

保険 募 集 人指 導 事 業（フ ラ ン チャ イ ズ） 1 5 3につ い て は、そ の事 業 に 関

わ る 的 確 な 遂 行 確 保 措 置 が 求 め ら れ る （ 施 行 規 則 1 5 4）。 保 険 募 集 人 指 導

事業 は 、 内容 的 に は 、他 の 募 集人 に 対 し て、 保 険 募集 の 業 務 の指 導 に関

する 基 本 とな る 事 項 （当 該 他 の保 険 募 集 人が 行 う 保険 募 集 の 業務 の 方法

等に 関 す る重 要 な 事 項を 含 む もの に 限 る ）を 定 め 、継 続 的 に 保険 募 集の

業務 の 指 導を 行 う 事 業 1 5 5を指 す 。  

 

1 -7   比 較 推 奨 販 売  

 複 数 の 保険 会 社 商 品を 取 り 扱う 乗 合 代 理店 は 、 法令 上 、 保 険会 社 から

委託 を 受 けて 保 険 募 集を 行 う 。こ の た め 、自 ら 取 り扱 う 複 数 の保 険 会社

商品 の 募 集に あ た っ て、公 平性・中 立 性 が 担保 さ れ てい る わ け では な い。

しか し 顧 客が 、 乗 合 代理 店 は 顧客 の ニ ー ズ等 を ふ まえ た 商 品 を公 平 ・中

立な 立 場 で販 売 し て いる 者 、 と誤 解 す る ケー ス が 考え ら れ 、 これ を 防止

する 必 要 があ る 。 ま た複 数 保 険会 社 商 品 の比 較 推 奨販 売 に お ける 募 集活

動の 適 切 性を 確 保 す るた め に 、比 較 推 奨 販売 を 類 型化 し 、 類 型ご と に説

明す べ き 内容 や 整 備 すべ き 態 勢が 定 め ら れた （ 監 督指 針 1 5 6）。  

比 較 推 奨 販売 の 類 型 は「 顧 客 意向 に 沿 っ た複 数 商 品を 比 較 説 明す る場

合」「 顧客 意 向 に沿 って 商 品 を選 別 す る 場合 」「代 理 店 独自 の推 奨 理 由・

基準 に 沿 って 選 別 す る場 合 」 に分 け ら れ 、そ れ ぞ れに お い て 必要 な 説明

                                                                                                                                                     
険 代 理 店 と の 決 定 的 な 相 異 で あ る （ 一 般 社 団 法 人 保 険 仲 立 人 協 会 H P よ り 抜 粋 。

平 成 2 8 年 7 月 1 5 日 確 認 ）。  
1 5 2  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 9 ( 5 )③ 。  
1 5 3  代 表 例 と し て は 保 険 シ ョ ッ プ に お け る フ ラ ン チ ャ イ ズ 店 が あ る 。 保 険 シ ョ ッ

プ は 直 営 店 と フ ァ イ ラ ン チ ャ イ ズ 店 に 分 類 さ れ る 。  
1 5 4  保 険 業 法 施 行 規 則 2 2 7 条 の 1 5）。  
1 5 5  保 険 業 法 2 9 4 条 の ３ 第 1 項 。  
1 5 6  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 9 ( 5 )。  
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すべ き 内 容及 び 整 備 すべ き 事 項が 規 定 さ れる 。  

なお 「 代 理店 独 自 の 推奨 理 由 ・基 準 に 沿 って 選 別 する 場 合 」 では 、 そ

の 理 由 を 特定 の 保 険 会社 と の 資本 関 係 や 手数 料 の 水準 等 と す るの で あれ

ば 、 そ の 説明 が 求 め られ る 。  

 保 険 募 集人 は 、 業 務の 規 模 ・特 性 に 応 じて 、 必 要な 体 制 整 備が 求 めら

れる 。 基 本的 に は 商 品の 提 示 ・推 奨 や 保 険代 理 店 の立 場 の 表 示等 を 適 切

に行 う た めの 措 置 に つい て 、 社内 規 則 等 にお い て 定め た う え で、 定 期的

かつ 必 要 に応 じ て 、 その 実 施 状況 を 確 認 ・検 証 す る態 勢 を 構 築す る 必要

があ る （ 監督 指 針 1 5 7）。  

 

1 -8   禁 止 行 為  

 保 険 業 法 294 条 の 情報 提 供 義務 と 合 わ せて 保 険 業法 300 条 第 1 項 第 1

号で は 禁 止行 為 と し て「 保 険 契約 者 又 は 被保 険 者 に対 し て 、 虚偽 の こと

を告 げ 、 また は 保 険 契約 の 契 約条 項 の う ち保 険 契 約者 ま た は 被保 険 者の

判断 に 影 響を 及 ぼ す こと と な る重 要 な 事 項を 告 げ ない 行 為 」 と規 定 され

てい る 。 この 規 定 は 保険 が 目 に見 え な い 商品 で あ り、 顧 客 が 商品 の 内容

を理 解 す るた め に は 、募 集 人 によ る 商 品 内容 の 正 確で 十 分 な 説明 が 不可

欠で あ る との 考 え に より 、 募 集人 の 義 務 とし て 法 令上 定 め ら れた も ので

ある 。 こ こで 説 明 が 求め ら れ る重 要 事 項 は、 保 険 契約 の 締 結 意思 に 重大

な影 響 を 与え る と 考 えら れ る もの で あ る 。更 に 同 項前 段 に あ る禁 止 行為

とし て の 「虚 偽 の こ とを 告 げ 」と は 、 保 険契 約 者 の無 知 に 乗 じて 、 保険

契約 者 に とっ て 不 利 な事 項 を あた か も 有 利で あ る かの よ う に 説明 す るな

どに よ り 保険 契 約 を 締結 さ せ よう と す る 話法 を 意 味し て い る 。こ の 虚偽

の説 明 に は、 保 険 募 集人 に つ いて 偽 り の 経歴 、 称 号等 で 自 己 を権 威 づけ

て保 険 募 集す る こ と も含 ま れ ると 解 釈 さ れる 。  

保 険 契 約 の 締 結 の 申 込 に あ た っ て は 保 険 契 約 者 お よ び 被 保 険 者 の 告

知が 必 要 であ る 。 こ の際 、 募 集人 が 顧 客 に対 し て 虚偽 の 告 知 を進 め る行

                                                   
1 5 7  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 9 ( 5 )④  
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為等 に つ いて 保 険 業 法第 300 条 第 1 項 2 号「 保険 契 約 者又 は 被保 険 者 が

保険 会 社 等又 は 外 国 保険 会 社 等に 対 し て 重要 な 事 項に つ き 虚 偽の こ とを

告げ る こ とを 勧 め る 行為 」更に 同 3 号「 保険 契 約 者又 は 被 保 険者 が 保険

会社 等 又 は外 国 保 険 会社 等 に 対し て 重 要 な事 実 を 告げ る の を 妨げ 、 又は

告げ な い こと を 勧 め る行 為 」 と規 定 さ れ る。 2 号 に おけ る 「 虚偽 の こと

を告 げ る 」と は 、 例 えば 血 糖 値が 高 い 被 保険 者 に 対し て 、 正 常値 を 告知

する よ う 勧め る よ う な行 為 を 指す 。 3 号 にお け る 告知 妨 害 ・ 不告 知 教唆

は、 例 え ば顧 客 か ら 既往 症 が ある こ と を 聞き 、 こ れを 告 知 さ せる と 契約

に加 入 で きな い 可 能 性を 考 慮 し、 告 知 書 に保 険 募 集人 が 「 既 往症 な し」

など と 虚 偽の こ と を 記載 し 、 顧客 に 告 知 書へ の 記 入を さ せ な い行 為 など

が考 え ら れる 。  

 保 険 業 法第 300 条 第 1 項 4 号で は、不 利益 事 実 を説 明 し な い乗 換 募 集

を禁 止 行 為と し て い る。 す な わち 同 号 で は「 保 険 契約 者 又 は 被保 険 者に

対し て 、 不利 益 と な るべ き 事 実を 告 げ ず に既 に 成 立し て い る 保険 契 約を

消滅 さ せ て新 た な 保 険契 約 の 申込 を さ せ 、又 は 新 たな 保 険 契 約の 申 込を

させ て 既 に成 立 し て いる 保 険 契約 を 消 滅 させ る 行 為」 と 規 定 され る 。こ

こで い う 「不 利 益 と なる べ き 事実 」 と は 、監 督 指 針に お い て 次の 例 示が

なさ れ て いる 。「 一 定 金額 の 金 銭を い わ ゆ る解 約 控 除等 と し て 保険 契 約者

が負 担 す るこ と と な る場 合 が ある こ と」「 特別 配 当 請求 権 そ の 他一 定 の期

間の 契 約 継続 を 条 件 に発 生 す る配 当 に 係 る請 求 権 を失 う 場 合 があ る こ と」

「被 保 険 者の 健 康 状 態の 悪 化 等の た め 新 た保 険 契 約を 締 結 で きな い こと

とな る 場 合が あ る こ と」 等 で ある 1 5 8。  

既 契 約 を 解 約 し て 新 契 約 に 加 入 あ る い は そ の 逆 の 形 態 1 5 9に よ る 募 集

を乗 換 募 集と い う 。 乗換 募 集 は、 既 契 約 者に と っ て生 活 の 変 化に 応 じて

保障 内 容 を見 直 す こ とが で き る反 面 、 予 定利 率 の 低下 （ 保 険 料の 上 昇）

                                                   
1 5 8  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 7 )。  
1 5 9  先 に 新 契 約 に 加 入 し 、 成 立 を 確 認 し て か ら 解 約 す る 形 態 。 新 契 約 に お い て 医

的 診 査 な ど を 要 す る 契 約 の 場 合 、 保 険 会 社 が そ の 契 約 を 承 諾 し 成 立 す る ま で 時 間

が か か る こ と か ら 、 こ の 形 態 も あ り 得 る 。  
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の可 能 性 や被 保 険 者 の健 康 状 態に よ っ て は新 た な 保険 に 加 入 でき な い可

能性 が あ る。 保 険 業 法の 規 定 は、 こ れ ら 不利 益 と なる 事 実 を 告げ ず に行

う乗 換 募 集を 、 言 い 換え れ ば 保険 契 約 者 が乗 換 の 経済 的 損 失 等を 認 識し

ない ま ま に行 わ れ る 乗換 募 集 を禁 止 行 為 とし て い る わ け で あ る 。  

 乗 換 募 集と 別 に 、 既契 約 を 見直 し て 新 たに 保 険 加入 す る 方 法と し て契

約転 換 制 度が あ る 。 契約 転 換 制度 は 、 既 存の 保 険 契 約 の 責 任 準備 金 や配

当金 等 の 合計 額 （ 転 換価 格 ） を新 し い 保 険の 一 部 に充 当 し 保 障内 容 を見

直す 方 法 であ る 。 契 約転 換 制 度の 場 合 、 乗換 の 場 合に 存 在 す る既 存 契約

の解 約 の 際の 解 約 控 除が 行 わ れな い こ と など 保 険 契約 者 に と って メ リッ

トが あ る 反面 、 転 換 後の 新 た な契 約 に よ り予 定 利 率の 低 い （ 保険 料 が上

昇） 保 険 に加 入 す る こと と な るデ メ リ ッ トも 存 在 する 。  

 乗 換 契 約は 異 な る 保険 会 社 間で も 生 じ 得る が 、 契約 転 換 制 度は 同 一保

険会 社 に おけ る 既 契 約－ 新 契 約の 関 係 の 中で 生 ず る制 度 的 仕 組み で あ り、

異な る 保 険会 社 間 で はあ り 得 ない 。  

 保 険 募 集人 は 、 顧 客か ら 確 認印 を 取 り 付け る な どに よ っ て 、顧 客 が不

利益 と な る事 実 を 理 解し た こ とを 十 分 に 確認 し な けれ ば な ら ない 。  

 保 険 契 約者 又 は 被 保険 者 に 対し て 、 保 険契 約 の 締結 又 は 保 険募 集 に関

して 、特 別 の 利益 を 提供 す る こと は 保 険 業法 第 300 条 第 1 項 5 号 に より

禁止 さ れ てい る 。 す なわ ち 、 同号 で は 「 保険 契 約 者又 は 被 保 険者 に 対し

て、 保 険 料の 割 引 、 割戻 し そ の他 特 別 の 利益 の 提 供を 約 し 、 又は 提 供す

る行 為 」 を禁 止 行 為 とし て 規 定し て い る 。こ れ は 、保 険 契 約 者の 公 平性

を害 す る とと も に 、 不公 正 な 競争 手 段 に よる 保 険 募集 と な り 、保 険 業の

健全 な 発 展が 阻 害 さ れる 恐 れ があ る た め 禁止 さ れ てい る と 解 され る 。  

同号 で い う特 別 利 益 に関 す る 該当 性 の 判 断は 、監 督指 針 に お いて 3 つ

の 要 素 を 考 慮 し て 判 断 す る と さ れ て い る 1 6 0。 す な わ ち 「 ア  当 該 サ ー ビ

ス等 の 経 済的 価 値 お よび 内 容 が、 社 会 相 当性 を 超 える も の と なっ て いな

いか 」「イ   当 該 サ ービ ス 等 が、 換 金 性 の程 度 と 使途 の 範 囲 等を 照 らし

                                                   
1 6 0  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 ( 8 )①  
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て 、 実 質 的 に 保 険 料 の 割 引 ・ 割 戻 し に 該 当 す る も の と な っ て い な い か 」

「 ウ  当 該 サ ー ビス 等の 提 供 が、保 険契 約者 間 の 公平 性 を 著 しく 阻 害 する

もの と な って い な い か」 と 規 定さ れ て い る。  

 募 集 関 連行 為 に つ いて は 直 接 、募集 規 制が 及 ぶ もの で は な いが 、「 保険

会社 又 は 保険 募 集 人 にお い て は、 募 集 関 連行 為 を 第三 者 に 委 託し 、 又は

それ に 準 じる 関 係 に 基づ い て 行わ せ る 場 合に は 、 当該 募 集 関 連行 為 を受

託し た 第 三者 が 不 適 切な 行 為 を行 わ な い よう 」「 募 集 関連 行 為 従事 者 にお

いて 、 保 険募 集 行 為 又は 特 別 利益 の 提 供 等の 募 集 規制 の 潜 脱 につ な がる

行為 が 行 われ て い な いか 」 留 意す る こ と を求 め て いる 1 6 1。  

 比 較 表 示に つ い て は、保 険業 法 第 300 条第 1 項 6 号 で、誤 解さ せ る お

それ の あ る他 の 保 険 商品 と の 比較 表 示 に つい て 「 保険 契 約 者 若し く は被

保 険 者 又 は不 特 定 の 者に 対 し て、 一 の 保 険契 約 の 契約 内 容 に つき 他 の保

険契 約 の 契約 内 容 と 比較 し た 事項 で あ っ て誤 解 さ せる お そ れ のあ る もの

を告 げ 、 又は 表 示 す る行 為 」 を禁 止 行 為 とし て 規 定し て い る 。  

 保 険 業 法第 300 条 第 1 号 7 号で は「 保 険契 約 者 若し く は 被 保険 者 又 は

不特 定 の 者に 対 し て 、将 来 に おけ る 契 約 者配 当 又 は社 員 に 対 する 剰 余金

の分 配 そ の他 将 来 に おけ る 金 額が 不 確 実 な事 項 と して 内 閣 府 令で 定 める

もの に つ いて 、 断 定 的判 断 を 示し 、 又 は 確実 で あ ると 誤 解 さ せる お それ

のあ る こ とを 告 げ 、 若し く は 表示 す る 行 為」 と 規 定し 、 断 定 的判 断 の提

供が 禁 止 行為 と し て あげ ら れ てい る 。  

 

1 -9   金 融 機 関 に よる 保 険 募 集 1 6 2  

 銀 行 等 金融 機 関 に よる 保 険 募集 に つ い ては 、 そ の信 用 力 等 を背 景 とし

て、 顧 客 に対 す る 圧 力募 集 の 可能 性 が 懸 念さ れ た 。保 険 業 法 は、 そ のよ

うな 圧 力 募集 の 未 然 防止 の 観 点か ら 各 種 の弊 害 防 止措 置 を 設 けて い る。

                                                   
1 6 1  保 険 会 社 向 け の 総 合 的 な 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 1 ( 2 )①  
1 6 2  金 融 機 関 と 保 険 会 社 の 委 託 代 理 店 契 約 の 締 結 に あ た っ て は 、 保 険 会 社 の リ ス

ク 管 理 等 の 観 点 か ら の 保 険 募 集 領 域 を 超 え た 規 制 等 が 存 在 す る が 、 本 章 は 保 険 募

集 の 範 囲 に 限 っ て 取 り 上 げ る 。  
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以下 に 主 要な 措 置 1 6 3に つい て 記 述す る 。  

 銀 行 等 の 業 務 に お い て 取 り 扱 う 顧 客 の 非 公 開 金 融 情 報 1 6 4に つ い て は 、

事前 に 書 面等 適 切 な 方法 に よ る顧 客 の 同 意な し に 保険 募 集 に 関わ る 業務

に利 用 さ れる こ と が ない よ う 必要 な 措 置 が求 め ら れる 。 ま た 、保 険 募集

に関 わ る 業務 に お い て取 り 扱 う顧 客 の 非 公開 保 険 情報 1 6 5が 、事 前に 書 面

等適 切 な 方法 に よ る 顧客 の 事 前同 意 な し に資 金 の 貸付 け 等 保 険募 集 に係

る業 務 以 外の 業 務 に 利用 さ れ るこ と が な いよ う 必 要な 措 置 が 求め ら れて

いる （ 施 行規 則 1 6 6）  

 銀 行 等 金融 機 関 は 、保 険 取 引が 他 の 取 引に 影 響 を与 え な い 旨の 説 明を

事 前 に 行 う こ と が 求 め ら れ る （ 施 行 規 則 1 6 7）。 す な わ ち 、 顧 客 に 配 布 す

る書 類 上 に保 険 取 引 が他 の 取 引に 影 響 を 与え な い 旨を 記 載 す ると と も に、

当該 書 類 を顧 客 に 保 険募 集 前 段階 で 確 実 に交 付 し 説明 す る 態 勢を 整 備す

る必 要 が ある と す る 内容 で あ る。 こ の 観 点で は 、 住宅 ロ ー ン の申 し 込み

を受 け 付 けて い る 顧 客に 対 し ては 、 住 宅 関連 火 災 保険 、 住 宅 関連 信 用保

険等 の 募 集を 行 う 際 には 、 当 該保 険 契 約 の締 結 が 当該 住 宅 ロ ーン の 貸付

条件 で な い旨 の 説 明 を書 面 の 交付 に よ り 行う 必 要 があ る こ と に留 意 する

旨が 定 め られ て い る （監 督 指 針 1 6 8）。  

 銀 行 等 は、 保 険 契 約を 取 り 扱う 場 合 に は、 顧 客 に対 し 、 書 面の 交 付そ

の他 の 適 切な 方 法 に より 、 預 金等 と の 誤 認を 防 止 する た め の 説明 を 行わ

な け れ ば な ら な い （ 銀 行 法 施 行 規 則 1 6 9）。 説 明 に 当 た っ て は 、 保 険 契 約

が、 預 金 では な い こ と、 預 金 保険 法 53 条に 規 定 する 保 険 金 の支 払 い対

                                                   
1 6 3  取 り 上 げ る 範 囲 は 、 保 険 募 集 段 階 で 直 接 的 に 影 響 を 与 え る 範 囲 に 限 定 し て い

る 。  
1 6 4  預 金 、 為 替 取 引 、 資 金 の 借 入 れ に 関 す る 情 報 、  金 融 取 引 ま た は 資 産 に 関 す る

公 表 さ れ て い な い 情 報 を い う （「 コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る ガ イ ダ ン ス ・ ノ ー ト 」

一 般 社 団 法 人 全 国 銀 行 協 会  2 0 1 6 年 3 月 ）。  
1 6 5  生 活 （ 家 族 構 成 等 ）、 身 体 （ 健 康 状 態 等 ）、 財 産 （ 年 金 受 給 状 況 等 ） に 関 す る

公 表 さ れ て い な い 情 報 で 保 険 募 集 を 通 じ て 得 た 情 報（「 コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る

ガ イ ダ ン ス ・ ノ ー ト 」 一 般 社 団 法 人 全 国 銀 行 協 会  2 0 1 6 年 3 月 ）。  
1 6 6  保 険 業 法 施 行 規 則 2 1 2 条 2 項 。  
1 6 7保 険 業 法 施 行 規 則 2 3 4 条 1 項 8 号 ）。  
1 6 8  保 険 会 社 向 け の 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 6 - 6。  
1 6 9  銀 行 法 施 行 規 則 1 3 条 ５ 第 1 項 。  
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象 で は な い こ と 、 元 本 の 返 済 が 保 証 さ れ て い な い こ と 、 契 約 の 主 体 1 7 0、

その 他 預 金等 と の 誤 認防 止 に 関し 参 考 と なる と 認 めら れ る 事 項を 説 明す

る必 要 が ある 。  

 

2.   保 険 募 集 規 制 が 想 定 す る 募 集 上 の 課 題  

ここ ま で 見て き た 保 険募 集 規 制に つ い て 、 保 険 募 集が 消 費 者 へ 与 える

影響 の 可 能性 や そ の 内容 の 観 点か ら 整 理 する 。 本 章の 主 要 な 課題 で ある

仮 説 16 及 び 17 の設 定の だ と うせ い を 検 証す る た めで あ る 。  

  

2 -1   保 険 募 集 人 の権 限 等 の 事 前 明 示  

 保 険 募 集人 は 、 保 険募 集 の 際、 顧 客 に 対し て あ らか じ め 所 属保 険 会社

等の 商 号 、名 称 ま た は氏 名 、 保険 契 約 の 締結 の 代 理か 、 媒 介 をす る のか

を明 示 し なけ れ ば な らな い と され る 。 こ の事 前 明 示が 実 際 に 顧客 側 に認

識さ れ る 状態 で 行 わ れて い る かに つ い て は先 行 研 究で も 指 摘 され て いる

通り 、 不 明瞭 で あ る 。こ の 事 前明 示 は 、 権限 の 明 示を 中 心 と して 見 るこ

とも 出 来 るが 、禁 止 行為 と し ての 虚 偽 の 説明 の 中 で、「 保 険 募集 人 に つい

て偽 り の 経歴 、 称 号 等で 自 己 を権 威 づ け て保 険 募 集す る こ と も含 ま れる

と解 釈 さ れる 」 部 分 の問 題 と も関 連 す る 。こ の 規 制の 主 旨 は 、消 費 者が

保険 募 集 人に つ い て の誤 認 を もっ て 誤 っ た判 断 を 行わ な い よ うに す るた

めの も の とい え る 。 また 、 保 険会 社 と 消 費者 と の 間で 中 立 的 立場 と 誤認

する 余 地 も生 ず る 。  

 

2 -2   顧 客 の 意 向 把握 ・ 確 認 義 務  

 顧 客 の 意向 把 握 ・ 確認 義 務 につ い て は 、顧 客 の 意向 及 び そ の変 化 と最

終的 な 契 約の 内 容 と の整 合 性 を明 確 に 把 握す る と とも に 顧 客 自身 が それ

を確 認 す るこ と で 問 題を 生 じ させ な い よ うに す る ため の 規 制 であ る 。  

これ を 言 いか え る と 、保 険 募 集の 際 に 当 該顧 客 の 意向 と 相 違 する 保 険加

                                                   
1 7 0  銀 行 で は な く 保 険 者 で あ る 保 険 会 社 契 約 主 体 で あ る こ と を 指 す と 解 さ れ る 。  
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入が 成 立 する 可 能 性 があ り 、 こ れ を 排 除 して 、 本 来の 顧 客 の 意向 に 沿っ

た適 切 な 保険 利 用 を 担保 す る ため の 措 置 とい え る 。し た が っ て、 こ の規

制の 前 提 は消 費 者 の 保険 加 入 行動 に お い て保 険 募 集が 影 響 を 与え る 可能

性を 考 慮 した も の で ある 。 消 費者 の 意 向 は、 保 険 募集 人 に よ る働 き かけ

によ っ て 影響 さ れ る 可能 性 を もつ 。  

 

2 -3   乗 換 契 約  

乗換 募 集 につ い て は 、不 利 益 とな る 事 実 につ い て の説 明 が 義 務付 けら

れて い る 。 消 費 者 が 既契 約 を 見直 す 場 合 、自 身 の 意向 に 適 し た生 命 保険

を検 討 す るた め 、 様 々な 保 険 会社 商 品 を 理解 す る こと は 望 ま しい と いえ

る。 こ の 場合 、 乗 合 代理 店 は 複数 の 保 険 会 社 商 品 を保 険 代 理 店と し ての

責任 で 説 明す る こ と が出 来 る 。一 社 専 属 営業 職 員 では こ の 対 応は 出 来な

い 。  

他方 で 、 乗合 代 理 店 の場 合 、 解約 対 象 の 保険 会 社 と新 契 約 の 対象 とな

る保 険 会 社が 異 な れ ば、 手 数 料は 全 額 成 績 と し て 計上 さ れ 、 同一 会 社間

の差 額 計 上の よ う な 取り 扱 い を免 れ る 。 これ は 乗 合代 理 店 に おけ る イン

セン テ ィ ブと い え る 。 乗 合 代 理店 は 、 複 数の 保 険 会社 商 品 の 説明 に あた

って 、 消 費者 の 既 契 約に つ い て把 握 す る 機会 が 増 大す る 可 能 性も あ り、

これ ら を 考慮 す れ ば 、乗 合 代 理店 が 異 な る会 社 間 の乗 換 募 集 につ い て こ

れを 促 進 する 要 因 と なる 可 能 性を 持 つ と 考え ら れ る。  

 

2 -4   比 較 推 奨 販 売 そ の 他  

比較 推 奨 販売 に 関 わ る規 制 は 、乗 合 代 理 店で あ る 保険 シ ョ ッ プ、 訪問

販売 型 の 代理 店 、 金 融機 関 に おい て 問 題 にな る も ので あ る 。 比較 推 奨に

おい て 特 定の 保 険 会 社商 品 を 推奨 す る 場 合 、 推 奨 基準 が 明 確 で顧 客 に対

して 正 確 な説 明 が 求 めら れ る 。こ れ は 手 数料 の 高 さな ど に よ って 選 別し

てい る 可 能性 が 危 惧 され た こ とに よ る 。  

金融 機 関 につ い て は 、取 り 扱 う生 命 保 険 につ い て 疑似 預 金 的 な必 要性
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を持 つ 消 費者 が 、 生 命保 険 を 預金 と 誤 認 する こ と がな い よ う にす る ため

の措 置 が 求め ら れ る 。  

 

3.  本 章 に お け る 仮 説 設 定 の 妥 当 性 検 証  

 保 険 募 集規 制 は、「顧 客 の意 向 把握・確認 義 務」と いう 保 険加 入 段 階に

おけ る 義 務を 明 確 化 して い る 。こ れ は 保 険募 集 に よる 消 費 者 への 影 響を

考慮 し て 、顧客 自 身 に最 終 的 な確 認 を 行 う機 会 を 確保 し て い る 1 7 1、と 考

えら れ る 。 消 費 者 の 保険 加 入 行動 に 対 し て販 売 チ ャネ ル が 影 響を 与 える

可能 性 を 想定 し た 仮 説 17 に つ いて 、 そ の設 定 の 妥当 性 を 保 険募 集 規制

の観 点 で 確認 で き る 内容 と な って い る 。  

上記 の 義 務は 、 消 費 者の 最 終 的な 保 険 加 入行 動 段 階に お け る もの であ

る。 こ の 最終 段 階 へ 至る 前 段 にお い て 情 報提 供 義 務と 募 集 人 の権 限 明示

の問 題 が ある 。 前 者 は 、 顧 客 が必 要 な 情 報 を 取 得 した 上 で 加 入の 意 志決

定 を 行 う よう に す る ため の 措 置で あ る 。 後者 は 、 消費 者 に 対 して あ たか

も中 立 公 平の 立 場 の もの と の 誤認 を 与 え ない よ う にす る た め の措 置 であ

る。 い ず れ も 最 終 的 な保 険 加 入行 動 段 階 で問 題 が 生じ な い よ うに す るた

めの 前 段 階の 規 制 と 位置 づ け られ る 。  

 乗 換 契 約に つ い て は異 な る 会社 間 の 場 合 に つ い ても 必 要 な デメ リ ット

説 明 な ど の 義 務 が 課 さ れ て い る 。 こ の 点 で 、 本 研 究 が 設 定 し た 仮 説 16

では 、 特 定の 販 売 チ ャネ ル が 既契 約 の 解 約・ 払 込 停止 を 伴 う 生命 保 険加

入に 関 す る要 因 と な る可 能 性 を想 定 し て おり 、 仮 説設 定 の 妥 当性 を 確認

でき る 措 置が と ら れ て い る こ とが わ か る 。  

 

第 8 章  販 売 チ ャ ネル 別 保 険 募 集 人 イ ン タ ビ ュ ー  

 

 本 章の 目 的は 、 保 険募 集 人 がど の よ う に生 命 保 険の 募 集 を 行っ て いる

                                                   
1 7 1  保 険 募 集 の 消 費 者 へ の 影 響 は 、 必 ず し も 悪 影 響 に 限 定 さ れ な い 。 し か し 保 険

募 集 規 制 の 観 点 で は 、 性 質 上 、 悪 影 響 を 想 定 し て そ れ を 排 除 す る た め の 措 置 が 検

討 さ れ て い る 。  
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か販 売 チ ャネ ル 別 に 理解 し 、 販売 チ ャ ネ ルご と の 特性 を 明 ら かに す るこ

とで あ る 。 こ の 特 性 の把 握 の 中で 「 序 論  第 4 章 」 にお い て 設定 し た仮

説 15 に つ いて 検 証 する 。 す なわ ち 、 保 険営 業 専 業の 代 理 店 の中 に そこ

で保 険 募 集に 従 事 す る代 理 店 使用 人 が 、 専 ら 営 業 職員 出 身 者 であ る 代理

店の 存 在 を確 認 し 特 定す る 。  

この 目 的 を達 成 す る ため に 、 本章 で は 各 販売 チ ャ ネル 別 の 募 集人 、募

集管 理 系 業務 担 当 者 から 各 販 売チ ャ ネ ル の主 要 な 顧客 層 、 着 目す る 顧客

ニー ズ 、 生命 保 険 の 見直 し ニ ーズ 、 他 チ ャネ ル 間 競争 に つ い てイ ン タビ

ュー し た 内容 を 取 り 上げ る 。 また 追 加 し て一 社 専 属営 業 職 員 の場 合 、既

存の 契 約 と新 契 約 と の関 係 、 他生 保 の 契 約に 関 す る相 談 の 際 の対 応 につ

いて 確 認 する 。 他 方 、乗 合 代 理店 の 場 合 、既 存 契 約と 新 契 約 との 関 係が

異な る 生 命保 険 会 社 間の 問 題 にな る た め 、そ の 実 際場 面 で の 対応 等 につ

いて 確 認 する 。 金 融 機関 に つ いて は 生 命 保険 以 外 の金 融 商 品 との 関 係に

つい て 確 認す る 。第 6 章で と り あげ た 保 険募 集 規 制に つ い て もイ ン タ ビ

ュー 全 体 を通 じ て 取 り上 げ て いる 。  

なお 、 イ ンタ ビ ュ ー 対象 者 に つい て は 販 売チ ャ ネ ル区 分 別 に 一覧 を 巻

末 に 付 し た。  

 

1. 営 業 職 員   

 営 業職 員 チャ ネ ル につ い て は、 保 険募 集人 で あ る営 業 職 員 及び 営 業 管

理職 か ら のイ ン タ ビ ュー を 行 った 。 内 容 は、 主 要 な顧 客 層 、 保険 募 集人

であ る こ との 事 前 明 示、 販 売 商品 に 関 す る傾 向 や 会社 の 方 針 、契 約 転換

制度 を 含 めた 保 険 の 見直 し に つい て で あ る。  

 主 要 な 顧客 層 は、「 自 社の 既 存 契約 者 及び 自 身 で開 拓 す る 顧客 」で あ る

と述 べ て いる 。保 険 募集 人 で ある こ と の 顧客 へ の 明示 に つ い ては 、「 会社

で標 準 的 に作 成 さ れ る名 刺 に 会社 名 等 が 記載 さ れ てお り 」、そ こに 所 属す

る職 員 と して の 名 刺 であ る た め、「 あ ま り意 識 し たこ と は な い 」と述 べて

いる 。 ま た 「 顧 客 か らそ の 点 で特 に 問 題 にな っ た こと は な い 」と の こと
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であ っ た 。権 限 と い う意 味 で は媒 介 か 代 理か と い う点 の 説 明 をす る 必要

性を 営 業 職員 自 身 は 感じ て い ない 。  

販 売 商 品 は 、 死 亡 保 障 よ り も 生 存 保 障 を 顧 客 が 希 望 す る こ と が 多 く 、

「 単 な る 入院 給 付 よ りも 、 介 護や 三 大 疾 病保 障 な ど幅 広 い 保 障内 容 を案

内す る 」 よう に し て いる と 述 べて い る 。    

保 険 の 見 直 し に つ い て は 、「 営 業 職 員 の 側 か ら 全 般 的 に 見 直 し を 進 め

るこ と は なく 、 顧 客 自身 が 何 等か の 情 報 を得 て 見 直し を 持 ち 出し て くる

こと は あ る 」 と 述 べ てい る 。 自社 の 加 入 商品 の 見 直し の 場 合 、契 約 転換

制度 に つ いて 顧 客 に 案内 す る とし て い る 。契 約 転 換制 度 の 場 合、 転 換前

契約 と 転 換後 契 約 で 利率 が 下 がる 場 合 な ど 「 不 利 益と な る 場 合が あ るこ

とは 、 会 社所 定 の 顧 客向 け の 資料 自 体 に 記載 し て あり 、 そ の 説明 は 会社

から も 明 瞭に 顧 客 に 伝え る よ う言 わ れ 」てい る た め、「 必 ず 説明 し て 理解

を 求 め て いる 」と 述 べて い る。現 在は 、「 契約 転 換 制度 の 場 合 の予 定 利 率

の問 題 は 顧客 も 意 識 して い る ケー ス が 増 え 」 て お り、 後 で 問 題に な るよ

うな こ と はな い の で はな い か と述 べ て い る。  

契約 転 換 制度 に お い て、 死 亡 保障 中 心 の 既契 約 を 終身 医 療 な ど医 療系

の保 障 に 転換 す る 場 合 、介護 系 の 特約 等 を付 け て、「 転 換 前 後で 保 険 料が

下が ら な いよ う に 設 計す る 」 とし て い る 。  

他社 の 生 命保 険 に 加 入し て い る顧 客 か ら 、内 容 に つい て 聞 か れる こと

はあ る 。そ の 場合 、概要 の 説 明は す る が 、「詳 細 に つい て は その 会 社 でな

いと わ か らな い 部 分 もあ る の で、 あ ま り 突き 詰 め な い よ う に して い る 」

との 話 で あっ た 。  

 次 に 営 業管 理 職 へ のイ ン タ ビュ ー 内 容 を記 述 す る。 顧 客 へ の自 身 の保

険募 集 人 に関 す る 事 前明 示 は 、名 刺 を 使 って お り 、そ の 名 刺 には 「 会社

名が 先 に あっ た 上 で 自分 の 所 属や 管 理 職 など 表 示 、更 に 氏 名 表示 が ある

ため 、 顧 客が 誤 解 す るこ と は ない は ず 」 だと し て いる 。 当 人 の名 刺 を確

認さ せ て もら っ た と ころ 、 本 人の 話 通 り であ っ た 。ま た 当 該 営業 管 理職

が、 日 本 FP 協 会 の FP 資 格を 保 持 し てい る た め、 そ の 旨 、記 載 さ れた
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内容 と な って い る 。この 場 合 でも 、会 社 所属 の 営 業職 員（ 管 理職 名 含 む）

であ る こ とに 誤 解 の 余地 は な く、 そ の 上 で、 資 格 保持 者 で あ るこ と がわ

かる 内 容 とな っ て い る。 権 限 につ い て は 「媒 介 か 代理 か に つ いて 特 に説

明す る 必 要は な く 、 顧客 も そ のこ と を 特 に関 心 を 持っ て い な い 」 と 述べ

てい る 。  

 保 険 商 品に つ い て は、「 終 身保 険 や 定 期保 険 に 、介 護な ど 生存 保 障 のつ

いた 内 容 の販 売 に 注 力 」 し て いる と 述 べ てい る 。 これ は 、 顧 客が 生 存保

障系 の 意 向を 持 っ て いる こ と が多 く な っ てお り 、 入院 給 付 金 など は 当た

り前 と し ても 、「 も う少 し 幅 の広 い 保 障 につ い て 話す よ う に して い る 」た

めと 述 べ てい る 。  

 最 近 の 実例 を 聞 く と 、当 初 、意向 推 定 型で「 定 期 保険 500 万＋ 三 大 疾

病保 障 保 険＋ 介 護 保 障保 険 」 1 7 2で 提示 し た とこ ろ 、顧 客は 長 期 の資 産 形

成 を か ね て 1 7 3終 身 保 険 に し た い 、 ま た 医 療 な ど の 保 障 を 希 望 し て お り 、

保険 料 は 月額 15 ,000 円程 度 で 検討 し た いと い う 話だ っ た。その 結 果「 終

身保 険 300 万 ＋疾 病 障害 保 障 保険 200 万 ＋介 護 保 障保 険 100 万」、 月額

保険 料 15 ,000 程度 で契 約 を いた だ い た と述 べ て いる 。この 例で 見 る と、

顧客 の 要 望に 対 し て 広い 意 味 の生 存 保 障 を付 加 す るが 、 そ の 付加 内 容は

自動 的 に 死亡 保 障 が 付随 し て おり 、上記 例の 場 合、死 亡 保障 は 600 万円

が支 払 わ れる 内 容 と なっ て い るこ と が わ かる 。  

別 の 生 保 会 社 の 営 業 管 理 職 か ら は 、「 会 社 と し て は 医 療 保 険 系 の 複 数

の商 品 を 販売 し た い と考 え て いる が 、 1 件当 た り の保 険 料 が 低い た め、

営業 職 員 とし て は 、 1 件当 た り の保 険 料 が高 い 死 亡保 障 や 医 療保 障 以外

の生 存 保 障目 的 の 商 品を 販 売 する 傾 向 が ある 」 と 述べ て い る 。   

以上 を 整 理す る と 、 営業 職 員 チャ ネ ル の 場合 、 保 険会 社 に 所 属す る営

業職 員 と して の 身 分 を顧 客 へ 明示 す る 点 で特 に 問 題が 生 ず る こと は ない

と思 わ れ る。 保 険 募 集人 の 権 限に つ い て は不 明 瞭 であ る が 、 これ は 消費

                                                   
1 7 2  三 大 疾 病 保 障 保 険 及 び 介 護 保 障 保 険 に つ い て 保 険 金 額 は 確 認 で き な か っ た 。  
1 7 3  か け す て が 嫌 だ と い う 意 向 と 思 わ れ る 。  
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者自 身 が 特に 媒 介 か 代理 か に つい て 問 題 にし て い ない よ う で ある 。  

保障 内 容 でい え ば 、 純粋 の 死 亡保 障 の み の形 か ら 生存 保 障 、 特に 三大

疾病 や 介 護系 の 保 障 を死 亡 と 共に 推 奨 す るケ ー ス が多 い 。 し かし 、 その

付加 す る 保障 内 容 は 死亡 保 障 が連 動 し て 増大 す る 内容 と な っ てい る 。こ

れは 保 険 会社 の 方 針 上そ の 方 向へ イ ン セ ンテ ィ ブ が働 い て い る可 能 性が

ある 。 顧 客が 医 療 系 の保 障 を 希望 す る 場 合で も 、 それ ら を 拡 大し て 三大

疾病 や 介 護系 の 保 障 を付 加 す る方 向 を 志 向す る 傾 向が あ る 。 実際 の 契約

例に お い ても 、純 粋 の医 療 保 障の 内 容 1 7 4と 違い 、三 大 疾病 や 介 護系 の 保

障を 付 加 して お り 、 その 付 加 した 保 険 金 額は 自 動 的に 死 亡 保 障の 額 に加

算 さ れ る ため 、 死 亡 保障 と 連 動す る 保 障 を顧 客 へ 推奨 し て い る可 能 性が

強い と 考 えら れ る 。  

 他 の 生 保会 社 の 事 例で は 、 会社 の 方 針 とし て 医 療保 険 中 心 に販 売 した

いが 、1 件 当た り の 保険 料 の 低さ か ら 、営業 職 員 が死 亡 保 障 や介 護 保 障、

三大 疾 病 保障 な ど 保 険料 が 高 い商 品 の 販 売を 行 う 傾向 が あ る とす る 話も

出た 。 こ の結 果 、 会 社に よ っ て方 針 の 相 違が あ る とと も に 、 営業 職 員の

置か れ た 状況 か ら 会 社方 針 の みに 規 定 さ れる の で はな く 、 コ ミッ シ ョン

セー ル ス マン と し て の収 入 面 から の イ ン セン テ ィ ブも 働 い て いる も のと

考え ら れ る。  

他生 保 の 保険 の 内 容 につ い て の説 明 を 求 めら れ た 場合 、 概 要 は話 す が、

細か い 部 分に つ い て はわ か ら ない 部 分 も あり 、 あ まり 突 き 詰 めて 話 すこ

とは な い との こ と で あっ た 。 これ は 一 社 専属 で あ る以 上 、 自 身の 属 する

会社 商 品 につ い て は 責任 を 持 って 説 明 で きる が 、 他生 保 に つ いて は そこ

まで の レ ベル は 困 難 との 判 断 によ る と 考 えら れ る 。  

 保 険の 見 直し に つ いて は 、一 部 の 顧客 が雑 誌 等 情報 を 得 て その 意 向 を

持っ て い る場 合 が あ る。 そ の 場合 は そ れ を機 会 と して 営 業 的 に話 を 進め

てい る と の内 容 で あ った 。 顧 客の 表 現 の 中か ら 、 保険 の 見 直 しの 話 でや

                                                   
1 7 4  入 院 給 付 金 や 先 進 医 療 特 約 な ど を 指 し て い る 。 こ れ ら は 死 亡 保 障 が 付 随 し な

い 。  
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り取 り を 進め る か 判 断し て い るよ う で あ った 。  

 

2. 保 険 シ ョ ッ プ  

 保 険 シ ョッ プ に お いて 保 険 募集 人 に 対 する 教 育 担当 者 及 び 保険 募 集 人、

保険 募 集 人の 採 用 担 当者 へ の イン タ ビ ュ ー結 果 を 以下 に 記 述 する 。 具体

的な イ ン タビ ュ ー 項 目は 、 保 険募 集 人 の レベ ル 全 般、 教 育 内 容と 保 険募

集実 態 に つい て 、 主 要な 顧 客 層、 保 険 募 集人 で あ るこ と の 事 前明 示 、顧

客の 生 命 保険 の 見 直 しニ ー ズ につ い て 等 であ る 。 採用 担 当 者 への イ ンタ

ビュ ー に つい て は 、 採用 対 象 者の 特 性 、 特に 一 社 専属 営 業 職 員の 採 用の

現状 を 中 心に イ ン タ ビュ ー を 行っ た 。  

 教 育 担 当者 に よ れ ば保 険 募 集人 の レ ベ ル全 般 で いう と 、「 顕 在ニ ー ズで

あ る 医 療 保障 、 学 資 準備 中 心 に販 売 し て おり 、 コ ンサ ル テ ィ ング レ ベル

には 残 念 なが ら 至 っ てい な い 」と 述 べ て いる 。 顧 客に 対 す る 「ラ イ フプ

ラン ニ ン グな ど を 通 じて 総 合 的に 顧 客 の 課題 を 認 識し て も ら う中 で 、そ

の解 決 策 とし て の 保 険提 案 を 実現 し た い と考 え て いる 」 が 、 ほと ん どの

場合 、「 実 態は そ の よう な 状 況に は な い 」と 述 べて い る。顧 客の 意 向 につ

いて は 、「 医 療保 障 や 子供 の 学 資ニ ー ズ を 考え て 顧 客が 来 店 し てい る ケー

スが 多 く 、そ の ま ま 顧客 の 意 向と 合 致 し た保 険 プ ラン を 提 案 する 形 態が

一般 的 」 と述 べ て い る。  

 保 険 募 集人 の 話 で は、「 顧客 層 は 30 代 フ ァ ミ リ ー層 が 多 い こと 、医療

や学 資 ニ ーズ の 部 分 に興 味 を 持っ て 来 店 する ケ ー スが 多 い 」 と述 べ てい

る 。「死 亡 保 障に つ い ては 顧 客 が明 示 的 に そこ に 興 味を 持 っ て 来店 を する

こと は 少 ない 」 と の 話で あ っ た。 医 療 保 障や 学 資 ニー ズ の 場 合は 、 顧客

自体 が 明 示的 に 興 味 を持 っ て いる ケ ー ス があ る が 、死 亡 保 障 系の 場 合は

その 前 段 とし て の 相 談に 近 い レベ ル で の 来店 と 考 えら れ る 。 生命 保 険の

見直 し に つい て は 、 保険 料 の 節約 が で き ると い う 話を 雑 誌 な どで 見 てき

て顧 客 側 から 言 っ て くる ケ ー スは 一 定 程 度あ り 、 その 場 合 は そこ か ら営

業的 に 進 める よ う に して い る と述 べ て い る。  
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「既 存 の 生命 保 険 見 直し の 際 、解 約 や 払 込み 停 止 につ い て は 、そ の保

険会 社 の カス タ マ ー セン タ ー など の 連 絡 先を 伝 え てい る 」 と のこ と であ

る 。 解 約 や 払 込 み 停 止 対 象 の 生 命 保 険 は 定 期 付 終 身 保 険 の 場 合 が 多 く 、

「 更 新 で 保険 料 が 上 がる 際 の 相談 の よ う だ 」 と の 話で あ っ た 。営 業 的に

話が 進 ん だケ ー ス で は、「 保 険料 の 節 約 をし な が ら 、医療 保 障な ど の 比重

を高 め た 加入 に な っ てい る 場 合が あ る 」 と述 べ て いる 。 既 存 契約 の 解約

を伴 っ た 新契 約 に つ いて は 、 乗換 契 約 に 当り 、 デ メリ ッ ト の 説明 が 必要

であ る こ とを 聞 い た とこ ろ 、そ の 場合 は 、「 デ メ リッ ト の 説 明な ど を 行う

よう に し てい る 」 と のこ と だ った 。 し か し 「 乗 換 をこ ち ら か ら持 ち かけ

てい る こ とで は な く 、ま た 「 顧客 が 実 際 に解 約 し たか ど う か もそ の 段階

では 不 明 なこ と も あ り、 乗 換 契約 に あ た らな い の では な い か 」と も 述べ

てい る 。  

保 険 募 集 人 で あ る こ と の 事 前 明 示 に つ い て は 、「 自 身 が 所 属 す る 保 険

ショ ッ プ （会 社 ） の 営業 職 員 であ る こ と がわ か る 状態 で 挨 拶 して お り、

特に そ の こと で 問 題 にな っ た こと は な い 」と 述 べ てい る 。 権 限と し ての

媒介 か 代 理か に つ い ては 特 に 説明 し て い ない と 述 べて い る 。  

比較 推 奨 販売 に つ い ては 、 従 来か ら 、 例 え ば 医 療 保険 の 場 合 には 、入

院日 額 5000 円 の 場 合の 保 険 料高 低 順 に 各社 商 品 を並 び 変 え て提 示 して

くれ る サ ポー ト ツ ー ルが あ り、そ れ を参 考と す る こと は あ る とし て い る。

当該 ツ ー ルは 終 身 保 険で あ れ ば、 保 険 金 当た り の 保険 料 の 高 低順 や 、経

過時 期 別 の解 約 返 戻 金に よ る 返戻 率 の 高 低順 な ど を瞬 時 に 把 握で き ると

して い る。し かし 、「 保障 内 容 が多 岐 に わ たっ て お り、単純 に 保険 料 高 低

順や 返 戻 率順 に 並 べ ても 比 較 でき な い ケ ース が 増 え 」てお り 、現 在、「 推

奨に つ い ては 会 社 方 針を 説 明 する 」 と し てい る 。 ここ で い う 会社 方 針と

いう の は 、医 療 保 険 系で あ れ ば昨 年 の 販 売実 績 か ら上 位 の 会 社を 推 奨す

るな ど を 指し て い る 場合 と 、 複数 の 会 社 商品 か ら 絞り 込 み を する 基 準を

説明 す る こと に 関 す る会 社 指 示の 内 容 を 指し て い るよ う で あ る。  

次 に 採 用 担 当 か ら の 話 で あ る が 、「 採 用 の 対 象 は 、 生 命 保 険 会 社 の 一
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社専 属 営 業職 員 で あ り、 そ の 中で 比 較 的 優秀 な 層 を採 用 し た い 」 と 考え

てい る と のこ と で あ った 。但し 、実 情 と して は 、「 見込 み 客 をう ま く 発見

でき な い 営業 職 員 が 保険 シ ョ ップ へ 転 職 して く る ケー ス 」 が あり 、 本当

の優 秀 な 営業 職 員 が 代理 店 へ 転職 す る 場 合は 、「 訪 問 販売 型 の 代理 店 へ行

くケ ー ス が多 い の で はな い か 」と い う 見 解を 述 べ てい る 。 こ の理 由 は、

明ら か で なく イ ン タ ビュ ー 対 象者 の 主 観 的印 象 か らの 話 と 思 われ る 。可

能性 と し て考 え ら れ るこ と は 、保 険 シ ョ ップ の 店 舗数 が 急 増 した た め、

必要 な 採 用数 が 増 大 し、 実 際 の採 用 さ れ た募 集 人 の営 業 職 と して の 能力

幅が 下 限 にお い て 広 がっ た こ とが 考 え ら れる 。  

 以 上 を 整理 す る と 、保 険 シ ョッ プ の 場 合、 主 要 な顧 客 層 は 30 台 ファ

ミリ ー 層 であ る が 、 保険 契 約 につ い て は 来店 時 点 の顧 客 の 興 味や 意 向に

沿っ て ス トレ ー ト に 営業 対 応 して い る と 考え ら れ る。 保 障 の 分類 で いう

と、 医 療 保障 及 び 子 ども が 小 さい 時 期 の 将来 の 学 資（ 教 育 資 金） 準 備が

多い 。 保 険の 見 直 し につ い て は一 定 程 度 その 意 向 をも っ て 来 店す る 顧客

がお り 、 話の 過 程 で 既存 契 約 の解 約 に 進 む場 合 が ある が 、 そ れら を その

まま 受 け て募 集 を 進 めて い る と理 解 で き る。 解 約 や払 込 み 停 止手 続 きを

そこ で 行 って い る わ けで は な いこ と か ら 乗換 契 約 とい う 認 識 は明 確 では

ない と 考 えら れ る 1 7 5。  

保険 募 集 人で あ る こ との 事 前 明示 に つ い ては 、 自 身の 帰 属 先 等は 顧客

に明 瞭 に 示し て い る が、 権 限 につ い て は 必ず し も 明瞭 で は な いと 理 解で

きる 。  

比較 推 奨 販売 に お け る商 品 の 絞り 込 み に つい て は 「代 理 店 独 自の 推奨

理由 ・ 基 準に 沿 っ て 選別 す る 場 合 」 に 該 当す る ケ ース が あ る 。ヒ ア リン

グ結 果 で は、「 前年 の代 理 店 とし て の 売 上保 険 種 類別 上 位 数 社か ら 推 奨」

「保 険 募 集人 の 出 身 保険 会 社 」な ど の 例 が指 摘 さ れて い る  

                                                   
1 7 5  既 契 約 を 解 約 し て 新 た に 新 規 の 生 命 保 険 に 加 入 す る 場 合 、 両 者 が 異 な る 会 社

で 行 わ れ る と 、 既 契 約 の 解 約 手 続 き は 顧 客 に 委 ね ら れ 、 募 集 人 が 解 約 手 続 き ま で

行 う こ と は 現 在 で は な い と 思 わ れ る 。 そ の た め 、 新 規 加 入 の 手 続 き 時 に 解 約 が 終

了 し て い な い 状 態 で は 、 募 集 人 側 で は そ の 新 規 加 入 が 乗 換 契 約 と 認 識 で き な い こ

と は あ り 得 る 。  
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 保 険 シ ョッ プ の 保 険募 集 人 は、 も と も と保 険 会 社の 一 社 専 属営 業 職員

だっ た も の で あ る 。 この た め 、実 際 の 保 険募 集 に 際し て 、 自 身の 出 身保

険会 社 の 影響 を 残 し てお り 、 その 会 社 商 品の 販 売 を行 う 傾 向 があ る と考

えら え る 。比 較 推 奨 販売 に お ける 「 代 理 店独 自 の 推奨 理 由 ・ 基準 に 沿っ

て選 別 す る場 合」の 内容 が 、「 保険 募 集 人の 出 身 保険 会 社」とし て い る場

合、 こ の 影響 を 追 認 した も の と考 え ら れ る。 顧 客 から 見 た 場 合、 そ れま

で不 明 瞭 だっ た 推 奨 理由 が 明 示さ れ る よ うに な っ たと い う 意 味で 、 重要

な改 善 に なっ て い る と理 解 で きる 。  

 保 険 シ ョッ プ に つ いて は 、 仮説 15 で 想定 し た 条件 に 該 当 する 対 象と

整理 で き る。  

 

3. 乗 合 代 理 店  

 訪 問 販 売型 乗 合 代 理店 に つ いて は 、 二 つの 代 理 店セ グ メ ン トか ら 保険

募集 人 イ ンタ ビ ュ ー を行 っ た 。一 つ は 独 立系 の 乗 合代 理 店 、 もう 一 つは

企業 内 代 理店 で あ る 。な お 、 乗合 代 理 店 の場 合 、 保険 シ ョ ッ プほ ど 大規

模化 し て いな い こ と から 、 経 営者 や 幹 部 社員 へ の イン タ ビ ュ ーに よ って

経営 方 針 及び 募 集 実 体双 方 を 把握 す る こ とと し た 。  

 イ ン タ ビュ ー 項 目 は、 主 要 な顧 客 層 、 主な 顧 客 ニー ズ と 販 売保 険 種類

など 、 保 険募 集 人 で ある こ と の事 前 明 示 、生 命 保 険の 見 直 し ニー ズ 、既

存生 命 保 険契 約 の 解 約や 払 込 み停 止 を 伴 う新 契 約 の取 り 扱 い に関 す る留

意点 、 そ の他 で あ る 。独 立 系 の乗 合 代 理 店に つ い ては 経 営 者 から イ ンタ

ビュ ー で きた こ と も あり 、 自 身の 出 身 な どに つ い ても 確 認 し た。  

 イ ン タ ビュ ー 対 象 とし た 独 立系 乗 合 代 理店 は 、 比較 的 富 裕 な中 小 企業

経営 者 か ら法 人 契 約 中心 に 高 額契 約 を 獲 得し て い ると 述 べ て いる 。 取り

扱い 生 保は 20 社 で ある 。 経 営者 は 「 生 命保 険 会 社の ラ イ フ プラ ン ナー

出身 者 で あり 、 募 集 人は す べ て生 保 の 営 業職 員 出 身者 」 で あ る。 そ のほ

とん ど が トッ プ ク ラ スの セ ー ルス 実 績 を もっ た も ので あ る。「 現在 の 主要

な独 立 系 乗合 代 理 店 の経 営 者 は、 自 分 と 同じ よ う にラ イ フ プ ラン ナ ー出
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身者 が 多 い 」 と 述 べ てい る 。  

主な 顧 客 ニー ズ は 「 法人 企 業 の生 命 保 険 利用 に よ る税 制 面 の 効果 （節

税 ・ 含 み 資 産 形 成 1 7 6）」 で あ り 、 ま た 「 そ の 経 営 者 や 家 族 か ら 個 人 契 約

を獲 得 す るこ と も あ る 」 と 述 べて い る 。 この 場 合 、主 な 顧 客 ニー ズ とし

て は 「 相 続 対 策 や 補 完 策 と し て の 贈 与 プ ラ ン 1 7 7を 扱 う 」 と 述 べ て い る 。

いず れ の 場合 も 、 税 制面 の 効 果を 主 な 保 険利 用 目 的と し た も ので あ ると

述べ て い る。  

保 険 募 集 人 で あ る こ と の 事 前 明 示 で あ る が 、「 名 刺 を 渡 し て お り 、 そ

こに 保 険 代理 店 と し て扱 い 生 命保 険 会 社 を記 載 し てい る た め 、特 に 問題

が生 じ た こと は な い 」と 述 べ てい る 。 名 刺を 複 数 の募 集 人 に 確認 し たと

ころ 、 会 社名 、 職 名 、氏 名 が 記載 さ れ 、 そこ に 取 扱い 生 保 会 社が 列 挙さ

れて い る 内容 で あ っ た。 FP 資 格を 持 つ 者は そ の 旨記 載 さ れ てい る 。  

顧客 の 生 命保 険 の 見 直し ニ ー ズは そ れ ほ ど多 く な いこ と 、 ま た 「 富裕

層の た め 新契 約 の た めの 保 険 料捻 出 を 目 的と し た 既存 契 約 の 解約 は な い 」

と述 べ て いる 。 既 存 契約 の 解 約に つ い て は法 人 契 約の 逓 増 定 期保 険 の解

約返 戻 率 のピ ー ク 時 解約 1 7 8は あ るが 、これ はも と も と新 契 約 段 階か ら そ

の時 期 の 解約 を 想 定 して お り 、こ の 時 期 に解 約 し ない と 、 被 保険 者 が死

亡し て 死 亡保 険 金 を 受け 取 ら ない 限 り 、 顧客 が 損 失を 被 る た め、 い わば

予定 通 り の解 約 で あ ると 述 べ てい る 。  

実際 の 保 険プ ラ ン を 確認 し た とこ ろ、相 続税 法 第 5 条（贈 与 によ り 取

得し た も のと み な す 場合 ） を 活用 し た 内 容で あ っ た。 こ の プ ラン は 高齢

の対 象 者 が契 約 者 と なっ て 一 時払 い あ る いは 全 期 前納 の 終 身 保険 や 個人

                                                   
1 7 6  特 定 の 保 険 種 類 に つ い て 法 人 契 約 す る と 、「 解 約 返 戻 金 ＞ 保 険 契 約 の 資 産 計 上

額 」 と な る 期 間 が あ り 、 そ の 間 含 み 益 が 生 ず る た め 、 企 業 の 財 務 体 質 強 化 に つ な

が る 効 果 を も つ 。  
1 7 7  暦 年 贈 与 を 使 っ て 相 続 財 産 を 減 少 さ せ 、「 1・ 2 次 相 続 税 の み 」 ＜ 」「 贈 与 税 ＋

減 少 後 の 1・ 2 次 相 続 税 」 に よ り 、 財 産 の 継 承 額 を 増 加 さ せ る プ ラ ン 。  
1 7 8  契 約 者 を 法 人 、受 取 人 を 法 人 と し た 契 約 で 、保 険 種 類 が 逓 増 定 期 保 険 で あ る 。

逓 増 定 期 保 険 は 保 険 金 額 が 保 険 期 間 の 経 過 と と も に 増 大 す る も の で 、 前 払 い 保 険

料 が 多 い た め 解 約 返 戻 金 が 増 大 す る が 、 保 険 期 間 の 後 半 以 降 、 解 約 返 戻 金 が 減 少

す る 。  
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年 金 保 険 に 加 入 す る 。 契 約 後 速 や か に 、 子 供 等 に 契 約 者 変 更 を す る 1 7 9。

その 後 、毎年 、一定 額を 減 額 1 8 0して 、その 部分 に 応 ずる 解 約 返 戻金 を 子

供が 受 け 取る 。 そ の 際贈 与 税 が課 税 さ れ る。 新 契 約時 点 で 、 毎年 の 減額

をあ ら か じめ 10 年 行う な ど プラ ン 化 さ れて い る 。こ れ によ り、1 次 相続

2 次相 続 を あわ せ て 、プ ラ ン 実施 前 と 実 施後 の 税 総額 を 比 較 し、 課 税額

を減 少 さ せる こ と に より 、 実 質的 に 相 続 する （ 課 税後 の ） 財 産を 増 大さ

せる プ ラ ンと な っ て いる 。 こ の保 険 プ ラ ンは 、 新 契約 時 点 で その 後 の契

約者 変 更 や減 額 に よ る効 果 を 織り 込 ん で 内容 を 提 示し て い る こと が わか

る 。  

 次 に イ ンタ ビ ュ ー 対象 と し たも の は 、 企業 内 代 理店 の 営 業 担当 者 であ

る。 本 人 は、 生 命 保 険会 社 の 内勤 職 員 出 身者 で あ る。 企 業 内 代理 店 で保

険募 集 に 当た る も の の状 況 を 確認 し た と ころ 、「 グル ー プ 出 身の も の 、プ

ロパ ー の 社員 、 生 保 や損 保 か らの 転 職 組 で構 成 さ れて い る 」 と述 べ てい

る 。し か し 、顧客 は 、グル ー プ 企業 従 業 員で あ る こと か ら、「 比較 的 面 接

が可 能 で あり 、 保 険 会社 出 身 者が ノ ウ ハ ウを 提 供 する こ と で 保険 募 集で

き る 」 と 述べ て い る 。ま た 、 企業 グ ル ー プ内 の 従 業員 を 対 象 とし た 保険

募集 で あ るこ と か ら 、保険 種 類 は規 制 に より 個 人 保険 は 第 3 分野 に 限ら

れ、 医 療 保険 、 が ん 保険 等 の みを 扱 う 。 それ と 別 に 「 グ ル ー プ保 険 を死

亡保 障 と して 扱 っ て いる 」 と 述べ て い る 。  

 営 業 的 には 、「 比 較的 ノ ウ ハウ の あ る 募集 人 は 、保 険の 見 直し で グ ルー

プ 内 従 業 員 に ア プ ロ ー チ し 、 グ ル ー プ 保 険 +終 身 医 療 保 険 で 契 約 を 獲 得

して い る 」と 述べ て い る 。その 場 合、「 既 存契 約 の 個人 保 険 が 解約 さ れ る

こと は あ ると 思 う が 、デメ リ ッ ト説 明 を 行っ て い る 」こ と 、特に 、「グ ル

ープ 保 険 の成 立 日 ま で時 間 が 数か 月 あ る ため 、 保 障の 空 白 が 生じ な いよ

うに 説 明 して い る 」 と述 べ て いる 。 退 職 者を 対 象 とし た 終 身 保険 な どを

扱う こ と は、 目 論 ん でい る が それ ほ ど 進 んで い な いと 述 べ て おり 、 市場

                                                   
1 7 9  保 険 の 場 合 、 契 約 者 変 更 時 点 で は 贈 与 と な ら ず 、 保 険 金 や 解 約 返 戻 金 な ど が

支 給 さ れ 他 時 点 で 贈 与 税 が 課 さ れ る 。  
1 8 0  部 分 解 約 で あ る 。  
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的に は あ くま で 現 職 のグ ル ー プ内 従 業 員 を対 象 と した 動 き と なっ て いる

こと が わ かる 。  

 以 上 を 整理 す る と 乗合 代 理 店に つ い て は、 独 立 系の 乗 合 代 理店 は 特定

の顧 客 層 に特 化 し て 税制 効 果 など に 注 力 した 大 型 契約 を 獲 得 して い る者

が存 在 し てい る 。 他 方、 企 業 内代 理 店 で は当 該 企 業グ ル ー プ 従業 員 を対

象に 医 療 保険 等 の 第 3 分野 商 品 を専 門的 に 販 売し て い る こと が わ かる 。

この 中 で 特に 営 業 的 に能 力 の ある も の は 、保 険 の 見直 し ア プ ロー チ をこ

ち ら か ら 働 き か け て お り 、 そ の 結 果 、 グ ル ー プ 保 険 +終 身 医 療 保 険 で 契

約獲 得 し てい る 。  

代理 店 区 分に つ い て は、 独 立 系の 乗 合 代 理店 と 企 業内 代 理 店 では 相当

動き が 相 違し て お り 、同 じ 代 理店 区 分 の 中に 、 性 格上 、 大 き な相 違 をも

った 代 理 店が 混 在 し てい る こ とを 確 認 で きる 。  

この 代 理 店区 分 の 中 で独 立 系 の乗 合 代 理 店の 一 部 は、 保 険 募 集に 従事

する 者 が 専ら 営 業 職 員出 身 者 であ り 、 仮 説 15 に 該 当す る 対 象 で あ る代

理店 で あ るこ と が わ かる 。  

  

4. 金 融 機 関   

 金 融機 関 チャ ネ ル につ い て は、 地 域金 融機 関 支 店勤 務 管 理 職及 び 信 託

銀行 営 業 担当 者 へ の イン タ ビ ュー を 行 っ た。 イ ン タビ ュ ー 項 目は 、 主要

な顧 客 層 、保 険 加 入 目的 、 保 険募 集 人 で ある こ と の事 前 明 示 、預 金 や投

資信 託 な どそ の 他 の 商品 と の 関係 、 保 険 の見 直 し ニー ズ 、 生 保の 他 チャ

ネル と の 競合 状 況 等 であ る 。  

 ま ず 地 域 金 融 機 関 支 店 に 勤 務 す る 管 理 職 か ら の イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を

以下 に 記 述す る 。 ヒ アリ ン グ の項 目 は 、 主要 顧 客 層、 生 命 保 険・ 個 人年

金保 険 の 加入 目 的 、 生命 保 険 の見 直 し ニ ーズ 、 そ の他 で あ る 。  

主要 な 顧 客層 に つ い て確 認 す ると 、「 高 齢層 と 中 小企 業 オ ー ナー 」 で、

「 銀 行 員 が日 中 訪 問 して 会 う こと が 出 来 る層 が 中 心で あ る 」 との こ とで

あっ た 。 加入 す る 保 険の 目 的 は、「 第一 が元 本 確 保の 貯 蓄 目 的 」 で あ る。
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商品 と し ては 一 時 払 いあ る い は全 期 前 納 の終 身 保 険や 個 人 年 金保 険 に預

金代 替 的 な主 旨 で 加 入し て い る顧 客 が 多 いと 述 べ てい る 。 個 人年 金 保険

の場 合 、 主に 期間 10 年程 度 の据 え 置 き 期間 後 に 年金 を 一 括 受け 取 るプ

ラン が あ り、 １ ０ 年 経過 後 の 受取 額 と 当 初の 保 険 料支 払 い 額 を見 る と現

行の 預 金 に預 け る よ り有 利 と のこ と で あ る。「中 途 解 約の 場 合 には 元 本割

れの 期 間 もあ る が 、 これ は 顧 客に 明 瞭 に 説明 す る よう に し て いる 」 との

こと で あ った 。加 入 する 保 険 の目 的 の 第 二は 、「 相 続対 策（ 相 続対 策 と し

ての 贈 与 対策 を 含 む ）目 的 で 、高 齢 層 だ けで な く 中小 企 業 オ ーナ ー につ

いて も 同 様 」 で あ る 。個 人 年 金保 険 に つ いて は 預 金代 替 的 性 格と し ての

取り 扱 い が中 心 で あ る。「 老 後生 活 資 金 とい う 主 旨で は 、毎 月分 配 型 投資

信託 が あ るた め 、 生 保の 個 人 年金 保 険 を その 主 旨 で進 め る は ほと ん どな

く、 ま た 実際 の 加 入 する ケ ー スも ほ と ん どな い 」 との こ と で であ っ た。

中小 企 業 オー ナ ー に つい て は 、保 険 金 相 続税 非 課 税財 産 で あ る 500 万×

法定 相 続 人数 の 枠 で の終 身 保 険の 販 売 が メイ ン で ある 。  

「生 命 保 険法 人 契 約 につ い て は生 保 出 身 者を 採 用 し、 支 店 を 担当 させ

て同 行 募 集に よ り 取 り組 ん で おり 、 銀 行 員の 日 常 活動 と は 別 の動 き とな

って い る 」 と 述 べ て いる 。  

 顧 客 の 生命 保 険 の 見直 し ニ ーズ に つ い て取 り 扱 うケ ー ス を 確認 し た が、

「 そ う い うケ ー ス は ほと ん ど ない 」と の こと で あ った 。実 際 、「生 保 の 営

業職 員 や 代理 店 と 競 合す る ケ ース は 少 な く、 そ れ らの 顧 客 と は市 場 が相

違し て い るの で は な いか 」 と 述べ て い る 。  

 今 後 の 展開 と し て 市場 に つ いて 確 認 し たが 、「 銀 行 員が 通 常 の仕 事 の中

で会 う こ とが 難 し い 現職 の 会 社員 等 で 家 族形 成 層 など 保 障 必 要層 を 主要

な顧 客 と する こ と は 難し く 、 現状 の よ う に高 齢 層 や中 小 企 業 オー ナ ーが

中心 と な ると 考 え て いる 」 と のこ と で あ った 。  

 次 に 信 託銀 行 支 店 勤務 の 営 業担 当 職 か ら話 を 聞 いた 。 ま ず 生命 保 険に

つい て は 「 預 金 代 替 の貯 蓄 で あり 、 金 利 低下 に よ り扱 う 商 品 が狭 め られ

てい る 」 との 話 が 得 られ た 。 扱う 商 品 は 一時 払 い ある い は 全 期前 納 の個
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人年 金 保 険で 、年金 支払 は 10 年 確定 年 金、そ の場 合 、「 一 括受 取 可 能の

ため 途 中 解約 を 除 け ば預 金 金 利よ り 有 利 にな る こ とで 扱 う ケ ース が 多 い 」

と述 べ て いる 。相 続 対策 に つ いて も 扱 う が、「 主 に保 険 金 相 続税 非 課 税財

産の 枠 内 での 終 身 保 険加 入 」 との こ と で あっ た 。 担当 す る 「 顧客 は 高齢

層で 普 段 自宅 に お ら れる 高 齢 者中 心 」 と のこ と で ある 。 医 療 保険 や がん

保 険 を 扱 う こ と は 少 な く 、「 フ ァ ン ド ラ ッ プ 1 8 1に 一 定 額 以 上 預 け 入 れ た

顧客 に 、 付帯 サ ー ビ スと し て 銀行 負 担 で がん 保 障 や介 護 保 障 を付 加 する

サー ビ ス の提 供 を 行 って い る 」と述 べ て いる 1 8 2。保 険 募集 人 で ある こ と

の事 前 明 示に つ い て は、 銀 行 所属 の 職 員 であ る 名 刺を 使 っ て おり 、 取扱

い種 目 と して 保 険 が 記載 さ れ てお り 、「 特 にそ れ に より 問 題 が 生じ た こと

はな い と 」述 べて い る。「 顧 客 に対 し て 保険 を す すめ る 場 合 、ど こ の保 険

会社 の 商 品か は 明 確 に説 明 し てお り 、 銀 行が 保 険 者で あ る よ うな 誤 解は

まず あ り えな い 」 と 述べ て い る。  

比較 推 奨 販売 に つ い ては 顧 客 の意 向 を 確 認し な が ら、 双 方 で 複数 社か

ら徐 々 に 絞り 込 む 形 をと っ て おり 、「 募 集 する 側 か らあ ら か じ め決 め て勧

める こ と はな い 」 と 述べ て い る。  

以上 を 整 理す る と 、金融 機 関 によ る 生 命 保険・個 人 年金 保 険 の販 売 は、

それ ま で の生 保 市 場 では 取 り 込ま れ て い なか っ た 高齢 層 を 取 り込 ん でい

るこ と 、 その 層 の 保 険加 入 目 的は 主 に 預 金代 替 的 な貯 蓄 目 的 及び 相 続対

策目 的 が メイ ン と な って い る こと が わ か る。  

 保 険 募 集人 で あ る こと の 事 前明 示 は 、 名刺 に よ るあ い さ つ 程度 で ある

ため 不 明 瞭だ が 、 取 扱商 品 の 中に 生 命 保 険は 記 載 され て お り 、こ れ によ

り問 題 が 生じ た こ と はな い 。 顧客 も 特 に 銀行 が 保 険者 と な っ てい る よう

な誤 解 は ない と い え る。  

比較 推 奨 販売 に つ い ては 、 顧 客の 意 向 に よっ て 商 品を 複 数 選 択し て段

                                                   
1 8 1  投 資 一 任 運 用 サ ー ビ ス の 一 種 。 顧 客 の リ ス ク 許 容 度 や 投 資 目 的 に 合 わ せ て 、

異 な る タ イ プ の 複 数 の 投 資 信 託 （ フ ァ ン ド ） を 選 び 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 運 用

す る サ ー ビ ス を い う 。  
1 8 2  カ ー デ ィ フ 生 命 保 険 会 社 の 商 品 を フ ァ ン ド ラ ッ プ 付 帯 サ ー ビ ス と し て 提 供 し

て い る 。 保 険 料 は 銀 行 負 担 で あ る 。  
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階的 に 絞 り込 ん で い るが 、 独 立系 乗 合 代 理店 と 比 べて 銀 行 等 の場 合 、も

とも と 取 り扱 い 生 保 が少 な い ため 、 例 え ば外 貨 建 ての 年 金 保 険の 場 合、

払い 込 み 方法 を 顧 客 が決 め る 過程 で 自 動 的に 商 品 も絞 ら れ る 構造 に なっ

てい る と 考え ら れ る 。  

 

5. チ ャ ネ ル 別 特 性 と 本 章 に お け る 仮 説 検 証 結 果  

 販 売 チ ャネ ル 別 に イン タ ビ ュー を 行 っ た結 果 、 それ ぞ れ の 特徴 は 顧客

層 と 、 販 売商 品 の 志 向性 の 二 つに 分 か れ る 。 後 者 は、 消 費 者 が保 険 の検

討を 行 う 上で 影 響 要 因と な る 可能 性 を 持 つ。 以 下 にチ ャ ネ ル 別に 顧 客や

販売 特 性 につ い て 整 理 、 そ の 中で 仮 説 15 に関 わ る 検証 結 果 を述 べ る 。  

 ま ず 顧 客面 で 見 る と、 保 険 ショ ッ プ は 30 代 な ど若 い 層 、金 融 機 関は

60 代 以上 な ど 高齢 層の 顧 客 の比 重 が 高 いと 理 解 でき る 。  

 販 売 商 品の 志 向 性 でみ る と 、営 業 職 員 チャ ネ ル は死 亡 保 障 及び 死 亡保

障と 親 和 性の あ る 保 障内 容 に 偏る 可 能 性 が強 い 。 保険 シ ョ ッ プは 医 療保

障に 偏 る 可能 性 が 強 く、 幼 少 期の 子 供 が いる 場 合 には さ ら に 学資 準 備目

的の 保 険 商品 販 売 に 偏る 可 能 性が 強 い 。 乗合 代 理 店に つ い て は、 独 立系

の代 理 店 では 中 小 企 業経 営 者 等に フ ォ ー カス し て 税制 効 果 を 狙い と した

定期 保 険 商品 の 販 売 を主 と し てい る 。 こ れに 対 し て企 業 内 代 理店 で は、

グ ル ー プ 保 険 +終 身 医 療 保 険 で 保 険 の 見 直 し に よ る 保 険 販 売 を 行 う も の

が存 在 し てい る 。  

金融 機 関 につ い て は 貯蓄 目 的 及び 相 続 対 策に 偏 る 可能 性 が 強 い。  

保険 募 集 人で あ る こ との 事 前 明示 に つ い ては 、 概 ねす べ て の チャ ネル

で大 き な 問題 は 生 じ てい な い と思 わ れ る 。  

代 理 店 に お い て 保 険 募 集 に 従 事 す る 者 が 営 業 職 員 出 身 者 で あ る 分 類

は、 保 険 ショ ッ プ と 独立 系 の 乗合 代 理 店 の一 部 で ある 。 こ の 両者 は とも

に保 険 営 業専 業 の 代 理店 で あ り、 保 険 会 社の 営 業 職員 が 移 動 する 形 で当

該代 理 店 にお け る 代 理店 使 用 人と な っ て いる 実 情 がわ か る 。 仮説 15 の

対象 代 理 店が 保 険 シ ョッ プ 及 び独 立 系 の 乗合 代 理 店の 一 部 と 特定 で き る。 
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第 9 章  生 命 保 険 加入 行 動 に 関 す る 実 証 分 析  

 

本章 は 消 費者 の 生 命 保険 加 入 行動 を 実 証 的に 考 察 する 。 こ の 考察 を通

じて「 序 論  第 4 章 」にお い て 設定 し た「 仮説 13・16・17」を 検証 す る 。

併せ て 探 索的 に 加 入 行動 に 関 する 分 析 結 果を 考 察 する 。  

消費 者 の 生命 保 険 加 入 行 動 は 、消 費 者 側 要因 と 販 売チ ャ ネ ル 影響 要因

によ り 説 明さ れ る 。  

消費 者 側 要因 は 、本 論第 4 章 で見 た 消 費 者の 追 加 的拡 大 的 需 要要 因が

主要 な 構 成要 素 の 一 つで あ る 。 更 に 実 際 の加 入 行 動に 影 響 を 与え る もの

とし て 消 費者 の 志 向 性が 考 え られ る 。 こ こで い う 志向 性 は 、 生命 保 険の

加入 に 当 たり 重 視 す る項 目 や 保険 に 関 す る知 識 に つい て の 認 識等 で あ る。 

消 費 者 は 販 売 者 か ら の 働 き か け に よ っ て 非 探 索 品 と 位 置 付 け ら れ る

生命 保 険 へ の 関 心 を 持つ こ と があ る 。 し たが っ て 販売 者 の 働 きか け は 健

全な 生 命 保険 加 入 に 資す る も ので あ る 。 他方 、 販 売者 の 働 き かけ が 、結

果的 に 必 ずし も 消 費 者の 意 向 と合 致 し な いよ う な 生命 保 険 の 加入 を もた

らす こ と も考 え ら れ る。  

こ れ ら 様 々 な 要 因 間 の 関 係 や 影 響 下 に あ る と 考 え ら れ る 生 命 保 険 加

入行 動 の 考察 の た め に、本 章で は 最近 3 年以 内 に 民間 の 生 命 保険（ かん

ぽ生 命 を 除く ） に 加 入し た も のを 対 象 と した 「 生 命保 険 加 入 者調 査 」を

取り 上 げ る。調 査は 平成 28 年 4 月 5～ 6 日に か け て、株 式会 社マ ク ロ ミ

ルへ 委 託 され Web 上で 行 わ れた 。調 査 設計 は 筆 者が 行 っ た 。調 査 対 象は

平 成 25 年 3 月 1 日 ～平 成 28 年 3 月 1 日ま で に 民間 の 生 命 保険（ かん ぽ

生命 を 除 く） に 加 入 した も の 1035 名 で ある 。  

本章 の 以 降の 構 成 は 、以 下 の 通り で あ る 。Ⅰ に お いて 調 査 の 概要 を 述

べ る 。 Ⅱ にお い て 生 命保 険 加 入行 動 に お ける 加 入 者要 因 を 分 析す る 。Ⅲ

にお い て 生命 保 険 加 入行 動 に おけ る 販 売 チャ ネ ル の影 響 要 因 を 分 析 す る。

Ⅳに お い て生 命 保 険 加入 行 動 を加 入 者 要 因（ Ⅱ で 確認 し た 事 項） と 販売

チャ ネ ル の影 響 要 因 （Ⅲ で 確 認し た 事 項 ）に よ り 分析 す る 。 Ⅴに お いて
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仮説 検 証 と 考 察 を 述 べる 。  

 

1. 調 査 の 概 要  

1 -1 調 査 対 象 者 の 構 成  

本稿 で 取 り上 げ る 「 生命 保 険 加入 者 調 査 」は 平 成 25 年 3 月 1 日～ 平

成 28 年 3 月 1 日 ま で） に 民 間の 生 命 保 険（ か ん ぽ生 命 を 除 く） に 加入

した も の 1035 名 を 対象 と し てい る 。 調 査は 平 成 28 年 4 月 5～ 6 日 にか

けて 、株 式会 社 マ ク ロミ ル へ 委託 さ れ Web 上 で 行わ れ た。調 査設 計 は 筆

者が 行 っ た。 対 象 に つい て は 平成 26 年 度の 生 命 保険 業 界 に おけ る 個人

保険・個 人 年金 保 険 計の 性 別 年代 別 構 成 比に 準 じ て割 り 付 け した 1 8 3。図

表 9-1 に 性 別年 齢 別 件数 及 び 構成 比（生 保業 界 ）と 加 入 者調 査の 対 象 数・

構成 比 を 示す 。  

 

図 表 9 -1 26 年 度 個人 保 険 ・ 個 人 年 金 保 険 件 数 と 加 入 者 調 査 割 付 結 果  

 

 

概ね 業 界 構成 比 と 同 レベ ル と なっ て い る こと が わ かる 。  

回答 当 た って は 平 成 25 年 3 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 1 日 まで の 間 に、

生命 保 険 に異 時 点 に おい て 複 数回 加 入 し た場 合 に は直 近 の 契 約に つ いて

回答 を 求 めた 。 ま た 複数 の 生 命保 険 契 約 に同 時 加 入し て い た 場合 に は、

                                                   
1 8 3  調 査 対 象 の 年 齢 は 2 0 歳 ～ 6 9 歳 ま で の も の で あ る 。 調 査 で は 2 0 歳 未 満 、 7 0

歳 以 上 が 存 在 し な い た め 、 生 命 保 険 業 界 の 年 齢 別 件 数 構 成 比 に つ い て も そ の 範 囲

で 割 り 付 け て い る 。 こ の 部 分 は 、 本 研 究 上 の 制 約 で あ る 。  

個人保険 個人年金 計 構成比 対象数 構成比

 　 20 ～ 29 1,386,909 121,370 1,508,279 10.8% 112 10.8%
 　 30 ～ 39 1,647,643 132,061 1,779,704 12.7% 131 12.7%
 　 40 ～ 49 1,329,692 130,254 1,459,946 10.4% 108 10.4%
 　 50 ～ 59 845,816 103,623 949,439 6.8% 71 6.9%
　  60 ～ 982,703 152,841 1,135,544 8.1% 84 8.1%

男性計 6,192,763 640,149 6,832,912 48.9% 506 48.9%

 　 20 ～ 29 1,105,342 104,255 1,209,597 8.7% 90 8.7%
 　 30 ～ 39 1,252,593 133,506 1,386,099 9.9% 102 9.9%
 　 40 ～ 49 1,197,713 160,804 1,358,517 9.7% 100 9.7%
 　 50 ～ 59 1,023,385 175,230 1,198,615 8.6% 89 8.6%
　  60 ～ 1,703,326 282,266 1,985,592 14.2% 148 14.3%

女性計 6,282,359 856,061 7,138,420 51.1% 529 51.1%
合計 12,475,122 1,496,210 13,971,332 100% 1035 100%

男性

女性

平成２６年度生保業界件数構成 生保加入者調査

男性

女性
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加入 目 的 等に つ い て 同時 加 入 のす べ て の 保険 契 約 につ い て 回 答を 求 め た。 

 

1 -2 性 別 年 齢 別 雇 用 形 態  

回答 者 の 年齢 別 雇 用 形態 を 全 体・ 性 別 に 図表 9 -2 に 示す 。  

 

図 表 9 -2 年 代 別 雇 用 形 態 （ 全 体 及 び 性 別 ）  

 

  

男性 で 正 規雇 用 約 70％ 、女 性 で は無 職 が約 44％ を 占 める 。  

 

1 -3 世 帯 年 収 ・ 本 人 年 収 の 状 況  

世帯 年 収 、本 人 年 収 構成 を 図表 9-3 に 示 す。  

 

図 表 9 -3 世 帯 年 収 ・ 本 人 年 収 構 成  

 

 

調査 対 象 1035 名 中 、200 万 未満 が 35％ 弱を 占 め る。こ れは 年代 的 に 60

歳以 上 232 名 、ま た 無職 が 277 名 を 占め てい る こ とに よ る 影 響と 考 え ら

れる 。  

1 -4 末 子 の 状 況  

 生 命 保 険加 入 に 影 響を 与 え る末 子 の 状 況に つ い て質 問 を 行 った 。 その

結果 及 び 末子 独 立 前 ダミ ー 変 数設 定 の 内 容を 図 表 9 -4 に 示 す 。  

正規 非正規 経営者
自営・自
由業

無職 その他 合計 正規 非正規 経営者
自営・
自由業

無職 その他
合計

正規 非正規 経営者
自営・自
由業

無職 その他 合計

度数 128 34 2 3 35 0 202 92 14 2 3 1 0 112 36 20 0 0 34 0 90
比率 63.4% 16.8% 1.0% 1.5% 17.3% 0.0% 100.0% 82.1% 12.5% 1.8% 2.7% .9% 0.0% 100.0% 40.0% 22.2% 0.0% 0.0% 37.8% 0.0% 100.0%
度数 151 37 2 7 36 0 233 117 11 0 3 0 0 131 34 26 2 4 36 0 102
比率 64.8% 15.9% .9% 3.0% 15.5% 0.0% 100.0% 89.3% 8.4% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 100.0% 33.3% 25.5% 2.0% 3.9% 35.3% 0.0% 100.0%
度数 106 52 3 21 26 0 208 80 6 3 17 2 0 108 26 46 0 4 24 0 100
比率 51.0% 25.0% 1.4% 10.1% 12.5% 0.0% 100.0% 74.1% 5.6% 2.8% 15.7% 1.9% 0.0% 100.0% 26.0% 46.0% 0.0% 4.0% 24.0% 0.0% 100.0%
度数 60 40 3 14 41 2 160 45 8 3 9 6 0 71 15 32 0 5 35 2 89
比率 37.5% 25.0% 1.9% 8.8% 25.6% 1.3% 100.0% 63.4% 11.3% 4.2% 12.7% 8.5% 0.0% 100.0% 16.9% 36.0% 0.0% 5.6% 39.3% 2.2% 100.0%
度数 23 45 4 18 139 3 232 19 14 3 11 36 1 84 4 31 1 7 103 2 148
比率 9.9% 19.4% 1.7% 7.8% 59.9% 1.3% 100.0% 22.6% 16.7% 3.6% 13.1% 42.9% 1.2% 100.0% 2.7% 20.9% .7% 4.7% 69.6% 1.4% 100.0%
度数 468 208 14 63 277 5 1035 353 53 11 43 45 1 506 115 155 3 20 232 4 529
比率 45.2% 20.1% 1.4% 6.1% 26.8% .5% 100.0% 69.8% 10.5% 2.2% 8.5% 8.9% .2% 100.0% 21.7% 29.3% .6% 3.8% 43.9% .8% 100.0%

女性男性本人雇用形態(全体）

合計

年齢10刻
み

20代

30代

40代

50代

60以上

度数 61 232 263 152 89 45 31 11 14 137 1035

パーセント 5.89% 22.42% 25.41% 14.69% 8.60% 4.35% 3.00% 1.06% 1.35% 13.24% 100.00%

度数 358 267 179 60 33 12 4 1 5 116 1035
パーセント 34.59% 25.80% 17.29% 5.80% 3.19% 1.16% 0.39% 0.10% 0.48% 11.21% 100.00%

合計

本人年収

800～1000
万未満

1000～1200
万未満

1200～1500
万未満

1500～2000
万未満

2000万
以上

分からない・
答えたくない

世帯年収

200～400
万未満

400～600
万未満

600～800
万未満

200万未満
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図 表 9 -4 末 子 状 況 回 答 と ダ ミ ー 変 数 区 分  

 

  

末子 が 未 就学 児 童 ～ 専門・短 大・高 専・大 学・大 学院 ま で のも の 363 名、

卒業 し て 未・ 既 婚（ 社会 人 ） 242 名、 子 供な し 430 名 と なっ てい る 。こ

のう ち 、 最初 の 363 名 を 末 子独 立 前 と して ダ ミ ー変 数 1、 それ 以 外 を 0

とす る 変 数設 定 を 行 った 。  

 

1 -5 加 入 チ ャ ネ ル  

 対 象 と なる 生 命 保 険の 加 入 につ い て 加 入チ ャ ネ ルに 関 す る 質問 を 行っ

た。 そ の 結果 を 図 表 9-5 に 示 す。  

 

図 表 9 -5 加 入 チ ャ ネ ル 1 8 4  

 

 

 イ ン タ ーネ ッ ト に つい て は 本稿 調 査 が ネッ ト 上 で行 わ れ た こと か ら、

12.75％ と若 干 高 目 の 結 果 を 示し た 1 8 5。  

 

2. 生 命 保 険 加 入 行 動 に お け る 加 入 者 要 因  

2 -1   生 命 保 険 の 加入 目 的  

調査 対 象 者に 、 今 回 加入 し た 生命 保 険 の 加入 目 的 につ い て 回 答を 求め

                                                   
1 8 4  金 融 機 関 に つ い て は 、都 市 銀 行 、地 方 銀 行 、信 託 銀 行 、信 用 金 庫・信 用 組 合 、

証 券 会 社 に 分 け た 選 択 肢 の 合 計 で あ る 。そ の 他 は 、「 テ レ ビ・新 聞・ 雑 誌 な ど を 通

じ て 」 と 「 そ の 他 」 の 合 計 で あ る 。 前 者 は 該 当 2 1 件 、 後 者 5 7 件 で あ る 。 該 当 数

の 制 約 か ら 「 そ の 他 」 に ま と め て い る 。 併 せ て 注 1 3 6 .  
1 8 5  生 命 保 険 文 化 セ ン タ ー 「 平 成 2 4 年 度  生 命 保 険 に 関 す る 全 国 実 態 調 査 」 で は

イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 加 入 は 4 . 5％ で あ る 。 独 自 調 査 に よ る も の と し て は 佐 々

木（ 2 0 1 5）「 イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル 選 択 の デ ー タ 分 析 」が あ る が 、こ こ で は 1 2 . 2％

と な っ て い る 。こ れ は w e b 調 査 に よ る も の で あ り 、本 稿 と 同 様 の 調 査 形 態 で あ る

こ と か ら 近 似 し た 数 値 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。  

未就学児童 小学生 中学生 高校生 専門・短大・高専・大学・大学院 卒業・未婚 卒業・既婚
該当数 227 46 17 27 46 145 97

子供なし 430

子供あり

子供なし　0

計

末子独立前ダミー区分
独立前　1 独立後　0

605

末子状況

営業職員 保険ショップ 代理店 金融機関 インターネット その他 合計
度数 427 169 163 66 132 78 1,035

パーセント 41.26% 16.33% 15.75% 6.38% 12.75% 7.54% 100%
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た 。回答 は リ ッカ ー ト尺 度 の 7 件 法 に よ る 。具体 的 に は「１ まっ た く 該

当し な い 」～ 「 ７ と ても よ く 該当 す る 」 とい う も ので あ る 。 図 表 9 -6 に

加入 目 的 質問 に 関 す る回 答 結 果の 概 要 を 示す 。  

 

図 表 9 -6 加 入 目 的 質 問 に 関 す る 概 要  

 

 

回答 結 果 の概 要 を 見 ると 医 療 保障 目 的 が 平均 値 4 .73、ガ ン に よる 医療

保障 目 的 が 4 .30 と 高い 。 死 亡保 障 目 的 は 3 .86 と な り 、回 答が 均 等 に分

布し た 場 合の 平 均 4 を下 回 っ た 。同 様 に 老後 生 活 資金 目 的 3 .27、貯 蓄目

的 3 .08 であ る 。 相 続対 策 目 的は 2 .37 と最 も 低 い値 を 示 し た。   

 各 加 入 目的 間 の 相 関を 図 表 9 -7 に 示 す 。  

貯蓄 目 的 と老 後 生 活 資金 目 的 、相 続 対 策 目的 、 介 護保 障 目 的 、死 亡保

障目 的 は 有意 に 正 の 相関 を 示 した 。 逆 に 医療 保 障 目的 、 が ん 医療 保 障目

的は 有 意 に負 の 相 関 を示 し た 。  

 相 関 係数 を 貯 蓄 目 的 と の 間で 見 る と 老 後 生 活 資金 目 的 .642、 相 続 対策

目 的 と .509、 で あ る 。 貯 蓄 目 的 と 医 療 保 障 目 的 は - .295 と な り 弱 い が 負

の相 関 を 示し た 。  

 

 

 

 

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
今回加入した生命保険の加入目的は万一の死亡の際の家族の生活保障のためである 1035 1 7 3.86 2.00

今回加入した生命保険の加入目的は入院や手術、先進医療などの医療保障準備のためである 1035 1 7 4.73 1.87

今回加入した生命保険の加入目的はガンによる入院や手術、先進医療などガンの医療保障準備のためである 1035 1 7 4.30 1.94

今回加入した生命保険の加入目的は介護が必要になった場合の介護保障準備のためである 1035 1 7 3.00 1.70

今回加入した生命保険の加入目的は老後生活資金準備のためである 1035 1 7 3.27 1.84

今回加入した生命保険の加入目的は相続や相続税対策のためである 1035 1 7 2.37 1.53

今回加入した生命保険の加入目的は貯蓄のためである 1035 1 7 3.08 1.90

記述統計量
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図 表 9 -7 加 入 目 的 間 の 相 関  

 

 

2 -2 生 命 保 険 の 見 直 し の 構 成 比  

 今 回 の 生命 保 険 加 入に あ た って 加 入 中 の生 命 保 険の 見 直 し を行 っ たか

回答 を 求 めた 。 さ ら に保 険 の 見直 し を 行 った 場 合 、そ の 目 的 が保 険 料の

節約 か 、保 障を 厚 く する た め かを 2 択 1 8 6で 確認 し た 。また 、今 回の 保 険

契 約 の 際 、 そ れ ま で 加 入 し て い た 生 命 保 険 を 「 解 約 ・ 払 込 停 止 し た か 」

「契 約 転 換制 度 を 利 用（ 下 取 り転 換 ） し たか 」 回 答を 求 め た 。  

図 表 9 -8 に その 結 果 を示 す 。  

 

図 表 9 -8 保 険 の 見 直 し お よ び そ の 目 的 等 に 関 す る 集 計 1 8 7  

 

 

新 契 約 時 点 に お い て 、 既 存 契 約 の 見 直 し を 行 っ た ケ ー ス は 全 体 と し て

                                                   
1 8 6  保 険 の 見 直 し の 場 合 、 保 険 料 の 節 約 と 保 障 を 厚 く す る こ と の 双 方 を 目 的 と す

る 場 合 が あ り 得 る 。 し か し 本 調 査 で は 、 双 方 を 目 的 と し た 場 合 で も ど ち ら に よ り

比 重 が 高 い か を 選 択 す る 意 図 で あ え て ど ち ら か を 選 ぶ 2 択 に よ る 質 問 形 式 と し た 。 
1 8 7  解 約・払 込 み 停 止 有 り 3 5 5 件 中 、転 換 有 と し た も の が 7 8 件 存 在 す る 。こ の 回

答 の 中 に は 両 方 に 該 当 し た 正 答 と 、 ど ち ら か の み を 両 方 に 該 当 と し た 誤 答 が 混 在

し て い る 可 能 性 が あ る 。 分 析 に お い て そ の 混 在 が 問 題 と な る こ と は 特 に な い と 判

断 し 、 そ の ま ま 記 載 し た 。  

死亡保障

目的

医療保障

目的

がん医療保障

目的

介護保障

目的

老後生活資金

準備目的

相続対策

目的
貯蓄目的

死亡保障目的 1 .122** .146** .355** .332** .301** .206**

医療保障目的 .122** 1 .673** .208** -.110** -.103** -.295**

がん医療保障目的 .146** .673** 1 .285** -.025 .020 -.184**

介護保障目的 .355** .208** .285** 1 .409** .425** .234**

老後生活資金準備目的 .332
**

-.110
** -.025 .409

** 1 .468
**

.642
**

相続対策目的 .301
**

-.103
** .020 .425

**
.468

** 1 .509
**

貯蓄目的 .206
**

-.295
**

-.184
**

.234
**

.642
**

.509
** 1

**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側)

相関

見直し

該当区分 無 有 無 有

無 540 52.17% 480 60 490 50

保険料
節約目的

283 57.17% 101 182 224 59

保障
充実目的

212 42.83% 99 113 155 57

計 1035 100.00% 495 100.00% 680 355 869 166

1,035
495 47.83%

件数
転換解約払込み停止

-

全体

有

構成比



169 

 

48％ 程 度 を占 め る 。保険 の 見 直し の 目 的 は「 保険 料 節 約  57％程 度（ 見

直し を 100）」「 保 障 を厚 く 43％ 程 度（ 見直 し 100」と な り 、保険 料 節約

目的 が 上 回っ て い る 。新 契 約 時点 で 既 存 契約 の 解 約や 払 込 み 停止 を 行っ

たケ ー ス は 、全 体 で 34％ 程 度 を占 め る 。生命 保 険 の見 直 し を 行っ た ケー

ス で 60％ 程 度 、そ の うち 保 険 料節 約 目 的 のみ を 見 た場 合 、64％程 度 を占

めた 。転 換 制 度は 全 体で 166 件 、見 直 し を行 っ た ケー ス で 116 件、23％

程度 （ 見 直し 100） とな っ て いる 。 保 険 料節 約 目 的を 100 とし た 場 合、

転換 は 20 .8％ 、保 障 充実 目 的を 100 とし た場 合 、転 換は 27％ を占 め る 。

若干 で は ある が 保 険 料節 約 目 的よ り 保 障 充実 を 目 的と し た 見 直し の ほう

が転 換 へ 結び つ き や すい と 考 えら れ る 。  

 こ れ ら を概 観 す る と生 命 保 険加 入 に 当 って 既 存 契約 の 見 直 しニ ー ズが

48％ 程 度 と半 数 近く を占 め る 実態 が わ か る 。特 に 保 険料 の 節 約を 目 的 と

した 見 直 しが 全 体 の 27％ 、見 直 し を 100 とし た 場合 、 57％程 度 を 占め

る。 ま た 保険 の 見 直 しに 当 た って は 一 定 量の 既 存 契約 が 解 約 ・払 込 み停

止と な っ てい る 実 態 も確 認 さ れた 。  

 

2 -3 区 分 別 に 見 た 生 命 保 険 加 入 目 的 及 び 加 入 付 帯 条 件  

「 2 -1 生 命 保 の険 加 入目 的 」は 回答 者 全 体を 対 象 とし て 見 た もの で あ る。

これ を 区 分し て 把 握 して み る 。ま た 今 回 の生 命 保 険加 入 に あ たり 転 換制

度を 利 用 した か 、 既 契約 の 解 約・ 払 込 停 止 を 伴 っ たか ど う か とい う 加入

付帯 条 件 につ い て 区 分別 に 把 握す る 。  

区分 は 「 末子 が 独 立 前と そ れ 以外 」「生 命保 険 の 見直 し 有 無 」「 正 規雇 用

とそ れ 以 外」「 職業 有無 」「 60 代以 上 と それ 未 満 世代 」「本 人年 収 600 万

以 上 1 8 8と 未 満」 で あ る 。  

 

 

                                                   
1 8 8  年 収 6 0 0 万 以 上 で 対 象 数 11 5 で あ る 。 基 準 を 6 0 0 万 と し た 理 由 は そ れ 以 上 の

年 収 を 基 準 と す る と 対 象 数 が 1 0 0 を 下 回 る た め で あ る 。  
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2 -3 -1   末 子 独 立 前 の 加 入 者 の 特 性 1 8 9  

 加 入 者 を末 子 独 立 前 か 、 子 供独 立 後 あ るい は 子 供な し 化 に よっ て 区分

し 生 命 保険 の 加 入 目 的 平 均 値の 差 の 検 定 を 行 っ た。 検 定 結 果 を 図表 9 -9

に示 す 。  

末子 が 独 立前 の 加 入 者（ 以 下 「該 当 者 」 と、 子 供 独立 後 あ る いは 子 供な

し（以 下「 非 該当 者 」）区 分別 で み ると 、死亡 保 障 につ い て は該 当 者 が非

該当 に 比 して 有 意 に 平均 値 が 高い 。該 当 のも の の 平均 値 は 4 .63 と 回答 が

均等 に 分 布し た 場 合 の平 均 値 4 を 上 回る 。非 該 当 者は 3 .44 と 4 を 下回

る値 と な って い る 。 同様 に 有 意に 該 当 者 が非 該 当 者と 比 し て 高く な った

加入 目 的 は「 貯 蓄 目 的」 で あ る。 こ れ と 逆に 、 有 意に 非 該 当 者が 高 い平

均値 と な った 加 入 目 的は「 医 療 保障 目 的 」であ る 。非 該当 者 は 4 .83、該

当 者 4 .54 で あ り 、 5％未 満 有 意で 差 が 認 めら れ る 。  

 

図 表 9 -9 末 子 独 立 前 該 当 非 該 当 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

 次 に 契 約転 換 制 度 を利 用 し たか 、 既 契 約の 解 約 ・払 込 停 止 をし た かに

つい て 区 分別 に ク ロ ス集 計 し χ二 乗 検 定 を行 っ た 。その 結 果 を図 表 9 -10

に示 す 。  

該当 者 は 、契 約 転 換 制度 利 用 が有 意 に 少 ない 。 こ れに 対 し て 非該 当 者は

有意 に 多 い結 果 を 示 した 。 既 契約 の 解 約 ・払 込 停 止に つ い て は区 分 別に

みて も 全 体と の 相 違 は認 め ら れな い 。  

                                                   
1 8 9  子 供 が 就 学 前 あ る い は 就 学 し て 教 育 期 に あ る も の （ 末 子 独 立 前 ） は 生 命 保 険

加 入 に 影 響 が あ る と の 先 行 研 究 及 び 第 4 章 需 要 研 究 に お い て 取 り 上 げ た 項 目 で あ

る 。   

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定

非該当 672 3.44 1.95 4.83 1.92 4.37 1.99 2.94 1.71
該当 363 4.63 1.86 4.54 1.77 4.17 1.85 3.11 1.69

非該当 672 3.20 1.88 2.32 1.54 2.97 1.91
該当 363 3.39 1.76 2.44 1.50 3.28 1.89

-2.48 *末子独立前

-1.55

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

2.41 *

医療保障目的 がん医療保障目的

1.657

-1.54 -1.20

末子独立前

死亡保障目的

-9.59 ***

介護保障目的
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図 表 9 -10 末 子 独立 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

2 -3 -2   生 命 保 険 見直 し 有 無 区 分 1 9 0  

 今 回 の 生命 保 険 の 加入 に 当 り生 命 保 険 の見 直 し を行 っ た も のと 行 わな

かっ た も のを 区 分 し て生 命 保 険加 入 目 的 平均 値 の 差の 検 定 を 行っ た 。検

定結 果 を 図表 9 -11 に示 す 。  

 

図 表 9 -11  生 命 保 険 見 直 し 該 当 区 分 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

生 命 保 険 の 見 直 し を 行 っ た も の が 行 わ な か っ た 者 に 比 し て 加 入 目 的

平均 値 が 高か っ た 加 入目 的 は 「医 療 保 障 目的 」「が ん 医 療保 障目 的 」「 介

護保 障 目 的」の 3 つ であ る 。生 命 保険 の 見直 し に 伴っ て 医 療 保障 や 介 護

保障 を 目 的と し た 生 命保 険 加 入を 行 っ て いる と 考 えら れ る 。 介護 保 障目

的は 平 均 値が 該 当 者 3 .17、 非 該 当者 2 .84 で あ り 、い ず れ も回 答 が 均等

に分 布 し た場 合 の 「 ４」 を 下 回る 。 い わ ば低 い 水 準で の 相 違 と考 え られ

                                                   
1 9 0  保 険 募 集 に よ る 問 題 の 一 つ と し て 先 行 研 究 に お い て 取 り 上 げ ら れ て い る こ と 、

消 費 者 の も つ ニ ー ズ の 一 つ と し て 認 識 し た こ と に よ り 取 り 上 げ た 項 目 で あ る 。  

非該当 該当 合計 非該当 該当 合計
度数 553 119 672 448 224 672

期待度数 564.2 107.8 672.0 441.5 230.5 672.0
比率 82.3% 17.7% 100.0% 66.7% 33.3% 100.0%
残差 -11.2 11.2 6.5 -6.5

調整済み残差 -2.0 2.0 .9 -.9
度数 316 47 363 232 131 363

期待度数 304.8 58.2 363.0 238.5 124.5 363.0
末子独立前ダミー の % 87.1% 12.9% 100.0% 63.9% 36.1% 100.0%

残差 11.2 -11.2 -6.5 6.5
調整済み残差 2.0 -2.0 -.9 .9

度数 869 166 1035 680 355 1035
期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0
比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

*5%未満

クロス集計
契約転換 解約払込停止

カイ 2 乗検定 *

合計

末子独立前

非該当

該当

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 540 3.81 2.04 4.50 2.01 3.97 2.02 2.84 1.70
該当 495 3.92 1.96 4.99 1.67 4.66 1.80 3.17 1.69

非該当 540 3.34 1.919 2.43 1.57 3.33 1.99
該当 495 3.19 1.757 2.29 1.48 2.81 1.77

***生保見直し 1.34 1.44 4.46

*** -3.19 **

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

生保見直し -0.88 -4.27 *** -5.82
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る。 こ れ に対 し て 医 療保 障 目 的は 該 当 者 4 .99、 非 該 当者 4 .50 で あ り、

いず れ も 「４ 」 を 上 回る 。  

これ と は 逆に 、 生 命 保険 の 見 直し を 行 わ なか っ た 者が 行 っ た 者に 比し

て加 入 目 的平 均 値 が 高か っ た 加入 目 的 は 「貯 蓄 目 的」 で あ る 。 貯 蓄 目的

で生 命 保 険に 加 入 し てい る 者 は、 生 命 保 険の 見 直 しを 伴 わ な いで 生 命保

険に 加 入 して い る 傾 向が あ る と考 え ら れ る。  

次に 生 保 見直 し 有 無 別に 契 約 転換 制 度 を 利用 し た か、 既 契 約 の 解 約・

払込 停 止 をし た か に つい て ク ロス 集 計 し χ二 乗 検 定結 果 を 行 った 。 その

結果 を 図表 9-12 に 示す 。  

 

図 表 9 -12 生 保 見直 し 有 無 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

生 命 保 険 見 直 し を 行 っ た も の は 契 約 転 換 制 度 あ る い は 既 契 約 の 解

約・ 払 い 込み 停 止 を 伴う 加 入 とな る こ と が多 い 結 果と な っ て いる 。  

 

2 -3 -3   正 規 雇 用 とそ れ 以 外 区 分 1 9 1  

 生 命 保 険に 加 入 し た者 に つ いて 雇 用 形 態が 正 規 のも の と そ れ以 外 （無

職含 む ） に区 分 し て 生命 保 険 加入 目 的 平 均値 の 差 の検 定 を 行 った 。 検定

結果 を 図表 9-13 に 示す 。  

                                                   
1 9 1  「 第 5 章 」 に お い て 取 り 上 げ た 項 目 で あ る 。  

非該当 該当 非該当 該当
度数

490 50 540 480 60 540

期待度数
453.4 86.6 540.0 354.8 185.2 540.0

比率
90.7% 9.3% 100.0% 88.9% 11.1% 100.0%

残差
36.6 -36.6 125.2 -125.2

調整済み残差
6.2 -6.2 16.4 -16.4

度数
379 116 495 200 295 495

期待度数
415.6 79.4 495.0 325.2 169.8 495.0

比率
76.6% 23.4% 100.0% 40.4% 59.6% 100.0%

残差
-36.6 36.6 -125.2 125.2

調整済み残差
-6.2 6.2 -16.4 16.4

度数
869 166 1035 680 355 1035

期待度数
869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率
84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

カイ 2 乗検定 *** ***

合計

生保見直
し

非該当

該当

契約転換
合計

解約払込停止
合計

クロス表
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図 表 9 -13 正 規 雇用 区 分 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

正 規 雇 用 の 者 が そ れ 以 外 と 比 し て 有 意 に 高 か っ た 生 命 保 険 の 加 入 目

的は 、「 死 亡 保障 」「 介護 保 障」「 老後 生 活 資金 目 的「 貯 蓄 目的 」で あ った 。

正規 以 外 のも の が 世 紀に 比 し て有 意 に 高 い加 入 目 的は 存 在 し ない 。「 医療

保障 目 的」「 が ん 医 療保 障 目 的 」につ い ては 正 規 雇用 と そ れ 以外 で 差 は認

めら れ な い。  

次 に 同 じ 区 分 で 契 約 転 換 あ る い は 既 契 約 の 解 約 あ る い は 払 い 込 み を

し た か に つ い て ク ロ ス 集 計 及 び χ 二 乗 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 図 表

9-14 に 示す 。  

 

図 表 9 -14  正 規 雇 用 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

正規 雇 用 区分 で は 全 体と の 相 違は 認 め ら れな い 。  

 

2 -3 -4   職 の 有 無 区分 1 9 2  

職業 の 有 無で 区 分 し 生命 保 険 加入 目 的 平 均値 の 差 の検 定 を 行 った 。 検定

結果 を 図表 9-15 に 示す 。  

                                                   
1 9 2  次 に 取 り 上 げ る 「 2 - 3 - 5  6 0 代 及 び そ れ 未 満 区 分 」 の 特 性 を 明 確 化 す る た め 、

無 職 区 分 を 独 立 し て 項 目 と し て 取 り 上 げ て い る 。  

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 567 3.52 1.97 4.79 1.97 4.29 2.01 2.82 1.66
該当 468 4.27 1.97 4.66 1.75 4.31 1.86 3.21 1.73

非該当 567 3.08 1.86 2.29 1.58 2.91 1.92
該当 468 3.49 1.80 2.46 1.47 3.29 1.87

**正規雇用 -3.63 *** -1.74 -3.18

-3.68 ***

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

正規雇用 -6.05 *** 1.07 -0.17

非該当 該当 非該当 該当
度数 476 91 567 365 202 567

期待度数 476.1 90.9 567.0 372.5 194.5 567.0
比率 84.0% 16.0% 100.0% 64.4% 35.6% 100.0%
残差 -.1 .1 -7.5 7.5

調整済み残差 .0 .0 -1.0 1.0
度数 393 75 468 315 153 468

期待度数 392.9 75.1 468.0 307.5 160.5 468.0
正社員ダミー

の %
84.0% 16.0% 100.0% 67.3% 32.7% 100.0%

残差 .1 -.1 7.5 -7.5
調整済み残差 .0 .0 1.0 -1.0

度数 869 166 1035 680 355 1035
期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0
比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

カイ 2 乗検定

合計

正規雇用

非該当

該当

契約転換
合計

解約払込停止
合計
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図 表 9 -15 職 業 有無 区 分 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

無 職 者 が 有職 者 に 比 して 有 意 に平 均 値 が 低か っ た 加入 目 的 は 「死 亡保

障目 的 」「 介 護保 障 目的 」「老 後 生活 資 金目 的 」「 貯 蓄目 的 」で あ っ た。無

職 者 は 高齢 者 が 多 い （ 図表 9 -2） こ と か ら 、 死 亡 保 障 や 将 来 へ 向 け て の

老後 生 活 資金 準 備 や 貯蓄 目 的 につ い て は 低く な っ たと 考 え ら れる 。 介護

保障 に つ いて は 提 供 され る 商 品が 介 護 終 身保 険 の 形で 提 供 さ れて い るた

め、 保 険 料が 割 高 に なっ て い る影 響 の 可 能性 が 考 えら れ る 。  

職業 有 無 で差 が 認 め られ な い 加入 目 的 は 「医 療 保 障」「 がん 医療 保 障」

「相 続 対 策」 と な っ てい る 。 医療 保 障 系 の加 入 は 、職 業 有 無 と関 係 なく

利用 さ れ てい る と 考 えら れ る 。こ れ ら は 平均 値 が 無職 者 ・ 有 職者 共 に回

答が 均 等 に分 布 し た 場合 の 「 ４」 を 上 回 って い る 。  

「相 続 対 策目 的 」 に つい て は 平均 値 が 有 職 2 .42、 無 職 2 .22 と共 に低

い状 態 で 差が 認 め ら れな い 。  

職業 有 無 別に 契 約 転 換及 び 既 契約 の 解 約 ・払 込 停 止 に つ い て クロ ス集

計し χ 二 乗検 定 結 果 を行 っ た 。図 表 9 -1 6 にそ の 結 果を 示 す 。  

 

図 表 9 -16  職 業 有 無 ク ロ ス 集 計  

 

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 758 4.04 2.01 4.72 1.82 4.32 1.91 3.07 1.724
該当 277 3.36 1.89 4.77 2.02 4.25 2.02 2.79 1.628

非該当 758 3.43 1.85 2.42 1.50 3.16 1.88
該当 277 2.81 1.75 2.22 1.59 2.86 1.95

*無職 4.91 *** 1.86 2.28

2.31 *

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

無職 4.86 *** -0.38 0.46

非該当 該当 非該当 該当
度数 640 118 758 496 262 758

期待度数 636.4 121.6 758.0 498.0 260.0 758.0

比率 84.4% 15.6% 100.0% 65.4% 34.6% 100.0%
残差 3.6 -3.6 -2.0 2.0

調整済み残差 .7 -.7 -.3 .3

度数 229 48 277 184 93 277

期待度数 232.6 44.4 277.0 182.0 95.0 277.0

比率 82.7% 17.3% 100.0% 66.4% 33.6% 100.0%
残差 -3.6 3.6 2.0 -2.0

調整済み残差 -.7 .7 .3 -.3

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%
カイ 2 乗検定

合計

解約払込停止
合計

クロス表
契約転換

合計

無職

非該当

該当
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職 業 有 無 区分 で 全 体 との 相 違 は認 め ら れ ない 。  

 

2 -3 -5 60 歳 以 上 及び そ れ 未 満 区 分 1 9 3  

 加 入 者 の年 齢が 60 歳以 上 とそ れ 未 満 で区 分 し て生 命 保 険 加入 目 的平

均値 の 差 の検 定 を 行 った 。 検 定結 果 を 図 表 9-17 に 示 す 。  

 

図 表 9 -17 60 代 と未 満 区 分 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

60 歳 以 上 加 入 者 が 同 未 満 の 加 入 者 に 比 し て 有 意 に 平 均 値 が 低 か っ た 加

入目 的 は「 死亡 保 障 目的 」「が ん 医 療保 障目 的 」「 介 護 保障 目的 」「老 後 生

活資 金 目 的」「 貯 蓄 目的 」であ っ た。両 者に 差 が 認め ら れ な い加 入 目 的は

「医 療 保 障目 的 」「 相続 対 策 目的 」 で あ る。  

次 に 60 歳以 上 と 同 未満 区 分 で契 約 転 換 及び 既 契 約の 解 約 ・ 払込 停止

有無 に つ いて ク ロ ス 集計 し χ 二乗 検 定 結 果を 行 っ た。 図 表 9 -18 に その

結果 を 示 す。  

 

図 表 9 -18   60 代 区分 別 ク ロ ス 集 計  

 
                                                   
1 9 3  銀 行 窓 販 解 禁 以 降 、増 加 し た 6 0 歳 以 上 加 入 者 に つ い て の 特 性 を 明 確 化 す る た

め に 取 り 上 げ た 項 目 で あ る 。  

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 803 4.09 1.99 4.74 1.80 4.38 1.88 3.09 1.71
該当 232 3.07 1.85 4.68 2.10 4.02 2.12 2.68 1.63

非該当 803 3.43 1.85 2.39 1.47 3.21 1.91
該当 232 2.69 1.71 2.29 1.71 2.64 1.83

***60代 5.72 *** 0.83 4.03

* 3.26 **

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

60代 6.95 *** 0.42 2.32

非該当 該当 非該当 該当

度数 679 124 803 523 280 803

期待度数 674.2 128.8 803.0 527.6 275.4 803.0

比率 84.6% 15.4% 100.0% 65.1% 34.9% 100.0%

残差 4.8 -4.8 -4.6 4.6

調整済み残差 1.0 -1.0 -.7 .7

度数 190 42 232 157 75 232

期待度数 194.8 37.2 232.0 152.4 79.6 232.0

比率 81.9% 18.1% 100.0% 67.7% 32.3% 100.0%

残差 -4.8 4.8 4.6 -4.6

調整済み残差 -1.0 1.0 .7 -.7

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

カイ 2 乗検定

合計

解約払込停止
合計

クロス表

契約転換
合計

六十代

非該当

該当
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60 歳 以上 と 同 未満 区分 で は 全体 と の 相 違は 認 め られ な い 。  

 

2 -3 -6   年 収 600 万以 上 と 未 満 区 分 1 9 4  

 加 入 者 の年 収 600 万以 上 と それ 未 満 で 区分 し て 生命 保 険 加 入目 的 平均

値の 差 の 検定 を 行 っ た。 検 定 結果 を 図 表 9-19 に 示 す 。  

 

図 表 9 -19 年 収 600 万 以 上 と 未 満 区 分 別 加 入 目 的 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

年 収 600 万 以上 の 加 入者 が 同 未満 の 加 入 者に 比 し て有 意 に 平 均値 が 高か

った 加 入 目的 は「 死 亡保 障 目 的 」で あ る 。該当 者 は 4 .18 と 回答 が 均 等に

分布 し た 場合 の 「 ４ 」を 上 回 った 。 そ れ 以外 の 加 入目 的 は す べて 差 が認

めら れ な い結 果 を 示 した 。  

 次 に 年収 600 万 以 上と 未 満 で契 約 転 換 及び 既 契 約の 解 約・払込 停 止 有

無に つ い てク ロ ス 集 計し χ 二 乗検 定 結 果 を行 っ た 。図 表 9 -20 に そ の結

果を 示 す  

 

図 表 9 -20  年 収 600 万 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

                                                   
1 9 4  年 収 の 影 響 を 確 認 す る た め に 取 り 上 げ た 項 目 で あ る 。 な お 世 帯 年 収 に つ い て

は 該 当 1 0 0 件 を 超 え る 基 準 が 1 0 0 0 万 以 上 だ っ た た め そ こ を 基 準 に 区 分 し 差 の 検

定 を 行 っ た 。 有 意 な 差 が 認 め ら れ る 加 入 目 的 は な か っ た た め 、 こ こ で は 記 載 し て

い な い 。  

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 838 3.79 2.01 4.76 1.88 4.32 1.97 2.97 1.713
該当 115 4.18 1.89 4.63 1.71 4.20 1.72 3.17 1.661

非該当 838 3.22 1.85 2.35 1.54 3.06 1.89
該当 115 3.44 1.68 2.56 1.49 3.02 1.83

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

年収600万以上 -1.99 0.70 0.71 -1.19*

貯蓄目的

年収600万以上 -1.25 -1.38 0.23

老後生活資金準備目的 相続対策目的

非該当 該当 非該当 該当
度数 703 135 838 545 293 838

期待度数 699.9 138.1 838.0 546.9 291.1 838.0
比率 83.9% 16.1% 100.0% 65.0% 35.0% 100.0%
残差 3.1 -3.1 -1.9 1.9

調整済み残差 .8 -.8 -.4 .4
度数 93 22 115 77 38 115

期待度数 96.1 18.9 115.0 75.1 39.9 115.0
比率 80.9% 19.1% 100.0% 67.0% 33.0% 100.0%
残差 -3.1 3.1 1.9 -1.9

調整済み残差 -.8 .8 .4 -.4
度数 796 157 953 622 331 953

期待度数 796.0 157.0 953.0 622.0 331.0 953.0
比率 83.5% 16.5% 100.0% 65.3% 34.7% 100.0%

カイ 2 乗検定

解約払込停止
合計

クロス表
契約転換

合計

年収六百万以上

非該当

該当

合計
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年 収 600 万 以 上 と未 満と い う 区分 で は 全 体と の 相 違は 認 め ら れな い 。  

 

2 -4   加 入 者 の サ イコ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 1 9 5  

 調 査 対 象者 に 対 し て生 命 保 険に 関 わ る 事項 で 重 視す る も の につ い て回

答を 求 め た。 回 答 結 果の 概 要 を図 表 9 -2 1 に示 す 。  

 

図 表 9 -21  生 命 保 険 に 入 る に あ た っ て 重 視 す る 項 目 の 質 問 概 要  

 

  

加入 者 が 重視 す る 項 目に つ い て、回 答選 択肢「 5 やや 該 当 す る」「 6 該 当

する 」「 7 と て もよ く 該当 す る 」を 該 当、それ 以 外 を非 該 当 と 区分 し 、加

入 目 的 別 に 平 均 値 の 差 の 検 定 を 行 っ た 。 ま た 契 約 転 換 及 び 既 契 約 の 解

約・ 払 込 該当 に つ い て区 分 別 クロ ス 集 計 とχ 二 乗 検定 を 行 っ た。 以 下に

その 結 果 を示 す 。  

 

2 -4 -1   保 険 知 識 につ い て の 自 信 度 合  

 こ こ で 「保 険 知 識 が多 い 方 だと 思 う 」 との 内 容 は、 あ く ま で主 観 的認

識 を 聞 い たも の で あ る 。 そ の 主観 的 に 自 信が 有 る かど う か を 区分 し た際

の加 入 目 的平 均 値 の 差の 検 定 を行 っ た 。 図表 9 -22 に そ の結 果を 示 す 。  

保険 知 識 あり に 該 当 のも の は 、そ う で な い者 に 比 べて 「 老 後 生活 資 金目

的」「 貯蓄 目 的 」の 平均 値 が 有意 に 高 い 。  

 

                                                   
1 9 5  先 行 研 究 に お い て あ げ ら れ た 項 目 で あ る 。  

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

保険知識は多い方だと思う 1035 1 7 3.21 1.58

生命保険に入るにあたっては生命保険会社の財務健全性を重視している 1035 1 7 4.01 1.51

生命保険に入るにあたっては生命保険会社の社会的な認知度を重視している 1035 1 7 4.09 1.41

生命保険に入るにあたっては加入手続きの簡便さを重視している 1035 1 7 4.02 1.32

生命保険に入るにあたっては対面での説明を重視している 1035 1 7 4.29 1.49

生命保険に入るにあたっては価格（保険料）の安さを重視している 1035 1 7 4.43 1.28

生命保険に入るにあたっては保障の充実度を重視している 1035 1 7 4.85 1.25

記述統計量
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図 表 9 -22   保 険 知 識 あ り 区 分 別 平 均 値 の 算 定  

 

  

 次 に 同 区分 別 で 契 約転 換 及 び解 約 ・ 払 込停 止 有 無別 ク ロ ス 集計 と χ二

乗検 定 結 果を 図 表 9 -23 に 示す 。  

図 表 9 -23  保 険 知 識 あ り 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

保険 知 識 あり 区 分 で は、 契 約 転換 や 既 契 約の 解 約 ・払 込 停 止 に差 は 認め

られ な い 。  

 

2 -4 -2   財 務 健 全 性重 視  

 生 命 保 険に 加 入 す るに あ た って 生 命 保 険会 社 の 財務 健 全 性 を重 視 する

か否 か を 区分 し て 加 入目 的 平 均値 の 差 の 検定 を 行 った 。 図 表 9 -24 に結

果を 示 す 。  

 

図 表 9 -24  財 務 健 全 性 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 839 3.86 1.96 4.71 1.82 4.29 1.88 2.97 1.62
該当 196 3.87 2.17 4.80 2.08 4.32 2.20 3.10 2.02

非該当 839 3.20 1.77 2.32 1.43 2.95 1.79
該当 116 3.54 2.10 2.55 1.89 3.63 2.25

***保険知識有り -2.06 * -1.54 -3.94

-0.85

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

保険知識有り -0.05 -0.54 -0.17

非該当 該当 非該当 該当
度数 706 133 839 550 289 839

期待度数 704.4 134.6 839.0 551.2 287.8 839.0

比率 84.1% 15.9% 100.0% 65.6% 34.4% 100.0%

残差 1.6 -1.6 -1.2 1.2

調整済み残差 .3 -.3 -.2 .2

度数 163 33 196 130 66 196

期待度数 164.6 31.4 196.0 128.8 67.2 196.0

比率 83.2% 16.8% 100.0% 66.3% 33.7% 100.0%

残差 -1.6 1.6 1.2 -1.2

調整済み残差 -.3 .3 .2 -.2

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

χ二乗検定

合計

解約払込停止
合計

クロス表
契約転換

合計

保険知識有

非該当

該当

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 631 3.87 1.89 4.67 1.76 4.23 1.83 3.06 1.57
該当 404 3.84 2.17 4.83 2.03 4.41 2.11 2.89 1.89

非該当 631 3.19 1.67 2.48 1.45 3.01 1.74
該当 404 3.38 2.08 2.19 1.64 3.19 2.13

財務健全性重視 -1.57 3.01 ** -1.41

-1.44

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

財務健全性重視 0.20 -1.35 -1.44
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 財 務 健 全性 を 重 視 する も の はそ う で な いも の と 比べ て 相 続 対策 目 的平

均値 が 有 意に 低 い 。  

同区 分 別 に契 約 転 換 及び 解 約 ・払 込 停 止 有無 別 ク ロス 集 計 と χ二 乗検

定を 行 っ た。 図 表 9 -25 に 結果 を 示 す。  

 

図 表 9 -25  財 務 健 全 性 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

財務 健 全 性を 重 視 す るも の は 既契 約 の 解 約・ 払 込 停止 を 伴 う 加入 が 有意

に少 な い 結果 と な っ てい る 。  

 

2 -4 -3   生 命 保 険 会社 の 社 会 的 認 知 度 重 視  

 生 命 保 険会 社 の 社 会的 認 知 度を 重 視 す る か 否 か を区 分 し て 加入 目 的平

均値 の 差 の検 定 を 行 った 。 図表 9-26 に 結果 を 示 す。  

保険 会 社 の社 会 的 認 知度 を 重 視す る も の は「 医療 保 障 目的 」「 老後 生 活資

金目 的 」「 貯 蓄 目的 」平 均 値 が有 意 に 高 い結 果 と なっ て い る 。  

同区 分 別 に契 約 転 換 及び 解 約 ・払 込 停 止 有無 ク ロ ス集 計 と χ 二乗 検 定を

行っ た 。 図表 9 -27 に結 果 を 示す 。  

 

非該当 該当 非該当 該当

度数 526 105 631 392 239 631

期待度数 529.8 101.2 631.0 414.6 216.4 631.0

比率 83.4% 16.6% 100.0% 62.1% 37.9% 100.0%

残差 -3.8 3.8 -22.6 22.6

調整済み残差 -.7 .7 -3.0 3.0

度数 343 61 404 288 116 404

期待度数 339.2 64.8 404.0 265.4 138.6 404.0

比率 84.9% 15.1% 100.0% 71.3% 28.7% 100.0%

残差 3.8 -3.8 22.6 -22.6

調整済み残差 .7 -.7 3.0 -3.0

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

χ二乗検定 **

解約払込停止
合計

合計

契約転換
合計

財務健全性重視

非該当

該当
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図 表 9 -26  生 保 社 会 的 認 知 度 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

 

図 表 9 -27  生 保 社 会 的 認 知 度 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

生命 保 険 会社 の 社 会 的認 知 度 を重 視 す る もの は 、 既契 約 の 解 約・ 払 込停

止を 伴 う 加入 が 有 意 に少 な い 。  

 

2 -4 -4   加 入 手 続 き簡 便 さ 重 視  

 加 入 手 続き の 簡 便 さを 重 視 する か 否 か に区 分 し て 加 入 目 的 平均 値 の差

の検 定 を 行っ た 。 図 表 9-28 に 結 果 を示 す。  

加入 手 続 きの 簡 便 さ を重 視 す るも の は、「医 療 保 障目 的 」「 がん 医 療 保障

目的 」 平 均値 が 有 意 に高 い 。  

同区 分 別 に契 約 転 換 及び 解 約 ・払 込 停 止 有無 ク ロ ス集 計 と χ 二乗 検定

を行 っ た 。図 表 9 -29 に結 果 を 示す 。  

 

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 317 3.78 1.90 4.63 1.77 4.25 1.85 3.00 1.60
該当 418 3.97 2.14 4.88 2.00 4.37 2.08 3.00 1.84

非該当 617 3.16 1.69 2.41 1.46 2.96 1.74
該当 418 3.43 2.04 2.30 1.63 3.26 2.11

*会社の社会的認知度重視 -2.22 * 1.08 -2.34

0.01

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

会社の社会的認知度重視 -1.47 -2.01 * -0.93

非該当 該当 非該当 該当
度数 508 109 617 383 234 617

期待度数 518.0 99.0 617.0 405.4 211.6 617.0

比率 82.3% 17.7% 100.0% 62.1% 37.9% 100.0%

残差 -10.0 10.0 -22.4 22.4

調整済み残差 -1.7 1.7 -3.0 3.0

度数 361 57 418 297 121 418

期待度数 351.0 67.0 418.0 274.6 143.4 418.0

比率 86.4% 13.6% 100.0% 71.1% 28.9% 100.0%

残差 10.0 -10.0 22.4 -22.4

調整済み残差 1.7 -1.7 3.0 -3.0

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

χ二乗検定 **

解約払込停止
合計

合計

契約転換
合計

社会的認知度重視

非該当

該当
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図 表 9 -28 加 入 手続 き 簡 便 さ 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

 

  

図 表 9 -29  加 入 手 続 き 簡 便 さ 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

加入 手 続 き簡 便 さ 重 視区 分 で は相 違 は 認 めら れ な い。  

 

2 -4 -5   対 面 説 明 重視  

 対 面 説 明さ を 重 視 する か 否 かを 区 分 し て 加 入 目 的平 均 値 の 差の 検 定を

行っ た 。 図表 9 -30 に結 果 を 示す 。  

 

図 表 9 -30  対 面 説 明 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 653 3.83 1.95 4.53 1.87 4.18 1.90 2.93 1.63
該当 382 3.91 2.09 5.08 1.83 4.50 1.99 3.11 1.82

非該当 653 3.24 1.76 2.35 1.44 3.10 1.84
該当 382 3.31 1.98 2.40 1.66 3.06 2.01

加入手続き簡便さ重視 -0.63 -0.49 0.31

** -1.56

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

加入手続き簡便さ重視 -0.65 -4.62 *** -2.59

非該当 該当 非該当 該当
度数 543 110 653 419 234 653

期待度数 548.3 104.7 653.0 429.0 224.0 653.0
比率 83.2% 16.8% 100.0% 64.2% 35.8% 100.0%
残差 -5.3 5.3 -10.0 10.0

調整済み残差 -.9 .9 -1.4 1.4
度数 326 56 382 261 121 382

期待度数 320.7 61.3 382.0 251.0 131.0 382.0
比率 85.3% 14.7% 100.0% 68.3% 31.7% 100.0%
残差 5.3 -5.3 10.0 -10.0

調整済み残差 .9 -.9 1.4 -1.4
度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0
比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

χ二乗検定

解約払込停止
合計

契約転換
合計

加入手続き
簡便さ重視

非該当

該当

合計

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 565 3.75 1.93 4.59 1.81 4.07 1.88 2.88 1.54
該当 470 4.00 2.08 4.90 1.93 4.57 1.98 3.14 1.87

非該当 565 3.12 1.65 2.38 1.39 2.95 1.76
該当 470 3.44 2.04 2.36 1.68 3.24 2.05

*対面説明重視 -2.77 ** 0.20 -2.41

*** -2.38 *

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

対面説明重視 -2.01 * -2.73 ** -4.08
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対 面 説 明 を 重 視 す る も の は 、 重 視 し な い も の と 比 し て 「 死 亡 保 障 目 的 」

「医 療 保 障目 的 」「 がん 医 療 保障 目 的」「介 護 保障 目 的」「 老 後生 活 資 金目

的」「 貯蓄 目 的 」平 均値 が 有 意に 高 い 。  

 同 区 分 別に 契 約 転 換及 び 解 約・ 払 込 停 止有 無 ク ロス 集 計 と χ二 乗 検定

を行 っ た 。図 表 9 -31 に結 果 を 示す 。  

 

図 表 9 -31  対 面 説 明 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

対面 説 明 を重 視 す る か否 か と いう 区 分 で は相 違 は 認め ら れ な い。  

 

2 -4 -6   価 格 （ 保 険料 ） 安 さ 重 視  

価格 （ 保 険料 ） の 安 さを 重 視 する か 否 か を区 分 し て加 入 目 的 平均 値の

差の 検 定 を行 っ た 。 図表 9 -32 に 結 果を 示す 。  

 

図 表 9 -32 価 格 （保 険 料 ） 安 さ 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

  

非該当 該当 非該当 該当
度数 478 87 565 373 192 565

期待度数 474.4 90.6 565.0 371.2 193.8 565.0

比率 84.6% 15.4% 100.0% 66.0% 34.0% 100.0%

残差 3.6 -3.6 1.8 -1.8

調整済み残差 .6 -.6 .2 -.2

度数 391 79 470 307 163 470

期待度数 394.6 75.4 470.0 308.8 161.2 470.0

比率 83.2% 16.8% 100.0% 65.3% 34.7% 100.0%

残差 -3.6 3.6 -1.8 1.8

調整済み残差 -.6 .6 -.2 .2

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

χ二乗検定

解約払込停止
合計

契約転換
合計

対面説明重視

非該当

該当

合計

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 539 3.83 1.85 4.42 1.84 4.14 1.86 3.07 1.59
該当 496 3.89 2.16 5.07 1.85 4.47 2.02 2.91 1.82

非該当 539 3.44 1.72 2.61 1.53 3.35 1.81
該当 496 3.08 1.96 2.10 1.49 2.79 1.96

価格（保険料）安さ重視 3.13 ** 5.35 ** 4.70

** 1.49

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

価格（保険料）安さ重視 -0.45 -5.69 *** -2.75



183 

 

価格（ 保 険 料 ）安 さ を重 視 す るも の は「 医療 保 障 目的 」「が ん医 療 保 障目

的」 の 平 均値 が 有 意 に高 い 。 逆に 「 老 後 生活 資 金 目的 」「相 続対 策 目 的」

平均 値 が 有意 に 低 い 結果 と な った 。  

同区 分 別 に契 約 転 換 及び 解 約 ・払 込 停 止 有無 ク ロ ス集 計 と χ 二乗 検 定を

行っ た 。 図表 9 -33 に結 果 を 示す 。  

 

図 表 9 -33  価 格 （ 保 険 料 ） 安 さ 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

価格 （ 保 険料 ） 安 さ を重 視 す るか 否 か の 区分 で は 相違 は 認 め られ な い。  

 

2 -4 -7   保 障 充 実 重視  

保 障 の 充 実 を 重 視 す る か 否 か に 区 分 し て 加 入 目 的 平 均 値 の 差 の 検 定

を行 っ た 。図 表 9 -34 に結 果 を 示す 。  

 

図 表 9 -34 保 障 充実 重 視 区 分 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

非該当 該当 非該当 該当

度数 443 96 539 357 182 539

期待度数 452.6 86.4 539.0 354.1 184.9 539.0

比率 82.2% 17.8% 100.0% 66.2% 33.8% 100.0%

残差 -9.6 9.6 2.9 -2.9

調整済み残差 -1.6 1.6 .4 -.4

度数 426 70 496 323 173 496

期待度数 416.4 79.6 496.0 325.9 170.1 496.0

比率 85.9% 14.1% 100.0% 65.1% 34.9% 100.0%

残差 9.6 -9.6 -2.9 2.9

調整済み残差 1.6 -1.6 -.4 .4

度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0

比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

χ二乗検定

解約払込停止
合計

クロス表
契約転換

合計

価格安さ重視

非該当

該当

合計

N 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定 平均値 標準偏差 ｔ 差の検定
非該当 375 3.75 1.80 4.15 1.74 3.73 1.72 3.12 1.48
該当 660 3.92 2.11 5.06 1.87 4.62 1.99 2.92 1.81

非該当 375 3.45 1.57 2.77 1.48 3.46 1.70
該当 660 3.16 1.98 2.14 1.51 2.87 1.98

***保障充実重視 2.56 * 6.49 *** 5.01

*** 1.91

老後生活資金準備目的 相続対策目的 貯蓄目的

死亡保障目的 医療保障目的 がん医療保障目的 介護保障目的

保障充実重視 -1.28 -7.74 *** -7.51
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保障 充 実 を重 視 す る もの は「医 療 保障 目 的」「 が ん 医療 保 障 目的 」平均 値

が有 意 に 高い 。 逆 に 「老 後 生 活資 金 目 的 」「 相 続対 策 目 的」「 貯蓄 目 的」

平均 値 が 有意 に 低 い 結果 と な って い る 。  

同区 分 別 に契 約 転 換 及び 解 約 ・払 込 停 止 有無 ク ロ ス集 計 と χ 二乗 検定

を行 っ た 。図 表 9 -35 に結 果 を 示す 。  

 

図 表 9 -35  保 障 充 実 重 視 区 分 別 ク ロ ス 集 計  

 

 

保障 充 実 を重 視 す る か否 か の 区分 で は 相 違は 認 め られ な い 。  

 

2 -5   生 命 保 険 加 入行 動 の 加 入 者 要 因  

 こ こ ま で見 て き た 区分 に つ いて 加 入 目 的等 に 有 意な 差 が 認 めら れ た項

目と そ の 関係 を 図 表 9 -36 に まと め た 。こ の 項 目は 生 命 保 険加 入 行 動に

おけ る 加 入者 要 因 と して 説 明 変数 と す る もの で あ る。  

 

図 表 9 -36  加 入 者 要 因 と 想 定 さ れ る 項 目   

 

非該当 該当 非該当 該当
度数 307 68 375 250 125 375

期待度数 314.9 60.1 375.0 246.4 128.6 375.0
比率 81.9% 18.1% 100.0% 66.7% 33.3% 100.0%
残差 -7.9 7.9 3.6 -3.6

調整済み残差 -1.4 1.4 .5 -.5
度数 562 98 660 430 230 660

期待度数 554.1 105.9 660.0 433.6 226.4 660.0
比率 85.2% 14.8% 100.0% 65.2% 34.8% 100.0%
残差 7.9 -7.9 -3.6 3.6

調整済み残差 1.4 -1.4 -.5 .5
度数 869 166 1035 680 355 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0 680.0 355.0 1035.0
比率 84.0% 16.0% 100.0% 65.7% 34.3% 100.0%

クロス表

χ二乗検定

解約払込停止ダ
合計

契約転換
合計

保障充実重視

非該当

該当

合計

死亡保障 医療保障 がん医療保障 介護保障 老後保障 相続対策 貯蓄保障 契約転換 解約払込停止
末子独立前 正 負 正 負
生保見直し 正 正 正 負 正 正
正規雇用 正 正 正 正
無職 負 負 負 負
60代 負 負 負 負 負

年収600万以上 正
保険知識自信 正 正
財務健全性 負 負

保険会社の社会的認知度 正 正 正 負
加入手続き簡便さ 正 正
対面説明重視 正 正 正 正 正 正

価格（保険料）安さ重視 正 正 負 負
保障充実重視 正 正 負 負 負
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これ ら の 加入 者 要 因 は、 デ モ グラ フ ィ ク ス要 因 と サイ コ グ ラ フィ ク ス要

因に 分 か れる 。末 子 独立 前 や 正規 雇 用 、60 歳 以上 や 年 収等 の区 分 は 加入

者 の 人 口 統計 学 的 な タイ プ の 客観 的 ・ 外 面的 な 特 性 で あ る 。 これ ら がデ

モグ ラ フ ィク ス 要 因 に分 類 さ れる 。 こ れ に対 し て 個々 の 加 入 者が 特 定の

項目 に つ いて 重 視 す るか 否 か とい う よ う な心 理 的 行動 特 性 が サイ コ グラ

フィ ク ス 要因 で あ る 。    

生命 保 険 加入 行 動 は 、そ の 加 入目 的 に 関 わる 経 済 的な 不 安 感 を起 点と

して 、 そ の不 安 感 を 解決 す る ため に 生 命 保険 を 需 要す る 。 こ の需 要 段階

では 特 に デモ グ ラ フ ィク ス 要 因が 影 響 を 与え る と 考え ら れ る 。需 要 から

実際 の 加 入行 動 の 段 階で は 、 デモ グ ラ フ ィク ス 要 因と 共 に サ イコ グ ラフ

ィク ス 要 因が 影 響 を 与え る 。 実際 の 保 険 選択 に あ たっ て 個 別 保険 会 社の

財務 健 全 性や 社 会 的 認知 度 等 、重 視 す る 項目 に よ って 加 入 行 動が 影 響を

受け る 。  

 

3. 生 命 保 険 加 入 行 動 に お け る 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 要 因  

3 -１  販 売 チ ャ ネ ル 別 に み た 生 命 保 険 加 入 行 動  

 次 に 販 売チ ャ ネ ル 別に 区 分 して 生 命 保 加入 目 的 、加 入 に あ たっ て の付

帯す る 事 項に つ い て 分析 を 行 う。 チ ャ ネ ル間 に 相 違が 認 め ら れる と いう

こと は そ の チ ャ ネ ル なら で は の固 有 の 影 響を 生 命 保険 加 入 行 動に 与 えて

いる 可 能 性が あ る か ら で あ る 。  

 

3 -1 -1   加 入 目 的  

 図 表 9-37 に 加 入 目的 別 に 目的 平 均 値 の販 売 チ ャネ ル 順 位 を示 す 。  

営業 職 員 が第 1 順 位 とな っ た 保障 分 野 は 、死 亡保 障 、介 護保 障 、老後

保障 で あ る。 介 護 保 障は 商 品 とし て は 主 に介 護 終 身保 険 等 に よる 提 供が

行わ れ て いる こ と か ら、 医 療 保障 や が ん 医療 保 障 に比 べ て 死 亡保 障 と親

和性 が 高 い。 更 に 、 終身 保 険 によ り そ の 保障 目 的 が満 た さ れ る貯 蓄 や相

続対 策 目 的に つ い て も営 業 職 員は 第 2 順 位と な っ てい る 。  
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図 表 9 -37 加 入 目的 別 チ ャ ネ ル 順 位 別 平 均 値  

 

 

これ に 対 して 医 療 保 障、 が ん 医療 保 障 は 第 5 順位 と な って おり 、 チ ャ

ネル 別 に 見た 場 合 、営業 職 員 は第 3 分 野 系に お い て低 い 位 置 にあ る こと

がわ か る 1 9 6。  

代 理 店 は 取 り 扱 う 新 契 約 に つ い て 医 療 保 障 目 的 及 び が ん 医 療 保 障 目

的平 均 値 が高 く 第 1 順位 と な って い る 1 9 7。  

金融 機 関 は、相 続 対 策目 的 及 び貯 蓄 目 的 平均 値 が 第 1 順 位 と なっ てい

る 。  

 

3 -1 -2   契 約 転 換 制度  

今 回 の 生 命 保 険 加 入 に 当 っ て 下 取 り 転 換 制 度 を 利 用 し た か 回 答 を 求

めて い る 。こ の 結 果 につ い て 販売 チ ャ ネ ル別 に ク ロス 集 計 し χ二 乗 検定

を行 っ た 。そ の 結 果 を図 表 9 -38 に 示す 。  

契約 転 換 制度 の 取 り 扱い は 、 全体 で 166 件 あ った 。 検定 の 結果 、 次 の

よう に 全 体と の 相 違 が認 め ら れる 。  

営業 職 員 チャ ネ ル は 転換 契 約を 102 件 扱 って い る 。期 待 度 数 は 68 .5、

                                                   
1 9 6  営 業 職 員 は 「 医 療 保 障 4 . 5 7」「 が ん 医 療 保 障 4 . 1 7」 で あ り 、 消 費 者 の 全 体 と

し て の こ の 分 野 の ニ ー ズ の 高 さ に 規 定 さ れ （ 全 体 で そ れ ぞ れ 4 . 7 3、 4 . 3） 回 答 が

均 等 に 分 布 し た 場 合 の 4 を 上 回 る が 、 チ ャ ネ ル 別 に み る と 低 い こ と が わ か る 。  
1 9 7  医 療 保 障 は 第 2 順 位 だ が 、 第 1 順 位 の 「 そ の 他 」 は 実 質 的 に チ ャ ネ ル 不 明 回

答 で あ り 、 代 理 店 を 第 1 順 位 と 解 釈 し て 問 題 な い と 判 断 し た 。  

平均
値

平均
値

平均
値

平均
値

平均
値

平均
値

平均
値

営業職員 4.07 その他 5.05 代理店 4.64 営業職員 3.28 営業職員 3.54 金融機関 3.00 金融機関 3.58

代理店 3.83 代理店 5.01 保険ショップ 4.48 代理店 2.84 金融機関 3.47 営業職員 2.48 営業職員 3.32

保険ショップ 3.82 インターネット 4.98 インターネット 4.45 保険ショップ 2.83 保険ショップ 3.28 保険ショップ 2.28 保険ショップ 3.20

その他 3.68 保険ショップ 4.85 その他 4.35 その他 2.83 代理店 3.16 代理店 2.22 代理店 2.99

インターネット 3.61 営業職員 4.57 営業職員 4.17 金融機関 2.76 その他 2.87 インターネット 2.16 その他 2.54

金融機関 3.41 金融機関 3.88 金融機関 3.47 インターネット 2.70 インターネット 2.61 その他 2.03 インターネット 2.36

合計 3.86 合計 4.73 合計 4.3 合計 3.00 合計 3.27 合計 2.37 合計 3.08

貯蓄相続死亡保障 医療保障 がん医療保障 介護保障 老後保障
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調整 済 残差 5 .8 で あ り、 有 意 にそ の 取 扱 いが 多 い 1 9 8。  

その 他 の チャ ネ ル は すべ て 期 待度 数 よ り 観測 度 数 が少 な い 。  

 

図 表 9 -38 チ ャ ネル 別 転 換 取 扱 い ク ロ ス 集 計  

 

 

 

                                                   
1 9 8  イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル で 転 換 契 約 は 本 来 考 え ら れ な い が 該 当 が 11 件 あ る 。

こ れ は 解 約 等 と 間 違 え た 回 答 の 可 能 性 が あ る が 、 こ こ で は 営 業 職 員 チ ャ ネ ル が 転

換 契 約 を 多 く 取 り 扱 っ て い る こ と を 確 認 す る た め に 取 り 上 げ て い る た め 、 そ の ま

ま 記 載 し て い る 。  

非該当 該当 合計
度数 325 102 427

期待度数 358.5 68.5 427.0

比率 76.11% 23.89% 100.00%

残差 -33.5 33.5

調整済み残差 -5.8 5.8

度数 152 17 169

期待度数 141.9 27.1 169.0

加入チャネル再 の % 89.94% 10.06% 100.00%

残差 10.1 -10.1

調整済み残差 2.3 -2.3

度数 144 19 163

期待度数 136.9 26.1 163.0

比率 88.34% 11.66% 100.00%

残差 7.1 -7.1

調整済み残差 1.7 -1.7

度数 60 6 66

期待度数 55.4 10.6 66.0

比率 90.91% 9.09% 100.00%

残差 4.6 -4.6

調整済み残差 1.6 -1.6

度数 121 11 132

期待度数 110.8 21.2 132.0

比率 91.67% 8.33% 100.00%

残差 10.2 -10.2

調整済み残差 2.6 -2.6

度数 67 11 78

期待度数 65.5 12.5 78.0

比率 85.90% 14.10% 100.00%

残差 1.5 -1.5

調整済み残差 .5 -.5

度数 869 166 1035

期待度数 869.0 166.0 1035.0

比率 83.96% 16.04% 100.00%

その他

全体

営業職員

保険ショップ

代理店

金融機関

インターネット

下取転換

値 自由度
漸近有意確率

(両側)

Pearson のカイ 2 乗 34.749a 5 .000

尤度比 34.844 5 .000
線型と線型による連関 18.643 1 .000
有効なケースの数 1035

カイ 2 乗検定

a. 0 セル (0.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 10.59 です。
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3 -1 -3   既 契 約 の 解約 ・ 払 込 み 停 止 を 伴 う 加 入   

今回 の 生 命保 険 の 加 入に 当 っ て既 契 約 の 解約 ・ 払 込み 停 止 を 行っ たか

につ い て 回答 を 求 め た。 そ の 結果 を 販 売 チャ ネ ル 別に ク ロ ス 集計 し χ二

乗検 定 を 行っ た 。 図 表 9-39 に そ の 結果 を示 す 。  

χ二 乗 検 定の 結 果 、 次の よ う に全 体 と の 相違 が 有 意に 認 め ら れる 。営

業 職 員 チ ャ ネ ル で は 解 約 払 込 み 停 止 該 当 が 131 件 で あ る 。 期 待 度 数

146 .5、調 整 済残 差 は -2 .13 であ り 、全 体に 比 し て有 意 に そ の取 扱 い が少

ない 。同 様 に金 融 機 関が 該 当 15 に対 し 期待 度 数 22 .で ある 。全体 に 比 し

て有 意 に その 取 扱 い が少 な い 。  

保険 シ ョ ップ は 該 当 74、 期 待度 数 58 であ る 。 調整 済 残 差 は 2 .8 で あ

り有 意 に その 取 扱 い が多 い 。  

 

図 表 9 -39  チ ャ ネ ル 別 解 約 払 込 み 停 止 有 無 ク ロ ス 集 計  

 

非該当 該当 合計
度数 296 131 427

期待度数 280.5 146.5 427.0
比率 69.3% 30.7% 100.0%
残差 15.5 -15.5

調整済み残差 2.1 -2.1
度数 95 74 169

期待度数 111.0 58.0 169.0
比率 56.2% 43.8% 100.0%
残差 -16.0 16.0

調整済み残差 -2.8 2.8
度数 103 60 163

期待度数 107.1 55.9 163.0
比率 63.2% 36.8% 100.0%
残差 -4.1 4.1

調整済み残差 -.7 .7
度数 51 15 66

期待度数 43.4 22.6 66.0
比率 77.3% 22.7% 100.0%
残差 7.6 -7.6

調整済み残差 2.0 -2.0
度数 78 54 132

期待度数 86.7 45.3 132.0
比率 59.1% 40.9% 100.0%
残差 -8.7 8.7

調整済み残差 -1.7 1.7
度数 57 21 78

期待度数 51.2 26.8 78.0
比率 73.1% 26.9% 100.0%
残差 5.8 -5.8

調整済み残差 1.4 -1.4
度数 680 355 1035

期待度数 680.0 355.0 1035.0
比率 65.7% 34.3% 100.0%

全体

営業職員

保険ショップ

代理店

金融機関

インターネット

その他

解約払込停止
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3 -2   生 命 保 険 加 入行 動 に お け る 販 売 チ ャ ネ ル 影 響 要 因  

ここ ま で 見て き た 販 売チ ャ ネ ル別 加 入 目 的の 第 1 順位 チ ャ ネ ル及 びク

ロス 集 計 とχ 二 乗 検 定の 結 果 、生 命 保 険 加入 行 動 への 影 響 要 因と な る可

能性 を 持 つ項 目 と 該 当チ ャ ネ ルを ま と め 、図 表 9 -40 に 示す 。  

 

図 表 9 -40  項 目 別 販 売 チ ャ ネ ル 影 響 要 因 可 能 性  

 

 

以上 に よ り生 命 保 険 加入 の 際 の加 入 目 的 や付 帯 行 動に 対 す る 影響 要 因と

して 該 当 チャ ネ ル を 位置 づ け 、 次 の 加 入 行動 分 析 にお い て 説 明変 数 （ダ

ミー 変 数 ）と し て 位 置づ け る 。  

 

4. 生 命 保 険 加 入 行 動 分 析  

 Ⅱ 及 び Ⅲ に お い て 確 認 し た 項 目 等 を 説 明 要 因 1 9 9と し て 生 命 保 険 加 入

行動 を 分 析す る 。 こ こで は ロ ジス テ ィ ク ス回 帰 分 析に よ り 影 響の 大 きさ

                                                   
1 9 9  説 明 変 数 と し て 使 用 す る の は Ⅱ で み た 加 入 者 要 因 （ 図 表 8 - 3 4） に つ い て は 正

の 関 係 を 示 し た も の の み と す る 。 負 の 項 目 を 入 れ た 場 合 、 実 質 的 に 正 を 意 味 す る

変 数 の 逆 を 示 し た に す ぎ ず 相 関 （ 負 ） が 強 く な る 可 能 性 を 考 慮 し た こ と に よ る 。

Ⅲ（ 図 表 8 - 4 0）は 該 当 チ ャ ネ ル を 説 明 要 因 と し て ダ ミ ー 変 数 化 し 説 明 変 数 と す る 。 

値 自由度
漸近有意確率

(両側)
Pearson のカイ 2 乗 18.054a 5 .003

尤度比 18.143 5 .003
線型と線型による連
関

.083 1 .774

有効なケースの数 1035

カイ 2 乗検定

a. 0 セル (0.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 22.64 です。

死亡保障 医療保障 がん医療保障 介護保障 老後保障 相続対策 貯蓄保障 契約転換 解約払込停止

営業職員 第1順位 第1順位 第1順位 有意（多）

保険ショップ 有意（多）

代理店 第1順位 第1順位

金融機関 第1順位 第1順位

インターネット

その他
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をオ ッ ズ 比の 形 で 把 握す る 方 法を と る 。  

 

4 -1   保 障 領 域 及 び加 入 付 帯 行 動 別 分 析  

4 -1 -1  死 亡 保 障 目 的  

 死 亡 保 障に つ い て は 、末子 独 立前 、正 規雇 用 、年収 600 万 円以 上 、対

面説 明 重 視、 営 業 職 員チ ャ ネ ルの 各 ダ ミ ー変 数 を 説明 変 数 と して ロ ジス

テ ィ ッ ク 回帰 分 析 を 行っ た 。 図表 9 -41 にそ の 結 果を 示 す 。  

「末 子 独 立前 」 は 、 そう で な い場 合 に 比 して 死 亡 保障 目 的 の 生命 保険

加入 に 2 .83 倍 の 正 の効 果 を 与え る 。正 規雇 用 者 はそ れ 以 外 のも の に 比し

て 1 .51 倍 、 対 面説 明重 視 す るも の は 1 .50 倍 正 の 効果 を 与 える 。 営 業職

員チ ャ ネ ルを 通 じ て 加入 す る もの は 、 そ れ以 外 の チャ ネ ル を 通じ て 加入

する も の と比 し て 1 .37 倍 正の 効 果 を与 える 。  

死亡 保 障 目的 の 生 命 保険 加 入 につ い て は 販売 チ ャ ネル （ 営 業 職員 ）の

影響 が 実 証的 に 確 認 され た 。  

 

図 表 9 -41 死 亡 保障 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

4 -1 -2   医 療 保 障 目的  

 医 療 保 障目 的 に つ いて の 説 明要 因 は 、 生命 保 険 の見 直 し 、 生命 保 険会

社の 社 会 的認 知 度 重 視、 加 入 手続 き の 簡 便さ 重 視 、対 面 説 明 重視 、 価格

（保 険 料 ）の 安 さ 重 視、 保 障 充実 重 視 、 販売 チ ャ ネル と し て は代 理 店で

下限 上限
末子独立前ダミー 2.83 *** 2.13 3.75
正規雇用ダミー 1.51 ** 1.14 2.00

年収六百万以上ダミー 0.97 0.63 1.48

対面説明重視ダミー 1.50 ** 1.15 1.97
営業職員ダミー 1.37 * 1.04 1.80

定数 0.32 ***

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95%
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ある 。 ロ ジス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析の 結 果 を 図表 9 -42 に 示 す。  

 

図 表 9 -42 医 療 保障 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

有意 な も のを み る と 、生 命 保 険加 入 に あ たっ て 生 命保 険 の 見 直し を 行う

もの は 行 わな い も の と比 し て 2 .83 倍 、医 療保 障 目 的で の 生 命 保険 加 入に

正の 影 響 を与 え る 。 価格 の 安 さを 重 視 す る者 は そ うで な い も のと 比 して

1.73 倍、 同 じ く保 障充 実 を 重視 す る も の は 2 .15 倍 正 の影 響を 与 え る。

代理 店 を 通じ て 加 入 する こ と は医 療 保 障 目的 の 生 命保 険 に 有 意な 影 響を

与え な い 。医 療 保 障 目的 の 生 命保 険 加 入 につ い て は販 売 チ ャ ネル の 影響

は確 認 で きな い 。  

 

4 -1 -3   が ん 医 療 保障 目 的  

 が ん 医 療保 障 目 的 につ い て の 説 明 要 因 は、 生 命 保険 の 見 直 し、 加 入手

続き の 簡 便さ 、 対 面 説明 重 視 、価 格 （ 保 険料 ） の 安さ 、 保 障 充実 重 視、

代理 店 で ある 。 ロ ジ ステ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の結 果 を 図表 9 -43 に示 す 。  

有意 な も のを み る と 、生 命 保 険の 見 直 し を行 う も のは 行 わ な いも のと

比 して 1 .76 倍 、 ま た 対 面 説 明を 重 視 す る 者 は そう で な い も の と 比 して

1.45 倍、生 命 保険 加 入に 正 の 影響 を 与 え る。更に 保 障 充実 を 重視 す る 者

はそ う で ない も の と 比し て 2.47 倍 、生 命保 険 加 入に 正 の 影 響を 与 え る。

下限 上限
生保見直しダミー 1.51 ** 1.15 1.97

社会的認知度重視ダミー 0.92 0.67 1.26

加入手続き簡便さダミー 1.53 * 1.11 2.10

対面説明重視ダミー 1.21 0.89 1.64

価格（保険料）安さ重視ダミー 1.73 *** 1.30 2.32

保障充実重視ダミー 2.15 *** 1.57 2.95

代理店ダミー 1.41 0.96 2.07

定数 0.53

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間
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代理 店 を 通じ た 加 入 はオ ッ ズ 比 1 .35 倍 だが 、 有 意で は な い 。こ の 結 果、

がん 医 療 保障 目 的 の 生命 保 険 加入 に 対 す る代 理 店 チャ ネ ル の 影響 は 確認

でき な い とい う 結 果 であ っ た 。  

 

図 表 9 -43 が ん 医療 保 障 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

  

4 -1 -4   介 護 保 障 目的  

 介 護 保 障目 的 の 説 明要 因 は 、生 命 保 険 の見 直 し 、正 規 雇 用 、対 面 説明

重視 、 販 売チ ャ ネ ル とし て は 営業 職 員 で ある 。 ロ ジス テ ィ ッ ク 回 帰 分析

結果 を 図表 9-44 に 示す 。  

 

図 表 9 -44  介 護 保 障 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

有意 な も のを み る と 、正 規 雇用 は そ れ以 外の も の と比 し て 1 .52 倍、対 面

下限 上限
生保見直しダミー 1.76 *** 1.36 2.28

加入手続き簡便さダミー 1.03 0.77 1.38

対面説明重視ダミー 1.45 ** 1.09 1.92

価格（保険料）安さ重視ダミー 1.20 0.91 1.59

保障充実重視ダミー 2.47 *** 1.82 3.36

代理店ダミー 1.35 0.95 1.94

定数 0.33

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間

下限 上限
生保見直しダミー 1.36 .99 1.87

正規雇用ダミー 1.52 ** 1.10 2.10

対面説明重視ダミー 2.61 *** 1.88 3.62

営業職員ダミー 1.40 * 1.02 1.93

定数 0.08

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95%
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説明 重 視 する も の は 重視 し な いも の に 比 して 2 .61 倍 、介 護 保 障目 的 の生

命保 険 加 入に 正 の 影 響を 与 え る。 販 売 チ ャネ ル と して は 営 業 職員 を 通じ

た加 入 は それ 以 外 の チャ ネ ル を通 じ た 加 入に 比 して 1 .40 倍 、正の 影 響を

与え る 。  

 介 護 保 障目 的 に つ いて は 販 売チ ャ ネ ル （営 業 職 員） が 影 響 を与 え てい

るこ と が 実証 的 に 確 認さ れ た 。  

 

4 -1 -5   老 後 保 障 目的  

 老 後 保 障の 説 明 要 因は 、 正 規雇 用 、 保 険知 識 あ り、 保 険 会 社の 社 会的

認知 度 重 視、 対 面 説 明重 視 、 販売 チ ャ ネ ルと し て は営 業 職 員 であ る 。 ロ

ジス テ ィ ック 回 帰 分 析 の 結 果 を図 表 9 -4 5 に示 す 。  

 

図 表 9 -45  老 後 保 障 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

  

正規 雇 用 のも の は そ れ以 外 の 者と 比 し て 1 .43 倍 、老後 保 障 目的 で 生 命保

険加 入 に 正の 影 響 を 与え る 。 保険 知 識 あ りの も の は そ う で な いも の と比

し て 1 .64 倍 、社会 的 認知 度 重 視す る も の はし な い もの に 比 し て 1 .51 倍、

対面 説 明 重視 す る も のは し な いも の に 比 して 1 .8 倍 、老 後 保 障目 的 の生

命保 険 加 入の 正 の 影 響を 与 え る。 販 売 チ ャネ ル と して は 、 営 業職 員 を通

じ た 加 入 はそ れ 以 外 の チ ャ ネ ルを 通 じ た 加 入 に 比し て 1 .43 倍 加 入 に正

の影 響 を 与え る 。 老 後保 障 目 的に つ い て は販 売 チ ャネ ル （ 営 業職 員 ）の

下限 上限
正規雇用ダミー

1.43 * 1.08 1.90

保険知識有ダミー
1.64 ** 1.17 2.32

社会的認知度重視ダミー
1.51 ** 1.11 2.05

対面説明重視ダミー
1.80 *** 1.33 2.43

営業職員ダミー
1.43 * 1.07 1.90

定数
0.15

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間
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影響 が あ るこ と が 実 証的 に 確 認さ れ た 。  

 

4 -1 -6   相 続 対 策 目的  

相続 対 策 の 説 明 要 因 とし て は 、加 入 者 要 因は す べ て有 意 な 影 響は 認め

らな い 。 販売 チ ャ ネ ル に つ い ては 金 融 機 関 の 影 響 をみ る 。 ロ ジス テ ィッ

ク 回 帰 分 析の 結 果 を 図表 9 -46 に 示 す。  

 

図 表 9 -46  相 続 対 策 目 的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

 金 融 機 関を 通 じ た 場合 、 そ れ以 外 の チ ャネ ル を 通じ た も の と比 し て相

続対 策 目 的の 生 命 保 険加 入 に 対し て 3 .46 倍正 の 影 響を 与 え る 。販売 チ ャ

ネル （ 金 融機 関 ） を 通じ た 影 響が あ る こ とが 実 証 的に 確 認 さ れた 。  

 

4 -1 -7   貯 蓄 目 的   

貯蓄 目 的 の 説 明 要 因 は、 末 子 独立 前 、 正 規雇 用 、 保険 知 識 自 信、 保険

会社 の 社 旗的 認 知 度 重視 、 対 面説 明 重 視 、金 融 機 関で あ る 。 ロジ ス ティ

ッ ク 回 帰 分析 の 結 果 を図 表 9 -47 に 示す 。  

 

図 表 9 -47 貯 蓄 目的 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

有 意 な も の を み る と 、 正 規 雇 用 の も の は そ れ 以 外 の も の と 比 し て 1 .42

下限 上限
金融機関ダミー 3.46 *** 1.89 6.35

定数 0.09

オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間

有意確率

下限 上限
末子独立前ダミー 1.14 .85 1.55

正規雇用ダミー 1.42 * 1.06 1.90

保険知識有ダミー 1.99 *** 1.42 2.81

社会的認知度重視ダミー 1.56 ** 1.14 2.12

対面説明重視ダミー 1.82 *** 1.34 2.48

金融機関ダミー 1.66 .95 2.88

定数 0.14

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間
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倍貯 蓄 目 的の 生 命 保 険加 入 に 正の 影 響 を 与え る 。   

保険 知 識 あり の も の はな い と する も の と 比し て 1.99 倍 、ま た 保 険 会 社

の社 会 的 認知 度 重 視 は重 視 し ない も の に 比し て 1 .56 倍 、対 面 説明 重 視 は

しな い も のに 比 し て 1 .82 倍 、それ ぞ れ 貯蓄 目 的 の生 命 保 険 の加 入 に 正の

影響 を 与 える 。販 売 チャ ネ ル とし て 金 融 機関 は オ ッズ 比 で は 1 .66 倍だ が、

有意 で は ない 。 貯 蓄 目的 の 生 命保 険 加 入 につ い て は 販 売 チ ャ ネル （ 金融

機関 ） の 影響 は 認 め られ な い とい う 結 果 が得 ら れ た 。  

 

4 -1 -8   契 約 転 換 制度  

契約 転 換 の 説 明 要 因 は、 生 命 保険 の 見 直 し、 営 業 職員 で あ る 。 ロ ジス

ティ ッ ク 回帰 分 析 の 結果 を 図表 9-48 に 示す 。  

 

図 表 9 -48  契 約 転 換 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

 

有意 な も のを み る と 、生 命 保 険の 見 直 し を行 う も のは 行 わ な いも の と比

し て 3 .06 倍 、営 業 職 員を 通 じ た加 入 の も のは そ れ 以外 の チ ャ ネル を 通じ

た倍 と 比 して 2 .73 倍契 約 転 換制 度 の 利 用に 正 の 影響 を 与 え る 。契約 転換

制度 の 利 用に つ い て は販 売 チ ャネ ル （ 営 業職 員 ） の影 響 が 実 証的 に 確認

され た こ とに な る 。  

 

4 -1 -9   解 約 ・ 払 込 停 止 を 伴 う 加 入  

 解 約 ・ 払込 停 止 を 伴う 加 入 の 説 明 要 因 は、 生 命 保険 の 見 直 し、 保 険シ

ョッ プ で ある 。 ロ ジ ステ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の結 果 を 図表 9 -49 に示 す 。  

有意 な も のを み る と 、生 命 保 険の 見 直 し を行 う も のは 行 わ な いも のと

比し て 11 .93 倍 、 既 契約 の 解 約・ 払 込 停 止を 伴 う 加入 に 正 の 影響 を 与え

下限 上限
生保見直しダミー 3.06 *** 2.13 4.41

営業職員ダミー 2.73 *** 1.93 3.87
定数 0.06

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間
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る。 保 険 ショ ッ プ を 通じ て 加 入す る も の はそ れ 以 外の チ ャ ネ ルを 通 じた

もの よ り 1 .75 倍、既 契約 の 解 約・払 込停 止を 伴 う 加入 に 正 の 影響 を 与 え

る 。  

 

図 表 9 -49 解 約 ・払 込 停 止 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 

  

 既 契 約 の解 約 ・ 払 込停 止 を 伴う 加 入 に つい て は 、販 売 チ ャ ネル （ 保険

ショ ッ プ ）の 影 響 が 実証 的 に 確認 さ れ た こと と な る 。  

 

4 -2 非 対 面 販 売 と し て の イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル に 関 す る 検 討  

 本 研 究 の問 題 意 識 は、 消 費 者が 生 命 保 険加 入 を 行う 際 に 、 販売 チ ャネ

ルに よ る 影響 を 受 け てい る の では な い か 、と い う もの で あ る 。こ こ まで

の検 討 で 保障 領 域 に よっ て は 、特 定 の 販 売チ ャ ネ ルに よ る 影 響が 実 証的

に確 認 さ れた 。 し か しイ ン タ ーネ ッ ト チ ャネ ル は その 影 響 を 与え る チャ

ネル に 位 置付 け て い ない 2 0 0。そも そ も 販売 チャ ネ ル 別に み た 加 入目 的 で

当該 チ ャ ネル が 第 1 順位 と な った 加 入 目 的は な い。し たが っ て、イ ンタ

ーネ ッ ト チャ ネ ル は 他チ ャ ン ネル と 比 し てみ た 場 合、 消 費 者 への 影 響は

小さ い と 考え ら れ る 。そ の た めっ こ で は 、 特 定 の 消費 者 が イ ンタ ー ネッ

トチ ャ ネ ルを 選 択 し てい る と いう 視 点 で 検討 す る 必要 が あ る 。こ の 観点

では 先 行 研究 に お い て 、サイ コ グ ラフ ィ ック 要 因 とし て 、「 手続 き の 簡便

さを 重 視 する 」「保 険に 関 す る知 識 に 自 信が あ る」「 価 格（ 保険 料 ） の安

                                                   
2 0 0  こ こ ま で の 分 析 で は 、 代 理 店 に つ い て も 影 響 を 与 え る 加 入 目 的 等 は 存 在 し な

い 。 代 理 店 は 一 区 分 と し て い る が 、 そ の 中 で 性 格 の 異 な る も の が 混 在 し て い る こ

と か ら 、 こ こ で は 非 対 面 と し て 性 格 が 明 瞭 な イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル の み 取 り 上

げ て い る 。  

下限 上限
生保見直しダミー 11.93 *** 8.62 16.51

保険ショップダミー 1.75 ** 1.17 2.60

定数 0.11

有意確率オッズ比
EXP(B) の 95% 信頼区間
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さを 重 視 して い る 」の 3 点 が イン タ ー ネ ット チ ャ ネル 選 択 の 要因 と して

確認 さ れ てい る 。  

 こ う し た観 点 か ら 、以 下 で はイ ン タ ー ネッ ト チ ャネ ル と そ れ以 外 を分

け て 平 均 値の 差 の 検 定を 行 っ た。 そ の 結 果 は 以 下 の通 り で あ る 。  

 

4 -2 -1  手 続 き の 簡 便 さ 重 視  

 「 加 入 手続 き の 簡 便さ を 重 視す る 」 か 否か に つ いて イ ン タ ーネ ッ トチ

ャネ ル を 通じ た 加 入 者と そ れ 以外 の チ ャ ネル を 通 じた 加 入 者 にわ け て平

均値 の 差 の検 定 を 行 った 。 そ の結 果 を 図 表 9-50 に 示 す 。  

 

図 表 9 -50  イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル と そ れ 以 外 別 平 均 値 の 差 の 検 定  

 

非対 面 チ ャネ ル で あ るイ ン タ ーネ ッ ト チ ャネ ル に おけ る 生 命 保険 加 入者

は、 そ れ 以外 の 対 面 チャ ネ ル に比 し て 有 意に 手 続 きの 簡 便 さ を重 視 して

いる こ と がわ か る 。  

 

4 -2 -2   価 格 （ 保 険料 ） の 安 さ 重 視  

 価 格 （ 保険 料 ） の 安さ を 重 視す る か 否 かに つ い てイ ン タ ー ネッ ト チャ

ネル を 通 じた 加 入 者 とそ れ 以 外の チ ャ ネ ルを 通 じ た加 入 者 に わけ て 平均

値の 差 の 検定 を 行 っ た。 そ の 結果 を 図 表 9-51 に 示 す 。  

 

図 表 9 -51  イ ン タ ーネ ッ ト チ ャ ネ ル と そ れ 以 外 別 保 険 料 の 安 さ 重 視 平 均

値 の 差 の 検 定  

 

 

平均値 標準偏差 ｔ
インターネット以外 3.99 1.30

インターネットチャネル 4.25 1.43
*ｐ<0.05

1.99

平均値 標準偏差 ｔ
インターネット以外 4.39 1.27

インターネットチャネル 4.68 1.28
*ｐ<0.05

2.46
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イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル を 通 じ た 加 入 者 は、 そ れ 以外 の 対 面 チャ ネ ルに

比し て 有 意に 保 険 料 の安 さ を 重視 し て い るこ と が わか る 。  

 

4 -2 -3  保 険 知 識 に つ い て の 自 信 度 合  

 保 険 知 識が あ る か 否か に つ いて イ ン タ ーネ ッ ト チャ ネ ル を 通じ た 加入

者と そ れ 以外 の チ ャ ネル を 通 じた 加 入 者 にわ け て 平均 値 の 差 の検 定 を行

った 。 そ の結 果 を 図 表 9-52 に 示 す 。  

 

図 表 9 -52  イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル と そ れ 以 外 保 険 知 識 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル と そ れ以 外 の チ ャネ ル 区 分別 で は 有 意な 差 は認

めら れ な い。  

 

4 -2 -4   対 面 説 明 重視  

対面 説 明 を重 視 す る か否 か に つい て イ ン ター ネ ッ トチ ャ ネ ル を通 じ た加

入者 と そ れ以 外 の チ ャネ ル を 通じ た 加 入 者に わ け て平 均 値 の 差の 検 定を

行っ た 。 その 結 果 を 図表 9 -53 に 示 す。  

イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル を 通 じた 加 入 者 は、 対 面 説明 重 視 の 平均 値 がそ

れ以 外 の チャ ネ ル を 通じ た 加 入者 に 比 し て有 意 に 低い 。  

 

図 表 9 -53  イ ン タ ー ネ ッ ト チ ャ ネ ル と そ れ 以 外 対 面 説 明 平 均 値 差 の 検 定  

 

 

4 -2 -5   加 入 者 の 年代 的 特 徴  

平均値 標準偏差 t値
インターネット以外 3.2 1.578

インターネットチャネル 3.27 1.601
-.42

平均値 標準偏差 ｔ値
インターネット以外 4.43 1.427

インターネットチャネル 3.30 1.572
***p＜0.001

7.79
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 次 に イ ンタ ー ネ ッ トチ ャ ネ ルが 他 チ ャ ネル と 比 して 年 代 的 に 20 代や

30 代 の加 入 者 が多 い可 能 性 を検 証 す る 。図 表 9 -54 に チャ ネル 別 年 代別

クロ ス 集 計及 び χ 二 乗検 定 結 果を 示 す 。  

イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル で は 20 代加 入 者が 実 数 17、期 待 度 数 25 .8 であ

り、調 整済 残 差 -2 .1 と少 な い。30 代 以 降 につ い て は全 体 と 比 率的 に 相違

は認 め ら れな い 。 し たが っ て 、若 い 層 が 加入 者 の 特性 と は 言 えな い 結果

とな っ て いる 。  

イン タ ー ネッ ト チ ャ ネル を 通 じた 加 入 者 は、 年 代 的特 徴 は 確 認で き ず、

サイ コ グ ラフ ィ ク ス 要因 と し て、「 手続 き の簡 便 さ を重 視 す る 」「 価 格（保

険料 ）の安 さ を重 視 する 」「 対 面説 明 を 重視 し な い」もの で ある こ と がわ

かる 。  

 

図 表 9 -54 販 売 チャ ネ ル 別 年 代 区 分 ク ロ ス 集 計 と χ 二 乗 検 定 結 果  

 

20代 30代 40代 50代 60代
度数 91 91 82 82 81 427

期待度数 83.3 96.1 85.8 66.0 95.7 427.0
比率 21.3% 21.3% 19.2% 19.2% 19.0% 100.0%
残差 7.7 -5.1 -3.8 16.0 -14.7

調整済み残差 1.2 -.8 -.6 2.8 -2.2
度数 39 53 27 19 31 169

期待度数 33.0 38.0 34.0 26.1 37.9 169.0
比率 23.1% 31.4% 16.0% 11.2% 18.3% 100.0%
残差 6.0 15.0 -7.0 -7.1 -6.9

調整済み残差 1.3 3.0 -1.5 -1.7 -1.4
度数 26 36 40 18 43 163

期待度数 31.8 36.7 32.8 25.2 36.5 163.0
比率 16.0% 22.1% 24.5% 11.0% 26.4% 100.0%
残差 -5.8 -.7 7.2 -7.2 6.5

調整済み残差 -1.3 -.1 1.5 -1.7 1.3
度数 10 12 11 9 24 66

期待度数 12.9 14.9 13.3 10.2 14.8 66.0
加入チャネル再 の % 15.2% 18.2% 16.7% 13.6% 36.4% 100.0%

残差 -2.9 -2.9 -2.3 -1.2 9.2
調整済み残差 -.9 -.9 -.7 -.4 2.8

度数 17 26 32 24 33 132
期待度数 25.8 29.7 26.5 20.4 29.6 132.0
比率 12.9% 19.7% 24.2% 18.2% 25.0% 100.0%
残差 -8.8 -3.7 5.5 3.6 3.4

調整済み残差 -2.1 -.8 1.3 .9 .8
度数 19 15 16 8 20 78

期待度数 15.2 17.6 15.7 12.1 17.5 78.0
比率 24.4% 19.2% 20.5% 10.3% 25.6% 100.0%
残差 3.8 -2.6 .3 -4.1 2.5

調整済み残差 1.1 -.7 .1 -1.3 .7
度数 202 233 208 160 232 1035

期待度数 202.0 233.0 208.0 160.0 232.0 1035.0
比率 19.5% 22.5% 20.1% 15.5% 22.4% 100.0%

加入チャネル と 年代区分 のクロス表

その他

全体

年代区分
合計

営業職員

保険ショップ

代理店

金融機関

インターネット

χ二乗検定　**　ｐ＜0.01
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 5. 生 命 保 険 加 入 行 動 に 関 わ る 仮 説 検 証 と 考 察  

 生 命 保 険の 加 入 目 的は 、一商 品 に よっ て複 数 カ バー さ れ る こと が あ る。

例え ば 一 時払 終 身 保 険を 老 後 保障 と 相 続 対策 の 目 的で 利 用 す るこ と 等で

ある 。 こ の場 合 、 加 入者 は 老 後保 障 を 主 眼に 利 用 し、 し か し 、途 中 で万

一死 亡 し た場 合 、 死 亡保 険 金 があ る の で 相続 対 策 とし て 利 用 でき る 等 、

どち ら か の加 入 目 的 に比 重 が 高い 状 態 と なる と 考 えら れ る 。 他方 、 一つ

の商 品 で カバ ー す る こと が 難 しい 加 入 目 的も あ る ため （ 貯 蓄 目的 と 医療

保障 等 ）、加 入 目 的 間の 関 連 性の 中 で 、ここ ま で の分 析 結 果 を考 察 す る必

要が あ る 。そ こ で 貯 蓄目 的 と の相 関 係 数 順に 加 入 目的 を 並 び 替え 、 こ こ

まで の 分 析結 果 を 図 表 9-55 に 示 す 。  

図表 に 続 き仮 説 検 証 と考 察 を 述べ る 。  

 

図 表 9 -55  加 入 目 的 別 影 響 要 因  

 

 

値 自由度 漸近有意確率 (両側)

Pearson のカイ 2 乗 40.851
a 20 .004

尤度比 40.145 20 .005

線型と線型による連関 4.852 1 .028

有効なケースの数 1035

カイ 2 乗検定

a. 0 セル (0.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 10.20 です。

貯蓄目的 老後保障 相続 介護 死亡 がん医療 医療 解約・払込停止

貯蓄目的 1 .642** .509** .234** .206** -.184** -.295** -

末子独立前 有意

生保見直し 有意 有意 有意

正規雇用 有意 有意 有意 有意

社会的認知度重視 有意 有意

保険知識あり 有意 有意

対面説明重視 有意 有意 有意 有意 有意

保険料安さ重視 有意

保障充実重視 有意 有意

加入手続き簡便さ重視 有意

販売チャネル要因 該当チャネル 営業職員 金融機関 営業職員 営業職員 保険ショップ

加入者要因

貯蓄目的との相関
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5 -1   仮 説 検 証  

5 -1 -1 仮 説 別 検 証 結 果  

 本 章 で 検証 す る 仮 説は 13・ 16・ 17 で ある 。 以 下に 順 に 検 証結 果 を記

述す る 。  

 仮 説 13 は、サ イ コ グラ フ ィ クス 要 因 の うち「 保 険知 識」（ 主 観的 自 信）

の影 響 が 、貯 蓄 目 的 及び 老 後 保障 目 的 （ 貯蓄 目 的 と関 連 性 が 強い 加 入目

的 ） の 生 命保 険 加 入 行動 に お いて 認 め ら れる と す るも の で あ る。 ロ ジス

ティ ッ ク 回帰 分 析 の 結果 を 見 ると 、 仮 説 が支 持 さ れた こ と が わか る 。こ

の結 果 、 加入 者 の 「 保険 知 識 」は 貯 蓄 と して の そ れに 偏 っ て いる 可 能性

があ る 。 貯蓄 目 的 と の相 関 が 老後 保 障 目 的を 超 え て低 下 す る と、 影 響が

認め ら れ ない こ と か らも そ の 可能 性 が 強 い。  

 仮 説 16 は 、保 険 募集 人 が 専ら 営 業 職 員出 身 者 であ る 保 険 ショ ッ プ（保

険営 業 専 業） が 扱 う 生命 保 険 加入 は 、 既 契約 の 解 約あ る い は 払込 停 止を

伴う も の が多 く 、当 該販 売 チ ャネ ル が 影 響要 因 と なる と い う もの で あ る。

ロジ ス テ ィッ ク 回 帰 分析 の 結 果を 見 る と 、保 険 シ ョッ プ は 有 意な 影 響を

与え て お り、 仮 説 が 支持 さ れ たこ と が わ かる 。   

 仮 説 17 は、 販 売 チャ ネ ル は消 費 者 の 生命 保 険 加入 行 動 に 一定 の 範囲

で 正 の 影 響を 与 え る 。加 入 目 的別 に は 、 貯蓄 目 的 から 関 連 性 が低 下 する

範囲 で そ の影 響 が 認 めら れ る 。た だ し 、 医療 保 障 につ い て は 販売 チ ャネ

ルの 影 響 は認 め ら れ ない 2 0 1と す るも の で あ る。  

 分 析 結 果で は 、 貯 蓄目 的 と の相 関 係 数 が低 下 、 かつ 正 の 相 関の 範 囲で

販売 チ ャ ネル の 影 響 が認 め ら れる 。 医 療 保障 に つ いて は 販 売 チャ ネ ルの

影響 は 認 めら れ な い 。以 上 か ら仮 説 が 支 持さ れ た こと が わ か る。  

 

5 -1 -2 販 売 チ ャ ネル の 影 響 側 面 か ら 見 た 仮 説 検 証  

販売 チ ャ ネル の 生 命 保険 加 入 行動 へ の 影 響は 仮 説 17 の 検 証 で取 り上

                                                   
2 0 1  医 療 保 障 目 的 の 生 命 保 険 加 入 に 対 し て 販 売 チ ャ ネ ル が 影 響 を 与 え な い 理 由 は 、

根 本 課 題 2 と し て 課 題 設 定 し た 。こ れ は 、（ 加 入 段 階 の 前 の ）需 要 段 階 に お け る 需

要 決 定 の あ り 方 に 規 定 さ れ た も の で あ り 、 次 章 結 論 に お い て 述 べ る 。  
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げた 。 こ こで そ の 内 容に つ い て述 べ る 。  

老後 保 障 ・介 護 保 障 ・死 亡 保 障に つ い て は営 業 職 員チ ャ ネ ル の影 響が

確認 さ れ た。 営 業 職 員チ ャ ネ ルは 、 貯 蓄 性が 比 較 的強 い 老 後 保障 か ら、

相関 が 低 下す る 介 護 保障 ・ 死 亡保 障 の 範 囲で 影 響 を与 え て い る。 介 護保

障や 死 亡 保障 は 、 そ の保 障 を 目的 と す る 生命 保 険 がカ バ ー す るが 、 商品

的に は 貯 蓄性 が 低 下 する（ 消極 的 貯 蓄＝ 保険 料 は 完全 な 掛 捨 てで な い 等）。

その た め 、保 障 性 の 向上 と 貯 蓄性 の 低 下 を加 入 者 が理 解 す る こと を 促進

する 意 味 で 販 売 チ ャ ネル が 影 響を 与 え て いる と 考 えら れ る 。 この 範 囲の

生命 保 険 は、 非 探 索 品と し て の傾 向 が 強 く、 生 命 保険 の 利 用 促進 に 営業

職員 が 重 要な 役 割 を 担っ て い ると 理 解 で きる 。 他 方、 加 入 者 の意 向 形成

に関 わ っ てい る と 考 えら れ 、 当初 意 向 か らの 変 化 を営 業 職 員 が促 進 して

いる 要 素 を持 っ て い る。  

相続 対 策 につ い て は 、金 融 機 関の 影 響 が 確認 さ れ た。 こ れ は 、高 齢層

顧 客 を 多 くも つ 金 融 機関 が 、 貯蓄 目 的 に 偏り が ち な顧 客 に 対 して 相 続対

策で の 生 命保 険 利 用 を促 進 し てい る と 理 解で き る 。相 続 対 策 に関 わ る生

命保 険 利 用に と っ て 金融 機 関 が重 要 な 役 割を 担 っ てい る こ と がわ か る。

これ は 、 同時 に 顧 客 の意 向 形 成に 関 わ る こと を 意 味し 、 当 初 意向 か らの

変化 を 金 融機 関 が 促 進し て い る要 素 を 持 って い る 。  

 

5 -1 -3 加 入 付 帯 行動 に 関 す る 仮 説 検 証  

 契 約転 換 制度 及 び 解約 ・ 払 込停 止 を伴 う加 入 を 、そ れ ぞれ 生命 保 険 加

入に お け る付 帯 事 項 と位 置 づ け、 こ の 付 帯事 項 に 対す る 影 響 要因 か ら仮

説を 検 証 する 。  

 両 者 と も生 命 保 険 の見 直 し を行 う こ と が、 有 意 な影 響 を 与 える 。 つま

り、加 入者 側 の 見直 し意 向 が ある こ と が 両者 と も 重要 な 影 響 要因 で あ る。

この 保 険 の見 直 し と 別に 、 特 定の チ ャ ネ ルが 影 響 を与 え る 。 契約 転 換制

度は 同 一 会社 に お け る既 契 約 を生 か し た 見直 し 手 段で あ り 、 その 取 扱い

は営 業 職 員が 担 っ て いる 。 し たが っ て 、 契約 転 換 制度 の 利 用 に関 し て営
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業職 員 が 正の 影 響 を 与え る こ とは 自 然 で ある 。 営 業職 員 は 一 社専 属 であ

り、 専 属 会社 の 既 契 約と 新 契 約の 関 係 か ら契 約 転 換制 度 を 取 り扱 う から

であ る 。  

 こ れ に 対し て 既 契 約の 解 約 ・払 込 停 止 を伴 う 加 入に 関 し て 保険 シ ョッ

プを 通 じ るこ と が 、 有意 と な るこ と に は 留意 す べ き点 が あ る 。保 険 ショ

ップ は 乗 合代 理 店 で あり 、 異 なる 会 社 間 での 解 約 ・払 込 停 止 ―新 規 加入

とな る ケ ース が 考 え らえ る 。 この 場 合 、 保険 シ ョ ップ に と っ ては 、 既契

約を 解 約 して 、 他 の 会社 で 契 約を 獲 得 す るこ と が コミ ッ シ ョ ンの 観 点で

有利 で あ る 2 0 2。保 険シ ョッ プ に はこ の よ う なイ ン セ ンテ ィ ブ が 働い て い

る。 こ の イン セ ン テ ィブ を 考 慮し て 分 析 結果 を 考 察す る と 、 他の チ ャネ

ルを 通 じ るよ り 保 険 ショ ッ プ を通 じ る こ とが 、 解 約・ 払 込 停 止を 伴 う加

入に 影 響 を与 え る （ 増大 す る ）点 は 問 題 を生 む 可 能性 を も っ てい る 。加

入者 に と って 既 契 約 の解 約 に よる デ メ リ ット の 理 解が 行 わ れ てい る か確

認す る 必 要が あ る 2 0 3。  

 

5 -2   生 命 保 険 加 入行 動 分 析 に お け る そ の 他 の 探 索 的 考 察  

5 -2 -1   加 入 者 の デモ グ ラ フ ィ ク ス 要 因  

 デ モ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 と し て 末 子 独 立 前 の も の は 死 亡 保 障 に お い

て有 意 な 影響 が 認 め られ る 。 これ は 先 行 研究 で 確 認さ れ た 内 容に 沿 った

結果 と な って い る 。 次に 正 規 雇用 が 有 意 とな っ た 加入 目 的 は 貯蓄 目 的・

老後 保 障 ・介 護 保 障 ・死 亡 保 障で あ る 。 相続 対 策 は有 意 で な い。 こ れは

相続 対 策 が比 較 的 高 齢に な っ たと こ ろ か ら必 要 性 が意 識 さ れ る加 入 目的

であ る た めと 考 え ら れる 。 し たが っ て 、 相続 対 策 を除 く と 、 この 結 果は

保険 料 が 医療 保 険 系 と比 較 し て高 額 に な り易 く 、 かつ そ の 支 払い が 長期

                                                   
2 0 2  同 一 の 会 社 で 解 約 し て 新 規 に 加 入 す れ ば 、「 新 規 加 入 － 解 約 」の 差 額 分 の コ ミ

ッ シ ョ ン 計 上 と な る 。 異 な る 会 社 間 で あ れ ば こ の よ う な 差 額 計 上 は な い 。  
2 0 3  デ メ リ ッ ト を 理 解 し た 上 で 、 新 規 加 入 す る （ 加 入 に よ る メ リ ッ ト を う け る ）

の で あ れ ば 、 そ れ を 取 り 扱 っ た 保 険 募 集 人 に と っ て 募 集 規 制 上 の 問 題 は な い 。 し

か し 特 定 の 販 売 チ ャ ネ ル （ そ こ に 属 す る 募 集 人 ） が 、 乗 換 を 促 進 す る 要 因 と な っ

て い る こ と は 、 募 集 規 制 と 別 の 課 題 と 考 え ら れ る 。  
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にわ た る 加入 目 的 で 正規 雇 用 が有 意 と な って い る と理 解 で き る。 正 規雇

用 の も の が他 の 雇 用 形 態 の も のと 比 し て 所得 見 通 しや 所 得 水 準が 高 めで

ある こ と の影 響 と 考 えら れ る 。  

 

5 -2 -2 加 入 者 の サイ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因  

 サ イ コ グラ フ ィ ク ス要 因 に つい て み る と、 社 会 的認 知 度 重 視は 貯 蓄目

的と 老 後 保障 に お い ての み 有 意と な っ て いる 。 両 加入 目 的 と も長 期 にわ

たっ て 資 産を 保 険 会 社に 預 け るこ と に な るた め 、 加入 者 に と って 保 険会

社に 対 す る信 頼 性 が 必要 と 考 えら れ る 。 社会 的 認 知度 重 視 は 、保 険 会社

に対 す る 信頼 性 の 代 替指 標 と して 想 定 さ れて い る 可能 性 が あ る。  

対 面 説 明 重 視 は 相 続 と 医 療 保 障 を 除 く 加 入 目 的 で 有 意 と な っ て い る 。

これ は 対 面説 明 を 重 視す る こ とが 、 広 範 な保 障 目 的に お け る 加入 上 、重

要な 役 割 を果 た し て いる と 理 解で き る 。 対面 チ ャ ネル の 必 要 性が 加 入者

要因 の 面 から 理 解 で きる 結 果 とな っ て い る。  

保険 料 の 安さ 重 視 は 医療 保 障 にお い て の み有 意 と なっ て い る 。こ れは

医療 保 障 目的 の 生 命 保険 に と って 重 要 な 要素 と な って い る 。 医療 保 障自

体を 見 る と、 保 険 の 見直 し が 有意 で あ る が、 こ の 見直 し は 保 険料 の 節約

を目 的 と する 傾 向 が 強く 2 0 4、そ の 結果 、医 療保 障 に つい て 保 険 料の 安 さ

重視 が 有 意と な っ て いる と 考 えら れ る 。 加入 手 続 きの 簡 便 さ 重視 が 医療

保障 に お いて の み 有 意と な っ てい る が 、 医療 保 障 につ い て は 加入 者 が自

ら 検 討 し 加入 す る 傾 向が 強 い こと に よ る と考 え ら れる 。  

保障 充 実 重視 は 、 が ん医 療 保 障・ 医 療 保 障の 二 つ の加 入 目 的 で有 意と

なっ た 。 商品 競 合 が 激し け れ ば保 険 料 の 安さ 重 視 と保 障 充 実 重視 は 両者

とも 成 り 立つ 。 こ れ は医 療 保 障 ・ が ん 医 療保 障 と いう 医 療 保 障分 野 にお

い て の み 見ら れ る 。  

最後 に 保 険の 見 直 し につ い て みる 。 貯 蓄 目的 と 負 の相 関 を 示 した 「が

ん医 療 保 障目 的 」「 医療 保 障 目的 」に つ いて は 保 険の 見 直 し が有 意 な 影響

                                                   
2 0 4  1 6 9 頁 、 図 表 9 - 7 参 照 。  
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を与 え て いる 。 加 入 者が 保 険 の見 直 し を 行う 中 で 医療 保 障 や がん 医 療保

障目 的 で 生命 保 険 を 利用 し て いる こ と が わか る 。  

 

5 -3   需 要 段 階 と 加入 段 階 の 相 違  

「第 5 章  Ⅲ 死 亡 保 障領 域 の 生命 保 険 需 要 決 定 要 因分 析 」 で 見た よう

に、 リ ス ク認 知 の 一 つで あ る 遺産 動 機 型 リス ク 認 知に 対 し て 、末 子 が独

立前 で あ るこ と が 有 意に 正 の 影響 を 与 え た。 こ れ は子 供 が 就 学前 や 就学

して 教 育 期で あ る 場 合、 独 立 して 社 会 人 とな っ て いる よ う な 場合 よ り遺

産動 機 型 リス ク 認 知 を強 め る こと を 意 味 して い る 。リ ス ク 認 知が 増 すこ

とは 生 命 保険 需 要 に つな が る 。こ れ に 対 して 加 入 行 動 の 段 階 では 、 末子

独立 前 該 当非 該 当 別 に見 た 相 続対 策 に 関 わる 加 入 目的 平 均 値 は、 該 当者

が有 意 に 低い 結 果 と なっ て い る。 こ の た め需 要 段 階の 影 響 は 加入 段 階で

は表 れ て いな い と 考 えら れ る 。  
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第Ⅲ部  結論  

 

第 10 章  結 論  

 

1. 理 論 的 側 面  

 本 研究 は 、生 命 保 険加 入 行 動の メ カ ニ ズム を 明 らか に す る ため に 、４

つの 根 本 課題 と そ の 根本 課 題 を明 ら か に する た めの 17 の仮 説を 設 定 し、

検証 を 行 った 。 以 下 に４ つ の 根本 課 題 と その 総 合 的考 察 を 記 述す る 。こ

れに よ り 生命 保 険 加 入行 動 の メカ ニ ズ ム を明 ら か にす る 。  

 

1 -1 根 本 課 題 別 考 察  

1 -1 -1 根 本 課 題 １：消 費 者 の サ イ コ グ ラ フ ィ ク ス 要 因 と 生 命 保 険 加 入 目

的 及 び 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 の 三 者 の 相 互 関 係 の 中 で 生 命 保 険 加 入 行 動

が 生 ず る 。 そ の ３ 者 の 関 係 は ど の よ う な も の か ？  

 根 本 課 題 １ は 生 命 保 険 加 入 行 動 段 階 の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る こ

とを 課 題 とし て い る 。本 研 究 の視 点 は 、 生命 保 険 の加 入 行 動 が、 加 入目

的と 消 費 者側 要 因（ サイ コ グ ラフ ィ ク ス 要因 ）、販売 チ ャ ネ ル影 響 要 因の

三者 の 関 係の 中 で 生 ずる 、 と する も の で ある 。 先 行研 究 で は 、こ れ らは

それ ぞ れ 独立 し て 研 究対 象 と され て お り 、三 者 間 の関 係 の 中 で生 命 保険

加入 行 動 を説 明 す る 視点 が 欠 落し て い る 。こ の 要因 は 二 つあ る。一 つは 、

先行 研 究 が消 費 者 の サイ コ グ ラフ ィ ク ス 要因 、 特 に保 険 知 識 自信 度 合に

つい て 、 それ が 高 い ほど 合 理 的行 動 が 生 ずる と 考 え、 肯 定 的 効果 を 検証

する 視 点 に立 つ た め であ る 。 この 結 果 、 保険 知 識 自信 度 合 の 高さ が イン

ター ネ ッ トチ ャ ネ ル 選択 に 有 意か 、 あ る いは 比 較 購買 行 動 に 正の 影 響を

与え 、 そ のこ と を 通 じて 保 険 加入 後 の 満 足度 に 正 の影 響 を 与 えた か 等を

検証 し て いる 。 こ れ に対 し て 本研 究 は 、 保険 知 識 自信 は あ く まで 主 観的

自信 で あ るこ と 、消 費者 の 経 済準 備 が 貯 蓄行 動 に 偏る こ と な ど を 照 合 し、

保険 知 識 の自 信 が 貯 蓄性 の 生 命保 険 分 野 に偏 る 可 能性 を 考 え 、加 入 目的
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別に 検 証 する 。 こ れ によ り 、 保険 知 識 自 信度 合 の 影響 範 囲 を 特定 す る。  

 二 つ 目 は、 販 売 チ ャネ ル に つい て の 先 行研 究 が 営業 職 員 に 対す る 乗合

代理 店 や 金融 機 関 の 意義 や 利 便性 を 検 討 する 視 点 に立 っ て い るた め であ

る。 本 研 究は 、 消 費 者へ の 販 売チ ャ ネ ル の影 響 が 、消 費 者 側 要因 と の関

係の 中 で 存在 す る 可 能性 を 想 定し 、 消 費 者に 対 す る補 完 的 役 割を 持 つこ

とを 検 証 する 視 点 に たつ 。  

本研 究 の 結果 、 根 本 課題 １ に つい て 理 論 的に 整 理 する と 以 下 の通 りと

なる 。 最 終的 に 生 命 保険 に 加 入 す る 段 階 では 、 生 命保 険 を 貯 蓄と 想 定す

る貯 蓄 目 的、 そ れ と 関連 性 の 高い 老 後 保 障目 的 の 二つ の 加 入 目的 に おい

て消 費 者 の保 険 知 識 自信 度 合 が正 の 影 響 を与 え る 。こ れ に 対 して 貯 蓄目

的と の 関 連性 が 低 下 する と 保 険知 識 の 自 信度 合 の 強さ は 影 響 を与 え な い。

生命 保 険 を保 障 性 の 商品 と し て想 定 す る 性格 を 強 める （ 貯 蓄 との 関 連性

が低 下 す る） と 、 保 険知 識 自 信度 合 は い わば 無 関 係に な る 。 この 保 険知

識の 自 信 度合 の 動 き とは 逆 に 、販 売 チ ャ ネル が 加 入に 影 響 を 与え る 範囲

は、 老 後 保障 ・ 相 続 対策 ・ 介 護保 障 ・ 死 亡保 障 で あり 、 貯 蓄 目的 と の相

関が 正 の 範囲 か つ 相 関係 数 が 低下 す る 部 分で あ る 。こ の 結 果 は、 全 体と

して 見 る と消 費 者 の 弱い 部 分 を販 売 チ ャ ネル が 補 完し て い る と解 釈 でき

る。 根 本 課題 記 述 時 の想 定 と 分析 結 果 の 対比 を 図表 10 -1 に 示す 。  

 

図 表 10-1 加 入 目的 別 「 保 険 知 識 自 信 」 と 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 対 比 表  

 

 

保険 知 識 自信 度 合 の 影響 は 、 想定 と 分 析 結果 で 一 致し て い る 。販 売チ

ャネ ル は 、老 後 保 障 目的 部 分 につ い て 想 定で は 影 響要 因 と し てい な かっ

たが 、 分 析結 果 で は 影響 要 因 とな っ て い る。  

貯蓄 目 的 との 相 関 係 数が 最 も 高い 老 後 保 障目 的 で は、 保 険 知 識自 信度

加入者の保険知識度合 〇 〇
販売チャネルの影響 〇 〇 〇 根本課題2 根本課題4

加入者の保険知識度合 〇 〇
販売チャネルの影響 〇 〇 〇 〇 〇

想定

分析結果

生命保険加入目的 死亡保障
既契約の解
約を伴う加入

医療保障介護保障老後保障貯蓄目的 相続対策
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合の 影 響 が認 め ら れ 、か つ 販売 チ ャ ネル が影 響 要 因と な る。この 相 違 は、

根本 課 題 １で 想 定 し た消 費 者 と販 売 チ ャ ネル の 補 完的 関 係 を 覆す も ので

はな く 、 老後 保 障 目 的が 両 者 の重 複 す る 境界 領 域 とな っ て い ると 考 えら

れる 。  

 

1 -1 -2 根 本 課 題 2：リ ス ク の 個 別 性・具 体 性 を 伴 う 認 知 は 、当 該 目 的 の

生 命 保 険 加 入 に 直 接 結 び つ く た め 販 売 チ ャ ネ ル の 影 響 は 認 め ら れ な い

の で は な い か ？  

 根 本課 題 2 は 、生 命保 険 需 要決 定 の あ り方 が 生 命保 険 加 入 行動 を 規定

する メ カ ニズ ム を 明 らか に す るこ と を 課 題と し て いる 。  

 リ ス ク を発 生 事 象 （死 亡 等 ）そ の も の とし て 捉 え、 そ の 原 因を 細 分化

して 個 別 具体 的 に 捉 える （ ガ ンや 航 空 機 事故 な ど ）と 、 そ の リス ク 発生

に関 す る 推定 確 率 を 高め る 。 この 推 定 確 率の 高 ま りは 保 険 加 入の 可 能性

を高 め る 。こ れ が 先 行研 究 の 視点 で あ る 。  

他方 、 保 険加 入 意 向 を需 要 と した 研 究 で のリ ス ク 認知 は 、 リ スク が発

生し た こ とに よ る 影 響と し て の経 済 的 不 安感 や 不 足感 を 意 味 して い る。

この 経 済 的不 安 感 等 を表 す リ スク 認 知 に つい て も 個別 性 ・ 具 体性 を 伴う

場合 、 生 命保 険 需 要 へ直 接 影 響を 与 え る こと を 検 討す る 視 点 が先 行 研究

には 欠 落 して い る 。 この 要 因 は、 先 行 研 究で は リ スク 認 知 が 一つ の 抽象

概念 と し て扱 わ れ て おり 、 認 知の 形 態 や 内容 に よ る分 類 を 行 って い ない

ため で あ る。 こ れ に 対し て 本 研究 は 、 個 別性 ・ 具 体性 を 伴 う リス ク 認知

が生 命 保 険需 要 へ 直 接正 の 影 響を 与 え る 可能 性 を 想定 し 検 証 する 。更に、

この 「 リ スク 認 知 → 生命 保 険 需要 」 の 直 接関 係 に よる 需 要 は 、そ の まま

生命 保 険 加入 行 動 へ 至る と 想 定し 検 証 す る。 先 行 研究 で は 、 生命 保 険需

要の 決 定 のあ り 方 が 生命 保 険 加入 行 動 を 規定 す る 視点 が 欠 落 して い る。

この 要 因 は、 加 入 意 向と し て の生 命 保 険 需要 の 検 討と 、 実 態 とし て の生

命保 険 加 入行 動 の 検 討が そ れ ぞれ 別 々 に 行わ れ て いる た め で ある 。  

本研 究 の 結果 、根 本 課題 2 に つい て 理 論 的に 整 理 する と 以 下 の通 りと
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なる 。 リ スク の 個 別 性・ 具 体 性を 伴 う 認 知に 相 当 する も の と して 生 存保

障領 域 に おけ る 医 療 保障 リ ス ク認 知 が あ る。 医 療 保障 リ ス ク 認知 に 対応

する 加 入 目的 は 医 療 保障 目 的 であ る 。 当 該目 的 に おい て 販 売 チャ ネ ルの

影響 は 認 めら れ な い 。す な わ ち、 経 済 的 な不 安 感 や不 足 感 に つい て 個別

具体 的 に 認知 す る 性 質を も つ 医療 保 障 リ スク 認 知 は、 直 接 生 命保 険 需要

へ正 の 影 響を 与 え 、 その 需 要 がそ の ま ま 生命 保 険 加入 行 動 へ 至る 。 この

需要 決 定 のあ り 方 は 、他 の リ ス ク 認 知 と の整 合 性 を考 慮 し な い。 し たが

って 部 分 最適 的 な 生 命保 険 加 入行 動 の 性 質を 持 つ 。こ れ に 対 して 販 売チ

ャネ ル は 抑制 的 な 影 響（ 負 の 影響 ） も 与 えて い な いこ と か ら 、こ れ ら不

整合 を 正 す役 割 も 担 って い な いと い え る 。  

 先 行 研 究で は 、 民 間生 命 保 険会 社 の 提 供す る 医 療保 険 自 体 が、 過 剰保

険の 傾 向 を指 摘 さ れ 、必 要 金 額の 観 点 で は貯 蓄 で 対応 す べ き との 見 解も

存在 し て いる 。し か し 、2015 年 度 で見 た場 合 、個 人保 険 新 契約 件 数 は年

間 1585 万 7788 件 、この う ち、医 療 保険 及び が ん 保険 は 587 万 1167 件 、

37％ を 占 める 。生 命 保険 業 界 とし て は 重 要な 分 野 とな っ て い ると 考 えら

れる 。 こ れら す べ て が過 剰 と は断 定 で き ない が 、 少な く と も 加入 行 動に

おい て リ スク 認 知 が 直接 需 要 とな り 、 そ のま ま 加 入行 動 に 至 る部 分 最適

的な 性 格 を持 っ て い るこ と は 留意 す べ き 点と 言 え る。  

 

1 -1 -3 根 本 課 題 3：預 貯 金 需 要 と 生 命 保 険 需 要 と の 関 係 は 、生 命 保 険 を

合 目 的 的 な リ ス ク 対 処 手 段 と 想 定 す る 場 合 と 、貯 蓄 手 段 と 想 定 す る 場 合

で 異 な る の で は な い か ？  

 根 本課 題 3 は 、保 障領 域 別 に 、一定 の 条件 の も とで 預 貯 金 需要 が 生 命

保険 需 要 の先 行 要 因 とな る メ カニ ズ ム を 明ら か に する こ と を 課題 と して

いる 。 こ れに よ り 生 命保 険 需 要段 階 に お いて 生 命 保険 が 合 目 的的 な リス

ク対 処 手 段と し て 需 要さ れ て いる か 、 貯 蓄手 段 と して 需 要 さ れて い るか

を特 定 す る。 こ の 需 要段 階 に おけ る 生 命 保険 の 商 品性 の 特 定 は、 加 入行

動段 階 に おい て 実 際 に提 供 さ れる 生 命 保 険商 品 と のズ レ を 把 握す る 指標
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とな る 。  

本研 究 は 、消費 者 行 動論 に お ける「 限 定 的問 題 解 決－ 拡 張 的 問題 解 決」

とい う 購 買意 思 決 定 の連 続 体 の観 点 か ら 、一 定 の 条件 下 で は 「預 貯 金需

要 → 生 命 保険 需 要 」 とい う 関 係が 成 り 立 つと 想 定 する 。 先 行 研究 で は、

預貯 金 需 要が 生 命 保 険需 要 の 先行 要 因 と なる 可 能 性を 検 討 す る視 点 が欠

落し て い る。 こ の 要 因は 、 先 行研 究 が 消 費者 の 資 産選 択 は 同 時決 定 によ

り行 わ れ ると の 前 提 に立 っ て いる た め で ある 。 そ の観 点 か ら 預貯 金 と生

命保 険 の 選択 傾 向 の 検討 等 が 行わ れ て い る。  

本研 究 の 結果 、根 本 課題 3 に つい て 理 論 的に 整 理 する と 以 下 の通 りと

なる 。「 第５ 章  Ⅲ  生存 保 障 領域 の 生 命 保険 需 要 決定 要 因 分 析 」で確 認し

たよ う に 、生 存 保 障 領域 の 中 で老 後 保 障 ・介 護 保 障２ 領 域 に おい て 生命

保険 は 貯 蓄手 段 と 想 定さ れ て いる 。 こ こ では 預 貯 金と 生 命 保 険は 、 競合

関係 に あ る。 こ れ に 対し て 、 医療 保 障 領 域及 び 死 亡保 障 領 域 では 生 命保

険は 合 目 的的 な リ ス ク対 処 手 段と 想 定 さ れ、 預 貯 金需 要 は 生 命保 険 需要

の先 行 要 因と 位 置 づ けら れ た 。  

需要 段 階 のこ の よ う な生 命 保 険の 想 定 は 、加 入 行 動の 段 階 で 実際 に供

給さ れ る 商品 と の 整 合性 が 問 題と な る 。 すな わ ち 、こ こ で は 介護 保 障に

関す る 生 命保 険 商 品 が問 題 と して 浮 上 し たと 考 え られ る 。 介 護保 障 領域

では 貯 蓄 とし て 生 命 保険 が 想 定さ れ 需 要 され た と して も 、 実 際の 供 給さ

れる 商 品 は貯 蓄 手 段 では な く 、あ く ま で 介護 に 関 わる 保 険 商 品、 す なわ

ち一 定 の 介護 状 態 に 該当 し た とき に 給 付 され る 仕 組み を 持 つ もの で あ り、

加入 目 的 間の 相 関 で も 、貯 蓄 目 的と 介 護 保障 は .234 と 低 い 相 関を 示 して

いる 。 加 入者 側 の 生 命保 険 に 対す る 需 要 段階 の 想 定で は 、 そ れが 変 化し

なけ れ ば 加入 に 至 ら ない と 考 えら れ 、 介 護保 障 領 域に お け る リス ク 対処

行動 の 阻 害要 因 と な る。加 入目 的 平 均値 は介 護 保 障で は「 3 .00」で あ り 、

回 答 が 均 等 に 分 布 し た 場 合 の 「 4」 を 大 き く 下 回 る 。 こ の 要 因 は 、 生 命

保険 商 品 が介 護 保 障 のた め の 合目 的 的 な 対処 手 段 であ っ た と して も 、そ

もそ も 消 費者 が 生 命 保険 を 貯 蓄と 想 定 し てお り 、 そ の 観 点 で は意 向 を満
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たさ な い ため 加 入 に 至ら ず 、 平均 値 を 下 げて い る と考 え ら れ る。 し たが

って 介 護 保障 目 的 の 生命 保 険 加入 で は 販 売チ ャ ネ ルで あ る 営 業職 員 が影

響要 因 と なり 、 い わ ば加 入 を 後押 し す る 役割 を 担 って い る 。  

 

1 -1 -4 根 本 課 題 4：販 売 チ ャ ネ ル の 中 で 専 業 内 競 合 の 当 事 者 と な る チ ャ

ネ ル が 解 約・払 込 停 止 を 伴 う 生 命 保 険 加 入 を 増 加 さ せ る 影 響 要 因 と な っ

て い る の で は な い か ？  

 根本 課題 4 は 、 販 売チ ャ ネ ル側 の 特 定 の競 合 関 係が 消 費 者 の生 命 保険

加入 行 動 へ影 響 を 与 える こ と を明 ら か に する こ と を課 題 と し てい る 。こ

れに よ り 、生 命 保 険 加入 行 動 の脆 弱 性 を 検証 す る 。  

本研 究 は 、販 売 チ ャ ネル 多 様 化に つ い て 、先 行 研 究に あ る 「 専属 －独

立」 分 類 に、 新 た に 「専 業 ‐ 兼業 」 分 類 を導 入 し 、専 業 内 競 合を 特 定し

た。 先 行 研究 で は 、 販売 チ ャ ネル 多 様 化 につ い て 「専 業 ‐ 兼 業」 分 類の

概念 が な く、専 業の 中で の 競 合と い う 視 点が 欠 落 して い る。この 要 因 は、

先行 研 究 が、 専 ら 販 売チ ャ ネ ル多 様 化 を 「専 属 － 独立 」 分 類 によ っ て検

討し て お り、 営 業 職 員に 対 す るも の と し て乗 合 代 理店 や 金 融 機関 を 同位

置に お い てい る た め であ る 。  

本研 究 の 結果 、「 根 本課 題 4」に つ い て 理論 的 に 整理 す る と 以下 の 通り

とな る 。 専業 内 競 合 は、 営 業 職員 と 、 営 業職 員 が 移動 す る 形 で代 理 店使

用人 と な り形 作 ら れ る代 理 店 との 競 合 で あり 、 保 険シ ョ ッ プ がそ の 代表

であ る 。 代理 店 分 類 と専 業 内 競合 を 図 表 10 -2 に 示 す 。  

営 業 職 員 が 移 動 し 代 理 店 使 用 人 と し て 保 険 募 集 に あ た る 保 険 シ ョ ッ

プ及 び 代 理店 の 一 部 では 、 伝 統的 チ ャ ネ ルで あ る 営業 職 員 と の競 合 はよ

り直 接 的 な性 格 を 帯 びる と 考 えら れ る 。 この た め 、既 契 約 の 解約 や 払込

み停 止 を 伴う 生 命 保 険加 入 を 増加 さ せ る 要因 と な る。 分 析 結 果は そ れを

示し て い る。  

既契 約 の 解約 を 伴 う 生命 保 険 加入 は 乗 換 とい い 保 険募 集 規 制 上、 デメ

リッ ト 説 明等 が 義 務 付け ら れ てい る 。  
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図 表 10-2 販 売 チャ ネ ル 多 様 化 分 類 と 専 業 内 競 合 の 位 置 づ け  

 

                 

専 業 内 競 合 2 0 5  

        

 

乗換 に つ いて は 異 な る保 険 会 社間 で 行 わ れる 場 合 も含 ま れ 、 それ に該

当す る 可 能性 は 乗 合 代理 店 に おい て 顕 著 と考 え ら れる 。 し か し、 乗 合代

理店 す べ てが 既 契 約 の解 約 ・ 払込 停 止 を 伴う 加 入 を増 加 さ せ る要 因 とな

るわ け で はな い 。 生 命保 険 加 入行 動 は 、 専業 内 競 合と い う チ ャネ ル 側の

問題 で 影 響を 受 け 、 解約 や 払 込み 停 止 を 伴う 形 態 が増 加 す る 。こ の 状況

は、 消 費 者の 生 命 保 険加 入 行 動が 様 々 な 影響 下 に おい て 行 わ れて お り、

ある 種 の 脆弱 性 を 持 つも の と 理解 で き る 。  

                                                   
2 0 5  点 線 で 囲 ん だ 保 険 シ ョ ッ プ 及 び 代 理 店 の 一 部 が 、専 業 内 競 合 の 当 事 者 と な る

代 理 店 で あ り 、 そ こ で の 代 理 店 使 用 人 は 営 業 職 員 出 身 者 が 占 め る 。  

税理士・公認会計士

本研究の視点

ファイナンシャルプランナー

専
業

兼
業

金融機関

ファイナンシャルプランナー

税理士・公認会計士
通販会社

通販会社

ファイナンシャルプランナー

無

保険ショップ
企業内代理店
金融機関

専属 独立

営業職員 訪問販売型代理店
保険ショップ
企業内代理店

先行研究の視点
専属 独立

営業職員 訪問販売型代理店
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1 -2   総 合 的 考 察  

 消 費 者 の生 命 保 険 加入 行 動 のメ カ ニ ズ ムは 、 こ こま で 見 た ４つ の 根本

課 題 の 相 互 的 な 関 係 を 意 味 し て い る 。 根 本 課 題 の 位 置 関 係 を 図 表 10 -2

に示 す 。  

 

図 表 10-2 根 本 課題 の 位 置 関 係  

 

 

根本 課 題 1 は 、加 入 者の 保 険 知識 自 信 度 合と 販 売 チャ ネ ル の 補完 的関

係が 加 入 行動 に 表 れ るこ と を 明ら か に す る。こ の根 本 課題 1 が、医 療保

障に お い て表 れ な い 要因 を 根 本課 題 2 が 明ら か に する 。す な わち 、需要

決定 の あ り方 （ リ ス ク認 知 → 生命 保 険 需 要の 直 接 関係 ） が 加 入行 動 に影

響を 与 え てい る。根 本課 題 3 は、それ ぞ れの 保 障 領域 別 に 需 要段 階 の 生

命保 険 商 品の 想 定 を 明ら か に して お り 、 加入 行 動 段階 で の 供 給さ れ る商

品と の ズ レを 判 別 す る指 標 と なる 。根 本 課題 4 は、専 業内 競 合と い う 販

売チ ャ ネ ル側 の 問 題 が、 消 費 者の 生 命 保 険加 入 行 動に 影 響 を 与え て いる

想定商品
と提供商
品のズレ

根本課題2（需要決
定のあり方が加入行

動を規定）

需要段階

需要決定プロセス

合目的的
リスク対
処手段

貯蓄手段
合目的的
リスク対
処手段

合目的的リスク対処
手段

根本課題２
リスク認知→生命保

険需要

相続対策 介護保障 死亡保障 医療保障

根本課題4　既契約の解約・払込停止を伴う加入（加入行動の脆弱性）

根
本
課
題
1

保険知識自信度合

販売チャネルの影響

貯蓄目的 老後保障

根本課題3　想定商品 貯蓄手段

加入段階
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こと を 明 らか に す る 。こ れ は 生命 保 険 加 入行 動 の 脆弱 性 を 表 して い る。  

 

2. 実 践 的 側 面  

2 -1 . 根 本 課 題 の 相 互 関 係 か ら 見 た 方 向 性  

 根 本課 題 全体 か ら 得ら れ た 生命 保 険 加 入行 動 の 実情 は 、日 本に お け る

保険 理 解 の状 況 を 表 して い る と考 え ら れ る。 そ の 観点 か ら 実 践的 側 面と

して の 結 論を 提 言 と して ま と める 。  

 

2 -1 -1 保 険 の 理 解の 実 情 と 保 険 教 育 の 枠 組 み   

 第 ９ 章 で取 り 上 げ た「 生 命 保険 加 入 者 調査 」 に おけ る 加 入 目的 間 の相

関 は 、 貯 蓄 と 死 亡 保 障 .206、 貯 蓄 と 医 療 保 障 - .295 と な っ て い る 。 貯 蓄

と死 亡 保 障は 正 相 関 、医 療 保 障は 負 相 関 とな っ て いる 。 医 療 保障 に つい

ては 医 療 保険 と し て 生命 保 険 会社 か ら 提 供さ れ て いる 商 品 の ほと ん ど は、

解約 返 戻 金が 0 の 商 品が 主 流 であ り、貯 蓄性 を 全 く満 た さ な いた め 、負

相関 と な って い る と 理解 で き る。 こ れ に 対し て 、 死亡 保 障 の ため の 生命

保険 は 、 終身 保 険 等 の解 約 返 戻金 が 期 間 の経 過 と 共に 増 大 す る商 品 と、

ネッ ト 生 保等 が 提 供 する 商 品 のよ う に 解 約返 戻 金 0 の商 品 と が存 在 して

いる 。 後 者の 商 品 が 主流 で あ れば 、 貯 蓄 との 相 関 は負 相 関 に なっ て いる

はず で あ るが 、 正 相 関を 示 し た。 こ れ は 前者 の よ うな 解 約 返 戻金 を 伴う

商品 が 主 流と な っ て いる た め と理 解 で き る 。根 本 課題 3 で 明 らか に した

が、 死 亡 保障 の た め の商 品 は 需要 段 階 で 、合 目 的 的な リ ス ク 対処 手 段と

して 需 要 され て い る が、 そ れ でも な お 貯 蓄性 を 残 す形 で の 商 品利 用 が主

流と な っ てい る 実 情 を表 し て いる 。  

同 様 の 問 題 は 死 亡 と 真 逆 の 長 生 き リ ス ク へ の 対 処 に 端 的 に 表 れ て い

る。 多 く の人 々 は 老 後の 長 生 きリ ス ク を 貯蓄 で 解 決し よ う と する 。 これ

は需 要 段 階に つ い て は「 第 5 章  Ⅲ 生 存 保障 領 域 の生 命 保 険 需要 決 定要

因分 析 」 で見 た と こ ろで あ る 。加 入 段 階 では 、 加 入目 的 と し て貯 蓄 目的

と老 後 保 障目 的 の 相 関が . 642 と高 い 相 関 を示 し て おり 、こ こ でも 貯 蓄に
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よる 解 決 を志 向 し て いる 可 能 性が 強 い 。 もと も と 、消 費 者 の 金融 行 動に

おい て も 金融 資 産 を 持つ 理 由 とし て 老 後 のた め と いう 割 合 は 高く 、 これ

自体 は 自 然で あ る 。 しか し 、 人が 死 ぬ 時 期は 不 確 実で あ り 、 これ を 考慮

に入 れ る と貯 蓄 だ け でこ の リ スク に 対 応 する の は 困難 で あ る 。長 生 きリ

スク に 対 処す る 意 味 で、 終 身 年金 保 険 の 利用 は 必 要で あ る が 、早 死 にす

ると 損 に なる こ と か ら 敬 遠 さ れる 。 純 粋 の終 身 年 金保 険 は 、 加入 し た人

のう ち 早 く亡 く な っ た人 の 資 産を 没 収 し 、そ の 没 収資 産 が 長 生き し た人

への 年 金 支払 い の 財 源と な る 。だ か ら こ そ終 身 年 金保 険 が 商 品的 に 成立

する 。 こ の方 式 は 、 自分 が 仮 に長 生 き し た場 合 、 資金 が 枯 渇 する こ とは

なく 、 長 生き リ ス ク に備 え る こと が 出 来 る。 し か し、 こ れ を 貯蓄 と 考え

ると 、 早 死に し た 場 合、 資 産 が没 収 さ れ 「掛 け 捨 て」 る こ と にな る ので

敬遠 さ れ る。 実 際 、 日本 で は 理論 的 に 純 粋な 形 で の終 身 年 金 保険 は 販売

され て お らず 、 保 証 期間 を 付 けて 、 死 亡 して も 保 証期 間 の 残 期間 分 が給

付さ れ る 仕組 み を と っ て い る 。い ず れ も 保険 と 貯 蓄手 段 と の 相違 の 理解

不足 か ら 来る 生 命 保 険商 品 利 用と 考 え ら える 2 0 6。以 上 のこ と か ら 、保 険

教育 の 必 要性 が 浮 上 する が 、 実情 と し て は金 融 教 育の 一 環 と して 保 険は

位置 づ け られ て い る 。す な わ ち金 融 商 品 と並 列 的 に保 険 は 扱 われ て おり

2 0 7、い わ ば リス ク（資 産価 格 の 上下 動 や 収 益の 分 散 ）の 高 低を 除け ば 資

産形 成 系 商品 と し て の貯 蓄 ・ 証券 と 、 合 理的 な リ スク 対 処 と して の 保険

が同 一 の 枠組 み で 扱 われ て い る状 況 に あ る。  

 

2 -1 -2 保 険 教 育 とリ ス ク 教 育 の 連 携  

日本 リ ス ク研 究 学 会 は一 般 を 対象 と し た リス ク 教 育の 必 要 性 から 、そ

の 教 育 を 実践 し レ ベ ルア ッ プ のた め の 検 討を 継 続 的に 行 っ て いる 2 0 8。こ

のリ ス ク 教育 は 、 確 率の 感 覚 的理 解 や 、 事象 の 客 観的 状 況 と 主観 的 理解

                                                   
2 0 6  消 費 者 が 「 掛 け 捨 て 」 を 敬 遠 す る た め 、 貯 蓄 と リ ス ク 対 処 手 段 の 混 合 的 商 品

を 生 命 保 険 会 社 が 供 給 し 、 そ れ を 消 費 者 が 利 用 す る 状 況 と な っ て い る 。  
2 0 7  内 容 的 に は 保 障 性 の 商 品 と し て の 説 明 は 行 わ れ て い る 。 こ こ で は 位 置 づ け が

問 題 と の 認 識 に よ り 記 述 し て い る 。  
2 0 8  日 本 リ ス ク 研 究 学 会 リ ス ク 教 育 タ ス ク グ ル ー プ 。 筆 者 は そ の 参 加 者 で あ る 。  
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との 差 を 認識 す る た めの 参 加 型教 育 な ど 様々 な 試 みを 行 っ て いる 。 ここ

には 食 品 問題 、 様 々 な事 故 対 策や 社 会 に おけ る リ スク の 考 え 方等 が 対象

とな っ て いる 。 こ の リス ク 教 育と 保 険 教 育は 今 ま で連 携 し て いな い 。そ

もそ も 確 率事 象 と し ての リ ス クへ の 合 理 的対 処 手 段で あ る 保 険に 関 する

教育 が 、 対象 と し て のリ ス ク に関 す る 理 解を 除 い て行 わ れ て いる こ との

方が 不 自 然で あ る 。 対象 と す るリ ス ク の 性格 に よ って 、 ど の よう な 対処

が 必 要 か 、そ の 中 で 保険 や 貯 蓄と い う 手 段の 問 題 とな る は ず であ る 。こ

のた め 、 保険 教 育 と リス ク 教 育の 連 携 が 最も 重 要 と考 え ら れ る 2 0 9。  

 

2 -2 本 研 究 の 根 本 課 題 か ら 来 る 政 策 的 課 題  

2 -2 -1 乗 換 契 約 の取 り 扱 い  

 本 研 究 の根 本 課 題 ４で 取 り 上げ た 専 業 内競 合 が 消費 者 の 生 命保 険 加入

行動 へ 影 響を 与 え 、 既契 約 の 解約 ・ 払 込 停止 を 伴 う加 入 を 増 大さ せ ると

いう 実 状 につ い て 以 下に 提 言 を述 べ る 。  

 既 契 約 の解 約 を 伴 う加 入 を 乗換 と い い 、保 険 募 集規 制 上 の 対象 と なっ

てい る 。こ こで の 措 置は 、保 険 業法 300 条第 １ 項第 4 号 に お ける 禁 止行

為と し て 「保 険 契 約 者ま た は 被保 険 者 に 対し て 、 不利 益 と な るべ き 事実

を告 げ ず に既 に 成 立 して い る 保険 契 約 を 消滅 さ せ て新 た な 保 険契 約 の申

し込 み を させ 、 又 は 新た な 保 険契 約 の 申 し込 み を させ て 既 に 成立 し てい

る保 険 契 約を 消 滅 さ せる 行 為 」と 規 定 さ れる 。 こ の乗 換 募 集 につ い ては

異な る 保 険会 社 間 で 行わ れ る もの も 対 象 とな っ て いる 。  

 監 督 指 針に お い て 「不 利 益 とな る 事 実 」が 例 示 され て お り 、そ の 内容

は「 解 約 の際 の 解 約 控除 等 と して 保 険 契 約者 が 負 担す る こ と とな る 場合

があ る こ と」「特 別 配 当請 求 権 その 他 一 定 期間 の 契 約継 続 を 条 件に 発 生す

る配 当 に 関わ る 請 求 権を 失 う 場合 が あ る こと 」「 被 保 険者 の 健 康状 態 の悪

化等 の た め新 た な 保 険契 約 を 締結 で き な い場 合 が ある こ と 」 とな っ てい

る。 こ れ らの 不 利 益 とな る 事 実に つ い て の説 明 義 務を 果 た し たか ど うか

                                                   
2 0 9  こ の 記 載 は 筆 者 が リ ス ク 教 育 タ ス ク グ ル ー プ へ 参 加 し て い る 理 由 で も あ る 。  
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につ い て は、 顧 客 か ら確 認 印 を取 り 付 け る等 の 方 法に よ り 、 顧客 の 理解

を十 分 に 確認 し な け れば な ら ない （ 監 督 指針 2 1 0） と され る 。  

 こ の 問題 に つ いて は、「第 ８ 章  販 売チ ャネ ル 別 保険 募 集 人 イン タ ビ ュー 」

で示 し た よう に 、 そ もそ も 乗 換契 約 に 当 たる も の かど う か 不 透明 な もの

が存 在 し てお り 、 乗 換契 約 と して 扱 わ れ るべ き も のが 実 態 と して 対 象か

ら漏 れ る 可能 性 が あ る。 乗 合 代理 店 や 保 険シ ョ ッ プに お い て 、既 契 約の

解約 や 払 込み 停 止 を 伴う 加 入 の場 合 、 既 契約 の 解 約や 払 込 み 停止 の 手続

きは そ こ で行 わ れ て いな い 。 あく ま で 該 当会 社 の カス タ マ ー セン タ ー 等

の連 絡 先 を顧 客 へ 伝 える と し てい る 。 こ れに 対 し て加 入 に つ いて は そこ

で手 続 き を行 う た め 、こ れ を 乗換 と し て 認識 す る こと 自 体 が 極め て 不透

明で あ る 。  

した が っ て既 契 約 の 解約・払 込 停止 を 伴 う加 入 に つい て は 、顧客 の 認 識

と保 険 募 集人 の 認 識 上の 齟 齬 が生 じ 得 る 。  

これ ら の 問題 へ の 対 応と し て は以 下 が 必 要で あ る 。ま ず 第 １ に、 モニ

タリ ン グ であ る 。 本 研究 で 行 った 「 生 命 保険 加 入 者調 査 」 で も既 契 約の

解約 ・ 払 い込 み 停 止 を伴 う 加 入に つ い て 顧客 認 識 は明 確 で あ る。 こ のた

め、 保 険 ショ ッ プ 等 にお け る 加入 に つ い て顧 客 調 査に 基 づ き 、既 契 約の

解約 や 払 込み 停 止 を 伴う 加 入 を特 定 し 、 その 顧 客 認識 と 当 該 契約 を 扱っ

た保 険 募 集人 の 認 識 の整 合 性 を把 握 す る 必要 が あ る。 第 ２ に 不利 益 とな

る事 実 の 説明 に つ い ては 、 既 契約 の 解 約 を手 続 き とし て 確 認 せず と も、

可能 性 が ある 段 階 で 行う こ と を明 確 化 す る必 要 が ある 。 現 状 の監 督 指針

等は 、 不 利益 と な る 事実 が 何 かを 明 確 に 示し て い るが 、 そ も そも 不 安定

な乗 換 と いう 事 象 に つい て の 定義 は 実 務 的に は 不 明瞭 で あ る 。乗 換 か否

かを 消 極 的に 解 釈 す る場 合 と 、積 極 的 （ 可能 性 を 含め て 拡 大 的に ） に解

釈す る 場 合で 、 乗 換 の意 味 が 相違 す る 。 これ ら を 排除 す る た めに は 、可

能性 を 含 めて 対 応 を 義務 付 け 、事 後 検 証 を徹 底 す る必 要 が あ る。  

 

                                                   
2 1 0  保 険 会 社 の 総 合 的 監 督 指 針 Ⅱ - 4 - 2 - 2 (７ )。  
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2 -2 -2 生 命 保 険 需要 決 定 と 生 命 保 険 加 入 行 動  

 根 本 課 題２ で 明 ら かに し た よう に 、 経 済的 不 安 感や 不 足 感 につ い て個

別具 体 的 に認 知 す る と（ 医 療保 障 リス ク 認知 ）、直 接、生命 保 険需 要 へ 繋

がり 、 販 売チ ャ ネ ル の影 響 や 保険 知 識 の 自信 度 合 と無 関 係 に 加入 行 動へ

至る 。 こ の工 程 は 、 部分 最 適 的な 保 険 加 入行 動 と なる 可 能 性 を持 つ 。し

たが っ て 、本 来 、 そ の他 の リ スク へ の 対 処等 の 全 体の 中 に 位 置づ け 、優

先順 位 等 を考 慮 し た 中で 保 険 加入 行 動 を 起こ す 必 要が あ る 。 現状 で は販

売チ ャ ネ ルは そ の よ うな 抑 制 的役 割 を 担 って い な い。 し た が って 、 現状

は消 費 者 自身 が 自 ら それ ら に 自覚 的 に 対 処す る 必 要が あ る 。 この 観 点で

は消 費 者 教育 や 業 界 団体 の HP にあ る ラ イフ プ ラ ンニ ン グ ツ ール の 利用

促進 な ど が重 要 な 課 題と 言 え る。 更 に 保 険募 集 人 に対 す る 教 育上 の 課題

でも あ る 。様 々 な リ スク 対 処 の必 要 性 や 全体 の 中 での 優 先 度 を消 費 者が

検討 す る 機会 を 設 け る必 要 が ある 。 こ の 必要 性 を 保険 募 集 人 が認 識 する

こと が 重 要と い え る 。消 費 者 が個 別 課 題 的に リ ス ク認 知 す る と、 生 命保

険需 要 へ 直接 結 び つ き、 そ の まま 生 命 保 険加 入 行 動へ 至 る 。 生命 保 険の

加入 を 募 るこ と を 目 的と し て 保険 募 集 に あた る も のに と っ て は極 め て魅

力的 に 映 る消 費 者 側 の動 向 を 、一 旦 、 抑 制し て 全 体と の 整 合 性を 確 保す

るこ と は 、自 然 に ま かせ て 実 現す る 可 能 性は 低 い 。し た が っ て、 教 育課

題と し て の徹 底 が 必 要と な っ てい る 。 こ の点 で は 生命 保 険 協 会や 加 盟保

険会 社 が 行う べ き 対 策と い え る。  

 

本 研 究 の 結 論  

 

「要 約 」  

本研 究 の 問題 意 識 は 、消 費 者 の生 命 保 険 加入 行 動 のメ カ ニ ズ ムは どの

よう な も のか 、 と い うも の で ある 。  

我々 は 日 々の 生 活 の 中で 様 々 なリ ス ク に 囲ま れ て いる 。 こ の リス クは

自分 や 家 族が 病 気 に なる と か 災害 に あ う 等の 「 被 害」 だ け で はな く 、事
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故を 起 し 加害 者 と な って 賠 償 責任 を 負 う とい っ た 「加 害 」 リ スク も 含ま

れる 。 ま た失 業 リ ス クな ど も 生活 上 の 大 きな リ ス クと い え る 。こ の よう

にリ ス ク は多 面 的 で あり 、 そ の対 処 も 様 々で あ る 。  

本研 究 が 対象 と し て きた 生 命 保険 は 、 こ れら リ ス クの 中 で 人 的リ スク

と呼 ば れ るも の へ の 対処 手 段 であ る 。 人 的リ ス ク は、 家 計 に おい て はそ

の構 成 員 たる 家 族 の 死亡 や 疾 病、 災 害 、 介護 や 長 生き な ど の 人に 生 ずる

リス ク を 指す 。 人 的 リス ク へ の対 処 手 段 とし て の 生命 保 険 加 入行 動 のメ

カニ ズ ム につ い て 本 論は 以 下 を明 ら か に する こ と がで き た 。  

・消 費 者 の保 険 知 識 の自 信 度 合と 販 売 チ ャネ ル の 補完 関 係 が 生命 保 険加

入行 動 に 表れ る 。 消 費者 の 保 険知 識 は 貯 蓄性 に 偏 って お り 、 貯蓄 目 的と

関連 性 が 低下 （ 相 関 係数 が 下 がる ） す る 範囲 で は 、保 険 知 識 の自 信 度合

は加 入 に 影響 を 与 え ず、 販 売 チャ ネ ル が 正の 影 響 を与 え て い る。  

・上 記 の補 完 関 係が 成立 し な い生 命 保 険 加入 目 的 に医 療 保 障 目的 が あ る 。

この 医 療 保障 に つ い ては 、 消 費者 の 保 険 知識 も 販 売チ ャ ネ ル も共 に 加入

行動 に 影 響を 与 え な い。 そ の 理由 は 加 入 行動 の 前 段で あ る 需 要決 定 のあ

り方 に あ る。 医 療 保 障に 関 す るリ ス ク 認 知は 経 済 準備 意 向 を 経ず に 、直

接生 命 保 険需 要 へ 正 の影 響 を 与え る 。 こ のリ ス ク 認知 の 生 命 保険 需 要へ

の直 接 関 係が 、 そ の まま 加 入 行動 と な っ て表 れ る 。  

・消 費 者 の生 命 保 険 需要 は 、 生命 保 険 を 合目 的 的 なリ ス ク 対 処手 段 とし

て需 要 す る場 合 と 、 貯蓄 手 段 とし て 需 要 する 場 合 があ る 。 老 後保 障 ・介

護保 障 に 関し て 消 費 者は 生 命 保険 を 貯 蓄 手段 と し て需 要 し て いる 。 この

ため 、 特 に介 護 保 障 分野 で は 、実 際 に 提 供さ れ る 民間 生 命 保 険会 社 の介

護保 険 商 品と ズ レ が 生じ て い る。 す な わ ち、 提 供 され て い る 介護 保 険は

単純 な 貯 蓄商 品 で は なく 、 一 定の 介 護 状 態と な っ た際 に 給 付 され る 保障

のた め の 商品 で あ り 、消 費 者 の需 要 段 階 の想 定 商 品と は 相 違 して い る。

この 相 違 を埋 め る 役 割を 販 売 チャ ネ ル （ その う ち の営 業 職 員 ）が 担 って

おり 、 加 入行 動 へ 正 の影 響 を 与え て い る 。  

・販 売 チ ャネ ル 多 様 化を 分 類 する と 保 険 営業 専 業 の中 で の 多 様化 が みら
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れる 。 こ の中 に は 営 業職 員 が 代理 店 使 用 人へ 移 動 する 形 で 組 織展 開 する

保険 シ ョ ップ 等 の 乗 合代 理 店 が存 在 す る 。 こ の 場 合、 営 業 職 員と の 競合

関係 は 直 接的 な 性 格 を帯 び る 。こ の 専 業 内競 合 が 消費 者 の 生 命保 険 加入

行動 へ 影 響を 与 え て いる 。 保 険シ ョ ッ プ は、 既 契 約の 解 約 ・ 払込 停 止を

伴う 生 命 保険 加 入 の 影響 要 因 とな っ て い る。 こ の 結果 は 、 消 費者 の 生命

保険 加 入 行動 の 脆 弱 性を 表 し てい る 。  

 

「考 察 」  

 以 上 の 生命 保 険 加 入行 動 の メカ ニ ズ ム は、 日 本 にお け る 生 命保 険 の理

解の 実 情 を表 し て い る。  

加 入 目 的 別 に 見 て 消 費 者 の 保 険 知 識 に 関 す る 主 観 的 自 信 が 生 命 保 険

加入 行 動 へ影 響 を 与 える の は 、貯 蓄 目 的 及び そ れ と関 連 性 が 高い 老 後保

障目 的 で ある 。 消 費 者に お け る保 険 は 貯 蓄性 に 偏 って お り 、 本来 の リス

ク対 処 手 段と し て の 生命 保 険 に加 入 す る に当 っ て は販 売 チ ャ ネル の 影響

を必 要 と して い る 。 この 消 費 者の 保 険 に 関す る 自 信度 合 と 販 売チ ャ ネル

の影 響 と は補 完 的 関 係に あ る 。販 売 チ ャ ネル は 消 費者 の 弱 い 部分 を 補っ

てお り 、 生命 保 険 に 関わ る 社 会的 厚 生 に 資し て い る。 反 面 、 生命 保 険加

入に 当 た って の 顧 客 の意 向 の 変化 や 加 入 の意 志 決 定に 販 売 チ ャネ ル が影

響を 与 え てお り 、 顧 客自 身 に とっ て は 意 向変 化 や 意向 と 加 入 保険 契 約と

の整 合 性 の確 認 が 必 要と い え る。  

消費 者 の 生命 保 険 理 解の 観 点 では 、 生 命 保険 を 貯 蓄手 段 と し て考 える

傾 向 が 強 く、 こ の 点 で、 保 険 理解 の 不 足 が明 ら か とい え る 。  

医療 保 障 リス ク 認 知 は生 命 保 険需 要 へ 直 接つ な が り、 そ れ が その まま

生命 保 険 加入 行 動 へ 表れ る 。 この た め 販 売チ ャ ネ ルも 消 費 者 自身 の 保険

知識 度 合 も影 響 を 与 えな い 。 リス ク 認 知 が直 接 生 命保 険 需 要 へ繋 が る場

合、 そ の 他の リ ス ク 認知 及 び 経済 準 備 意 向と の 整 合性 を 考 慮 しな い まま

生命 保 険 加入 行 動 と なる 。 こ の加 入 行 動 は部 分 最 適的 な も の とい え 、当

該消 費 者 の本 来 の 想 定に 対 し て過 剰 保 険 ・過 少 保 険の 要 因 と なる 可 能性
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をも つ 。  

 販 売 チ ャネ ル の 多 様化 に よ り生 じ た 専 業内 競 合 が生 命 保 険 加入 行 動に

影 響 を 与 え、 既 契 約 の解 約 や 払込 み を 伴 う加 入 を 増大 さ せ て いる 。 この

よう な 販 売チ ャ ネ ル 側の 特 定 の競 合 関 係 が影 響 を 与え る 点 を 見る と 、生

命保 険 加 入行 動 は 様 々な 影 響 下に あ り 、 脆弱 性 を 持っ て い る とい え る。  

 

「提 言 」  

・保 険 は 合目 的 的 な リス ク 対 処手 段 で あ り、 貯 蓄 商品 と は 異 なる 。 この

理解 を 増 進さ せ る 必 要が あ る 。こ の 増 進 のた め に は、 保 険 教 育の 枠 組み

を変 更 す る必 要 が あ る。 具 体 的に は 、 現 在の 保 険 教育 は 金 融 教育 の 一環

とな っ て おり 、 資 産 形成 系 商 品と 並 列 し て扱 わ れ てい る 。 こ れは 消 費者

の「 保 険 は貯 蓄 手 段 のひ と つ 」と 考 え る 傾向 を 強 める 可 能 性 があ る 。  

 保 険 教 育は 、 今 後 、リ ス ク 教育 と 連 携 する 必 要 があ る 。 消 費者 が リス

クそ の も のを 知 り 、 その リ ス クご と に 必 要な 対 処 手段 を 考 え る。 貯 蓄で

対処 す る べき 性 格 の リス ク や 、保 険 で 対 処す べ き 性格 の リ ス クな ど 、対

象と し て のリ ス ク を 知る こ と 、そ の 延 長 線で 保 険 教育 が 位 置 づけ ら れる

必要 が あ る。  

・乗 換 契 約に つ い て は保 険 募 集規 制 の 対 象と な っ てい る が 、 規制 は 、乗

換契 約 の 際の デ メ リ ット 説 明 義務 な ど に 比重 が 置 かれ て い る 。こ れ に対

して 、 異 なる 会 社 間 での 乗 換 契約 の 場 合 、そ も そ も乗 換 契 約 に該 当 する

かど う か 不透 明 な 事 態が 存 在 し、 加 入 者 と保 険 募 集人 の 認 識 上の 齟 齬の

可能 性 が ある 。 こ の ため 、 監 督指 針 等 に おい て 異 なる 会 社 間 の乗 換 契約

につ い て は、 可 能 性 を含 め て 拡大 的 に 適 用対 象 を 明示 す る 必 要が あ る。

更に 保 険 ショ ッ プ 等 大型 乗 合 代理 店 に つ いて は モ ニタ リ ン グ が必 要 であ

る 。  

・部 分 最 適的 な 生 命 保険 加 入 行動 に 対 し て、 消 費 者自 身 が 家 計全 体 の中

でリ ス ク 対処 行 動 を 位置 づ け 、優 先 順 位 など を 考 慮し た 抑 制 的な 検 討が

必要 で あ る。 こ の た め、 消 費 者教 育 と と もに 、 保 険募 集 人 に 対す る 教育
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にそ の 内 容を 徹 底 す る必 要 が ある 。 こ れ らは 生 命 保険 協 会 等 業界 団 体や

個別 保 険 会社 が 健 全 な生 命 保 険利 用 の 観 点か ら 対 応す べ き も ので あ る。  
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